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　　　序幕　～prologue～







　妖獣地帯ドウーム・エリア。

　それは、人類にとっての最低最悪の敵──妖獣ドウームによって汚染されてしまった区域に与えられた名称だ。

　妖獣地帯ドウーム・エリアに人類が住むことはできない。……いや、人類だけじゃない。妖獣地帯ドウーム・エリアはあらゆる生命の存在を拒絶する死の大地だった。

　草木の一本すら生えることがなく、気温は季節を問わず真冬並みに低い。そのくせ時折吹き抜ける風だけは真夏みたいに生なま温ぬるい。空は常に鈍にび色いろの雲に覆おおわれていて雨が降ることは決してないのに、稀まれに雪だけは降る。人体に有害な物質が充満している区域もあるという。

　生命感なんてかけらもないこの死の大地で生きていける生物は、ただ一種──妖獣ドウームだけだ。

　そして、妖獣ドウームだけが生存を許されるこの死の大地は今や、地球の陸地面積のおよそ六割を占めるにまで至っている。

　多くの命が失われ、多くの国が、民族が滅びた。

　生き残った人類は、妖獣ドウームの侵入を阻はばむ大結界魔ま法ほう──〝神の盾アイギス〟によって国土を守りながら、妖獣ドウームとの戦いを続けてきた。

　地球を人類の手に取り戻すために。あるいはただ、生きるために。

　妖獣ドウームの存在が初めて確認された年から九十四年──。

　人類と妖獣ドウームの戦いは、まだ終わっていない。




　灰色の荒野が地平線の彼方かなたにまで続いている。

　後ろを振り返れば、僕の生まれ育った明みよう神じん市しの姿が小さくだが見えるだろう。だけれど後ろを振り返る──たったそれだけの動作が、今の僕には困難極まった。

　まだ十月だっていうのに、空気は身を切るように冷たく、短い間隔で吐はき出される息はいちいち白い。

　死の大地──妖獣地帯ドウーム・エリア。

　今そこで、僕──杉すぎ崎さき星せい也やは、死の崖がけっぷちに立たされていた。

　鉄みたいに硬い灰色の土を踏ふみしめる足は生まれたての子こ鹿じかみたいにガクガクと震ふるえていて、長剣ロングソードを構える腕は熱病患者みたいにぶるぶると震えている。

　……我ながら、なんて情けない様なんだろう。

　ちくしょう、と僕は自分でも聞き取れないぐらいの小声で呟つぶやいた。

　本当は、ありったけの声で「ちくしょう！」と叫びたかった。だけど、そんなことをすれば、それが引き金になって奴やつらは一斉に襲おそいかかってくるだろう。

　そう。僕は囲まれているのだ。人類の敵、妖獣ドウームに。

　そいつらは犬に似た姿をしていた。けれど、大きさは子馬ほどもあって、全身を覆おおう黒い体毛は金属じみた光沢を放っている。剝むき出しにされた牙きばと爪つめは金属そのものといった感じだ。そして、血の色をした三つの眼。

　魔ま犬けんヘルハウンド……魔ま獣じゆう系けいに属する妖獣ドウームで、強さを示すランクはＣ。

　まだ正式な獣殺士免許スレイヤー・ライセンスを持っていない、半人前の学生でしかない僕には、十分すぎる強敵だ。そのことを僕は今、現在進行形で味わっている。

　左腕、右脚、背中、おまけに頰ほおまで鋭利な爪で切り裂かれ、体当たりをくらって地面に叩たたきつけられたおかげで全身打ち身だらけ。制服ももう、ボロボロだ。

　ちくしょう、と再び小さく呟く。

　悔しい。悔しくてたまらない。だけど、誰だれも恨むことはできなかった。この状況を招いてしまったのは他ほかならぬ僕なのだ。

　前期末実技試験成績──『有剣戦せん闘とう』学年第二位。『無剣戦闘』学年第三位。学科も含めた総合成績は、学年第三位。

　……自うぬ惚ぼれていた。個人模も擬ぎ戦せんの戦績は学年トップ。同級生だけじゃなく上級生や教師陣からも一目置かれるようになって、自分は強いのだと自うぬ惚ぼれていた。

　井の中の蛙かわず大海を知らず。この言葉はきっと先人が僕のために用意しておいてくれた言葉だったのだろう。

　妖獣ドウームは人類が九十年かけてもこの地球上から駆く逐ちくできていない最低最悪の敵なのだ。計り知れない強大無比な敵なのだ。

　僕みたいな、半人前にしてはそこそこやる、程度の人間にどうこうできるわけがない。

　それなのに、僕は。

　学校でいい成績だったことに自惚れて、Ｅランク、Ｄランクの妖獣ドウームに楽に勝てるようになったことに自惚れて、Ｃランク以上の妖獣ドウームが闊かつ歩ぽする区画にまで足を伸ばしてしまった。

　腕試しのつもりだった。Ｃランクの妖獣ドウームにだって楽に勝てると思っていた。自信があった。だから、渋る相棒パートナーのひなたを説得してまでＣランクの妖獣ドウームと戦いにきたのだ。

　なのに、実際はどうだ？

　単体で闊歩していたヘルハウンドに自分のほうから戦いを挑んで、勝つには勝ったものの満まん身しん創そう痍い。ひなたも体当たりをくらって気絶。揺すっても叩たたいても起きないひなたを担かついで街に帰る途中で、今度はヘルハウンドの群れに遭遇してしまったというわけだ。

　ヘルハウンドの数は十二匹。ぐるりと包囲されてしまっている。逃げ場はない。そして、勝ち目も。

　ヘルハウンドの──Ｃランク妖獣ドウームの強さは、ついさっき身を以もつて味わった。勝てたのは、ほとんど偶然みたいなものだった。追いつめられて苦し紛れに繰くり出した剣がたまたま喉のど笛ぶえに突き刺さってくれて、勝ちを拾っただけだ。

──ごめんな、ひなた……。

　僕は後ろで倒れている幼おさな馴な染じみで相棒パートナーのひなたに心の声で詫わびた。

　ひなたはなにも悪くない。

　物心つく前からなにをするのも一いつ緒しよだったひなた。いつだって僕のことを信じてくれた、幼馴染み。

　僕は僕の慢心のせいで、ひなたまで死なせてしまおうとしているのだ。

「ちくしょう……ちくしょう……」

　目頭に涙が滲にじんだ。早い呼吸に嗚お咽えつが交じる。

「ちくしょう……っ！」

　奥歯を嚙かみしめて、僕は剣の柄つかをありったけの力で握りしめた。

　夏休みの間にこなした依頼クエストで貯めた金で買った、騎士鋼アロンダイト製の長剣。

　僕の自慢の一品だったそれはもう、武器としてはほとんど使い物にならなくなっていた。さっき倒したヘルハウンドに死に際、刀身を嚙み砕かれてしまったのだ。残った刃は元の半分もない。

　武器は壊こわされ身体からだは傷だらけ。背後には意識のない相棒パートナーが横たわっている。

　この上もなく最悪な状況。

　ガオン、とヘルハウンドの一匹が吼ほえた。

　ギリギリまで張りつめていた僕の緊きん張ちようの糸が、それでいよいよ切れた。

「わあああああっ！」

　叫んで、僕は正面のヘルハウンドに斬きりかかった。剣の刀身が半分になってしまっていることも忘れてだ。

　ヘルハウンドは一歩も動いていないのに、僕の斬ざん撃げきは虚むなしく空を切った。

　赤い三つの眼が笑むように歪ゆがんだ──気がした。

「ちくしょおっ！」

　剣を投げ捨てて、僕は素手でヘルハウンドに殴なぐりかかった。

　黒い眉み間けんに僕の拳こぶしが突き刺さる。だけど、それで壊れたのは僕の拳のほうだった。

「……っ──あっ！」

　痛みに仰のけ反った僕にヘルハウンドが飛びかかってくる。

　両肩に爪つめを食い込まされて、僕は灰色の地面に組み敷しかれた。爪は骨にまで深々と食い込んでいる。

　痛い。

　怖い。

　ヘルハウンドの生なま温ぬるい息が顔にかかり、滴したたり落ちた生なま臭ぐさい唾だ液えきが頰ほおを濡ぬらす。

　死ぬ。

　殺される。

　終わる。

　助けてくれ。

　誰だれか。

　僕を。

　ひなたを。

　誰か。

　助けてくれ。

　嫌だ。

　死ぬのは。

　嫌だ。

　こんなところで。

　なにもできないまま。

　終わるのは。

　嫌だ。

　嫌だ。

「嫌だああああああああああああああああああああっ！」

　僕は叫んだ。心の底から叫んだ。腹の底から叫んだ。次の瞬しゆん間かんにも失われようとしている命のすべてで叫びをあげた。

　突然の絶叫に怯ひるんだのか、ヘルハウンドの頭がわずかに後ろに引かれて──そして、僕は見た。

　鈍にび色いろの空を背景に宙を舞う少女の姿を。

　頭の片側で結った長い黒髪と短いスカートの裾すそを靡なびかせ、真っ白な脚を惜しげもなく曝さらして、少女は空の高みから重力に従って降りてくる。

　少女の手には青みがかった銀の輝かがやきを放つ魔法杖ルーンスタツフが握られていた。

　初め、左手一本で持っていたそれに、少女は右手を添えて振りかぶる。

　その一瞬。ほんの一瞬。

　少女の視線と僕の視線が重なった。

　少女の目は猫のように瞳どう孔こうが縦に切れ上がっていた。──いや、あれは猫の目なんかじゃない。虎とらの目だ。そう思わせる苛か烈れつさが、少女の目にはあった。

　視線が重なった次の瞬間には、少女の姿はもう、彼女の全身が風を切る音が聞こえるところにまで迫っていた。

　少女が刺すような呼気とともに魔法杖を振り下ろす。

　金属製の魔法杖は雷光のように僕の視界を切り裂いて、ごきっ、と硬く重い音を響ひびかせた。

　それは、少女の振り下ろした魔法杖がヘルハウンドの脳天を打ち据えた──いや、破は壊かいした音だ。

　強烈な一打を見舞いながらヘルハウンドの背中に着地した少女は、息もつかずにその黒い背中を蹴けって再び宙に躍おどる。

　真上からの不意打ちに為なす術すべもなかったヘルハウンドは、ぐらりと身体からだを横に傾かせ、そのまま倒れた。

　ヘルハウンドの頭は、巨大な鉄球でも落とされたみたいに完かん膚ぷなきまでに破壊されていた。頭ず蓋がい骨こつもその中にあった脳も木こっ端ぱ微み塵じんだ。飛び出した眼球の一つが、僕の顔のすぐ横に転がっている。

　僕の両肩に突き刺さっていた爪つめは、ヘルハウンドが倒れた拍子に抜けていた。

　痛みに喘あえぎながら、僕はなんとか上体を起こした。立ち上がることまではできそうにない。

　軋きしむ首をもたげて少女の姿を空に探す。だけれどもう、少女の姿は空にはなかった。

　僕が起き上がった時には少女は既すでに地上に降り立ち、魔ま獣じゆうの群れを相手に大立ち回りを演じていた。

　少女が振り回している魔法杖──あれは……間違いない。精ミ霊ス真リ銀ル製だ。

　四方八方から襲おそいくるヘルハウンドたちの爪つめを、牙きばを、体当たりを、かすらせもせずにかわしながら、精ミ霊ス真リ銀ル製の魔法杖を唸うならせて少女は敵を殴なぐり飛ばしていく。

　その光景に、僕はただただ啞あ然ぜんとなった。

　獣殺士スレイヤーの二つの型──剣士と魔ま法ほう使つかい。

　魔法杖を持っているということは、少女は魔法使いということになる。魔法使いの白兵戦能力が剣士のそれを上回ることはありえない。──というのに、少女の力と疾はやさは剣士である僕を遥はるかに凌りよう駕がしていた。

　魔法杖を武器にしているだけで実際は剣士ということも考えられなくはないけれど……少女からは〝荒神スサノオ〟の気配をまるで感じない。

　一体、少女は何者なのか。魔法使いなのか剣士なのか。

　少女の動きは止まらない。

　流水のような淀よどみのない動きで敵の猛もう撃げきをかわし、攻撃の瞬しゆん間かんには一転、烈火のような猛たけ猛だけしい動きで魔法杖を振るう。

　たちまち、少女の周囲に黒い魔ま犬けんの死し骸がいの山が出来上がった。

「すごい……」

　十匹以上いたヘルハウンドをたった一人で、しかも魔法杖一本で撲ぼく殺さつし尽くした少女は、負傷どころか息の一つさえ乱してはいなかった。

　白い頰ほおに張りついたどす黒い返り血を拭ぬぐいもせずに、虎とらのような目で累るい々るいと横たわるヘルハウンドの死骸を睥へい睨げいしている。

　僕は少女に見入った。

　年は十七か十八か……僕とたいして変わらないだろう。美人だ。それも、頭に超がつくレベルの。頰が妖獣ドウームの血で染まっていても、美び貌ぼうはまったく損なわれていない。それどころか、血に染まることで少女の美貌は輝かがやきを増しているようにも見えた。

　そして、衣装。少女の華きや奢しやな肢し体たいを包んでいるのは、僕とひなたが通っている光こう風ふう学園の制服だった。

　白いブラウスに紺のブレザー、チェックのスカート。ブレザーの胸ポケットには、獅し子しを象かたどったエンブレム。──ひなたが着ているのと、まったく同じ物だ。

──そうだ、ひなた！

　僕は上半身を撚ひねって倒れているひなたを見た。

　相変わらず意識はないものの、ひなたに怪け我がはなかった。呼吸もちゃんとしている。

「よかった……」

　安あん堵どの息をついて前に向き直った僕は、そこに虎の目を見た。

　少女が、こっちを見ていたのだ。

　礼を言わないと……と思うのに、少女のまなざしに射い竦すくめられて、僕の喉のどは強こわ張ばってしまっていた。

「あ……あの……」

　それでもなんとか声を絞り出したその時、空のほうから人ならざるものの甲高い鳴き声が響ひびいてきた。

　少女がおもむろに振り返って空を仰ぐ。続いて僕も空を見た。

　鈍にび色いろの空に、羽のある巨大な獣けものが舞っていた。

「あれは……」

　ワイバーンだ。実物を見るのは初めてだけど、写真では見たことがある。『妖獣ドウーム生態』の授業でも習った。

　ワイバーン──翼よく竜りゆう系けいに属するＢランクの妖獣ドウーム。体長は三十メートル前後。腕はないが、蝙蝠こうもりのそれに似た羽の先に鉤かぎ状じようの爪つめが一本ずつ生えている。尻尾しつぽは体長の半分を占めるほどに長く、先端には日本刀ような反りのある片刃の毒針があって、この毒は象ですらものの十秒で死に至らしめるほどに強力。飛行速度は最高で時速二百キロ超。物理防御力・魔ま法ほう抵抗力ともに高く、中堅クラスの獣殺士スレイヤーでも一いち撃げきで致命打を与えることは極めて困難──。

「なんて……こった」

　ヘルハウンドの群れに続いて、こんな大物にまで遭遇してしまうなんて。

　ワイバーンは鈍色の空をゆったりと羽を動かしながら旋回している。飛び去る気配は、ない。間違いなく僕たちの存在を認識していて……殺すつもりでいる。雨のように降り注いでくる殺気が、それを物語っていた。

　せっかく助かったと思ったのに。結局、僕たちはここで死ぬのか……？

「其そは火。五元の一にして始原の赤──」

　絶望が再び僕を吞のみ込もうとした時、力強くも涼やかな声が死の大地に朗々と響き始めた。

「──我が呼び声に応こたえて来たれ──」

　声の主は──少女だ。

　少女が呪文スペルを──魔法という名の奇跡を導くための力ある言葉を、唱えている。

　やっぱり、と思う。

　やっぱり、少女は魔法使いなのだ。

「──熱き殺意を以もつて──」

　呪文スペルを唱えながら、少女は右手を目で追いきれないほどの速さで動かしていた。人差し指をペン、虚こ空くうを紙に見立てて、術式コードを描いているのだ。

「──すべてを焼き尽くせ」

　少女の呪文スペル詠唱が完了する。まったく同時に少女の右手も動きを止めていた。術式コードの虚空筆記も完了したのだ。

「〝怒れる火神イグナイト〟！」

　大気が震ふるえた──ような気がした。

　少女が左手に握りしめた魔法杖を天へと掲げる。

　音もなく、一いつ瞬しゆんで、膨ぼう大だいな量の炎が少女の掲げた杖つえの先に湧わきあふれた。冷たかった空気がたちまち灼しやく熱ねつして、陽炎かげろうが視界を揺らがせる。

　少女の魔ま法ほうを引き金に、ワイバーンが甲高い声を再び響ひびかせて降下を開始した。

　同時に、少女の呼んだ炎が大きく逆巻いてある生き物の姿を象かたどった。──鳥だ。それも、ワイバーンに匹敵するほどに巨大な。

　熱く赤い翼つばさを広げて、炎の巨鳥が飛ひ翔しようする。

　獣けものの本能で危険を感じたのか、ワイバーンは進路を反転させたが──逃げられなかった。炎の巨鳥はワイバーンを上回る速度で追いすがり、激突。そして、爆発。

　拳こぶし大だいの火の塊が雨のように降り注ぎ、火の粉が激しく吹雪ふぶく。

　鈍にび色いろから茜あかね色いろに染め変えられた空に、ワイバーンの姿はもう、なかった。

　僕の目は見ていた。ワイバーンが焼き殺される様を。

　一瞬だった。ワイバーンの頑強な皮ひ膚ふも肉も骨も、少女の放った炎は一瞬でかけらも残さず焼き尽くしてしまったのだ。

　なんて……。

　なんてとんでもない火力なんだ……。

　少女が使った魔法は、〝怒れる火神イグナイト〟。炎を呼び、意のままに操る魔法だ。

　火を武器にするだけに殺傷力の高い魔法ではあるのだけれど……Ｂランクの、しかも大型の妖獣ドウームを一瞬で焼き尽くすレベルの〝怒れる火神イグナイト〟なんて見たことがない。ひなただって〝怒れる火神イグナイト〟は使えるけど、野球ボールサイズの火の玉を飛ばすのが精一杯だ。

　一体この少女は何者なんだろう、と改めて思う。光風学園の制服を着てるってことは学生なんだろうけど……あんなデタラメな強さの学生なんているわけがない。

　乱れた髪を軽く撫なでつけて、少女が僕のほうを振り返った。

　降りしきる火の粉が白い肌を赤く彩いろどり、虎とらの目を鮮やかな緋ひ色いろに染め上げている。

　少女が僕を見ていた時間は短かった。ほんの数秒だったろう。

　一言も発さず、眉まゆの一つさえ動かすこともなく、虎の目の少女は身を翻ひるがえして歩き出した。迷いのない足取りで、都市とは反対の方向へと歩みを進めていく。

　力の強い妖獣ドウームにほど強く働くという〝神の盾アイギス〟の特性により、都市に近づくほど妖獣ドウームの強さのランクは低くなる。逆に言えば、都市から離はなれるほど強力な妖獣ドウームが待ち受けているということだ。

　つまり彼女は、ヘルハウンドの一群を撲ぼく殺さつしてワイバーンを焼き殺して、その上さらに強い妖獣ドウームと戦おうとしているのだ。

　僕は、ひなたのことも自分が大おお怪け我がをしていることも忘れて、遠ざかっていく少女の背中を見つめ続けた。




　これが、僕と虎とらの目の少女──安あん藤どう美み月づきとの、最初の出会いだった。













　　　一幕　～相棒Ⅰ～







　彼女が帰宅した時、時刻は深夜の二時を回っていた。

　待つ者の誰だれもいない家は当然真っ暗で、けれど彼女は気にしたふうもなく、手にしていた魔法杖ルーンスタツフと学生鞄かばんを適当に放り投げると、部屋の明かりも点つけないまま洗面所に向かった。

　そこでも彼女は明かりを点けることなく、顔についた血を湯で洗い流した。顔だけじゃなく髪も身を包む制服も、彼女は血に染めていた。彼女自身の血ではない。彼女が殺した、妖獣ドウームの返り血だ。

　リビングに戻ると、彼女はソファに腰を下ろして、テーブルの上に置かれていた一冊の本を手に取った。

　本、といってもそれは日記帳だった。

　他ほかの誰でもない、彼女自身の日記だ。

　彼女が毎日欠かさず日記をつけるようになって、七年になる。

　白くしなやかな指で、彼女はページを表紙から順に一枚ずつめくっていく。

　相変わらず部屋は真っ暗なままだったが、彼女の目は闇やみを苦にしない。暗闇の中、妖獣ドウームの血に染まった制服に身を包んだまま、彼女は日記を読む。

　特異な日記だった。

　普通、日記といえば、一日の出来事に加え、出来事に対して自分がどう思ったのかという感想も一いつ緒しよに書くものだ。しかし、彼女の日記には日々の出来事に対する思いがただの一言も書かれていなかった。その日の出来事が淡々と記録されているだけだ。

　読み返したところでなんの面白みもないそれを、彼女は一ページ一ページ飛ばすことなく読んでいく。

　笑いも照れもせず、ただ読んでいく。

　最新のページまで読み終えると、彼女は小さく息をつき、数秒間目を閉じて、それからペンを手に取ると、今日の分の日記を書き始めた。
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　朝あさ靄もやのたちこめる近所の公園に一人、僕はトレーニングウェアに身を包んで立っていた。

　静かに深く朝の新鮮な空気を肺に取り込みながら、既すでに鞘さやから抜き放っていた剣を正眼に構える。

　そして、呟つぶやく。

　力ある言葉を。

「我は盾なり剣つるぎなり」

　それは〝荒神スサノオ〟の名を持つ魔ま法ほうの呪文スペル。

　呪文スペルに応こたえて、大気に満ちていた見えざる力の一部が僕の身体からだへと流れ込んでくる。

　身体中の肉が、骨の一本一本が、全身を巡る血が、熱を帯びていく。

　熱い。

〝荒神スサノオ〟を初めて使った時は、この熱さに耐えられず悲鳴をあげてのたうち回ったものだった。

　今だって苦しくないわけじゃない。だけど、この灼しやく熱ねつの苦しみは僕たち剣士が妖獣ドウームと戦う力を得るために支払わなくちゃならない代だい償しようだった。

　正眼に構えた剣を踏ふみ込みながら虚こ空くうに向かって突き出す。腕が伸びきらないうちに刃を横に倒し、一文字に薙なぐ。そのまま動きを止めることなく剣を振り抜いた方向に全身を撚ひねり、遠心力を上乗せした斬ざん撃げきを袈け裟さ懸がけに振り下ろす。

　僕が使っているのは、騎士鋼アロンダイト製の長剣ロングソードだ。鋼鉄をベースにした合金である騎士鋼アロンダイトは、鋼鉄よりも頑強な分、重い。非力な人間じゃ持ち上げることすら出来ないし、自在に振り回そうと思ったら人間離ばなれした筋力が必要になる。

　その、人間離れした力を与えてくれる魔法が〝荒神スサノオ〟だった。

〝荒神スサノオ〟は物の働きを強くする付与魔ま法ほうだ。僕たち剣士は、この〝荒神スサノオ〟で自らの肉体を強化することで、妖獣ドウームと戦うのだ。

　ちなみに、今使っている長剣は先月買ったばかりの物だ。半年前にヘルハウンドに嚙かみ砕かれた剣は、破損が酷ひどすぎて修理がきかなかった。騎士鋼アロンダイト製の武器は、精ミ霊ス真リ銀ルほどじゃないものの高級品だ。おかげで買い直すまでに五ヶ月もかかってしまった。苦労したのだ。積極的に依頼クエストをこなして遊行費を抑えて、週に一度は昼飯も抜いて……。

　その苦労の末にようやく手に入れた剣を、鋭く激しく、無心に振るう。

　ピリリリリ、と胸ポケットに入れていたケータイが鳴った。着信音──じゃなく、アラームだ。僕は動きを止めてケータイを取り出し、アラームを止めた。

　本日の早朝トレーニング終了、っと。

　長く息を吐はいて、〝荒神スサノオ〟を解除する。──と、全身を支配していた熱が抜けていった代わりに、疲労という名の重みが全身にのしかかってきた。

　二十分間素振りを続けても穏おだやかだった呼吸がとたんに乱れて、身体からだ中じゆうの汗かん腺せんからどっと汗が噴き出してきた。

　ずしりと重く感じるようになった剣を鞘さやに収めて、僕はベンチに腰掛けた。

　タオルで汗を拭ぬぐって、水筒に入れて持ってきていたスポーツドリンクをごくごくと一気に飲み干す。

　火ほ照てった身体が胃から冷めて、僕は「ふうっ」と息をついた。

　ベンチに深く背をもたれて、空を見上げる。

　早朝といっても、もう六時半を回っているから空は十分に明るい。昨夜は夜半過ぎまで雨が降っていたけれど、今日はよく晴れそうだ。

　目線を少しだけ西のほうに動かしてみると、青かった空の色がほんのりと朱色を帯びて見えた。

　朝焼けじゃない。火事が起こっているわけでもない。

　あれは、この都市──明みよう神じん市しを覆おおう、対妖獣ドウーム結界──〝神の盾アイギス〟の色だ。

　世界に現存しているすべての都市は、〝神の盾アイギス〟によって守られている。明神市も例外じゃない。妖獣ドウームの都市内への侵入を阻はばむこの結界魔法がなければ、人類は前世紀の太陽戦争で全滅していたと言われている。

　そして、僕の生まれ育った明神市は、妖獣ドウームに汚染された妖獣地帯ドウーム・エリアに面して造られた、人類防衛の要かなめ──防衛都市の一つだった。

　防衛都市には軍が置かれ、全国から獣殺士免許スレイヤー・ライセンスの所持者が集まる。

　僕が毎朝トレーニングに利用しているこの公園は、民間人が自由に出入りできる場所の中では、都市の外──つまりは、妖獣地帯ドウーム・エリアに一番近い。

　妖獣地帯ドウーム・エリアに近いということは〝神の盾アイギス〟にも近いということで、この公園は都市の中にいながら民間人が〝神の盾アイギス〟を視認できる、数少ないポイントの一つだった。

〝神の盾アイギス〟が視認可能な距きよ離りは、〝神の盾アイギス〟から三百メートルの範囲内だと聞いたことがある。この公園も範囲内ギリギリで、公園を出るともう、朱色の空を見ることはできなくなってしまう。

　この、妖獣地帯ドウーム・エリアに一番近い公園で、僕は一年前から毎日早朝トレーニングを行っていた。

　トレーニングの場所にここを選んだのは、なにも家から近いからって理由だけじゃない。どんなに疲れていても眠くても、妖獣地帯ドウーム・エリアに近いこの場所にくると身体からだがやる気になってくれる。妖獣ドウームに対する殺意が心身を引き締しめてくれる。

　三分ばかり休んでいると、呼吸も落ち着いて疲労感も抜けていった。

「さて、と」

　帰ってシャワーを浴びて、それから朝食の準備だ。

　腰に巻いた剣帯に剣を差して、僕は公園を後にした。




　二階建ての一軒家に、僕──杉すぎ崎さき星せい也やは一人で暮らしていた。

　家族は、いない。七年前に獣殺士スレイヤーなりたいという夢を両親に反対されて家を飛び出した姉はそれっきり音信不通で、生きているのか死んでいるのかもわからない。両親は四年前に死んだ。妖獣ドウームに殺された。

　身寄りはなかったけれど、父親が高額な生命保険に入っていてくれたおかげで生活には困っていない。

　家に着くと、玄関のシューズボックスに剣を立て掛けて、まっすぐにバスルームに向かった。

　シャワーで汗を流して、二階の勉強部屋で制服に着替える。

　濃紺のブレザーにグレーのスラックス。そして、ブレザーの胸ポケットに刺し繡しゆうされた獅し子しのエンブレムは、僕が光こう風ふう学園の学生であることの証あかしだ。さらに剣士科の学生の証明として、腰に剣帯を装着する。

　光風学園は、学園といっても一般の高校とは違う。光風学園は、妖獣ドウームと戦える人材──獣殺士スレイヤーを養成する獣殺士学校スレイヤー・スクールなのだ。

　獣殺士学校スレイヤー・スクールは基本的に四年制で、卒業すれば獣殺士免許スレイヤー・ライセンスが取得できる。

　獣殺士スレイヤーになるために──獣殺士免許スレイヤー・ライセンスを手に入れるために、僕は一年前の春から光風学園に通っていた。

　壁掛け時計を見ると、七時二十分。

　そろそろ、あいつを起こしにいく時間だ。

　教本の入った鞄かばんと剣を手に、僕は家を出た。

　向かう先は学校──じゃない。登校の前に、僕には早朝の鍛たん錬れんと同様に欠かせない日課があった。

　向かいの一軒家の前に立つ。

　表札に書かれている姓は、神かみ代しろ。

　インターホンは鳴らさない。鳴らしたところでどうせ返事はありはしないのだ。

　いつものように合い鍵かぎで玄関ドアを開けて、「おじゃまします」の声もかけずに上がり込む。

　一階は人気がなく、しーんと静まり返っていた。

　この家も僕の家と同じなのだ。四年前から住人は一人しかいない。

　そのたった一人の住人を起こすために、僕は二階に上がった。

　コンコン。そいつの部屋のドアを、無む駄だとわかっていつつも最低限の礼れい儀ぎとしてノックする。

　返事は……案の定、ない。

「ひなた、入るぞ」

　一応声をかけてドアを開けた僕は、

「やれやれ……」

　室内の惨状にため息をついた。

　あれやこれやと色々なものが床の上に散乱していた。脱ぎっぱなしにされた服に何冊ものマンガ雑誌と魔ま法ほう書しよ。鞄かばんにぬいぐるみに枕まくらに──それに、パジャマ姿の女の子。

「またベッドから落ちたのか、こいつは……」

　あまりの寝相の悪さにベッドから転げ落ちてもおかまいなしに眠っているこいつが、この部屋の──というより、この家の主だ。

　神代ひなた。

　僕と同じ十七歳──のはずなのに、とてもそうは見えない。

　お世辞にも背の高いほうとはいえない僕の目から見ても、こいつはチビだった。全国平均が何センチなのか正確なところは知らないけど、平均以下であることは間違いない。たぶん、軽く十センチは下回っているだろう。女性の身長は十七歳頃ごろまでには伸び終わるというから、こいつの背が平均値を超えることは、もう一生ありえないということだ。

　おまけに顔立ちも幼い。小学校の高学年ぐらいから、こいつの顔はほとんど変わっていなかった。中学生に間違われることはしょっちゅうで、小学生に間違われたことも一度や二度じゃない。

「起きろ、ひなた」

　ぺちぺちと軽く頰ほおを叩たたく。

　ひなたはノーリアクション。目を覚ますどころか身じろぎの一つもしない。

「起きろー」

　今度は頰を引っ張ってみる。ひなたの白くてやわらかい頰は、つきたてのモチみたいによく伸びた。

　それでも、ひなたは目を覚まさない。つねってみても駄目だった。

　僕は驚おどろかない。ひなたの寝起きの悪さは、この四年間毎朝起こしてきた僕が誰だれよりもよく知っている。

「いつもの手を使うか……」

　僕はひなたの勉強机に──正確には机の上に置かれた古いラジカセに目を向けた。

　魔ま法ほう書しよを跨またぎ越えて、ラジカセの再生ボタンを押す。

　がちゃん、とテープを読み込む音がして、それから曲が流れてきた。
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　テープに入っていたのは、日本人なら誰でも知っている、朝と健康の象徴とでもいうべき曲だった。

　むくり。叩たたいてもつねってもビクともしなかったひなたが、不意に起き上がった。

「いっちに、さんし……にーに、さんし……」

　ラジカセから聞こえるさわやかなおっさんの声に合わせて、ひなたは身体からだを動かす。

　こっくりこっくり船を漕こぎながらラジオ体操する幼おさな馴な染じみを、僕は壁に寄りかかって眺めた。

「すー……はー……」

　ラジオ体操第一が終わったところで、停止ボタンを押した。

　このまま第二に突入してゴリラの物もの真ま似ねをさせるのは、さすがにしのびなかった。ひなただって一応は年とし頃ごろの女の子なのだ。

「ハンコ、もらわなきゃ……」

　ふらふらと歩き出したひなたを、僕は片腕で抱き留めた。

「あ……れ……？　せーやちゃん？」

　ゴシゴシと目を擦こすって、ひなたは僕の顔を見上げた。天然クセっ毛のショートボブには、今日もバッチリ寝ね癖ぐせがついている。

「わたし、またラジオ体操したの……？」

「ああ、第二までバッチリな」

　あうーっ、とひなたは嘆き（？）の声を出した。

「第二はやだよぅ……」

　ひなたの寝ぼすけは筋金入りで、目覚まし時計の一つや二つじゃビクともしない。そんなひなたを確実に起こす唯一の方法が、ラジオ体操を聞かせることだった。どんなに眠りが深くても、どういうわけかラジオ体操を聞かせてやればひなたは必ず目を覚ますのだ。

「噓うそだよ。ちゃんと第一で止めたから安心しろ。……と、そんなことより挨あい拶さつがまだだったな。おはよう、ひなた」

「うん。おはよう、せーやちゃん」

　ひなたは子供っぽい顔に明るい笑みを広げた。

　けれど……。

「具合でも悪いのか？」

　ひなたの笑顔にかすかな違和感を覚えて、そう訊たずねた。

　どことなく顔色が悪いように見える。

「うーん……」

　ひなたは微妙な表情でベッドに腰掛けた。

「熱は……ないな」

　前髪を搔かき上げて額に手を当ててみても、熱さは感じなかった。

「夢を……見たの」

「……例の夢か？」

　例の夢というのは、四年前──僕の両親とひなたの両親が妖獣ドウームに殺された、あの日の出来事のことだ。

　僕の家とひなたの家、二家族でテーマパークに出掛けた帰りだった。なんの前触れもなく現れた妖獣ドウームの群れが父さんの運転する車の前を塞ふさいで……父さんと母さんが車から引きずり出されて……ひなたの家の車にも妖獣ドウームが群がっていて……父さんと母さんが目の前で喰くい殺されて……ひなたのお父さんとお母さんも喰い殺されて……連中が、今度はひなたを車の中から引っ張り出してきて……僕はひなたを守らなきゃって思って……そこから先のことは、よく憶おぼえていない。気づいた時には僕とひなたは軍に保護されていた。自分たちがどうして助かったのかもわからない。無傷の僕とひなたを見て軍人が驚おどろいていたことだけは憶えている。

　あの、文字どおりの悪夢の出来事を、僕とひなたは繰くり返し何度も夢に見ていた。当時はそれこそ毎晩のように。四年が過ぎた今でも、たまに見る。

「ううん」

　と、ひなたは首を横に振った。

「いつもの夢じゃないの」

「違うのか？」

「うん……でも、嫌な夢だった……」

　気持ち悪そうな顔をしたひなたの隣となりに、僕は腰を下ろした。

「どんな夢だったんだ？」

「剣の夢」

「なんだ、そりゃ？」

　なにかの冗談かと思いきや、ひなたの顔は大おお真ま面じ目めだった。

「真っ暗くら闇やみの中に剣が一本浮かんでてね、それがわたしなの」

「剣がひなた……なのか？」

　うん、とひなたは頷うなずく。

「剣がわたしなの。逆に言えば、わたしが剣なの」

「逆になってるのか、それ」

「なってるよ。竹たけ藪やぶ焼けたは下から読んでも竹藪焼けた、だよ」

　よくはわからないが、言い切られてしまった。

「……とにかく、夢の中のおまえは、剣になってたってことだな」

「うん」

「それで？」

「それだけ」

「……それだけ……なのか？」

「うん……」

「それだけなら、たいして嫌な夢ってわけじゃないんじゃないか？　たしかにシュールな夢だとは思うが」

「嫌な夢だよ」

　ひなたはきっぱりと言い切った。

「本当に、すごく嫌な夢だった……怖くて、寂しくて、悲しくて……」

　そう言うと、ひなたは肩を抱いて震ふるえ出した。

　僕はひなたの震える肩を抱いて、軽く自分のほうに引き寄せた。

　ひなたは僕の肩に顔を埋うずめて、言う。

「ちょっとだけ、こうしていていい……？」

「ああ」

　頷うなずいて、僕はひなたの肩に回していた手を頭に載せた。綿菓子みたいにふわふわでやわらかい髪を、ゆっくりと淡く撫なでてやる。

　三分ほどもそうしていただろうか。

「気分はどうだ？　少しはマシになったか？」

　服越しに感じていたひなたの肩の震えがなくなったところで声をかける。

「……」

　返事は、ない。

「ひなた？」

　もう一度呼びかけると、今度は返事があった。

「ぐー……」

　明らかに、それは寝息だった。

「すぴー……」

　僕は静かに拳こぶしを固めると、

「起きろっ」

　ぽかっ、とつむじのあたりに一発くらわせてやった。

「痛い……」

　目を覚ましたひなたは、殴なぐられた頭を押さえて涙目になった。

「どめすてぃっくばいおれんす……」

「人聞きの悪いことを言うな。二度寝は厳禁だっていつも言ってるだろ」

「だって、夢で目が覚めて、それからなかなか寝つけなかったんだもん……」

「だとしても、もう時間だ。着替えて下りてこい」

　立ち上がる。

　ひなたが着替えている間に僕は朝食の仕し度たくだ。

「はーい」

　返事をしたひなたは、僕が部屋を出ていくのも待たずにパジャマのボタンをぷちぷちと外し始めた。

「なにやってるんだ！」

「なにって……着替えてるんだよ？」

　ひなたは不思議そうに小首を傾かしげた。ボタンを外す手は止まらないまま、チビに不釣り合いなぐらいに立派な二つの膨ふくらみと、それを包むクリーム色の布地が丸見えになっていた。

「着替えるのは、僕が部屋を出てからにしろ！」

　思わず吸い寄せられそうになった目を慌てて背そむけて怒鳴りつける。
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「あ……そっか」

「そっか、じゃない！　少しは慎みを持てって、何度言わせれば気がすむんだ！」

　まったく、こいつはいつもこうだ。

　僕のことを異性としてまったく意識していないのか、僕の目の前で平気で着替えるわ、風ふ呂ろ上がりにはバスタオル一枚巻いただけで歩き回るわ……目のやり場に困らせられる、こっちの身にもなってほしい。

　たしかに昔は一いつ緒しよに風呂にも入ったし、一緒に寝たこともあった。でも、今の僕らは十七歳で、もう子供じゃないのだ。ガキの頃ころのままの感覚でいられるのは、困る。非常に困る。

「罰として、今日の朝飯は手抜きだ」

　えー、と抗議の声をあげるひなたを振り返らずに、僕はひなたの部屋を出た。




　トーストにオムレツにありあわせの野菜で作ったサラダ。それにコーヒー。

　宣言どおり朝食は手抜きになった。宣言は関係なしに、もともと今朝は手を抜くつもりだったのだが。月曜の朝から気合い入れて料理なんてしたくない。

　朝食は、主にひなたの家でほとんど毎日一緒に食べていた。夕食もだ（夕食は僕の家で食べることが多い）。

　作るのは僕の役目だった。こう見えても料理は結構得意なのだ。ひなたが作ることは、ない。あいつが作ると、どんな食材もどす黒い粘性の物体に変わってしまうのだ。あれは食べ物として認められない。

「いただきまーす」

　食卓についたひなたが、胸焼けしそうなぐらいにたっぷりとイチゴジャムを塗ったトーストに齧かじりついた。

　濃紺のブレザーにチェック柄のスカートに、胸ポケットに刺し繡しゆうされた獅し子しのエンブレム──着替えたひなたが身につけているのは、僕と同じ光風学園の制服だった。

「おいしいよ～」

　口いっぱいにジャムトーストを頰ほお張ばって、ひなたは心底幸せそうな顔をした。

　ジャムは僕の手作りで、市販のものよりは美味おいしいっていう自信がある。

「ほら、口くち許もとにジャムついてるぞ」

　ティッシュで口許を拭ぬぐってやると、「えへへー」、ひなたはくすぐったそうに笑った。

　まったく世話の焼ける奴やつだ。

「はぐはぐ」

　幸せそうにトーストに齧りつくひなたを、僕はコーヒーを啜すすりながら苦笑交じりに眺めた。




　いつもの通学路を、いつものようにひなたと並んで歩く。

　僕たちの家から光風学園までは、徒歩なら三十分弱かかる。自転車やバスを使ったほうが当然早いのだけれど、小～中学校と徒歩で通っていた延長で、光風学園に通うようになってからも僕たちは徒歩での登下校を続けていた。

「いい天気だねー」

　ひなたが空を見上げて言った。

「ほら見て。こうすると、洗礼石クリアストーンが青色水晶クリスタリウムになるよー」

　楽しげに嬉うれしげに、ひなたは手にしていた魔法杖を空にかざしてみせた。

　先端部分に嵌はめ込まれている透明の洗礼石クリアストーンが、空の色を映し取って青く燦きらめいている。

「綺き麗れいだよねー」

「ちゃんと前見て歩かないと、転ぶぞ」

「だいじょう──ぶっ!?」

　言った側そばから、すっ転んでいた。それも顔面から思いっきり。

「言わんこっちゃない」

　ため息をつきつつ、僕はひなたの制服の襟えりを引っ摑つかんで立ち上がらせた。

「痛いよ～」

「そりゃ痛いだろうさ。あれだけ派手に顔面ダイブすればな」

「うーっ……」

　涙目で唸うなるひなたは、鼻の頭が赤く擦すり剝むけていた。盛大にすっ転んだ割には、たいした怪け我がじゃない。

　昔っから、こいつは異常なぐらいに頑丈な奴やつだった。階段から転げ落ちてもピンピンしていたし、それどころかトラックにはねられても軽い打ち身ですんでしまった。病気もしたことがない。本当に風邪かぜの一つすらひいたことがないのだ。

「ほら、もたもたしてると遅刻するぞ」

「あーん、待ってよぉ」

　僕がさっさと歩き出すと、ひなたは小走りで追ってきた。

「せーやちゃん、優しくない。ちょっとは心配してくれたっていいのに……」

「トラックにはねられても無事な奴を心配するほど、僕は暇じゃないんだ」

「無事じゃないよぉ。トラックの時も今も、すっごく痛かったんだからね」

「わかったわかった」

「ちっともわかってないー！」

「わかってるってば」

「なになに、朝っぱらから夫婦ゲンカ？」

　僕とひなたの会話に、第三者の声が割って入ってきた。

　足を止めて振り返ると、ヘアバンドで額を露ろ出しゆつしたショートカットの少女が立っていた。

「おっはよ」

　敬礼のように額に手をやって、少女は明朗な笑顔を見せる。

「あかねちゃん」

　ひなたが少女の名前を口にする。

「なんだ、南みなみか」

　彼女は、南あかね。僕のクラスメイトだ。

　僕のクラスメイトということは、彼女の身を包んでいるのは当然光風学園の制服で、腰には剣帯が巻かれている。剣帯に吊つるされているのは、片手剣ワンハンドソードだ。片手でも両手でも使えるようになっている僕の長剣と比べると、若じやつ干かん柄つかが短く刀身も細くなっている。

「なんだとは失礼ね。こーんな可か愛わいい女の子に声かけてもらえたんだから、素直に喜びなさい」

「可愛いって、自分で言うかよ……」

　まあ、南が可愛いってのは否定しないが。美人っていう感じじゃないものの、可愛いか可愛くないかで言えば、南は十分可愛い部類に入ると思う。中学の頃ころから見慣れた顔だから、今更なにを感じることもないけれど。

　南とは光風学園に入る前からの顔見知りだった。僕が中学時代に通っていた剣術道場の一人娘だったのだ、彼女は。

「愛あい原はらの姿が見えないな。今朝は一いつ緒しよじゃないのか？」

「あれ、言ってなかったっけ？　皐さ月つきは今月の頭から寮りよう暮ぐらしになったって」

「そういえば、そんなこと言ってたっけか」

　愛原皐月は、南の相棒パートナーだ。ひなたのクラスメイトでもある。

「それでそれで、夫婦ゲンカの原因はなんなのかな？」

「誰だれと誰が夫婦だって？　何度も言ってるが、僕とひなたは──」

「わかってるって。ただの幼おさな馴な染じみ、でしょ？」

「わかってるなら、言うなよ……」

「あんたたちのラブラブっぷりを見てると、冷やかさずにはいられないのよ」

　南は悪気なく笑う。

「……ったく、どいつもこいつも……」

　僕とひなたを恋人扱いして冷やかしてくるのは、南に限ったことじゃない。ひなたとの仲はそれこそ小学校に上がる前から周囲にさんざん冷やかされてきた。だから今更怒るようなこともないけれど、かといって愉快なわけじゃない。

「ラブラブだってー。えへへー」

　悪態をついた僕とは対照的に、ひなたは照れ笑いを浮かべていた。

　おまえもちょっとは怒れよ……。

「ほらほら、いつまでも突っ立ってると、遅刻しちゃうよー」

　南みなみが引率の先生よろしくパンパンと手を叩たたいた。

　ひなたを真ん中にして、三人で並んで歩く。

　ここをまっすぐに行けば学園、という大通りに入ると、光風学園の制服を着た学生を多く見かけるようになった。

　腰に剣帯を巻いているのは僕と同じ剣士科の学生だ。一方、ひなたと同じ魔ま法ほう科かの学生は手に手に魔法杖を持っている。剣士科生が剣帯の装着を義務づけられているように、魔法科生は所属の証明として魔法杖の携帯を義務づけられているのだ。

　剣士と魔法使い。

　獣殺士スレイヤーの、二つの型。

　剣士は〝荒神スサノオ〟で強化した己が肉体を駆使して、魔法使いは文字どおり魔法を武器にして、妖獣ドウームと戦う。

　剣士といっても剣士の武器は刀剣類に限らない。槍やりや棒、戦せん斧ぷといった、刀剣類以外の武器を携たずさえている学生もちらほら見受けられた。

「そういえば、進路調査票はもう書いた？」

　南が僕に訊きいてきた。

「ああ、書いたぞ」

　僕は頷うなずいた。

「杉すぎ崎さきの第一志望は、やっぱり妖獣ドウームハンター？」

「ああ」

　光風学園では一年生のうちから定期的に進路希望を書かされる。入学以来、軽く五回は書かされているそれの第一志望の記入欄らんに、僕は毎回、妖獣ドウームハンターと書いていた。

　軍に属さずに妖獣ドウームと戦うのが、妖獣ドウームハンターだ。賞金のかかった妖獣ドウームを狩って歩く者もいれば、軍や企業、個人に雇われて働く傭よう兵へいも妖獣ドウームハンターに含まれる。

　妖獣ドウームハンターに特別な憧あこがれがあるわけじゃない。要は妖獣ドウームを殺せる職であればなんでもいいのだ。だから第二志望の欄には軍人と書いてある。

　獣殺士免許スレイヤー・ライセンスを持たないアマチュアでも、妖獣ドウームハンターを名乗ることはできるし軍人にだってなれる。けれど、たとえ軍人になっても、獣殺士免許スレイヤー・ライセンスがなければ前線では戦わせてもらえないし昇進も望めない。妖獣ドウームハンターになっても、アマチュアじゃあ仕事の依い頼らいなんてありはしないだろう。

　僕たちの世界では、獣殺士免許スレイヤー・ライセンスが一番わかりやすい力の象徴なのだ。

「そういう南は？」

「あたし？　あたしも前と変わってないよ」

「ってことは、警察官か」

「そ」

　妖獣ドウームの脅威から民衆を守るのが軍の役目なら、犯罪者を取り締しまって都市内の治安と秩序を守るのが警察の役目だ。

　米国や豪州では軍が警察を兼ねているらしいのだけれど、日本では軍と警察はそれぞれ独立した組織として機能していた。

　剣や魔ま法ほうの力を犯罪行為に利用する輩やからは後を絶たない。そういった連中と日々戦わなければならない警察は、軍人や妖獣ドウームハンターに負けず劣らず危険な仕事だ。

「神かみ代しろは？」

　南みなみが、今度はひなたに訊きいた。

「わたしもせーやちゃんと同じ。妖獣ドウームハンター。せーやちゃんと一いつ緒しよに獣殺士免許スレイヤー・ライセンスを取って、卒業しても、わたしはいつまでもずーっとせーやちゃんの相棒パートナーでいるの」

　手にしていた魔法杖を、ひなたは胸の前でぐっと握りしめた。

　相棒パートナー……か。

　相棒パートナー──といっても、もちろんそれは彼氏彼女という意味じゃない。

　獣殺士スレイヤーは、妖獣ドウームとの戦せん闘とうに際して剣士と魔法使いが二人一組で当たることが義務づけられていた。

　この相棒パートナー制度には、れっきとした意味がある。魔法使いが魔法を使うためには呪文スペルの詠唱と術式コードの空中筆記という二つの儀ぎ式しきをこなさなければならず、儀式中の魔法使いはどうしても隙すきだらけになってしまう。剣士と魔法使いがコンビを組む意味は、ここにあった。剣士が前衛になって魔法使いの隙をカバーすれば、魔法使いが魔法を成功させる可能性はぐっと高まる。

　そして、この相棒パートナー制度は獣殺士学校スレイヤー・スクールにも導入されていた。獣殺士学校スレイヤー・スクールに入学した学生は一ヶ月以内に同学年の中から相棒パートナーを決めなくてはならない。自力でだ。期限内に相棒パートナーを得ることができなければ、その時点で退学になってしまう。例外が認められるのは、剣士科と魔法科の学生数が同数でなくなってしまった場合だけだ。

　幸い、僕は相棒パートナー探しに苦労することはなかった。僕の相棒パートナーは、もちろんひなただ。

「約束したもんね。ふたりで正義の味方になるって」

　ひなたが僕の顔を見上げて微笑ほほえむ。

　たしかに、僕とひなたはそんな約束をしていた。

　正義の味方になって、妖獣ドウームから人類を守る……それが僕たちの約束であり、夢だった。

　けれど。

　僕の夢は、正確には少し違った。

　僕はただ、妖獣ドウームを殺したいだけだ。人類を守りたい気持ちがないわけじゃない。でもそれは僕にとってたいして重要なことじゃなかった。

　父さんと母さんが殺されたあの日以来、黒くて熱いなにかが僕の心の底を這はいずるようになっていた。

　そいつが頭の芯しんに訴えかけてくるのだ。妖獣ドウームを殺せ、妖獣ドウームを殺せ、と。

　このことは、ひなたには話していない。

　妖獣ドウームを殺したくて殺したくてたまらないから、獣殺士スレイヤーになる──そんなことを言ったら、ひなたの僕を見る目はきっと変わってしまう。それは、とても怖くてとても嫌なことだった。

「本当に、それでいいのか？　ひなたは」

　え？　とひなたは小首を傾かしげた。

「無理に僕に合わせる必要はないんだ。獣殺士免許スレイヤー・ライセンスを取ったからって妖獣ドウーム関係の仕事に就かなきゃいけないってわけでもないし……」

　ふたりで正義の味方になる。そう約束して僕たちは光風学園に入学した。

　だけれど、実のところ僕は、ひなたが妖獣ドウーム関係の仕事に就くことに一〇〇％賛成しているわけじゃなかった。

　獣殺士免許スレイヤー・ライセンスを取ることには、まったく反対していない。妖獣ドウーム関係の仕事に就かなくても、獣殺士免許スレイヤー・ライセンス所持者はどんな業種でも優遇される。実際、就職に有利だからという理由だけで獣殺士免許スレイヤー・ライセンスを取ろうとしている輩やからもクラスには多くいた。

　獣殺士免許スレイヤー・ライセンスを取るのは、いい。でも、妖獣ドウームハンターや軍人になれば、待っているのは死と隣となり合わせの戦いの日々だ。

　ひなたにそんな血ち生なま臭ぐさい日々は似合わない、向いていないと僕は思う。実際のところ、ひなたに戦いの才能はかけらだって感じられない。入学試験に奇跡的に合格したものの、定期試験の成績は底辺をさ迷っているし、模も擬ぎ戦せんでも連敗記録を現在進行形で更新中だ。

　ひなたに一般職に就いてほしいという思いは、僕の中で日に日に強くなっていた。

「ひなたが、なにか他ほかにやりたいと思っていることがあるなら──」

「ないよ」

　ひなたはきっぱりと言い切った。

「わたしは、正義の味方になって妖獣ドウームをやっつけるの。もう決めたの。せーやちゃんとふたりで選んだ夢だから……大切な夢だから……だから、絶対に叶かなえるの」

　僕を見上げるひなたの目には、一点の曇くもりもなかった。

　チビでドジで朝一人で起きることもできないくせに、ひなたはたまにこんな目をする。

「せーやちゃんだって、夢は変わってないんでしょ？」

「……ああ」

　正義の味方かどうかはともかく、妖獣ドウームを殺せる仕事に就くことは、僕の中では揺るぎない決定事項だった。

「わたし、せーやちゃんみたいに成績良くないし、模擬戦でも負けてばっかりだけど……でも、がんばるから。がんばって、せーやちゃんを支えられる魔ま法ほう使つかいになってみせるから」

「ひなたは、今でも十分がんばってるよ」

　僕はひなたの頭を撫なでた。

　僕が毎朝自主トレーニングをしているように、ひなたは毎晩遅くまで魔ま法ほうの勉強をしている。床に散らばっていた何冊もの魔法書がその証拠だ。あれは常に出しっぱなしにしているわけじゃない。毎日片づけさせてはいるのだ。なのに、朝になるとまた散らばっている。

「えへへー」

　ひなたは甘える子犬のように目を細めて、僕に撫でられている。こいつは昔っから撫でられるのが好きだ。

　僕が手を止めると、犬がそうするように頭で僕の手をはね上げてきた。もっと撫でてほしい、という意思表示だ。

「おまえは犬か」

「わんわん」

「ったく、しょーがないな」

　お望みどおり、わしゃわしゃと撫でくり回してやる。

「うりゃうりゃ」

「やーん、くすぐったいよー」

　そんなやりとりをする僕らの横で、

「やっぱり、ラブラブじゃない。あんたたち」

　南みなみがこれみよがしに大きなため息をついていた。




　光風学園は、明みよう神じん市しで一番学生数の多い獣殺士学校スレイヤー・スクールだった。

　総学生数は二千人超。全国的に見ても、二千人を超える獣殺士学校スレイヤー・スクールは数えるほどしかないらしい。

　僕たちが校門をくぐったのはちょうど登校時間のピークだったから、校舎前は学生であふれていた。

　学生といっても十代とは限らない。明らかに二十歳を過ぎている学生も多く見られた。獣殺士学校スレイヤー・スクールはそうそう簡単に卒業できるところじゃない。落第を重ねるうちに十代を終えてしまう学生なんてザラだし、二十歳を過ぎてから入学してくる者もけっこういる。中には三十代、四十代の学生もいた。

　だから、学年が同じでも年が違うなんてことはごくごく普通のことだった。実際、南は僕やひなたより一つ年上の十八歳だった。彼女は一年間通った高校を中退して光風学園に入学したのだ。

　様々なのは年齢だけじゃない。民族もまた、多様だった。獣殺士学校スレイヤー・スクールには日本国こく籍せきを持たない者も多く在籍している。彼らのほとんどが、太陽戦争で祖国を失って日本に亡国民としてやってきた人々の子孫だ。

　年齢も民族も様々な人々が集つどう獣殺士学校スレイヤー・スクール。その中でも全国有数の学生数を誇る光風学園で、僕たちは獣殺士免許スレイヤー・ライセンス取得を目指して、剣を、あるいは魔ま法ほうを、日々学んでいた。

「あ。皐さ月つきだ」

　ひなたと談笑していた南みなみが、不意に駆け出した。

「皐月ーっ！」

　駆けながら南は声を張る。──と、前を歩いていた二本お下げの少女がおもむろに振り返った。

　彼女が南の相棒パートナー──愛あい原はら皐月だ。

　南を見てにっこり笑った愛原は、その後ろにいた僕とひなたに気づくと、とたんに顔を真っ赤にしてうつむいてしまった。

「皐月ちゃん、おはよー」

「おはよう、愛原」

「あっ、あの……おは……ようございま……す」

　僕とひなたが歩み寄ってかけた挨あい拶さつの言葉に、愛原は消え入るような小さな声で、しどろもどろに応こたえた。

　顔はうつむいたままで、縁なしメガネの奥にある目は僕らと地面の間をせわしなく行ったり来たりしている。肩も肘ひじも、これでもかと強こわ張ばっている。要するに緊きん張ちようしているのだ。

　愛原とは初対面ってわけじゃない。僕とひなたが愛原と顔見知りになったのは、光風学園に入学して間もない頃ころだ。知り合ってからの期間は丸一年を過ぎている。それなのに愛原の僕らに対するガチガチの緊張っぷりは、ほとんど変わっていなかった。

　嫌われているのかもと思ってしまうが、南に言わせるとそういうわけではないらしい。愛原皐月は極端な人見知りなのだ。愛原が堂々と目を見て話せる相手は、十年来の付き合いのある南しかいない。

「皐月ちゃん、寮りよう生活はどう？」

「え、えっと……あの……思っていたより、その……快適……です」

　ひなたに訊たずねられた愛原が、おどおどと今にも泣き出しそうな声で答えた。

　同性のひなたに話しかけられてこれじゃあ、一生彼氏なんてできないんじゃないかと他ひ人と事ごとながら心配になってしまう。せっかく可か愛わいい顔をしているのに。

　まあ、女の子と付き合った経験のない僕が言っても、なんの説得力もないのだけれど。

「そういや、そもそもどうして寮に入ったんだ？　ずっと実家暮らしだったんだろ？」

「あ、あの……そ、それ……は……」

　僕の問いに、愛原はただでさえうつむき気味だった顔を、いよいよ表情がすっかり見えなくなる深さにまでうつむかせて言葉を途切れさせてしまった。いや、実際には喋しやべってはいるのだけれど、声が小さすぎてまったく聞き取れないのだ。

　仕方なく、僕は南みなみに視線で答えを求めた。

「実家にいると色々と甘えちゃうから、自立心を高めるために寮りよう暮らしにしたんだって」

「へえ、それは」

　意外だな、と言おうとして、僕はその言葉を吞のみ込んだ。

　意外ってことはないのかもしれない。愛あい原はら皐さ月つきはこう見えて、『強い』少女なのだ。人見知りの激しさは、彼女の一面にすぎない。

「自立心かあ」

　ひなたが心底感心した様子で言った。

「自立心は大事だよね、うん」

「そう思うんなら、せめて朝一人で起きれるようになれ」

　べちっ、と後頭部を一発ひっぱたいてやる。

「せーやちゃんのいじわる……」

「あはは。杉すぎ崎さきは容よう赦しやないねー」

　叩たたかれた箇所をさすりながらぐずぐずと鼻を鳴らすひなたの隣となりで、南が明るく笑った。

「南は寮暮らしはしないのか？」

「あたし？　予定はないよ。ウチはほら、あたし以外に家事をやれる人間がいないから。寮暮らしに憧あこがれはあるんだけどねー」

　南の話を聞きながら何の気なしに視線を横に振った僕は、人波の中に『彼女』を見つけてまばたきを忘れた。

　頭の片側で結われた濡ぬれ羽ば色いろの長い髪。髪の色と対照的な、新雪みたいな白い肌。そして、目に染しみるほどの美び貌ぼう。

「安あん藤どうだ」

　誰だれかがそう呟つぶやいた。

「安藤美み月づきだ」

「〝相棒パートナー殺し〟だ」

「〝死神〟だ」

　彼女の姿を認めた学生が、口々に呟く。

　畏い怖ふと忌き避ひ。

　彼らの口調とまなざしには、いずれもその二つの念が込められていた。

　彼らの声が聞こえていないはずがない。彼らの視線に気づいていないはずがない。──が、彼女がそれを気にしている様子はまるでなかった。

　自分に向けられる他人の感情などなんの興味もないといった感じだ。
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　光風学園　魔ま法ほう科か二年Ｂ組　出席番号三番──安藤美月。年齢、十六歳。虎とらの目を持つ、ニュクスの少女。

　去年の十月、僕とひなたは彼女に命を救われた。都市の外で妖獣ドウームに殺されそうになっていたところを助けられたのだ。

　いや、安あん藤どうには僕らを助けたつもりなんてないのかもしれない。彼女からすれば、行く手を阻はばんでいた敵をただ排除しただけなのかもしれない。実際、戦せん闘とうに勝利した後、安藤は倒れている僕たちには見向きもせずに、妖獣地帯ドウーム・エリアのさらに奥へと消えてしまった。

　たまたま通りかかった軍の巡回車に拾われたから助かったようなものの、そうでなかったら結局、僕もひなたも別の妖獣ドウームに襲おそわれて命を失っていただろう。

　それでも、安藤がどんなつもりで僕らを襲っていた妖獣ドウームと戦ったのだとしても、彼女が僕らの命の恩人であるという事実に変わりはない。

　あの時、なによりも鮮烈に見えた虎とらの目は、今は見られなかった。聞いたところによると、安藤のあの虎の目は、戦意が高まった時にのみ現れるものらしい。

　ただ、虎の目がなりを潜ひそめている今でも、安藤の目は十分、苛か烈れつだった。

「こわーい」

「目、合わすなよ」

　後ろのほうからそんな声が聞こえてきた。

　強くて、美人──人気者になれる要素を二つも持っていながら、安藤美み月づきに向けられる周囲の目は冷たかった。同級生だけでなく、下級生も上級生も、彼女を恐れ、そして避さけていた。

　安あん藤どう美み月づきは孤高だ。少なくとも、僕は彼女が誰だれかと一いつ緒しよにいるところを見たことがない。笑っている顔も。

　ぐいっ。安藤の姿が見えなくなったところで、誰かが僕のブレザーの袖そでを引っ張った。

　見ると、ひなたが頰ほおを膨ふくらませて僕を睨にらみ上げていた。

「せーやちゃん、安藤さんのこと見てた」

「なに怒ってるんだよ」

「安藤さんのこと見てたから」

「僕が安藤を見たらいけないのか？」

「いけなくはないけど、ダメ」

「なんだよ、そりゃ」

「杉すぎ崎さきー、行こー」

　ひなたの後ろで南みなみが手を振っている。

　剣士科と魔ま法ほう科かでは校舎が違う。だからひなたと愛あい原はらとはここでお別れだった。

「それじゃあ、二限目にな。愛原も」

　ひなたの頭をぐしゃっと一ひと撫なでして愛原にも軽く手を振って、僕は南と歩き出した。




「あかねあかねっ」

　南と一いつ緒しよに教室に入ると、クラスメイトの女子が南に声をかけてきた。

「例の話だけどね、あかねのアドバイスどおりにしてみたの。そうしたら彼ったらね、やっぱり俺おれにはおまえしかいないって」

「うまくいったんだ。それはなりより」

「あかねのおかげだよー。それでねそれでね──」

　僕に関係のある話でもなければ興味のある話でもなかったから、僕はさっさと自分の席についた。

　鞄かばんを開けて教科書の類たぐいを机に突っ込んでからなにげなく南のほうを見ると、南と話をしている女子の数が五人に増えていた。

　南の周りには、いつもああして人が集まる。相談事を持ちかけられることも多いようだし、その人望からクラス委員を任されていた（本人はクラス委員なんてやりたくなかったらしいが）。

　南が慕したわれるのは、わかる気がした。さっぱりしていて陰険なところのない南は、付き合いやすい奴やつだ。

　竹を割ったような性格は剣筋にも表れていて、南と切り結んでいると頭の中がクリアになってくる。

　そのままぼんやり南を眺めていると、

「杉すぎ崎さき杉崎」

　後ろからちょんちょんと肩をつつかれた。

　振り返ると、後ろの席の鈴すず村むらがニヤニヤ笑っていた。

「今日は南みなみと一いつ緒しよに登校か？　神かみ代しろとは別れちまったのかよ」

　僕はため息をついた。

　こいつは鈴村準じゆん平ぺい。一年生の時からのクラスメイトだ。悪い奴やつじゃないし、見た目だって垢あか抜ぬけていて実力も学年トップクラスだったりするのだが、口を開けば女の話題しか出てこないあたりが玉に瑕きずだ。

「南とは途中で会っただけだ。それに、もう何度も言ってるが、僕とひなたは付き合ってるわけじゃない」

　軽く睨にらむと、「わかってるよ」、鈴村は悪びれた様子もなく肩を竦すくめた。

「おまえの本命は安あん藤どうだもんな」

「なんだよ、本命って……」

「俺おれ、知ってるんだぜ？　おまえが生徒手帳に安藤の写真入れてること」

「なっ……！」

　思わず叫びそうになって、僕は自分で自分の口を押さえた。

「授業中にさ、たまーに眺めてるだろ」

　み、見られてたのか……。

「いやー、意外だよなー。杉崎が安藤を好きだなんて」

　たしかに、僕は生徒手帳に安藤美み月づきの写真を入れていた。ケータイのカメラで遠巻きに撮ったものだ。最初はケータイの待ち受け画像にしようかとも思ったのだけれど、ひなたに見つかるととやかく言われかねない。だから、プリントしてケータイよりは人目に触れにくい生徒手帳に入れていたのだ。授業中にたまに眺めているのも事実だった。周りの席の奴らに気づかれないよう、注意はしていたつもりだったのに……よりによって鈴村に見られていたなんて。

「別に、好きとかそんなんじゃない」

「好きじゃないなら、なんなんだよ。異性の写真を肌身離はなさず持ち歩くのに、好き以外の理由なんてありえないって」

「……安藤の写真は、お守りみたいなものなんだよ」

「お守り？」

「ああ」

　それは噓うそでも言い訳でもなんでもなかった。僕の目に安藤美月は強さの象徴として映っている。彼女を見ていると、彼女の強さに引っ張られて自分も強くなれるような、そんな気がするのだ。──という僕の説明に、鈴村は「噓くせー」とジト目で返してきた。

「噓じゃない」

「なら、こいつはいらないな」

　鈴すず村むらがブレザーの内ポケットからなにかを取り出して、僕の目の前でぴらぴらと揺らしてみせた。

　それは、写真だった。写っているのは……安あん藤どうだ。

　安藤が風に髪とスカートの裾すそを靡なびかせながら、夕焼けの空を物もの憂うげな表情で見上げている。場所は……校舎の屋上だろうか。僕の撮ったケータイ写真より何百倍もよく撮れていた。

「この写真は……？」

「俺おれさ、ここ最近、学園中の可か愛わいいコを隠し撮りしまくってたんだわ」

　犯罪スレスレのことを誇らしげに胸を張って言う。

「いいのかよ、そんなことして……」

「おっと、正義漢ぶるのはナシだぜ。おまえの写真だって隠し撮りだろ？」

「う……」

　たしかに、僕の写真も安藤に断って撮ったものじゃなかった。鈴村を非難する資格は僕にはない。

「野や暮ぼなことは言いっこなしってね。でさ、おまえ、この写真欲しくない？」

「なんだよ、僕を共犯者にでも──」

「欲しいか欲しくないかの二択だ。スリーカウント以内に答えろ。……ワン……ツー……」

　別に欲しくない。そう答えようとしたのに、僕の口から出た言葉は違っていた。

「……欲しい」

「素直でよろしい」

　ニヤリと笑って、鈴村は僕の胸ポケットに写真を差し入れた。

「……いくら払えばいいんだ？」

「昼メシ十日分でどうよ？」

「それは……高すぎるだろ」

「三べん回ってワンと言ったらタダでやるぞ」

「……僕がそれをやったら、おまえ嬉うれしいのか？」

　鈴村は腕を組んで、うーんと唸うなった。

「別に、嬉しくも楽しくもないな」

「だろ？」

「まあいいや、そいつはタダでやるよ。元々、安藤の写真を撮るつもりはなかったしな」

「そうなのか？」

「ああ。学園中ウロつき回って目についた女の子を片っ端から撮ってたら、その中に安藤も入ってたんだよ。持ってると呪のろわれそうだから、貰もらってくれ」

「呪われるって……本気で言ってるのか？」

　まさか、と鈴すず村むらは鼻で笑った。

「本気で言うわけないだろ、こんなこと。けど、安あん藤どう美み月づきが俺おれのストライクゾーンを外れてることは間違いないな」

「意外だな。鈴村は、美人だったらなんでもアリなんだと思ってたよ」

「そりゃまあ、可か愛わいければ幼女だろうと人妻だろうとオールオッケー！　が俺のポリシーではあるんだけどさ。安藤はおっかないし……おまけにニュクスだからなぁ」

　まったくもったいない、と鈴村はため息交じりに付け足した。

「差別発言は感心しないぞ」

「わかってるけどさ、やっぱどうしてもなー」

　鈴村の気持ちはある程度は理解できた。ニュクスに対する抵抗は、僕だってまったくないわけじゃない。ただ安藤だけは別ってだけで……。

「まあとにかく、安藤に興味のない俺より、安藤ヲタのおまえが持ってたほうがその写真も喜ぶだろうってことだよ。……ほら、森もり繁しげがきたぜ」

　促されて前に向き直ると、一限目担当の老教師が教卓についていた。いつの間にかチャイムが鳴っていたらしい。

　周りが鞄かばんや机から教本を取り出している中、僕はこっそりと生徒手帳の写真を鈴村にもらった写真に入れ替えた。




　この日の一時限目は魔ま法ほう史しだった。

　人類と魔法との関かかわり合いを歴史的側面から学ぶのが、魔法史だ。

　人類と魔法との出会いは、十五世紀──イタリア人の冒険家、デニス・クライトンが南太平洋上に新大陸を発見したことに端を発する。

　この大陸こそが、人類と魔法の邂かい逅こうの舞台となった運命の大地──魔大陸だった。

　魔大陸には、人に極めて近い文化を持った、しかし人とは異なる種族が暮らしていた。

　ニュクス。それが、その種族の名前だった。

　彼らの身体的な特徴を捉とらえて、変異種や魔人といった名称（蔑べつ称しようというべきか）も存在している。

　変異種の呼称が示すとおり、ニュクスには彼らが人間とは異なる種であることの証明である身体的特徴があった。

　皮ひ膚ふが鱗うろこに覆おおわれているとか、羽が生えているとか、髪の色が普通じゃないとか──変異は個体によってそれぞれ違う。中にはまるっきり人間とはかけ離はなれた姿をした者もいたという。

　その、彼らニュクスが操っていた神秘の力こそが、魔法だった。

　そもそも魔法とはなんなのか。

　魔法について語るためには、その前にマナについて語る必要がある。

　大気に宿り、魔ま法ほうの源になる存在──マナ。

　人類にとってなくてはならない存在でありながら、人類がマナについて把握していることは二十一世紀現在でも、そう多くなかった。

　どこからどうやって湧わいてくるものなのか。有限なのか無限なのか。それすらわかっていないのだ。

　マナを視覚で認識することは誰だれにもできない。魔法の素養のある人間──魔法体質者が、ただ漠然と『そこにある』と感じ取れるだけで、魔法体質者じゃない人間がマナを認識する方法は今のところ見つかっていなかった。

　加えて、マナには質量がない。空気にさえある質量が、マナにはないのだ。それ故ゆえにマナは無質量物質だの概がい念ねん物質だのと呼ばれることもある。

　明確に知覚する手段がなく、質量すらもない──曖あい昧まい模も糊ことした存在。それが、マナだ。

　けれど、知覚がどうとか質量がどうとか、そんなことは研究者が気にすればいいことで、現場の僕らにとっては割とどうでもいいことだった。肝心なのは、マナには事象変革の特性があるということだ。

　事象変革の『事象』は、『現実』や『世界』といった単語に、『変革』のほうは『変質』や『改変』といった単語にそれぞれ置き換えても意味が通る。

　わかりやすく言うなら、事象変革とは要するに、現実をねじ曲げてありえない出来事を起こす──さらに端的に言うなら、奇跡を起こす特性ということだ。たとえば、なんの道具も使わずに火を熾おこすとか、鉄を金に変えるとか、全治三ヶ月の怪け我がを一日で治してしまうとか。

　この奇跡が、魔法だ。

　記録によれば、ニュクスたちは魔法を、主として天候の操作に使っていたという。彼らにとって魔法は、生きる糧かてを得るための尊い業わざだったのだ。

　魔法の力に魅みせられたデニス・クライトンは魔大陸に留とどまり、十年の歳月をかけて魔法を身につけた。その後、彼はマナと魔法の存在を本国に伝え──そして、イタリアをはじめとした西欧で魔法の研究が始まることになる。

　やがて魔法は大航海時代の波に乗って他大陸へと伝わり、十六世紀末には日本を含めた世界中に魔法の存在が知られるようになる。

　世界中で研究されるようになった魔法は、十七世紀～十八世紀に発展のピークを迎える。現存している魔法の多くが、この時期に開発、あるいは理論づけられたものだ。

　魔法の発展と浸透は人々の暮らしを豊かにしたのと同時に、戦争の有り様も大きく変えた。権力者たちは呪じゆ殺さつに怯おびえ、戦場では魔法使いたちが無類の兵器になった。呪力障壁に守られた魔法使いには矢も銃も効かず、操る風は大砲をもはね返した。魔法の使えない一般兵にできたことは、自陣営の魔法使いを守るための肉の壁になることだけだった。戦場には火の嵐あらしが吹き荒れ雷の雨が降り注いだ。魔法兵団同士の戦せん闘とうは地形すら変えてしまったという記録が残っている。

　十九世紀に入って産業革命を成し遂げた列強国による植民地戦争が拡大していくと、人類と魔ま法ほうの邂かい逅こうの地──魔大陸も戦乱の渦に吞のみ込まれた。

　魔大陸が列強国の標的となった理由は、精ミ霊ス真リ銀ルやヒヒイロガネといった、魔大陸でしか採れない稀き少しよう金属にあった。魔法金属と呼ばれ魔法具の材料となるそれらの価値は、金の千倍とも万倍とも言われるほどに高い。

　人類の侵攻に対し、ニュクスは無力だった。劇的な……というより破は壊かい的てきな進化を遂げていた人類の魔法は、魔法の始祖であるはずのニュクスの魔法を凌りよう駕がしてしまっていたのだ。

　ニュクスに人権を認めるニュクス解放宣言が唱えられたのは、二十世紀も半ばを過ぎた一九五五年のことで、それ以前のニュクスは人間とはまったく別の生き物として──動物として扱われていた。人間は動物を殺すのに人間を殺すほどには躊躇ためらわない。それが、自国の繁はん栄えいのためという大義名分が掲げられていればなおのことだ。

　魔大陸の全土に虐ぎやく殺さつと略奪の嵐あらしが吹き荒れた。魔法金属は掘り尽くされ、多くのニュクスが殺され、あるいは魔法の研究材料として強制的に連行された。そうして連れてこられたニュクスたちの子孫が、日本にも少なからずいる。

　そして、迎えた二十世紀。

　一九一四年。運命の年。人類は未み曾ぞ有うの災厄に見舞われることになる。

『日につ蝕しよく』だ。

　太陽が晴れることのない黒雲に覆おおわれて世界は光を失い、どこからともなく現れた大量の異形が人類を襲おそったのだ。

　異形──すなわち妖獣ドウームが最初に確認されたのは、シベリア南部のイルクーツク州。

　天と大地を覆い尽くすほどの妖獣ドウームの大群は、わずか十日でイルクーツクを更さら地ちに変えたといわれている。

　都市を壊滅させたとか、そんな生なま易やさしいものじゃない。文字どおり、草木の一本さえ存在しない更地へと変えてしまったのだ。

　妖獣ドウームの存在が初めて確認されたその二週間後には、妖獣ドウーム群は西進を開始。かくして人類と妖獣ドウームとの、長い長い戦いがここに始まる。

　未知の敵に対して、人類は劣勢を強しいられた。ソビエト連邦軍は半年で壊滅。当時、世界最大戦力を有していた欧州連合でさえも勝利はかなわず、一九一六年二月にはヨーロッパ大陸全土が妖獣ドウームに汚染された。

　後、西進を続けていた妖獣ドウーム群は転進して東進を開始。同時期にサハラ砂漠にも妖獣ドウーム群が出現。わずか三ヶ月でアフリカ大陸は全土が死の大地に変えられてしまった。

　妖獣ドウームが東進を開始したことで、日本も人類の存亡をかけた戦いに参加することになる。一九一六年九月、東アジア連合への参加を決めた日本は、中国と朝鮮半島に兵を派遣。日本本土への妖獣ドウーム群の上陸を断固阻止するべく決死の戦いを繰くり広げた。当時の日本は、魔ま法ほう使つかいの数こそ少なかったものの、質は欧州の魔法使いに勝っていたと言われている。けれど、妖獣ドウーム群の戦力は圧倒的だった。なにより恐ろしいのが、その物量だ。千の妖獣ドウームを退けた翌日には一万の、一万の妖獣ドウームを退けた翌日には十万の妖獣ドウームが押し寄せてきたというのだから、勝ち目なんてあるわけがない。

　この間、太陽は一度たりとも大地に光を降らせることはなく、寒冷化によって人類は食糧事情にも多大な打だ撃げきを受けた。世界中の魔法使いが黒雲を消し去ろうと試みたが、黒雲はどんな魔法も受けつけなかった。

　明けることのない夜。過ぎ去ることのない冬。そして、妖獣ドウーム。

　絶望の三重奏は、三年足らずで人類の総人口を三分の一にまで激減させた。

　崖がけっぷちに追い込まれた人類が二〇〇七年現在でも生き残っていられるのは、後に十賢者と呼ばれるようになる十人の魔法使いのおかげだった。

　聖剣の名を持つ魔器を手にしていた彼らは、剣の一振りで数千の妖獣ドウームを葬ほうむり去るほどの強さを持っていたという。

　十賢者が何者であったのか、現在もって不明。名前も人種も性別も、諸説あるものの、彼らの素す性じように関してはっきりしていることは何一つないのだ。

　圧倒的な強さでユーラシアの妖獣ドウームを掃討した十賢者は、太陽を覆おおっていた黒雲を消し去り、世界に光を取り戻すことに成功する。

　一九一七年七月の出来事だ。

『日につ蝕しよく』から人類が太陽を取り戻すためにかかった時間は、三年と四ヶ月。いわゆる太陽戦争というのは、この三年四ヶ月の戦いを指す。

　太陽戦争後の十賢者の行方は、杳ようとして知られていない。

　突如現れ、世界に光を取り戻して消えた謎なぞの英雄たち。ベタなマンガなら、ここでめでたしめでたしといったところだろう。けれど現実はマンガのようにはいかない。現実はどこまでも過酷で冷酷で残酷だった。

　太陽が輝かがやきを取り戻しても、妖獣ドウームは滅びなかったのだ。

　アフリカ大陸に巣くっていた妖獣ドウーム群の北進によりユーラシアは再び妖獣ドウームに汚染され、一九一七年十二月十九日、妖獣ドウーム群が海を越えてついに日本海沿岸部に上陸する。

　中国大陸と朝鮮半島で戦力の大半を失っていた日本軍にこれを阻はばむ力はなく、上陸から二日後の十二月二十一日には、妖獣ドウーム群は首都圏に到達。

〝神の盾アイギス〟の完成があと一日でも遅れていれば、東京は陥落していただろうと言われている。今、僕たちがいるこの場所も、死の大地になっていたということだ。

　十賢者が編み出したとされる、対妖獣ドウーム障壁──〝神の盾アイギス〟。

　日本が壊かい滅めつを免れたのは、妖獣ドウームの侵入を阻はばむこの結界魔ま法ほうのおかげだった。以来、日本は〝神の盾アイギス〟を絶やすことなく生きながらえてきた。

　日本だけじゃない。アメリカもオーストラリアも魔大陸も──現存している国家や共同体はみんな、〝神の盾アイギス〟によって妖獣ドウームの侵攻を防いでいる。

〝神の盾アイギス〟は、十賢者の遺産の中でも一番大きなものだった。

　十賢者は歴史の表舞台から姿を消すその前に、人類が妖獣ドウームと渡り合うための手段を遺のこしてくれていたのだ。

〝荒神スサノオ〟もその一つだ。僕ら剣士にとってなくてはならない〝荒神スサノオ〟は、魔法の素養のない人間が使える唯一の魔法だった。

　十賢者が理論を残した〝荒神スサノオ〟の完成は、人類の戦力を大きく向上させた。なにしろ、これまでただ魔法使いの盾になるしかなかった一般兵が、単身で妖獣ドウームと戦えるようになったのだ。この意味は途方もなく大きい。加えて、盾役である前衛が強化されたことで、対妖獣ドウーム戦せん闘とうの主役である魔法使いたちの死亡率も大幅に低下した。この意味も大きい。

　人類が魔法と出会ってから五百年余り。人類にとっての魔法の価値は、水や空気と同じぐらいになくてはならないものになっていた。魔法なくして、僕たちは生きていけないのだ。

　──というようなことを、僕たちはそれこそ小学校の頃ころから繰くり返し繰り返し教え込まれてきた。

　だから魔法史なんて今更たいして意味のある授業じゃなかった。こんな退屈で無意味な授業をやるぐらいなら、一時間でも多く剣を習わせてほしいと思ってしまう。

　同じように思っているのは僕だけじゃないようで、教室を軽く見回してみても真剣に授業を聞いているクラスメイトは数えるほどしかいなかった。

　寝ている奴やつが大半だ。鈴すず村むらは授業開始と同時にいびきをかいていたし、クラス委員の南みなみまで机に突っ伏して恥じらいもなく寝息をたてている。

　教師が注意しないのをいいことに、みんな寝放題だ。

　髪は真っ白で腰は曲がりきった魔法史担当の老教師・森もり繁しげは、学生の居眠りをまったく注意しないことで有名だった。注意しないどころか居眠りを推奨したことさえある。

「剣士科は身体からだを使う授業が多いからねぇ。寝て体力を蓄えておきなさい」

　と、こんなことを言ったのだ。

　教師の発言としては問題ありすぎな気もするが、普ふ段だんは僕も居眠り組の一員だったから偉そうなことは言えない。

　だけど、今日はたいして眠気を感じていなかった。

　授業時間はまだ三十分ほども残っている。さて、どうやって暇を潰つぶしたものかと悩んだ末に、僕は胸ポケットから生徒手帳を取り出した。

　最後のページを開いて、そこに収められた安あん藤どうの物もの憂うげな横顔を眺める。

　こんな表情の安あん藤どうを見るのは初めてだった。校舎の屋上から夕焼けの空を見上げて、安藤は一体、なにを考えていたのだろう。

　鈴すず村むらは僕を安藤ヲタと呼んだけれど、その呼び名は僕にはまったく相応ふさわしくない。

　安藤がなんでこんな物もの憂うげな顔をしているのか、僕には見当もつかない。当然だ。安藤美み月づきのことを、僕はなにも知らないのだから。

　誕生日も家族構成も、なにが好きでなにが嫌いなのかも、なに一つ知らないのだ。

　彼女はいつどこで生まれ、どんな家族がいて、なにを好みなにを嫌うのだろう。

　知りたい。だけど、僕がそれを知る機会は、きっと一生ないだろう。

　羨せん望ぼうと空むなしさを五分五分に感じながら、僕はチャイムが鳴るまで安藤の写真を眺め続けた。




　南みなみが剣を構えている。その斜め後ろには彼女の相棒パートナー──愛あい原はら皐さ月つきの姿がある。朝会った時には下を向いてばかりだった愛原の目は、今は揺るぎない戦意をたたえてまっすぐ僕に向けられていた。

「あかね」

　愛原が手にしていた魔法杖を構えつつ相棒パートナーの南に声をかけた。

「──で……こう……以内に」

　距きよ離りがあるうえに愛原は意識的に声量を抑えていたから、彼女がなんと言ったのか、はっきりとは聞き取れなかった。……が、南が真剣な顔で頷うなずいているところを見ると、やはり作戦指示なんだろう。

　普ふ段だんの彼女しか知らない人間から見れば、愛原が南に指示を出しているというのは意外な光景に思えるかもしれない。

　だけれど、僕にとっては今更驚おどろくことじゃない。愛原皐月がただ人見知りの激しいだけの少女じゃないってことは、嫌というほど思い知らされていた。

　既すでに剣を構えていた僕は、唇を一ひと舐なめして斜め後ろにいるひなたを一いち瞥べつした。ひなたは緊きん張ちようの面おも持もちで胸の前に構えた魔法杖をぎゅっと握りしめている。

　二限目。合同模も擬ぎ戦せんの授業。

　クラスを超越してコンビ単位で参加するこの合同模擬戦は、選択科目の一つだ。

　授業内容は単純明快。コンビ同士で模擬戦を行い、終了後に相棒パートナーや対戦相手と互いのここがよかった悪かったと意見し合うというものだ。

　どのコンビと対戦することになるかはくじ引きで決められる。この授業で南・愛原コンビと当たるのは、今回が三度目。過去二戦の戦績は、僕たちの〇勝二敗。

　三度目の正直となるか、二度あることは三度あるとなるか……後者はまっぴらご免だった。

　緊張で早くも喉のど元もとに滲にじんできた汗を、僕はブレザーの裾すそで拭ぬぐった。

　模擬戦といっても一般学校の体育の授業のように体操着に着替えたりはしない。

　軍の戦せん闘とう服ふくに使われているのと同じ合成繊せん維いでできている光風学園の制服は、通気性・速乾性ともにバツグンで、どんなに汗をかいても蒸れないし、すぐに乾いてしまう。しかも、丈じよう夫ぶだ。ナイフで軽く切りつけられたくらいじゃ傷もつかない。だから着替える必要がないのだ。

「我は盾なり剣つるぎなり」

　南みなみが〝荒神スサノオ〟の呪文スペルを唱えた。

　深呼吸をして、僕も同じ呪文スペルを口にする。

　血が、肉が、骨が熱を帯びて、全身に力が漲みなぎっていく。

「せーやちゃん」

　ひなたが強こわ張ばった声をかけてきた。

「どうするの？」

「なにがだよ」

　僕は前を向いたまま応こたえる。

「作戦」

「いつもと同じだ。攻こう撃げきは僕に任せて、ひなたは怪け我がをしないことを第一に考えろ」

　模も擬ぎ戦せんといっても緊きん張ちよう感かんは実戦とたいして変わらない。武器は刃引きされた物以外は使えないし、攻撃魔ま法ほうは相手に直撃させてはいけないというルールがあるにはある。それでも、この授業が死の危険と隣となり合わせであることに変わりはなかった。獣殺士学校スレイヤー・スクールの授業の中で一番負傷率・死亡率が高いのが、この合同模擬戦なのだ。

「うん……」

　ひなたが弱々しく頷うなずいた。

　納得している感じじゃないが、ひなたが動けば動くほど僕の負担が増えてしまうのだから仕方がない。

　ピーッ！　戦闘開始を告げる笛の音が校庭に響ひびき渡る。

　白線で仕切られた六つのエリアで、十二組、合計二十四人の学生が動き出す。

　僕は動かず、突進してくる南を迎え撃うった。

　──フェイントは、ない。初しよ太だ刀ちは真っ向からくる。

「たあっ！」

「──っ！」

　南の高い声と僕の呼気が交差し、剣と剣がぶつかり合う。

　助走をつけてしっかりと体重を乗せてきた南の重い一撃を、僕は力任せに弾はじき返した。

　きゃっ、と短い悲鳴をあげてよろめく南。僕はすかさず追撃を──かけない。南がよろめいたのは、演技──つまりは、罠わなだ。

　罠にあえて乗っかる手もある。けど、ここは下手なフェイントにはひっかからないぞという意思表示のために一歩引く。

「ひっかからないか」

　ぺろっと舌を出して、南みなみが横に跳ぶ。次の瞬しゆん間かんには、南は僕の右側面から片手剣を振り下ろしていた。

　南は動きが疾はやい。〝荒神スサノオ〟を使っていない状態でも僕より疾いけれど、〝荒神スサノオ〟を使えばその差はさらに大きくなる。

　強化の魔ま法ほうである〝荒神スサノオ〟には、使い手の長所を特に大きく伸ばす特性があった。

　力自慢の人間の場合は力が、疾さがウリの人間の場合は疾さが、他ほかの能力よりも大きく上昇するというわけだ。傷の治りが異様に早くなったり、五感のどれか──たとえば視力や聴ちよう力りよく──が動物並に強化されるヤツもいる。

　南の場合、〝荒神スサノオ〟で急上昇するのは、スピードだ。同学年で南より疾く動けるヤツはいない。

　対する僕の急上昇する長所は、『先読み』だった。先読みは文字どおり相手の次の動きを予測する力のことだ。剣術道場に通っていた頃ころから、僕は相手の動きの癖くせを見抜いて次に相手がどう動くかを予測するのが得意だった。

　この長所のおかげで、僕は自分よりスピードや力が上の相手とも渡り合えていた。

　側面からの斬ざん撃げきを、右手に持った長剣で受け止めつつ、僕は身を撚ひねって裏うら拳けんを南の顔面めがけて放った。──が、当たらない。ひょいっ、と後ろに跳んで僕の裏拳をかすらせもしなかった南の顔には、余裕の笑みさえ浮かんでいた。

「今のは捉とらえたと思ったのに、また疾くなったな」

　僕の言葉に南はウィンクとピースサインで応こたえる。

「今のは軽い挨あい拶さつ。本気はこれからよ」

「言うじゃないか」

　笑みつつ剣を構え直す僕の耳に、愛あい原はらの声が聞こえてきた。

「其そは火。五元の一にして始原の赤。我が声に応えて来たれ──」

　普ふ段だんの彼女からは想像もつかないような朗々とした声。

　これは、〝怒れる火神イグナイト〟の呪文スペルだ。

「火よ。はじまりの赤よ──」

　愛原の声に少し遅れて聞こえてきたのは、ひなたの詠唱。

　ひなたが唱えているのも、〝怒れる火神イグナイト〟の呪文スペルだ。

　言い回しは愛原のそれと微妙に違っているが、これは問題ない。呪文スペルで重要なのは言葉の意味で、意味さえ通っていれば教本どおりでなくてもかまわないのだ。もちろん、日本語である必要もない。

　呪文スペルを唱えながら、愛原とひなたは片方の手をせわしなく動かしている。虚こ空くうに指先で術式コードを描いているのだ。

「──熱き殺意を以もつて、すべてを焼き尽くせ」

　先に詠唱完了したのはやはり、唱え始めるのが早かった愛あい原はらのほうだった。詠唱の完了と同時に、彼女は術式コードの筆記も完了させていた。

「〝怒れる火神イグナイト〟！」

　愛原が高く掲げた魔法杖の先から噴き出した炎が、彼女の頭上で直径にして二メートルはあるだろう巨大な球体を象かたどる。

「──熱く熱く燃えて、敵をやっつけて！」

　愛原に遅れて、ひなたの詠唱も完了する。だけど、詠唱が完了しても術式コードの筆記がまだ半分も終わっていなかった。

　ひなたは術式コードの筆記が苦手なのだ。我流に『崩せる』呪文スペルとは違って、術式コードは複雑な文と模様を正確に描かなくてはならない。

　術式コードは魔ま法ほうに形状と指向性を与えるためのものだから、術式コードを描き損なうと術者の意図とは違う形で魔法が発動してしまうことになるのだ。たとえば、帯状にして放つつもりだった炎が球状になってしまったり、まっすぐに飛ばすはずの雷らい撃げきがあさっての方向に飛んでいってしまったりといった具合に。最悪、自分の放った魔法が自分を直撃なんてことにもなりかねない。

　手先の不器用なひなたが、正確さを要求される術式コードの筆記が得意であるはずがなかった。

　ひなたがようやく術式コードを描き終えた時にはもう、愛原の撃うち出した火球はひなたの眼前にまで迫っていた。

「ひなた！」

　僕の伸ばした手がひなたを突き飛ばす。

　愛原の火球が宙を滑り出したのと同時に、僕はひなたのほうに走っていたのだ。

　火球が僕のすぐ後ろに着弾し、火柱に変わる。

　瞬しゆん時じに灼しやく熱ねつした空気が僕を包み込む。肉体が〝荒神スサノオ〟で強化されていなかったら、軽く一息吸っただけで呼吸器を焼かれていただろう。

　直撃していたらと思うと、ぞっとする。たき火程度の火を熾おこすのが精一杯のひなたの〝怒れる火神イグナイト〟とはレベルが違う。レベルが違って当然だ。なにしろ愛原皐さ月つきは、学年二位の実力者なのだ。

　だけど、僕は過去にもっとすごい〝怒れる火神イグナイト〟を見たことがある。愛原の炎もたいしたものだと思うけれど、彼女の──安あん藤どう美み月づきの炎は、もっと桁けた違ちがいにすさまじかった。

　僕は頭を振って、ひなたに駆け寄った。今は安藤のことを思い出している場合じゃない。戦せん闘とうに集中するんだ。

　僕に突き飛ばされたひなたは、場外ラインギリギリのところに倒れていた。少し強く突き飛ばしすぎたかもしれない。もし、ひなたが場外ラインの外にまで吹き飛ばされていたら、その時点で僕らの負けが宣言されていたところだ。

「ひなた、怪け我がはないか？」

「う……うん。大だい丈じよう夫ぶ……」

　ひなたが答えながら上体を起こす。見たところ、たしかに怪我はないみたいだ。

「すぐ……立つから。立って、せーやちゃんを、ちゃんと……援護するから……」

「援護はいらない」

　僕は言った。

「ひなたは防御に徹てつしてくれ」

「でも、それじゃあ……」

「ひなただって負けたくないだろ？　今度こそ勝ちたいだろ？　なら、僕の言うとおりに──」

「背中ががら空きだよ！」

　南みなみの声が僕の言葉を遮さえぎった。

　振り返りながら繰くり出した僕の長剣と、南の振り下ろした片手剣がぶつかり合って火花を散らす。

「わざわざ攻こう撃げき前まえに宣言してくれるなんて、ずいぶん優しいじゃないか、南」

「だって、あんまり簡単に勝負がついちゃったら、つまらないじゃない？」

「──見くびるなよ！」

「きゃ……っ！」

　僕が渾こん身しんの力で振り抜いた剣が、南を大きく弾はじき飛ばした。

　すかさず僕は南との距きよ離りを詰めて剣を唸うならせる。

「甘い甘い」

　体勢を崩していたくせに、南は僕の一いつ閃せんを危なげなくかわしてみせた。

　攻撃をしくじれば、その後に待っているのは当然、反撃だ。

　南の片手剣が前から横から後ろから──一撃ごとに違う方向、違う角度から僕を襲おそう。

「──くっ！」

　さすがに疾はやい。多人数を同時に相手にしているようなプレッシャーがある。

　だけど、僕だって負けてはいない。絶え間なく全方向から打ち込まれる斬ざん撃げきをしっかりすべて捌さばきながら、時折、反撃の剣を繰り出して南の顔を歪ゆがませている。

「其そは風。五元の二にして悠久の徒──」

　南と五分の打ち合いを続ける僕の耳に、再び愛あい原はら皐さ月つきの朗々とした詠唱の声が聞こえてきた。

〝怒れる火神イグナイト〟の次は〝烈しき雷帝インドラ〟か！

「くそっ」

　そんな言葉が口をついて出た。

　南と一対一なら、僕にも十分勝機はある。だけど、これはコンビ単位で勝利を競う合同模も擬ぎ戦せんなのだ。

「ていっ！」

　大きく剣を振って南みなみを跳び退のかせると、僕は回れ右をして愛あい原はらのほうに走った。愛原に魔ま法ほうを使わせるわけにはいかない。

「させないよ」

　全力疾しつ走そうする僕の横を、南が軽々と追い抜いて前に回り込んだ。息もつかない斬ざん撃げきの雨が再び僕を攻め立てる。

　やっぱり、そう簡単に後衛に手出しはさせてくれないか。

「せーやちゃん！」

　ひなたの叫ぶ声が聞こえたけれど、南を相手にしながら後ろを振り返る余裕はなかった。

「──青き天剣となりて世界を駆けよ」

　愛原の詠唱が完了する。

「〝烈しき雷帝インドラ〟！」

　愛原は正面方向にいたから彼女の姿を見ることは、できた。愛原が構えた魔法杖の先に、子供の拳こぶし大だいの青白い光の球が浮かんでいる。そして、魔法杖の先が向けられているのは──他ほかならぬ僕だ。

　僕が愛原のほうを見た一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、南が片手剣を大振りしてきた。

──くらうかよ！

　視線を愛原に向けていても、南への注意は疎おろそかにしていない。

　南の大振りを僕は難なくかわした。剣を振り切った勢いで、南の背中が目の前にさらされる。

　絶好のチャンス。だけど──。

──これも罠わなだ！

　振りかぶった剣を振り下ろすことなく、僕は後方に跳んだ。刹せつ那な、目の前を青白い光の筋が横切った。

　電撃だ。

　あのまま南を攻撃していたら、確実にもらっていた。

　南が誘さそって愛原が撃うつ。いいコンビネーションだ。

「まだまだ、皐さ月つきの攻撃は終わってないよ」

　え？　と思った僕の視界の隅でなにかが光った。

　視線をそっちに動かして、「──！」、僕は息を吞のんだ。

　青白い光が──避けたはずの愛原の電撃が、軌道を変えてこっちに迫っていたのだ。

　愛原は、こんなこともできるのか……！

　舌打ちして、僕は再び電撃をかわした。

　電撃は──消えない。さっきと同じように軌道を変えて、三み度たび、僕へと向かってくる。さらにその反対方向からは南が迫り来ていた。

　左手から電でん撃げき。右手からは南みなみ。

　退路は三つ。前か後ろか上か。前に逃げれば背中をさらすことになる。上に逃げればもうそれ以上逃げようがなくなる。

　だから僕は後ろに逃げようとして──逃げられなかった。跳び退のくために地面を蹴けった直後、背中にドスンとなにかがぶつかったのだ。硬いものじゃない。人にぶつかったような衝しよう撃げきだった。

　振り向いた僕は、顔を歪ゆがめて尻しり餅もちをつくひなたの姿を見た。

　どうやら僕はひなたにぶつかったらしいと理解した時にはもう、左右からの攻撃は回かい避ひ不可能なところにまで迫っていた。

　体勢をめちゃくちゃにしながら南の斬ざん撃げきを捌さばきはしたけれど、それが限界だった。

　愛あい原はらの電撃が僕の剣に絡からみつく。

　衝撃。

　そして、僕の意識は暗転した。




　僕が目を覚ましたのは、医務室のベッドの上だった。

　光風学園の医務室は、一般の学校のそれとはずいぶん違う。

　まず、広い。体育館ばりの広さがあって、ベッドがずらりと並んでいる。ベッドごとに仕切りなんてなくて、学園に雇われている施せ療りよう師しや選択科目に『高等施療』を取っている魔ま法ほう科かの学生たちが慌ただしく動き回っている。その様はさながら野戦病院だ。

　獣殺士学校スレイヤー・スクールの医務室は、どこも似たようなものだろう。なにしろ獣殺士学校スレイヤー・スクールの授業は、学科以外はどれも、怪け我がどころか死の危険をはらんだものばかりなのだ。

「医務室の世話になるのは久しぶりだな……」

　呟つぶやいて、僕は上体を起こした。

「……っ」

　じっとしている分にはもう痛みはなかったけれど、動くとまだ全身の皮ひ膚ふが突っ張るような感じがした。

「大だい丈じよう夫ぶ？　まだ時間あるんだから、もう少し横になってたほうがいいんじゃない？」

　ベッドの傍かたわらでパイプ椅い子すに腰掛けていた南が、心配そうに僕の顔を覗のぞき込んできた。

「平気だよ。もう痛みはないから」

　答えて、僕は南の傍らでうつむいている愛原を見た。

「効いたよ、愛原の〝烈しき雷帝インドラ〟」

　声をかけると、

「あ、っ……あの……っ……ご、ごめんなさい……っ」

　愛原は今にも泣き出しそうな顔と声で謝ってきた。すっかり平常モードに戻ってしまっているようだ。

「愛あい原はらが謝ることはなにもないだろ。いい攻こう撃げきだったよ」

「……そっ……そんなこと……全然……っ！」

　僕の褒ほめ言葉に、愛原は泣きそうな顔のまま頰ほおを赤くする。

　平常モードの愛原と喋しやべっていると、自分がイジメっ子になったような気分になってくるから困る。

　僕は視線を、今度はひなたに向けた。

　南みなみ・愛原の反対側でやはりパイプ椅い子すに腰掛けているひなたは、愛原よりもさらに深くうつむいていた。

　僕が目を覚ました時から、ひなたはずっとこんな感じだった。一言も喋らず、うつむき続けている。

　自分のせいで負けたことを気に病やんでいるのだ。

　僕たちの直接的な敗因は、ひなたが僕の退路を塞ふさいだことにあった。

　僕はひなたに防御に徹てつするよう指示を出していた。けれど、ひなたはその指示を無視して前に出てきて、僕にぶつかってしまったのだ。そのせいで僕は愛原の〝烈しき雷帝インドラ〟をくらうことになり、ひなたは南に取り押さえられて僕たちは敗北した。

「ひなた」

　目を覚ましてからはじめて、僕はひなたに声をかけた。

　ひなたの小さな肩がビクッとはねた。

「どうして僕の指示を無視したんだ」

　問う僕の声音は、お世辞にも優しいものじゃなかった。

　怒るつもりはない。敗北の責任は相棒パートナーの動きの把握を怠おこたった僕にもある。だけど、不機嫌さが滲にじみ出るのを完全に抑えることは、どうにも難しかった。

「日本語が理解できないわけじゃないだろ？」

「杉すぎ崎さき」

　南が渋い顔で僕をたしなめる。

「……わたし……」

　ひなたが口を開いた。

「……わたしは……だって……わたし……」

　ひなたは震ふるえていた。肩も、声も。

「……せーやちゃんの、相棒パートナー……だもん」

「そんなことは知ってる。僕が訊ききたいのは、なんでわざわざ相棒パートナーの足を引っ張るような真似まねをしたのかってことだ」

「杉崎、やめなって」

　南みなみの手が僕の手に重なった。……僕の手は無意識のうちにきつく握りしめられていた。

「神かみ代しろがわざと杉すぎ崎さきの足を引っ張ろうなんて、そんなことあるわけないじゃない。神代は杉崎の助けになりたかったんだよ」

　それは、わかっていることだった。ひなたが僕の足をわざと引っ張ろうなんてするわけがない。ひなたはただ、僕を助けようとしただけだ。

　だけど、そのおかげで僕は……僕らは、負けてしまった。模も擬ぎ戦せんだったからよかったようなものの、これが妖獣ドウーム相手の実戦だったら、僕もひなたも今いま頃ごろは妖獣ドウームの腹の中だ。

　僕のためにもひなたのためにも、これは釘を刺しておかなくちゃならない問題だった。

「今後は僕の指示には必ず従うんだ。いいな？」

　ひなたは頷うなずかない。

「僕は、ひなたに死んで欲しくないんだ。わかってくれ」

「……わたし……だって……」

「わかってくれ」

　反論を遮さえぎると、ひなたは下唇を切れそうなぐらいにきつく嚙かんで、目に涙を浮かべた。

　南と愛あい原はらが立ち上がってひなたに歩み寄る。

「杉崎。動けるなら、もう行って」

　南がひなたの頭を包むように抱いて言った。愛原はハンカチを差し出している。

「だけど……」

「いいから。ここは任せて」

「……杉崎くんは、行ってください……」

「……わかった。頼たのむ」

　とうとう泣き出してしまったひなたをふたりに任せて、僕は医務室を後にした。

　廊下を歩きながら、もし相棒パートナーが安あん藤どう美み月づきだったら──と、そんなくだらないことを考える。

　こう見えて、僕は模擬戦で負けたことはほとんどない。といっても、それは個人戦でのことで、合同模擬戦となると一転、黒星の数が白星の数を上回っていた。

　個人戦ほど勝てない原因は、もちろんひなただ。ひなたは戦力としてはまったく当てにならない。戦力にならないだけならまだしも思いっきり足手まといになってくれるから、僕としてはひなたを庇かばいながら敵コンビを両方相手にしなくちゃならない。それだけの不利を抱えて勝ち続けられるほどの強さは、僕にはなかった。

　もし、僕の相棒パートナーがひなたじゃなくて安藤美月だったら、いつ後方に攻撃がいかないかとビクつきながら防戦気味に戦う必要なんてないだろう。

　背中を気にせず、思う存分前に出られる。……いや、安藤が相棒パートナーだったら、僕が前に出る間もなく、光の速さで安藤が勝負を決めてしまうか。

　どちらにしろ、無意味でくだらない妄もう想そうであることに変わりはなかった。

　ひなたが僕の相棒パートナーじゃなくなることも、安あん藤どうが僕の相棒パートナーになることも、絶対ありえないことなのだから。

　ため息が出た。

　それが、ひなたが相棒パートナーであることへのため息なのか、安藤が相棒パートナーじゃないことへのため息なのか、自分でもわからなかった。




　昼休み。

　僕は商業エリアを一人で歩いていた。

　学生数の多さで有名な光風学園は、敷しき地ち面積の広さでも有名だった。

　だだっ広い敷地内には校舎や各種訓練施設、学生寮りようの他ほかに、商業エリアまで設けられていた。

　商業エリアには優に五十以上の店舗が軒を連ねている。飲食店に生活用品店に武装品店……果てはカラオケやゲームセンターといった娯楽施設まであるのだから、ちょっとした街のようなものだ。

　僕が商業エリアへとやってきたのは、昼飯のためだった。

　昼飯は、弁当を作ることもたまにはあるけれど、商業エリアの飲食店を利用することのほうが多い。

　とはいえ、一人で商業エリアに来るのは久しぶりのことだった。昼飯の時も、飲食店以外の店を利用する時も、たいていは僕の隣となりにはひなたがいた。

　剣士科の校舎と魔ま法ほう科かの校舎だと、剣士科の校舎のほうが商業エリアに近い。いつもは、四限目の授業が終わると、ひなたが僕を迎えに剣士科の校舎に来て、ふたりで商業エリアに行くのだけれど……今日は、五分待っても十分待ってもひなたが僕を迎えに来ることはなかった。

　まあ、合同模も擬ぎ戦せんであんなやりとりをしてしまったのだから、当然といえば当然のことなのかもしれない。

　正直、食欲なんてこれっぽっちもなかった。女の子を泣かせて、それで平然と飯が食えるほどの太い神経は僕にはない。だけど、午後にも身体からだを動かす授業があるから、食べておかないともたないのだ。

──さて、どの店に入ったものかな……。

　入る店を決めるのは、ひなたの役目だった。商業エリアには学生向けとは思えない美味うまい店が多い。今日はどの店でなにを食べるか。ひなたはそれを考えるのを毎日の楽しみにしていた。

──どの店に入るかってより、どの店に入れるか、だな……。

　昼休みの商業エリアは学生でごった返す。もたもたしていると、どの店も満席になってしまうのだ。特に今日はひなたを待っていたおかげですっかり出遅れてしまった。人気の店は、どこももういっぱいだろう。

──あそこにするか……。

　結局、僕が入ったのは、『ベーカリー・イトウ』というパン屋だった。

　ここには喫茶スペースがあって、買ったパンを店内で食べることができるのだ。満席のようなら、どこか適当に外で食べればいい。

　パンを三つばかりトレイに載せてレジに向かう。喫茶スペースのほうを見ると、壁際のカウンターにぽっかりと一席だけ空きがあった。

「店内でお召し上がりになりますか？」

　という店員の問いに「はい」と答えて、コーヒーを注文する。

　会計をすませコーヒーを受け取って空席へと向かった僕は、彼女の存在に気づいて立ち止まった。

　僕が座ろうと思っていた空席の隣となりに、彼女が座っていたのだ。

　僕の位置から見えるのは後ろ姿だけだけど、あの特徴的な髪型は見間違えようがない。

　安あん藤どう美み月づきだ。

　ああ、と僕は納得する。

　混み合う店内で、なぜその席だけぽっかり空いているのか。

　安藤美月の隣だからだ。

　安藤美月は、皆に恐れられ、避さけられている。

　ニュクスだからじゃない。もちろん、ニュクスであることが印象をより悪くしてしまっていることは事実だけど、安藤が忌き避ひの存在になっている理由は、他ほかにあった。

　安藤美月は、光風学園に入学してから一年余りの間に九回も相棒パートナーを変えている。そして、彼女とコンビを組んだ人間の悉ことごとくが、再起不能級の重傷を負って、退学、もしくは無期限休学しているのだ。模も擬ぎ戦せんで彼女と試合って再起不能になった同級生も一人や二人じゃなかった。

　関かかわった人間を例外なく壊こわしていく安藤美月の存在は、同学年だけでなく上級生にまで知られるようになり、いつしか〝相棒パートナー殺し〟だの〝死神〟だのといった呼び名まで登場するようになってしまった。今では入学したての新入生にまで怖がられる始末だ。

　だけれど、少なくとも僕にとっては、安藤美月は忌避の対象じゃない。

　──意を決して、僕は彼女の隣に向かった。

「隣、いいかな？」

　声をかける。

　安藤の目が、ちらりと僕を見た。

「どうぞご勝手に」

　愛あい想そなんてかけらもない口調でそう答えると、安藤はさっさと僕から視線を外して、手に持っていたパンをちぎって口に運んだ。食べているのは……あんパンだな。

「そ、それじゃあ、遠えん慮りよなく」

　安藤の隣の席に座って、僕は大きく息をついた。

　心臓がバクバクいっている。

　なにしろあの安あん藤どう美み月づきがすぐ隣となりにいるのだ。そして……彼女と言葉を交わしてしまった。

　安藤と言葉を交わしたことは、これまでにただの一度もなかった。

　半年前、彼女に助けられた時も、僕はただ彼女に見入るばかりで結局、礼の一言も言えなかったし、安藤のほうも僕たちには見向きもせずに行ってしまった。

　そう。僕はまだ、命を救われた礼を安藤に言っていないのだ。

　僕が意を決して安藤の隣に座ったのは、あの時の礼を言うためだった。

　まずは、コーヒーを一口。ただ安藤の隣に座ったってだけで、僕の喉のどはカラカラになっていた。

　……さて、なんと言って声をかけたものか……。

　いきなり礼を言っても混乱させてしまうかもしれないし、やはりここは軽い世間話から入るべきだろうか。「いい天気ですね」みたいな感じで。……いや、それも怪しいか。

　パンを手に取りつつ、横目で安藤を見る。

　安藤は、まったく楽しげでもなければ美味おいしげでもない顔で、黙もく々もくとあんパンをちぎっては口に運んでいる。……なんというか、まるで機械作業のような食べっぷりだ。

　テキパキとあんパンを胃に収めた安藤は、すかさず次のパンに手を伸ばす。

　安藤があんパンの次に手に取ったパンは……やっぱりあんパンだった。

　妙な予感がして安藤のトレイを見た僕は、「……！」、そこに予想外の光景を見て絶句した。

　トレイの上にパンの山が形成されていたのだ。軽く十二、三個はあるだろう。しかも、積み重ねられた無数のパンは全部……あんパンだった。

　これは……。

　まさか……安藤は、これ全部一人で食べるつもりなのか？

　僕が絶句している間にも、安藤は機械作業的にあんパンの山を崩していく。

「……あんパン……」

　僕の口から思わず漏もれた呟つぶやきに、休むことなく動き続けていた安藤の口と手が止まった。

　虎とらの目がギロリと僕を見た。

　こ、怖ぇ。

「あんパンが、なに？」

「あ、あんパン……す、好きなんだなって……」

　想定外の形で安藤との会話に突入してしまって、僕はしどろもどろになった。

「私があんパンを好きだと、なにかマズイことでもあるの？」

　目つきに負けないぐらいに鋭い声が、僕の心臓に突き刺さる。

　背筋が寒くなってきた……。

「い、いや……実は、僕もあんパンが大好物なんだ。ほ、ほら、これ」

　幸いというべきか、僕もあんパンを一つ、買っていた。それを手に取って、真ん中あたりからぱっくりと割って中のあんを見せつける。

「だ、だから、その……なんというか、親近感？　みたいな。そんなものを感じたり感じなかったりな感じで……」

「あなたのそれは、あんパンじゃないわ」

　安あん藤どうの、既すでに十分鋭かった目が、さらに鋭さを増して僕の目を貫いた。

「つぶあんパンなんて、私はあんパンとして認めない」

「……へ？　つ、つぶ……？」

「あなたが今手に持っているそれは、つぶあんパンよ」

　言われて見てみると、たしかに僕の買ったあんパンの中身はつぶあんだった。そして、安藤が食べているあんパンのあんは……こしあんだ。

「つぶあんの入ったあんパンなんて、そんなもの、あんパンじゃないわ」

「で、でも、あんパンっていったら、普通はつぶあん……」

　安藤の僕を見る目が、さらにさらに鋭くなった。これはもう完全に、敵を見る目だ。

「あんパンといったらこしあんよ。こしあん以外、ありえない。つぶあん派なんて味覚か、さもなけりゃ頭がおかしいんだわ」

　えらく過激なことを言う。

「そ、そりゃあ、こしあんはおいしいけど、つぶあんだっておいしい……っていうか、こしあんもつぶあんもたいして変わらないんじゃあ……？」

「こしあんとつぶあんはまったくの別物よ。それがわからないような人間に生きる価値はないわ。さっさと死になさい」

「ぐ……」

　つぶあんを擁よう護ごしただけでえらい言われようだ。

　ふん、とあからさまに不機嫌に鼻を鳴らして、安藤は食事を再開する。つぶあん派の顔など見たくもないといった感じのトゲトゲしいオーラを全身からほとばしらせながら。

──まいったな……。

　半年前の礼を言うために意を決して隣となりに座ったのに、これ以上話しかけにくい雰ふん囲い気きになってしまった。

　どうしたものか……と話しかけあぐねているうちに、安藤は食事を終えてしまった。十個以上あったこしあんパンはただの一つも残ることなく、安藤の胃に消えていった。

　最後に紙パック入りの牛乳を一気に飲み干すと、安藤は席を立った。

　安藤が行ってしまう。

　せっかく、ずっと言いそびれていた礼を言う機会がめぐってきたのに。

「安藤！」

　今を逃したら、安あん藤どうと言葉を交わす機会は永久になくなってしまう。根拠はなにもないけれどそんな気がして、僕は安藤の背中に声を放った。

　安藤が立ち止まって顔だけを振り向かせる。

「礼を言わせてくれ」

「……礼？」

　安藤の形のいい柳りゆう眉びがひそめられた。

「あなたに礼を言われる謂いわれなんかないんだけれど」

「半年前、ヘルハウンドの群れに襲おそわれていたところを助けられたんだ。……憶おぼえてないか？」

「憶えてないわね」

　思い出そうとする素振りさえ見せずに、安藤は即答する。

「安藤はその時、ワイバーンも倒してた」

「ヘルハウンドもワイバーンも飽きるほど殺してるから。……それに、私が誰だれかを助けるなんてありえないことだから。私は誰も助けない。私は私のためにしか戦わない」

「だけど……」

「私はね、妖獣ドウームを見かけたら必ず殺すようにしているの。たとえそれがどんな小物だろうと大物だろうと。

　ヘルハウンドの群れを殺して、たまたまその場に誰かがいたことなら、あるいはあったのかもしれない。なんにしろ、あなたに礼を言われる筋合いはないわ。私はただ妖獣ドウームを殺しただけなんだから」

　安藤は冷淡に言う。だけど、安藤の反応はある程度予想のついていたことだから、驚おどろきも腹立たしさもなかった。

　みんなが安藤を忌き避ひしているように、安藤も僕たちを忌避している。いや、眼中にないといったほうが正確か。

　なにしろ、安藤の実力は学生のレベルを逸脱している。対等に見られなくて当然だ。

「ありがとう、安藤」

　それでも、僕は礼を言った。

「何度も同じことを言わせないで。私には礼を言われる謂れなんて──」

「安藤にはなくても、僕にはあるんだ。……だから、ありがとう」

　安藤の口から小さなため息がこぼれた。

「納得した？」

「ああ、納得した」

　僕は頷うなずいた。

「納得したし、それに……嬉うれしかった」

「……なにが嬉しかったっていうのよ」

「安あん藤どうと、こうして言葉を交わせたことが」

　それは、僕の素直な気持ちだった。……我ながら、相当舞い上がってるな。

「あなた、私がなんて呼ばれてるか聞いたことがないの？」

　安藤が呆あきれ口調で訊きいてくる。

「あるよ。〝相棒パートナー殺し〟に〝死神〟……それに〝こしあん原理主義者〟」

「なによ、最後のは」

「今、僕がつけた。だって、事実だろ？」

　安藤は虎とらの目を軽く見開くと、

「……あなた、変わってるわね」

　そう言い残して、店を出て行った。

　最後、僕から視線を離はなす一いつ瞬しゆん、安藤が笑ったように見えたのは僕の気のせいだろうか？




　六限目が終わって帰り仕じ度たくをしていると、ケータイが短く震ふるえた。

　ひなたからのメールだった。




『校門で待ってます。一いつ緒しよに帰ろ？』




「杉すぎ崎さきー、久しぶりにカラオケでも寄ってかね？」

「悪い。また今度な」

　鈴すず村むらの誘さそいを断って校門へ走ると、メールのとおり、ひなたが待っていた。

「ひなた！」

　寂しげにうつむいていたひなたは、僕が声をかけると弾はじかれたように顔を上げて小走りに駆け寄ってきた。

「待ったか？」

「ううん、わたしも今来たところ」

　そんな、付き合い始めの中学生カップルみたいな会話を交わす。

「せーやちゃん……あの……えっと……さっきは、ごめんね？」

　ひなたが飼い主に怒られた子犬みたいな顔で謝ってくる。

「……いや、謝るのは僕のほうだ。言葉が過ぎた」

「ううん、悪いのはわたしだよ。いきなり泣き出されて、せーやちゃん、困ったよね」

「いや、泣かせた僕が悪いんだ」

「せーやちゃんは悪くないよ。悪いのは、わたし」

「悪いのは、ひなたじゃない。僕が悪かったんだ」

「違うよ。わたしが悪いの」

「いいや、僕が悪いんだ」

「わたしが……」

「僕が……」

「……」

「……」

　僕たちは無言で見つめ合い──そして。

　ぷっ、と同時に吹き出した。

「帰るか」

「うんっ」

　いつものように並んで校門を出る。

　少し歩いたところで、ひなたの手が僕のブレザーの裾すそをきゅっと握りしめた。

「……ん？」

「こうしていて、いい？」

　ああ、と僕が頷うなずくと、「えへへー」、ひなたは嬉うれしそうに笑った。

　そのまま、歩く。

　知り合いに見られたら、また夫婦だのバカップルだのとひやかされそうな姿だろうけど、別にかまわなかった。他人になんと言われようと、どう思われようと、これが僕とひなたなのだ。

「……しかし、どうして今日に限って僕の指示を無視したんだ？」

　話を蒸し返すことに抵抗がなかったわけじゃない。だけど、これは確かめておかなくちゃならないことだった。

「……朝」

　ひなたはうつむき加減になって答える。

「朝……せーやちゃん、安あん藤どうさんのこと見てたよね？」

「あ、ああ」

　不意に出た安藤の名前に、僕はどうしてか焦あせってしまった。

「あ、安藤が、どうかしたのか？」

「模も擬ぎ戦せんが始まってね、最初はせーやちゃんの言うとおりにするつもりだったの。でも、もし安藤さんがせーやちゃんの相棒パートナーだったら、どうなんだろうって思っちゃったの」

「どうなんだろうって？」

「安藤さんだったら、きっとわたしみたいに後ろで身を守ってるだけなんて、そんなことはないんだろうなーって。ちゃんと相棒パートナーらしく、せーやちゃんを支えるんだろうなーって」

「うーん……」

　安藤がもし自分の相棒パートナーだったら。それは、僕も夢想したことのあることだった。

　だけど本当に安藤が相棒パートナーだったら、僕に活かつ躍やくの機会なんてありはしないだろう。支えるも支えられるもなく、どんな相手も安あん藤どう一人であっという間に蹴け散ちらしてしまうに違いない。

「そう思ったら、わたし、じっとしているなんてできなくて……それで……」

「そうか……」

「でも、ダメだった。わたしのがんばりは、せーやちゃんを支えるどころか足を引っ張っちゃった……ごめんね」

「謝るのは、もういい」

　ううん、とひなたは首を横に振る。

「よくないよ。だって、さっきの戦いがもし、本当の戦いだったら……相手があかねちゃんと皐さ月つきちゃんじゃなくて妖獣ドウームだったら、せーやちゃんもわたしも死んでたもん」

　それは、そのとおりだった。僕たち獣殺士スレイヤー（僕らはまだ獣殺士免許スレイヤー・ライセンスを持っていないけれど）が戦う相手は、人間じゃない。妖獣ドウームだ。

　妖獣ドウームとの戦いに勝ち負けはない。あるのは生か死か、そのどちらかの結果だけだ。自分の実力を把握し、敵の能力を把握し、適切的確な行動を取らなければ、妖獣ドウームとの戦いで生き残ることはできない。

　二限目の合同模も擬ぎ戦せん──自分の実力と対戦相手の実力を考えずに無む茶ちやをしたひなたの行動は、やはり誤りだったと言わざるをえない。

「……でも……でもね。わたし、やっぱり、ただ見てるだけなんて嫌だよ。せーやちゃんの役に立ちたいよ」

「ひなた……」

「だからね、わたし──」

　ひなたは言葉の途中で僕の顔を見上げ、そして。

「──あ」

　目と口を丸くした。

「……なんだ？　僕の顔になにかついてるのか？」

　ううん、と首を振ったひなたは、足を止めて僕のブレザーから手を離はなすと、その手の人差し指を空へと向けた。

「見て、せーやちゃん」

　言われるまま、僕は立ち止まってひなたの指さすほうへと顔を振り向かせた。

　青からオレンジへと色を変えはじめた西の空に、逆三角形の浮遊物が見えた。

「天てん上じよう院いんだよ」

「ああ……。久しぶりに見るな」

　距きよ離りのおかげで野球ボール程度の大きさにしか見えていないその浮遊物は、実際には山のように巨大な人造物だった。

　ドーム球場八個分の面積があるといわれている上辺部分には、ビルやマンションのような高層の建物が無数に見て取れる。

　山を切り取って逆さまにして、その上に街を丸ごと一つ載っけた──そんな感じだ。
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「何度見てもすごいねー。あんなおっきなものが浮かんでるんだもん」

「まあ、そうだな」

　ひなたが天上院と呼んだそれは、僕たちが生まれるずっと以前から東京の空にあった。高度を上げたり下げたりしながら、ゆったりとした速度で東京上空を旋回しているのだ。

「行ってみたいなあ、あそこに」

　ひなたがうっとりと呟つぶやいた。

「おまえ、昔から高い所好きだもんな」

「うん！」

　なんとかと煙は高い所が好き、っていうのは本当だ。

「けど、僕たちがあそこに行ける可能性は、限りなくゼロだと思うぞ」

「そうだよね……」

　天上院は誰だれしもが簡単に足を踏ふみ入れられるような場所じゃなかった。

　あの天空の大地に立つことが許されるのは、救済者セイバーと、その候補生だけだ。

　救済者セイバーは獣殺士スレイヤーの上級職。

　そして、天上院は救済者セイバーを養成するための機関だった。故ゆえに天上院は救済者セイバークラスとも呼ばれている。

　天上院に憧あこがれる気持ちは、僕にもあった。それは単なる好奇心なんかじゃない。力への憧れだ。

　救済者セイバーの候補生になって天上院に上がれば、一般の獣殺士学校スレイヤー・スクールでは教えてもらえない武芸の奥おう義ぎや上級魔ま法ほうが学べるだけでなく、最高級の武器が無期限貸与されるって話だ。

　天上院に上がれば、力が得られる。それはきっと、万単位の妖獣ドウームを殺せる力だ。

　もちろん、天上院に上がるのは容易なことじゃない。天上院に上がるということは救済者セイバーの候補生になるということで、救済者セイバーの候補生になるためには、英雄級の活かつ躍やくをして世間に名前と実力を知らしめる必要があった。たとえば、高位の妖獣ドウームを倒すとか名のある賞金首を捕まえるとか画期的な新魔法を開発するとか。

「どれぐらい強くなったら、あそこに行けるのかなー」

「うーん……ドラゴンに勝てるぐらい強くなれば、さすがにいけるんじゃないか？」

「ドラゴンかぁ……」

　ドラゴンは最高位のＳランクに位置する、文字どおり最強クラスの妖獣ドウームだ。

「安あん藤どうさんなら勝てるかなぁ……ドラゴン」

「安藤か……」

　脳裏に安藤がワイバーンを圧倒する光景が甦よみがえった。

　ＢランクのワイバーンとＳランクのドラゴンじゃあ、強さの格が違うだろう。安藤がいくら凄すごいといったって、ドラゴンに勝てるとは思わない。だけど。

「安藤なら、ドラゴンにだって勝てるかもしれないな……」

　僕の口はそう答えていた。

　安藤の負ける姿がどうしてもイメージできなかったのだ。……こういうのを心酔っていうんだろうか。

「そうだよね、安藤さんなら、きっと勝てるよね！」

　安藤が負ける姿をイメージできないのは、ひなたも同じらしい。半年前、安藤に助けられたのは僕だけじゃない。ひなたにとっても安藤は強さの象徴なのだ。

「ねえ、せーやちゃん、知ってる？　安藤さん、天上院を目指してるんだって」

「ああ、聞いたことがある」

　安藤美み月づきは天上院を目指している。それは、〝相棒パートナー殺し〟の呼び名ほどじゃないものの、光風学園内では割と知られた話だった。

　光風学園は、一九四五年の創立以来、十万人以上の獣殺士スレイヤーを輩出している大学校だ。けれども、それだけ多くの獣殺士スレイヤーを養成しながら、光風学園出身者で天上院に上がった者はたったの九人しかいない。在学中に、ということになるとその数は〇になってしまう。

「たしか、入学面接の時に言ったんだよな」

　聞いた話によると、安あん藤どうは入学面接の席で、面接官に獣殺士免許スレイヤー・ライセンスを欲しい理由を問われて、自分が目指しているのは獣殺士スレイヤーではなく救済者セイバーだと、真顔で答えたのだという。

「すごいよね、安藤さん」

「ああ、すごいな。本当に」

「わたし、安藤さんみたいになりたい」

　僕は天上院に向けていた目をひなたに移した。

「それは、強くなりたいってことか？」

　大きな瞳ひとみに天上院を映したまま、ひなたは深く頷うなずいた。

「正義の味方になりたいって思っても、せーやちゃんの支えになりたいって思っても、強くなかったらなんにもできないもの」

「そう……だな」

　妖獣ドウームを殺して生きていきたいという僕の夢。正義の味方になりたいというひなたの夢。どちらの夢にも、まず求められるものは強さだ。

「わたし、安藤さんみたいになりたい。……ううん、なる」

　ひなたはそう言うと、一度目を閉じて、それから決意のまなざしを再び空に──天上院に向けた。

　黒々とした大きな瞳が、夕日の色を吸い込んで宝石みたいに燦きらめいている。明るい色の髪が春風にそよいで、小さな丸い耳と白く細い首筋が露あらわになる。

　綺き麗れいな、横顔だった。

「せーやちゃん？」

　ひなたが小首を傾かしげて僕の名前を呼んだ。

「どうしたの？　ボーッとして」

「い、いや……なんでもない」

　軽く顔を背けて、僕はポリポリと耳の裏を搔かいた。

　おまえの横顔に見とれてたんだ、なんて口が裂けても言えない。

「ねえ、せーやちゃん？」

　いたずらっぽく笑って訊きいてくる。

「わたしが安藤さんみたいに強くて美人になったら、嬉うれしい？」

「どうだろうな……」

　僕は首を捻ひねった。

「強くて美人なひなたなんて想像がつかないからな。想像できないことを言われても困る」

「ひどーい！」

　頰ほおを膨ふくらませたひなたの頭に、僕はポンと手を載せた。

「安藤は安藤。ひなたはひなただよ。ひなたはひなたのまま、強くなってくれればいいさ」

「せーやちゃん……」

「ところで、ひなたはつぶあんとこしあん、どっちが好きだ？」

「えっ？」

　唐突な問いにひなたは目を丸くして、それから首を傾けて「うーん」と唸うなった。

「どっちも好きだけど……どっちかって言われたら、つぶあんかなぁ……」

「それでこそ、僕の幼おさな馴な染じみだ。やっぱり、ひなたはひなたのままでいてくれ」

「えっ？　えっ？」

　わけがわからないといった顔をしているひなたの背中を押しやって、歩き出す。

「あんこがどうかしたのー？」

「どうもしないよ。そんなことより空を見ろよ。天上院が見えるぞ」

「知ってるよっ。わたしのほうが先に見つけたんだから」

　夕焼けの空に浮かぶ人工の大地を仰ぎ見ながら、僕たちは家路に就いた。













　　　二幕　～悪夢のち悪夢～







　特異な人影が二つ、闇やみ夜よに佇たたずんでいた。

　一人は子供だ。年の頃ころは、十二、三。着物によく似た白い衣装に身を包んでいる。

　街並みを見下ろす目は、右と左で瞳ひとみの色が異なっていた。左は闇の中にあってさえ輝かがやいて見える眩まばゆいばかりの金。右は上質な絹にも勝る光沢を放つ銀。文字どおりの金きん銀ぎん妖よう瞳とうだ。

　夜風に絶え間なく揺れている髪は、翠すい玉ぎよくの緑。地に届くほどの長さのあるそれを、子供は後頭部で束ねて垂らし、瀟しよう洒しやな花はな簪かんざしで飾り立てている。

　もう一つの人影は、子供の斜め後ろに控えるようにして立っていた。

　こちらの風ふう貌ぼうは子供よりもさらに奇異だった。

　顔も手も足も、露ろ出しゆつしている部分はただの一箇所もない。漆しつ黒こくの鎧よろいが、手てつ甲こうが、ブーツが、そして仮面が、全身をくまなく覆おおい隠している。鎧の上に纏まとったマントの色もまた、黒い。腰には剣。長ロング剣ソードだ。

「地上は久しぶりです」

　緑の髪の子供が言った。

「かれこれ四年ぶりでしょうか」

「私も地上は半年ぶりになります」

　黒仮面が言葉を発した。

　その声には不自然な軋きしみが加えられていて、男のものとも女のものともつかない。仮面の内側に変声器が取り付けられているのだ。

「出で不ぶ精しようですね、ボクもあなたも」

　緑の髪の子供が黒仮面を振り返って、微笑ほほえむ。

「私など、マオ様には遠く及びませんよ」

　黒仮面が答えると、マオと呼ばれた緑の髪の子供は、「たしかに」と頷うなずいて、正面に向き直った。

　マオの目の前には転落防止用のフェンスがあって、その向こうには明みよう神じん市しの街並みが広がっている。

　彼らが立っているのは、明神市で一番背の高いビルの屋上だった。

「高い所はいいですね。人々の営みの結晶である街を一望することができますから」

　マオが街並みに向けていた金と銀の目を細めた。

「私たちが住んでいるのは、ここよりもっとずっと高い所ですよ」

　黒仮面のその言葉にマオは軽く肩を竦すくめた。

「あそこは高すぎていけない。街は輪郭しか見えないし、人の姿などどんなに目を凝こらしても見えませんからね。

　地上に下りてくる度たびに、もっと頻ひん繁ぱんに地上に下りるようにしようと思うのですが、忙しさにかまけて忘れてしまいます」

「それはやむをえないでしょう。マオ様の本分は天にあって星を読むことなのですから」

　振り向いて、マオは首を横に振る。

「ボクはね、思うんですよ。ボクたちはもっと、自分たちの守っているものに目を向けるべきだと。人も街も見えないあの場所に長くいると、人の命をただの数でしか見られないようになり、人の心の痛みに鈍感になってしまう……よくないことです」

「わかりますが……命を数でとらえなければならない場面は多々ありますし、心情を慮おもんぱかることが許されない場面もあります」

「そうですね……今回の任務がまさにそうです。ボクたちは人類のためという大義名分の下、年とし端はもいかない少女に重荷を背負わせようとしている。相棒パートナーの少年も辛つらい思いをすることになるでしょう」

　今度は黒仮面が首を横に振った。

「彼女は重荷を背負って生まれてきてしまったのです。マオ様が気に病やむことはありません。……しかし、気に病やんでいただけるのはありがたいことです」

　そう言うと、黒仮面は恭うやうやしく頭を垂れた。

「ボクは、あなたのことも心配しているのですよ。……本当によいのですか？　彼らはあなたの──」

「所縁ゆかりの者だからこそ、この任務に志願したのです」

「……わかりました」

　仮面の奥にある目をしばし見つめて、マオは頷うなずいた。

「では、いきましょうか。大いなる世界霊れい魂こんのかけらを迎えに」

　衣装の裾すそを大きく翻ひるがえして、マオが跳ちよう躍やくした。黒仮面がそれに続く。

　十メートル近い高さのあったフェンスを軽々と跳び越えて、白と黒──二つの人影が闇やみ夜よに舞った。
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　夜。

　久しぶりにあの日の夢を見た。

　父さんと母さんが殺された、あの日の夢だ。

　父さんが、母さんが、ひなたのお父さんとお母さんが、妖獣ドウームの手に、牙きばに、壊こわされていく。

　腕をもがれ、脚をもがれ、腸を引きずり出され、背骨を引っこ抜かれ、頭を嚙かみ砕かれ、どうしようもなく汚らしい姿に変えられていく。

　その光景を、十三歳の僕は見ていることしかできない。

　だって、この時の僕は、戦せん闘とう経験もなければ剣に触ったこともない無力な子供だったのだ。

　熱病に冒されたみたいに震ふるえて、過呼吸に喘あえいで、股こ間かんをみっともなく濡ぬらして──僕は自分とひなたの両親が変わり果てていく様を目に焼きつけ続ける。

　ぐちゃり、ぺちゃり、と肉が潰つぶれ血と体液が滴したたる湿った音が、遠えん慮りよも容よう赦しやもなく鼓膜を震わせる。

　やがて、四人を殺し尽くした奴やつらが次に手を伸ばしたのは、既すでに車から引きずり出されていた僕──じゃなく、ひなただった。

　奴らの手が車の中にいたひなたを引きずり出して、御み輿こしみたいに担かつぎ上げた。

　ひなたは泣きじゃくっていた。泣きじゃくりながら僕の名前を呼んでいた。

（せーやちゃん！　せーやちゃん！）と──。

　その声に交じって、僕はもう一つ、別の声を聞いた。

〝怒れ〟

〝憎め〟

〝壊こわせ〟

〝殺せ〟

　と、その声は言っていた。

〝怒れ〟

〝憎め〟

〝壊せ〟

〝殺せ〟

　男のものとも女のものともつかないその声は次第に音量を増して、僕の耳から外の音を奪っていった。

　妖獣ドウームたちの唸うなり声も、ひなたの泣き叫ぶ声も、聞こえない。

〝壊せ〟

〝殺せ〟

〝壊せ〟

〝殺せ〟

　あまりのうるささに耳を塞ふさいでも、その声は少しも小さくならなかった。

〝殺せ〟

〝殺せ〟

〝殺せ〟

〝殺せ〟

　目の前が赤くなっていく。ひなたも、妖獣ドウームも、車も、群ぐん青じよう色いろの空も、空にぽっかりと浮かんでいた丸い月も──目に映るすべてのものが血に染まって見えた。

〝殺せ〟

〝殺せ〟〝殺せ〟

〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟

〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟

〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟

〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟

　目の前がいよいよ──まるで僕自身が血の海に沈んだかのように真っ赤に染まりきって──。

　そこで、目が覚めた。

　明かりの消えた寝室で悪夢から覚めた時、僕の呼吸は〝荒神スサノオ〟を使った後よりも激しく乱れていた。寝汗も酷ひどかった。冷たい汗が下着だけでなくパジャマまでぐっしょり濡ぬらしている。

　……頭が痛い。

　喘あえぎながら上体を起こした僕は、痛む頭を両手で抱えた。

　呼吸と気持ちが落ち着くのを、そのままの姿勢で待つ。

　いつもこうだ。あの日の夢を見た後は。息が切れて全身を冷たい汗で濡ぬらして、頭痛に苦しむ。吐はいていないだけ、今日はマシなほうだ。

「どうせなら、最後まで見せてくれよ……」

　呼吸と気持ちがある程度落ち着くと、僕は僕を苦しめる悪夢に向けて愚ぐ痴ちった。

　僕を四年間苦しめ続けてきた悪夢は、決まって同じシーンで終わる。ひなたが妖獣ドウームに車から引きずり出されて、妙な声が頭の中に響ひびいてきて、目の前が真っ赤になって──それからどうなったのか、僕は憶おぼえていなかった。僕だけじゃない。ひなたもだ。

　気づいた時には、僕たちは軍に保護されていて、病院に運ばれる途中だった。

　僕たちを保護した軍人によれば、軍が妖獣ドウームの反応を感知して現場に駆けつけた時には、妖獣ドウームは一匹残らず倒されていて、血だまりの中に僕とひなたが折り重なるようにして倒れていたのだという。そして、僕にもひなたにも怪け我がらしい怪我は一つもなかった……。

　一体、僕たちはどうして助かったのか……。

　妖獣ドウーム群を倒したのは、一体、誰だれだったのか……。

　四年経たった今でも、それは謎なぞのままだった。

　知りたい気持ちは、もちろん、ある。だけれど、どうしても思い出せないということは、あるいはそれは思い出さないほうが幸せなことなのかもしれない。

　思い出したい気持ちと思い出したくない気持ち……どちらが強いのか、自分でもよくわからなかった。

「着替えるか……」

　ベッドから出て、汗に濡れた下着とパジャマを取り替える。……といってもパジャマは一着しか持っていなかったから、トレーニング用のジャージをパジャマの代わりに着た。

　ベッドに腰掛け、うなだれる。

　呼吸はすっかり落ち着いていたけれど、頭はまだ痛んでいた。

　壁掛け時計に目をやると、時刻は午前一時四十分。

　……さて、どうしたものか。

　眠気なんてかけらも残らず吹き飛んでしまった。このままベッドに入ったところで、とてもじゃないけど眠れそうにない。

　本でも読みながら眠気が帰ってくるのを待つか、いっそのこと疲労で意識が飛ぶまで身体からだを動かすか。

「素振りでもするか……」

　そう決めてベッドから腰を浮かせた時、階下からかすかな物音が聞こえてきた。玄関ドアの開いた音だ。……鍵かぎはちゃんと掛けたはずなのに。

　僕は枕まくら元もとに立て掛けておいた剣を手に取った。

　足音を殺して扉に近づき、耳を澄すます。

　──階段を上る足音が聞こえた。

　深く静かに息を吸い込み、吐はくことなく止めて、勢いよく扉を開け放つ。そして、剣の柄つかに手を添えつつ廊下に飛び出すと、

「きゃっ!?」

　ひなたの仰天顔がそこにあった。

「ひなた!?」

　ぺたん、とひなたは腰を抜かしたように廊下に尻しり餅もちをついた。

　僕は剣の柄に手をかけたまま、ひなたは目を見開いたまま、たっぷり十秒ほども見つめ合った。

「ふえーん、びっくりしたよー」

　ひなたが泣き声じみた声をあげた。

「驚おどろいたのはこっちだ！　泥棒かと思ったぞ」

　はーっと大きく息を吐く。

　僕がひなたの家の合い鍵かぎを持っているようにひなたも僕の家の合い鍵を持っているから、ひなたならいつでも僕の家に入ることができる。でもまさか、夜中の二時過ぎに入り込んでくるなんて。こんなことは初めてだ。

「……で、どうしたんだ？　こんな時間に」

　訊たずねながら、ひなたの手を引いて立ち上がらせる。

　ひなたはパジャマ姿だった。

　ごめんね、と小さく呟つぶやいてから、ひなたは浅くうつむいて言った。

「夢を……見たの」

「ひなたもか」

　えっ？　とひなたは顔を上げた。

「も、って……せーやちゃんも見たの？　怖い夢……」

「ああ、いつものやつだよ。最近、見てなかったんだけどな……」

　答えながら、僕は廊下の電気を点つけた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「眠気が吹き飛んだだけだ。……ひなたのほうこそ大丈夫か？　顔、真っ青だぞ」

　廊下が明るくなって、僕はひなたが死人みたいに青白い顔をしていることに気づいた。

「そんなに怖い夢だったのか？」

　こくん、とひなたは頷うなずいた。

「もしかして、例の……剣の夢か？」

　こくん、とひなたは頷いた。

「二晩続けて同じ夢を見たわけか……」

　ひなたが昨晩見たっていう、自分が剣になって闇やみの中に浮かんでいる夢。

　今朝聞いた時にはシュールな夢だとしか思わなかった。だけど、二晩続けて見たと言われると、なんとも暗示的に思えてしまう。

「……同じ……じゃなかった……」

「え？」

「同じじゃなかったの……。さっきの夢……昨日見た夢とは、少し、違ってた……」

　そう言ったひなたは、全身を小刻みに震ふるわせていた。

「どう、違ったんだ？」

「……真っ暗闇の中に……剣になったわたしがいて……」

　ひなたが喋しやべり始めるまでに、一分近い間があった。

　口にするのも恐ろしいと思っているのかもしれない。

「闇の中に剣になった自分が浮いてる……そこまでは同じなんだな？」

　ひなたの首が小さく縦に動いた。

「違ったのは……真っ暗闇の中に、たくさんの人の気配があったこと」

「人の気配……か。姿は見えなかったのか？」

「うん……でも、わかったの。たくさんの人が暗闇の中からわたしを見ていて……わたしを殺そうとしてた……」

「それは……たしかに嫌な夢だな……」

　真っ暗闇の中で、大勢の人間に取り囲まれて殺意を向けられる……想像すると、背筋が寒くなった。

「それでね……わたしを殺そうとしてた人の中にね……」

　震える肩を抱いて、ひなたは今にも泣き出しそうな目で僕を見上げた。

「せーやちゃんがいたの」

「僕が……？　なんだって、僕がひなたを殺そうとするんだ？」

　わからない、とひなたは首を振った。

「でも……せーやちゃん、泣いてた……。姿は見えなかったけど、わかったの。せーやちゃん、泣きながらわたしのこと、殺そうとしてた……」

　うーん、と僕は唸うなった。

　まったくもって不可解な夢だ。ひなたが剣になっている、という時点で十分わけがわからないのに、僕がひなたを殺そうとする状況なんて、まるで想像がつかない。

　……まあ、夢なんて不可解なものだと言ってしまえばそれまでなんだろうけど……自分が登場している夢だけに、少し気になった。

「……せーやちゃん……わたし、怖い……」

「たかが夢だろ。気にするなよ」

　笑って、頭を軽く撫なでてやる。

　ひなたがこんなに怯おびえているっていうのに、僕まで気にした素振りは見せられない。

「そう……だよね」

「僕がひなたを殺そうとするなんて、そんなこと、天地がひっくり返ったってあるわけがない。違うか？」

「ううん……違わない」

「だから、気にするな」

「うん……」

　ひなたの手が僕のジャージの裾すそをつかんだ。

「ねえ、せーやちゃん……」

「なんだ？」

「せーやちゃんの部屋で寝てもいい……？」

　そうくるだろうとは思っていたから、僕は驚おどろかなかった。

「ああ、かまわないぞ。……歩けるか？」

　うん、と頷うなずきはしたものの、ひなたの立ち姿はなんとも頼たよりなかった。

　だから僕は剣を廊下の壁に立て掛けて、「よっと」、ひなたを抱きかかえた。そして、僕のベッドに横たわらせた。

「……せーやちゃんのベッド、あったかい……」

「僕も一いつ緒しよの部屋のほうがいいか？」

　怖い夢を見た後は、一人でいたくないものだ。

「うん」

「なら、隣となりの部屋から布ふ団とんを持ってこないとな」

　部屋を出ようとした僕のジャージの裾を、ひなたが引っ張った。

「ん？　なにかあるのか？」

　ひなたが潤うるんだ目で見上げてくる。

「……ひょっとして、一緒に寝ろってことか？」

　こくん、と頷く。

「本気か？」

　こくん、と頷く。

「……どうしてもか？」

　こくん、と頷く。

　僕はため息をついた。

「……わかったよ」

　廊下に置いたままになっていた剣を室内のいつもの位置に立て掛け直して、僕はベッドに入った。

　ひなたがもぞもぞと身を寄せてくる。僕の胸の真ん中あたりに、ひなたのおでこがこつんと当たった。

「せーやちゃん、生きてる……」

　心臓の音でも聞いていたのだろうか。ひなたがそんなことを言った。

「当たり前だろ」

「うん。そうだね」

　顔は見えないが、ひなたが笑む気配が伝わってきた。

「嬉うれしいな」

「なにがだ？」

「せーやちゃんと一いつ緒しよにいられること」

「ずっと一緒だったろうが」

「うん。ずっと一緒だったよね、わたしたち」

「ああ。なにしろ、生まれた時からの付き合いだからな。幼おさな馴な染じみ歴もかれこれ十七年だ」

　くすくすというひなたの笑い声が聞こえた。

「ねえ、せーやちゃん？」

「なんだ？」

「これからも、いつまでも、ずーっと一緒にいてね」

「それは、この先もずっとおまえの面倒を見ろってことか？」

「うん」

「……まあ、考えておくよ」

「よろしくね。……おやすみなさい」

「ああ。おやすみ」

　数分としないうちに、ひなたの呼吸が寝息に変わった。

　もしまたひなたが怖い夢を見てうなされでもしたら起こしてやろうと思って、僕は目を閉じずにいた。まあ、眠気がなかったというのもあるけれど。

　今のところ、ひなたの寝息は穏おだやかだ。

　ひなた。

　神かみ代しろひなた。

　僕が生まれた時から、すぐ近くにいた女の子。

　僕の誕生日は七月九日。ひなたの誕生日は七月七日で、ひなたのほうが二日早い。

　たった二日しか違わないってのに、子供の頃ころのひなたは、僕に対してずいぶんお姉さんぶっていた。

　どこで遊ぶのか、なにをして遊ぶのか、決めるのは僕じゃなくてひなただった。手を繫つないで歩く時も、ひなたは必ず僕を引っ張るように二、三歩前を歩いていた。僕のお姉さんであろうと努めていた。

　あの日もそうだった。小学校二年の時の出来事だ。そこは近所にあった無人の寺で、僕とひなたは学校が終わると毎日そこの境けい内だいで遊んでいた。

　いつものようにクタクタになるまで遊んで、いつものように手を繫いで帰ろうとした僕たちの前に、野の良ら犬いぬが立ち塞ふさがったのだ。

　腹が減って気が立っていたのだろう。野良犬は牙きばを剝むいて僕たちを追いかけてきた。

　ひなたは僕を守ろうと野球遊びに使っていたカラーバットを武器に野良犬に立ち向かって、左の太ふと腿ももに深い嚙かみ傷を負った。

　救急車で運ばれる間、ひなたは痛くてたまらないはずなのに、泣いていなかった。泣くどころか笑っていた。僕に怪け我ががなかったことを喜んでいたのだ。あの時の傷は、今でもひなたの脚にうっすらと残っている。

　子供の頃ころの僕は、ずっとひなたに引っ張られていた。守られていた。

　それが逆転したのは、いつからだろう。小学校高学年になって、僕の身長がひなたを追い越した頃だったろうか。……よくわからない。

　いつの間にか、僕にとってのひなたは、『頼たよれる姉』から『世話の焼ける妹』に変わっていた。

　関係性が変わっても、互いに家族を失っても、それでも僕らが一いつ緒しよにいることは変わらなかった。それだけは変わらなかった。

　きっと、これからも変わらないだろう。僕の隣となりにひなたがいなくて、ひなたの隣に僕がいないなんて、そんなことはありえない。

　僕は触りなれたひなたの髪に触れた。

　いつ触ってもひなたの髪は綿菓子みたいにふわふわとやわらかくて、ミルク飴あめみたいな甘い匂においがする。

　ひなたの髪を撫なでるうちに、いつしか僕も眠りへと落ちていった。




　僕が目を覚ましたのは、たぶん、ただの偶然だった。

　殺気を感じたわけでも物音を聞いたわけでもない。ただ、たまたま目が覚めただけだ。

　だから当然、枕まくら元もとに異様な人影が立っていることなんて予想もしていなかった。

　闇やみの中に立つ漆しつ黒こくのシルエット。

　真っ黒な鎧よろいに真っ黒な仮面。真っ黒なマント。そして、腰には剣。

　見慣れた部屋の中にあって、その人影はあまりにも異様で異質で、異常だった。

　動け。剣を取れ。ひなたを起こせ。頭ではそう思っているのに、突然の事態に僕の身体からだはまったく言うことを聞いてくれなかった。声をあげることすらできない。

　黒仮面はなにも言わず、ただじっと僕の顔を見下ろしている。

　僕は震ふるえる喉のどで大きく息を吸い込んで、吐はかずに止めた。数秒後、肺に溜たまった空気を一気に吐き出す勢いに合わせて、声を張り上げた。

「ひなた、起きろ！」

　叫ぶのと同時に、金かな縛しばりにあったみたいに動かなかった身体からだが、動いた。

　僕は枕まくら元もとに立て掛けておいた剣を手に取ってベッドを飛び出そうとしたけれど、黒仮面がそうはさせてくれなかった。

　黒仮面の手が僕の視界を覆おおう。そして、顔面に圧迫感。

　顔を鷲わし摑づかみにされたのだと理解した時には、僕は投げ飛ばされて背中から壁に叩たたきつけられていた。

「か……は……っ」

〝荒神スサノオ〟で肉体を強化できていなかったから、効いた。息ができない。

「〝荒神スサノオ〟が間に合わなかったのか。鈍いな」

　不自然で耳みみ障ざわりな声が聞こえた。黒仮面の声だ。どうやら、ボイスチェンジャーを使っているらしい。

「くそ……っ」

　僕は長剣の柄つかに手を掛けた。投げ飛ばされる前になんとか剣だけはつかんでいたのだ。

「我は、盾なり……剣つるぎなり……っ！」

　喘あえぎながらもなんとか〝荒神スサノオ〟の呪文スペルを口にする。

　血が灼しやく熱ねつし、肉に骨に力が漲みなぎる。

「うおおおおおおっ！」

　剣を抜きながら床を蹴けり、黒仮面に正面から肉にく薄はくする。そして、繰くり出そうとした渾こん身しんの斬ざん撃げきは、剣を振り下ろそうとした瞬しゆん間かんに止まってしまった。刃が壁に食い込んでしまったのだ。

「ええいっ！」

　かまわず、僕は壁を切り裂いて黒仮面に斬きりかかった。だけど、壁に大きく威力を殺そがれてしまった斬撃は、黒仮面の拳こぶしに軽々と弾はじかれてしまった。

　黒仮面のため息が聞こえた、ような気がした。

「相手の力量も見極めずに真っ正面から仕掛け、場所の広さも考こう慮りよせずに長剣を振り回す、か……。未熟にもほどがあるな」

　騎士鋼アロンダイト製の長剣を軽々と弾いた黒仮面の拳が、今度は僕の鳩尾みぞおちを打った。

　たいして強く打たれたわけじゃない。それなのに、僕は風に煽あおられた紙くずみたいに吹っ飛ばされて、また背中から壁に激突した。

　……効いた。今度はちゃんと〝荒神スサノオ〟で肉体強化していたっていうのに。

　視界が明滅する。ちょっとでも気を抜いたら意識を失いそうだ。

　理解する。黒仮面は、とんでもなく強い。僕との力差は歴然だ。

「せーやちゃん……？」

　意識を保とうと必死に歯を食いしばる僕の目に、ベッドの上で身体からだを起こすひなたの姿が映った。

「え……？　誰だれ……？」

　ベッドサイドに立つ黒仮面を見上げてひなたが首を傾かしげると、無防備にさらされた首筋に黒仮面の手刀が目にも留まらない速さで落ちた。

　悲鳴もあげずに、ひなたは糸の切れた操り人形のように再びベッドに横たわった。

　黒仮面がひなたを軽々と担かつぎあげる。ひなたはぐったりしてぴくりとも動かない。

「この娘を助けたいか」

　黒仮面が耳みみ障ざわりな声で僕に問いかけてきた。

　当たり前だ！　そう叫びたいのに、僕の口から出たのは濁にごった呻うめき声だけだった。

　黒仮面がひなたを担いでいないほうの手を壁へと向けた。

「──っ！」

　ボイスチェンジャーを通した鋭い呼気が、空気を切り裂く。

　刹せつ那な、黒仮面の手の先にあった壁が、派手な破砕音とともに吹き飛んだ。

　振動が家全体を震ふるわせ、粉ふん塵じんが室内に充満して視界を煙らせる。

「生き抜く覚悟と死ぬ覚悟……両方あるなら、延えん行ぎよう寺じに来い。一人でな。警察や軍には知らせるな」

　そう言うと、黒仮面はひなたを担いだまま壁に空いた風穴から外に身を躍おどらせた。

「ちく……しょう……ちくしょお……っ！」

　叩たたきつけられた壁に背をもたれたまま、僕はカーペットに爪つめを立てた。

　なにも……なにもできなかった。

　夜中に目を覚ましたら枕まくら元もとに黒ずくめの剣士が立っていて、ひなたを連れ去られてしまった。

　わけがわからない。

　あの黒仮面は何者なんだ？　ひなたを攫さらってどうするつもりなんだ？

　頭を振って、僕は立ち上がった。足がもつれてすぐに尻しり餅もちをついてしまったけど、奥歯をこれでもかと嚙かみしめて立ち上がる。立ち上がれた。

　全身が悲鳴をあげていた。だけど、ダメージもあの黒仮面が何者なのかも関係ない。

　ひなたを取り戻す。

　僕は壁に激突した拍子に放してしまっていた剣を拾い上げて、黒仮面が壊こわした壁から外へと飛び出した。

　庭を越えて家の前の通りに着地する。〝荒神スサノオ〟は解除していなかったから、二階程度の高さから飛び降りたところで怪け我がをするようなことはない。さっき黒仮面に打たれた鳩尾みぞおちに響ひびきはしたけれど……。

　延行寺に来い、と黒仮面は言った。

　延行寺は僕とひなたが子供の頃ころによく遊んだ──ひなたが野の良ら犬いぬに嚙かまれた無人の寺だ。ここから近い。

　爪つま先さきを目的地の方向に向けて駆け出した僕は、すぐに足を止めて立ち尽くした。

　丸く目を見開いて、ぽかんと口を開けて……我ながら相当間抜けな顔をしていたと思う。

「あの壁が壊こわれてる家は、あなたの家？」

　だから、彼女にそう問われても僕はなんの返答もできなかった。

　安あん藤どう美み月づき。可か憐れんな容姿に苛か烈れつな目を持つ少女が、魔法杖ルーンスタツフを手に僕の目の前に立っていた。

　どうして彼女が、こんな所にいるのか。

「安藤がどうして、こんな所にいるんだ？」

　僕は疑問をそのまま口にした。

「質問してるのは、こっちなんだけど」

　僕の問いに、安藤は答えない。

「答えろよ。どうして安藤がこんな所にいるんだ？」

　最悪の可能性が僕の思考を支配していた。

　僕の部屋に謎なぞの仮面剣士が現れた直後、家の前に魔ま法ほう使つかいである安藤が現れた。そして、安藤の手には魔法杖が握られている……。

　最悪の可能性──それはつまり、安藤があの黒仮面の相棒パートナーであるという可能性だ。

「答えろよ！」

　叫んで剣を構えようとした瞬しゆん間かん、手首になにかが触れて視界が僕の意志とは無関係に切り替わった。

　空が見えたと思った次の瞬間には、強烈な衝しよう撃げきが全身を貫いていた。

「……っ……は……っ」

　効いた。

　一体、僕の身になにが起きたんだろう？

　空が見える。

「私、あなたに剣を向けられる覚えはないんだけど？」

　安藤の声がして、僕と空の間にチェック柄のスカートから伸びる白い脚が割って入ってきた。

　理解する。僕は安藤に剣を向けようとして、投げ飛ばされたんだ。

「安藤は……あいつの仲間……なのか？」

　アスファルトの地面に大の字になったまま、僕は問いかけた。

　安藤は形のいい眉まゆを顰ひそめて、答える。

「あいつってのが誰だれなのか知らないけど、違うと答えておくわ。仲間なんて、私にはもういないから」

「そう……か……」

　僕は目を閉じて、三度、深呼吸をした。そして、目を開ける。

　……少し、頭が冷えた。

「今度は、こっちの質問に答えてもらうわ。あの壁が壊こわれてる家は、あなたの家？」

「あの家は……そうだ。僕の家だ」

　答えながら、僕は軋きしむ身体からだを起こした。

　こんな所で座り込んでいる余裕なんてなかったけれど、すぐには立ち上がれそうになかった。

「なにがあったの？」

「……攫さらわれたんだ。ひなた……僕の幼おさな馴な染じみが。黒い仮面の剣士に」

　僕は自分自身、状況を再確認する意味も込めて、さっきの出来事を安あん藤どうに話した。

　夜中に目を覚ますと、枕まくら元もとに見たこともない仮面の剣士が立っていたこと。そいつがとんでもない強さの持ち主で、幼馴染みを連れ去られてしまったこと。彼女を助けたければ延行寺に来いと言われたこと──。

「……そいつ、もしかすると妖獣騎士ドウーム・ナイトかもしれないわね……」

　僕の話が終わると、安藤が眉み間けんにうっすらと縦たて皺じわを刻んで言った。

「妖獣騎士ドウーム・ナイト……」

「妖獣ドウームを使役して人類に敵対するテロ組織──妖獣騎士団ドウーム・ナイツ。あなただって獣殺士スレイヤーのはしくれなら、名前ぐらいは聞いたことがあるでしょう」

「あ、ああ……」

　人類殲せん滅めつを旗印に、世界各地で要人の暗殺や無差別殺さつ戮りく、貴重な魔ま器きの強奪や破は壊かいを繰くり返している最悪の反人類組織──妖獣騎士団ドウーム・ナイツ。

　まったく理解できないことだけれど、人類の中には人類の存続を望まない人々も少なからず存在する。

　曰いわく、地球の再生のために人類は滅びなければならない。

　曰く、妖獣ドウームは人類の原罪を贖あがなうために神が使わした存在である。

　曰く、人類なんてクソ食らえ。

　主張は様々だけれど、共通しているのは、彼らが人類の全滅を望んでいるということだ。

　そういった人々が作った、いわゆる反人類組織の中で最も有名で最も恐れられているのが、妖獣騎士団ドウーム・ナイツだった。

　妖獣騎士団ドウーム・ナイツは、決して大規模な組織じゃない。団員の数は百人にも満たないと言われている。組織としてはむしろ小さいほうだろう。

　そんな妖獣騎士団ドウーム・ナイツが、他ほかのどの反人類組織よりも恐れられている理由は、二つあった。

　一つは、妖獣ドウームだ。妖獣騎士団ドウーム・ナイツには、妖獣ドウームを意のままに操る技術があるのだ。それが一体、どんな技術なのか──魔ま法ほうなのか、なにか機械的な技術なのか──今のところ、わかっていない。わかっているのは、彼らが最高クラスの妖獣ドウームであるドラゴンすら手て駒ごまにしているということだ。先月も、米国で国連軍の一個師団が、ドラゴンを従えたたった一人の妖獣騎士ドウーム・ナイトに壊かい滅めつさせられるという事件があって、派手に報道されていた。

　さらに、妖獣騎士団ドウーム・ナイツの団員は、全員が救済者セイバークラスの戦せん闘とう力りよくの持ち主だという。並の獣殺士スレイヤーが束になっても手も足も出ないような桁けた違ちがいの強さ──それが、妖獣騎士団ドウーム・ナイツが恐れられているもう一つの理由だ。

「あの黒仮面……妖獣騎士ドウーム・ナイト……だったのか？」

　安あん藤どうは軽く肩を竦すくめて答えた。

「確証があるわけじゃない。でもそいつ、魔法も使わず手も触れずに壁を爆破したんでしょう？」

　僕は頷うなずいた。

　黒仮面が手も触れずに寝室の壁を壊こわした時、呪文スペルを唱えている気配は、たしかになかった。術式コードの筆記もしていなかったから、あれは魔法じゃない。

「それに、軽く触れただけで〝荒神スサノオ〟を使っていたあなたに大きなダメージを与えた」

　僕は頷いた。

「そんなことができるのは、妖獣騎士ドウーム・ナイトか救済者セイバーだけよ」

「妖獣騎士ドウーム・ナイトか救済者セイバー……」

　どちらにしろ、半人前の学生が太た刀ち打うちできる相手じゃない。

　だけど。

　それでも。

　僕はひなたを助けにいかなくちゃならない。

　ひなたは、僕の、最後の家族なんだ。

　僕にはもう、ひなたしかいないんだ。

　失うわけにはいかない。

　失いたくない。

　絶対に。

　絶対に。

「あなた……もしかして、一人で延行寺に行くつもりなの？」

「ああ、行く」

　僕は迷いなく頷いた。

「死ぬわよ」

「わかってる。だけど、ひなたを見殺しにするよりはマシだ」

「警察に任せるっていう選択肢もあるはずよ。軍だっていい」

「それは、できない。一人で来いって、あいつは言ったんだ。警察や軍に通報したら、ひなたが殺される。……僕は一人で行く」

「なら、死ぬしかないわね」

　安あん藤どうの口調は、まるっきり他ひ人と事ごとのようだった。……実際、彼女にとってはまったくの他人事なのだけれど。

　もし、安藤が一いつ緒しよに来てくれたらと……そんなことを考えてしまう。

　安藤の強さなら、あの黒仮面にだって通じるかもしれない。

　だけど、それは望めないことだった。僕一人で行かなければ、ひなたが殺されてしまう。それに、安藤は僕らの友達ってわけじゃない。安藤には僕らのために命を賭かける義務も責任もないのだ。

「……まあ、死なずに済むよう、あがいてみるよ」

　僕は立ち上がった。まだ少し痺しびれが残っていたけど、動けないほどじゃない。

「あがいてどうこうできる相手じゃないと思うけど」

「ありがとう、安藤」

　僕が唐突に口にした礼の言葉に、安藤は訝いぶかりの表情をみせた。

「なにに対する礼よ、それは」

「嬉うれしかったんだ。最後に安藤と話ができて。おかげで、勇気が出た。その礼だよ。それと、いきなり切りかかって悪かった」

　安藤はわけがわからないといった顔をした。

「……やっぱり、変わってるわね。あなた」

　安藤の口から出た、「やっぱり」という単語が、僕の頰ほおを緩ゆるませた。

　やっぱりって言葉が出てきたってことは、安藤は昼間、学園のパン屋で会った僕のことを憶おぼえていてくれたってことだ。

　こんな状況だってのに、そんな些さ細さいなことが、なんだか妙に嬉しかった。

「それじゃあ……さよなら」

「待って」

　些細な喜びを嚙かみしめながら駆け出した僕を、安藤の呼び声が立ち止まらせた。

　振り返った僕に、安藤はこう訊きいてきた。

「あなた、名前は？」

「杉すぎ崎さきだ。杉崎星せい也や」

　僕が名乗ると、安藤はくるりと踵きびすを返して、言った。

「忘れるまでは憶えておくわ、あなたの名前」

　安藤がどんなつもりでそんなことを言ったのかはわからない。だけど、安藤に名前を憶えてもらえることは、僕にとってはこの上もなく光栄で嬉うれしいことだった。

　だから僕は、最後にもう一度「ありがとう」と言って、駆け出した。

　背中に安あん藤どうの視線を感じたような気がしたけれど、僕はもう振り返らなかった。




　見慣れた山門をくぐり、登り慣れた石段を駆け上がる。

　異様な気配に肌が粟あわ立だっていたけれど、立ち止まってはいられない。立ち止まってしまったら、きっと恐怖にかられて足が動かなくなる。

「ひなた！」

　石段を登り切って境けい内だいにたどり着くなり、僕は声を張り上げた。

　果たして、そこにひなたはいた。あの黒仮面もだ。

　参道の真ん中に立つ黒仮面の腕に抱えられて、ひなたはぐったりしている。ここからじゃ、生きているのかどうかさえわからない。

「来たか」

　ボイスチャンジャーによる不自然な声を出した黒仮面の背後には、人ならざるものの姿があった。

　大きさは縦幅も横幅も黒仮面の一・五倍はある。石畳を踏ふみしめる足の数は二本で、腕の数も二本。どちらも丸太みたいに太く、足の間には優に二メートルはある長さの尻尾しつぽが見える。

　首から上は鮫さめに似ていた。ただし、眼はなく、鋭利な歯をノコギリのように並ばせた口からは、亡者が嘆いているような呻うめき声が漏もれ出ている。

　僕はその妖獣ドウームの名称を知っていた。知らないわけがない。

　シャークヘッド。強さを示すランクは、Ｃ。

　文字どおり、頭部が鮫に似ていることからそう名付けられたそいつは、僕にとっては因縁深い妖獣ドウームだった。

　脳裏に四年前の──最悪の日の光景が甦よみがえる。

　僕とひなたの両親をミンチにした妖獣ドウームが、目の前のそいつと同じ──シャークヘッドなのだ。

　シャークヘッドの姿が目に入った瞬しゆん間かん、〝荒神スサノオ〟で熱くなっていた血が、さらに灼しやく熱ねつした。ひなたを取り戻すっていう絶対の目的がなかったら、僕は後先も考えずにシャークヘッドに突とつ撃げきしていただろう。

「ひなたは、無事なんだろうな？」

　あふれる殺意を押し殺して、僕は黒仮面に問いかけた。

「無事だよ。今は、な」

　答えた黒仮面の表情は、金属製の分厚い仮面のおかげで窺うかがえない。

「何者なんだ、あんたは!?　なんでひなたを攫さらった!?」

「知ったところで、おまえにはなにも変えられない」

「ふざけるな！」

　僕は剣を構えた。

「私と戦うつもりか？」

「当たり前だ！」

「おまえが勝てる可能性は、万に一つもないぞ？」

「知ったことか！」

　ふむ、と黒仮面が小さく唸うなった。

「悪くない殺意だ。死を恐れずに一人でここまで来たことも褒ほめてやる」

　言って、黒仮面はパチンと指を鳴らす。

　──と、背後でおとなしくしていたシャークヘッドが、おもむろに黒仮面の前に出て、ノコギリのような歯を僕に向かって剝むいた。

「……次は、生き抜く覚悟を見せてもらおうか」

　シャークヘッドは明らかに黒仮面の意志に従っている。妖獣ドウームを操っているということは、安あん藤どうの予想は間違っていなかったのだ。あの黒仮面は、妖獣騎士ドウーム・ナイトだ。

　青白い皮ひ膚ふを月明かりにぬめりと光らせて、シャークヘッドが飛びかかってきた。筋肉で固められた腕が、稲妻の疾はやさで頭上から迫る。

「でえいっ！」

　紙一重でかわして、僕は剣を振るった。

　硬い手て応ごたえが手と腕に痛みを走らせる。渾こん身しんの斬ざん撃げきだったのに、騎士鋼アロンダイト製の長剣はシャークヘッドの上腕筋に易やす々やすと止められてしまった。切り裂けたのは、皮膚だけだ。

「くそ……っ！」

　首から下を攻めてもだめだ。シャークヘッドの筋肉は硬い。狙ねらうなら柔らかい首から上──鮫さめ頭あたまの部分だ。

　背後に回り込んで後頭部めがけて剣を突き出す。だけど、シャークヘッドが腕を薙なぐように動かしながら振り返ってくるほうが早かった。

　鳩尾みぞおちに裏うら拳けんをもらって、僕は弾はじき飛ばされた。参道脇わきの木に背中と後頭部を強打する。

　頭を打ったおかげで、脳と神経が切り離はなされてしまった。これは……しばらく動けない。

　シャークヘッドが勿もつ体たいつけるように一歩一歩ゆっくりと歩み寄ってくる。

「どうした、もう終わりか？」

　黒仮面の声が聞こえた。

「終わり……じゃない」

　終わりじゃない。終わってたまるか。

　ひなたを助けるんだ。ひなたを守るんだ。ひなたを──。

「く……あああああっ！」

　言うことを聞かない身体からだを、僕は無理やり立ち上がらせた。

　その時。

　僕のすぐ脇わきを、一陣の風が駆け抜けた。

　頭の片側で結った黒髪を靡なびかせチェック柄のスカートを翻ひるがえして、風は──いや、彼女は、シャークヘッドに躍おどりかかる。

　彼女の手にしていた魔法杖が夜気を裂き、その軌道上にあったシャークヘッドの鮫さめ頭あたまを木こっ端ぱ微み塵じんに爆はぜ飛ばした。

「安あん藤どう……美み月づき……」

　血と肉片の雨が降りしきる中、僕は彼女の名前を呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　シャークヘッドをただの一いち撃げきで仕留めた安藤は、足が地に着くと息もつかずに地面を蹴けって、今度は黒仮面に肉にく薄はくする。

　一いつ瞬しゆんだけ見えた彼女の目は、虎とらのそれのように瞳どう孔こうが縦に切れ上がっていた。

「何者だ!?」

　抱えていたひなたを脇に放り投げて、黒仮面が抜刀する。

　安藤の魔法杖と黒仮面の剣が激突して、高い金属音が夜の寺に響ひびき渡った。

「見ればわかるでしょう？　ただの学生よ！」

　一度跳び退のくと、安藤はすぐにまた距きよ離りを詰めた。右に左に前に後ろに、絶えずステップしながら魔法杖を振り回す。

　安藤の繰くり出す打撃は、一撃一撃が強烈な死の気配をほとばしらせている。

「シャークヘッドを一撃とは、最近の女学生は物ぶつ騒そうになったものだ！」

　黒仮面はそれを、まったく危なげなくかわし、あるいは剣で弾はじいていた。僕だったら一撃だって防げないだろう。

「なにをボサッと突っ立ってるの！」

　黒仮面を攻め立てながら、安藤が僕に叫んだ。

「さっさと彼女を連れて逃げなさい！」

「え……？」

　意外すぎる安藤の言葉に、僕は耳を疑った。

　聞き間違いじゃないのなら、安藤はもしかして……いや、もしかしなくても、僕たちを助けに来てくれたのか？

「早く！」

「あ、ああ！」

　僕は力の入らない足で、何度もつんのめりそうになりながら、なんとかひなたに駆け寄った。

「ひなた！　ひなた！」

　肩を揺すって呼びかける。

「起きろ！　起きてくれ！　ひなた！」

　ぴくっ、とひなたの瞼まぶたが震ふるえた。

「ん……っ」

　よかった、生きてる……。

「せーや……ちゃん……？」

「ああ、僕だ」

「ここ……どこ……？　なにがあったの……？」

「ここは延行寺だ。おまえは攫さらわれたんだよ。妖獣騎士ドウーム・ナイトに」

「え……？」

　わけがわからないといった顔をする。

　無理もない。僕にだって、なんでこんなことになっているのか、さっぱりわかっていないのだ。

「とにかく、逃げるぞ。安あん藤どうが戦ってくれてるんだ」

「安藤さんが……？」

「そうだ」

　安藤がどうして僕たちを助けるつもりになってくれたのか、それはわからない。もしかすると、僕たちを助けるのはほんのついでで、なにか別の目的があるのかもしれない。なんにしろ、安藤が今この場でありがたい味方だってことに変わりはない。

「立てるか？」

「う、うん」

　頷うなずいて、ひなたは立ち上がる。怪け我がはないみたいだ。

　安藤と黒仮面の戦いに目を向けてみる。

　──超人ふたりの戦いは、まだ続いていた。

　安藤の魔法杖と黒仮面の長剣が、激しい衝しよう突とつを繰くり返している。動きが疾はやすぎて、どっちが優勢なのかもよくわからなかった。

　安藤の助すけ太だ刀ちに入りたいけど、今はひなたを逃がすのが先だ。

「いくぞ」

　ひなたの手を引いて駆け出す。だけど、そのまますんなり延行寺を出ることはできなかった。

　石段の前に鮫さめ頭あたまの妖獣ドウームが待ち構えていたのだ。

　シャークヘッド。まさか、もう一匹いたなんて……。

「せーやちゃん……」

「心配するな。僕が必ず、道を開く」

　剣を構えて、僕は駆け出した。

　シャークヘッドの繰り出した拳こぶしを屈かがんで避けて、反撃の剣を振るう。狙ねらいは、もちろん頭部だ。

　肉を切り裂く手て応ごたえがあった。だけど──浅い。

　ざっくりと切り裂かれた下した顎あごから血の雨を降らせながら、シャークヘッドは腕を振り回してくる。

　僕の頭と変わらない大きさの拳こぶしが耳元で風切り音をたてた。

　なんとか、かわせた。

　次はこっちの番だ！

　渾こん身しんの刺突を繰くり出すために、剣先を鮫さめ頭あたまに向けて体を深く沈みこませる。そして、力いっぱいに地面を蹴けろうとした瞬しゆん間かん──視界が揺らいで足から力が抜けた。

　倒れないように踏ふん張ろうとしたけど、駄だ目めだった。がっくりと、僕は膝ひざから崩れた。

　自分の身になにが起きたのか、理解はすぐにできた。

〝荒神スサノオ〟が解けてしまったのだ。

　まだまだ半人前の僕が〝荒神スサノオ〟を維持できる時間は、そう長くない。二十分が限界だ。しかも、二十分必ず保もつとは限らなかった。消耗が激しかったり怪け我がをしたりすれば、その分だけ早く限界がきてしまう。そして、〝荒神スサノオ〟が解ければ、その先に待っているのは逃れられない疲労の津波だ。

「まだ……まだだ……っ！」

　今解けられては困ると、もう少し待ってくれと、僕は自分の身体からだとマナに必死に願った。

　願いは──だけど、届かなかった。足だけじゃなく全身から力が抜けて、代わりに疲労の津波が僕を吞のみ込んだ。

「──っ……っ」

　身体中の肉と骨が鉛になってしまったみたいに重い。喉のどが焼けるように熱い。心臓と肺が痛くてたまらない。

　どう足搔あがいても、もう立ち上がれそうになかった。

　シャークヘッドが僕の前に立って、おもむろに片方の手を振りかぶる。五本の指の先には優に三十センチはあるだろう長さの鉤かぎ爪づめが見える。

　ひなたに逃げろと叫びたいのに、声もあげられない。

　死を覚悟して目を閉じようとした僕は、

「せーやちゃん！」

　ひなたのその叫びに、閉じかけていた目を見開いた。

　目の前にひなたの小さな背中があった。

　両腕をいっぱいに広げて、ひなたは顔だけを振り向かせる。

　ひなたの目と僕の目が互いを映し合ったのと同時に、シャークヘッドの鉤爪が振り下ろされた。

　鋼鉄すら易やす々やすと切り裂く鉤かぎ爪づめをその小さな身体からだに埋め込まれる瞬しゆん間かん、ひなたは笑っていた。目の端に涙の粒を浮かべながら、たしかに笑っていた。

　シャークヘッドがひなたを突き刺したまま、勢いよく腕を振り上げた。

　ひなたの小さな身体が蹴けり上げられた空き缶みたいに宙を舞って、僕の顔に身体に鮮血の雨を浴びせかける。

　ひなたは、そして──落ちた。参道の石畳の上に。頭から。

「……ぁ……ぁ……」

　僕は這はった。

　立てない身体を芋いも虫むしみたいに這わせて、ひなたに近づく。

「……ぁ……あ……」

　ひなたは仰向けに倒れていた。頭の下に血だまりができている。左腕と右脚がありえない方向に曲がっていた。ごっそりと肉を抉えぐり取られた腹からは、小腸だか大腸だかがはみ出て湿った臭気を立ち上らせている。

「……あ……あ……」

　ひなたの胸は、まだ小さく上下していた。

　だけど僕は、そこになんの希望も見み出いだせなかった。

　ひなたは、死ぬ。傷が深すぎる。どんな治ち療りようを施ほどこしたって間に合わない。

「ああ……あ……」

　死んでしまう。

　ひなたが。

　死んでしまう。

「ああ……ああ……っ」

　気づく。

　この場所は、十年前に野の良ら犬いぬに襲おそわれて、ひなたが酷ひどい怪け我がをしたのと同じ場所だ。

　あの時も、ひなたは僕の盾になって怪我をしたのだ。

　小さい頃ころ、僕はひなたに引っ張られていた。守られていた。

　成長して、それは逆転したのだと思っていた。

　でも、違った。

　なにも変わってないじゃないか。同じじゃないか。十年前のあの時と。

　僕はまた、ひなたに守られて──。

　僕は……僕は……なにをやっているんだ!?

　涙が出た。悲しみと悔しさと自分への怒りが、ごちゃ混ぜになって僕の心を痛めつける。

「うわっ……ああ……っく……ああっ」

　涙が止まらない。

「わあああああ……ああああああああああっ！」

　声をあげて僕は泣きじゃくった。

「後ろよ！」

　安あん藤どう美み月づきの鋭い声が、泣きじゃくる僕の鼓膜に突き刺さった。

　後ろ？

　後ろになにがあるっていうんだ？

　僕にはもう、なにもないのに。

　喘あえぎながら振り向いた僕は、そこに鉤かぎ爪づめを振りかぶる異形の姿を見た。

　シャークヘッド。

　四年前に僕から父さんと母さんを奪い──そしてたった今、ひなたまで奪った妖獣ドウーム。

　そうだ。

　僕にはまだこいつがいた。

〝殺せ〟

　頭の中で声がした。

〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟〝殺せ〟

　高く、低く、重く、軽く、その声は僕の頭内に響ひびき渡る。

「ああ」

　と、僕は声に頷うなずいた。

　殺すさ。殺してやるとも。

　ひなたを殺した奴やつを、生かしてなんておくものかよ。

〝殺せ〟

　殺すさ。抉えぐって殺してやる。

〝殺せ〟

　殺すさ。切り刻んで殺してやる。

〝殺せ〟

　殺すさ。潰つぶして殺してやる。

〝殺せ〟

　殺すさ。嬲なぶって殺してやる。

〝殺せ〟

　殺すさ。なにもかも殺してやる。

〝殺せ〟

　殺すさ。どいつもこいつも殺してやる。

〝殺せ〟

　殺すさ。殺して殺して殺し尽くして、その上で殺してやる。

　殺意以外の感情が消えていく。

　思考と視界が殺意の色に──血の赤に染まっていく。

　僕が殺意になっていく。

　僕は殺意だ。

　殺意は僕だ。

「うううううぅぅぅぅぅ」

　獣けものみたいに唸うなって。

「ぅぅぅぅぅううううう」

　亡者みたいに呻うめいて。

　そして。

　僕は。

　ぼくは。

　ボクハ──。




「がああああああああああああああああああああっ！」













　　　三幕　～発現～







「──〝烈しき雷帝インドラ〟！」

　宙に躍おどった虎とらの目の少女が放った力ある言葉とともに、青白い光の筋が無数に──それこそ豪雨のように降り注ぐ。

　避けきることは不可能と瞬しゆん時じに判断した『彼女』は、目を見開き足と息を止めて、来るべき衝しよう撃げきに備えた。

　直撃。そして、衝撃。

　少女の〝烈しき雷帝インドラ〟は、学生のものとは思えない威力を有していた。ＣランクどころかＢランクの妖獣ドウームすら一撃で倒しうるほどの強烈な一撃。

『彼女』はしかし、即死どころか膝ひざを折ることもなく耐え抜いた。

〝烈しき雷帝インドラ〟の衝撃が去ると同時に、焼けつくような殺意が背後から『彼女』を襲おそった。

　振り返りながら奔はしらせた『彼女』の長剣ロングソードと、虎の目の少女の振り下ろした魔法杖ルーンスタツフがぶつかり合って火花がほとばしる。

「私の〝烈しき雷帝インドラ〟を直く撃らって無傷とは、恐れ入るわ」

　軽く跳び退のき二メートルほどの距きよ離りを取って、虎とらの目の少女が言った。

「キミのほうこそ」

　答えた『彼女』の額から、つうっと一筋、血が流れた。

『彼女』は片方の手で額に負った傷を撫なでる。そこに、金属製の黒い仮面は、もうなかった。

『彼女』が素顔を隠すために被かぶっていた仮面は、ついさっき、虎の目の少女の魔法杖に打たれて粉砕されてしまった。額の傷はその時に負ったものだ。

　一いつ瞬しゆんの隙すきを突かれた。神かみ代しろひなたがシャークヘッドに殺された瞬間、虎の目の少女と戦いながら杉すぎ崎さき星せい也やと神代ひなたの動向を見守っていた『彼女』は、思わず動きを止めてしまった。

　虎の目の少女は、『彼女』の隙を見逃すことなく、渾こん身しんの一いち撃げきを打ち込んできた。

「まったくたいした強さだよ。その若さで」

　仮面と一いつ緒しよに変声器も壊こわされてしまっていたから、『彼女』はもう正体不明の仮面剣士を気取ることを放ほう棄きしていた。

「一体何者なのかな、キミは。光こう風ふう学園の学生でニュクスだってことはわかるけど」

「前者は正解。だけど、後者はハズレよ。私はニュクスじゃない」

「ニュクスじゃない……？」

『彼女』は浅く首を傾けた。

　少女の虎の目は、どう見てもニュクスの変異だ。

　しかし、本人はニュクスではないという。

　自分がニュクスであることを認めたくないということなのか、あるいは本当にニュクスではないのか。

　詳しく問いつめたいところではあったが、今は任務の最中だ。

「……まあ、いいや。キミが何者であろうと、任務の障害になるなら排除するだけのこと。一応、手加減はするけど、死んでも恨まないでね」

「手加減？　笑わせないで。あの世で後悔したくなかったら、端はなっから全力できなさい！」

『彼女』は剣を、少女は杖を、互いに構え直して睨にらみ合う。

　その時。

「がああああああああああああああああああああっ！」

　獣けものの咆ほう吼こうめいた叫び声が夜の寺に響ひびき渡った。

『彼女』は虎の目の少女を警戒しつつ顔だけを振り向かせ、息を吞のんだ。

　神代ひなたの相棒パートナーの少年──杉崎星也が、血にまみれた姿で立ち尽くしていた。

　星也を濡ぬらしている血は、彼自身の血ではない。シャークヘッドの血だ。シャークヘッドは右腕を肩から失って身み悶もだえていた。

　星也が左手に提さげていたなにかを頭上に掲げた。それは、シャークヘッドの右腕だった。

　傷口から滴したたり落ちた血が星せい也やの顔に降り注ぐ。

「うふふふふ……ひひひひひ……」

　血の雨を顔に浴びて、星也は笑っていた。

　目を剝むき歯を剝いたその笑みは、明らかに正気のものではなかった。

　シャークヘッドが残った左腕を振りかぶり、星也を叩たたき潰つぶさんと振り下ろす。

　大型車すら粉砕できそうな超重の鉄てつ槌つい。だがそれは、シャークヘッドのそれと比べるとあまりにも小さな星也の手に軽々と受け止められてしまった。

　星也の手を振り解ほどこうとしたのだろう。シャークヘッドの左腕の筋肉が一回り盛り上がった。しかし、星也の手はビクともしない。

　舌なめずりをして星也が右手を外側へと動かした。

　たいして力を入れているようには見えなかったのに、シャークヘッドの左腕が、右腕同様、肩口から引っこ抜かれて血の雨が降った。

　両腕と大量の血を失ったシャークヘッドは膝ひざを折ってそのまま前のめりに倒れる。

「ひひひひひ……はははははっ！」

　狂った哄こう笑しようを響ひびかせて、星也は両手に持った異形の腕をめったやたらに振り回す。

──いけない！

『彼女』は唇を嚙かんで駆け出した。

──やっぱり、あの子も同じなのか。あたしと。

『彼女』の接近に気づいた星也が振り返る。

『彼女』の姿を認めたとたん、眼球が落ちそうなぐらいに見開かれていた星也の目が、刃物のように細められた。

「うひひひひひ……ひゃはははははっ！」

　歓喜の笑い声をあげて、星也は丸太のようなシャークヘッドの腕で『彼女』に殴なぐりかかる。

　唐から竹たけに振り下ろされた右腕をかわし、水平に薙なぎ払われた左腕を片手で受け止めて、『彼女』は星也に声を叩きつけた。

「目を覚ましなさい！」

　星也の動きが一いつ瞬しゆん、止まる。しかし『彼女』の声が星也に与えた影えい響きようは、それで終わりだった。

　シャークヘッドの腕から手を離はなして、星也は左右の手を拳こぶしに変えた。

「──ッシャアッ！」

　星也の二つの拳が、異常な力と殺意をほとばしらせて唸うなりをあげる。

　予想を上回る疾はやさで迫りくるそれに、『彼女』は肝を冷やした。

　なんとか頭を下げてかわせはしたものの、下げる角度がもうほんの少しでも左にずれていたら鼻っ柱にもらっていた。

　完全に避けることができたのは、ほとんど偶然だった。

　まともにもらっていたら、痛いではすまなかった。それほどの威力が星せい也やの拳こぶしにはあった。

『彼女』は頭を低くしたまま、目の前にある星也の胸に左右の掌てのひらを押し当てた。そして、

「目を覚ましなさい！」

　さっきと同じ言葉を叫びながら、〝荒神スサノオ〟によって増幅された生命エネルギーを、不可視の衝しよう撃げき波はとして撃うち出した。

　星也の身体からだは風に巻かれた紙かみ屑くずのように宙を舞い、頭から地面に叩たたきつけられた。

『彼女』は星也の状態を確認もせずに、まずは振り返って虎とらの目の少女を一いち瞥べつした。

　星也の突然の変へん貌ぼうに戸惑い、様子を見ることを選択したのだろう。虎の目の少女は身構えたまま、しかし仕掛けてくる様子はない。

　しばらくそのまま静観していてくれと願いながら、『彼女』は星也に向き直った。

　星也は、立ち上がっていた。
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　いつの間にか、僕は立ち上がっていた。

　もう、絶対に立てないと思っていたのに。

　疲労感はほとんどなかった。その代わり、身体中のどこもかもがこっぴどく痛んでいた。特に酷ひどいのが、頭だ。

　頭の中に悪いものが入り込んできて滅め茶ちや苦く茶ちやに暴れ回ったみたいな、そんな感じだ。

「目は覚めたかな？」

　声。

　片方の手を額にやって顔を上げた僕は、そこに闇やみ色いろの鎧よろいで身を固めた女の姿を見た。

　緩ゆるく波がかった髪は長くて、それなりに綺き麗れいな顔をしている。

　見覚えのある顔じゃない。間違いなく初めてみる顔だ。

　それなのに……なぜだろう。女の顔に僕は奇妙な懐なつかしさを覚えた。

　女は手に抜き身の剣を下げていた。頭部以外の部分をすっかり覆おおっている真っ黒な鎧の上には、真っ黒なマント。……って、え？

　剣に黒い鎧に黒いマントって……もしかして、この女がひなたを攫さらった黒仮面……なのか？

「久しぶりだね」

　女が、目め許もとと口許に気まずそうな笑みを滲にじませて、言った。

「……誰だれ……だ？」

「へ……？」

　目をしばたたかせて、女は間抜けな声を出した。

「僕は、あんたなんか知らない」

　知らない、はずだ。もしかしたらどこかで会ったことがあるのかもしれないけれど、頭痛のおかげで思い出そうにもまともに頭が働かなかった。

「……案外、わからないものなんだな」

　女が難しい顔で呟つぶやく。

「まあ、無理もない……か」

　女の素す性じようが気にならないわけじゃない。だけど、今僕にとって最重要なのは、状況を把握することだった。

　一体、なにがどうなったんだ？

　頭痛に耐えて、記き憶おくを辿たどる。

　二匹目のシャークヘッドが僕とひなたの行く手を阻はばんで……〝荒神スサノオ〟が切れて動けなくなって……そして、ひなたが僕を庇かばって……。

　僕を庇って、ひなたが──。

　ひなたが、死──。

「……ぁあ……っ……」

　僕は膝ひざから崩れて地面に突っ伏した。

　そうだ。

　僕は守れなかったんだ。失ってしまったんだ。

　ひなたを。




「────？」

「────────」

「──！」

「──────？」

「────」

「────」

「──！」




　安あん藤どうと黒仮面の女が話をしている。

　だけど、会話の内容なんてまるっきり耳に入ってこなかった。

　空っぽだった。

　頭の中が空っぽになっていた。

　思考も感情もどこかへ行ってしまった。

　あるのはただ、物理的な痛みだけだ。

　顔を上げる。

　安あん藤どうと黒仮面の女が戦っていた。

　安藤の魔法杖と女の剣が、稲妻の疾はやさで衝しよう突とつを繰くり返している。




──殺そう。

　思考が感情を置き去りにして帰ってきた。

──あの女を殺すんだ。

　安藤と女の打ち合いは、嵐あらしと嵐がぶつかり合っているみたいに激しい。僕なんかが迂う闊かつに割って入ろうものなら、一いつ瞬しゆんでミンチにされてしまうだろう。

　だけど、僕がミンチになったからって、それがなんだっていうんだ？

　僕がミンチになったって、僕は困らない。

　あの女を殺せれば、それでいい。

　ミンチになるのと引き換えにあの女に一いち撃げき入れられれば──あの女の動きを一瞬でも止めることができれば、あとは安藤が決めてくれるはずだ。

　僕は立ち上がって剣を拾い上げた。そして、呪文スペルを口にする。

「我は盾なり剣つるぎなり」

　僕はさっき〝荒神スサノオ〟を限界まで使ってしまった。普通なら二～三時間は使えなくなるものなのだけれど、今ならなんとなくいける気がして──実際に、いけた。

　身体からだに力が漲みなぎっていくのを感じながら、僕は泣いていた。

　どうしようもなく悲しみが込み上げてきていた。

　怒りは、ない。燃え尽きてしまったみたいに、ない。

　だけど、僕はあの女を殺す。怒りが燃えていようと燃え尽きていようと、僕は僕からひなたを奪う存在を生かしてはおかない。それはたとえ世界がひっくり返ろうと覆くつがえることのない、大決定事項だ。

　剣を構えて、僕は地面を蹴ける。刹せつ那な、全身を襲おそった衝撃が僕の視界をぐちゃぐちゃにかき乱した。

　なにが起きたのかわからない。気づくと僕は土の上に這はいつくばっていた。

　……立てない。さっきまでとは質の違う痛みが、僕の身体の自由を奪っていた。

「……っ」

　歯を食いしばってなんとか顔だけを上げた僕は、そこに青白く太い脚を見た。それが誰だれの脚なのかは顔を確認するまでもなかった。

　シャークヘッド……。

　僕は自分の身になにが起きたのかを理解した。剣を構えて突撃しようとした瞬間、死角からシャークヘッドに攻撃されたのだ。

　こいつの存在を、すっかり忘れていた……。ひなたを殺した張本人だってのに……。

　するすると、脇わきに下になにかが滑り込んできた。それは胴にぐるりと巻きつくと、僕の身体からだを軽々と宙に持ち上げた。

　シャークヘッドの鮫さめ頭あたまが目の高さにくる。唾だ液えきにまみれたノコギリみたいな歯が、明確な殺意を以もつて剝むき出される。

　シャークヘッドは両腕を失っていた。右腕は肘ひじから下が、左腕は肩ごとなくなっている。僕の胴に巻きついて僕を持ち上げているのは、シャークヘッドの尻尾しつぽだ。

　そういえば、シャークヘッドの尻尾は最大で七～八メートルまで伸ばせるって教本に書いてあったっけ……。

　ぎりっ。胴に巻きついた尻尾が締しめつけを強めた。肉と骨と臓器が圧迫されて意識が明滅する。

「ぐ……あ……」

「星せい也や！」

　誰だれかが僕の名前を叫んだ。

　安あん藤どうの声……だったのだろうか。自信がない。聞き覚えのある声ではあったのだけれど。

「せーやちゃん！」

　また、僕の名前を呼ぶ声が聞こえた。

　今の声の主は、すぐにわかった。この声だけは聞き間違えるわけがない。

　ひなたの声だ。

　でも……おかしいな。ひなたはもう、死んだはずなのに。

　ひなたの声を聞くことは、もう二度とないはずなのに。

　……ということは、幻げん聴ちようか。それとも向こうの世界からひなたが迎えにきてくれたのか。

「せーやちゃん！」

　また、聞こえた。ひなたの声が。さっきよりも大きく強く響ひびいたその声は、闇やみに落ちそうになっていた僕の意識を引っ張り上げた。

　これは……違う。幻聴なんかじゃない。

　僕は閉じかけていた目を見開いて、境けい内だいを見回した。

　戦う安藤と女の姿が最初に目に入った。一進一退の激しい攻防が続いている。

　そこから視線を左に振って、僕は見た。ひなたの姿を。

　ひなたは、立っていた。

　血にまみれた姿で、それでもたしかに、ひなたは立ち上がっていた。

「ひな──……がっ！」

　シャークヘッドの尻尾にさらにきつく締めつけられて、僕の叫びは悲鳴に変わった。

　みしみしと自分の身体が軋きしむ音が聞こえる。

「だめえっ！」

　ひなたが叫びをあげるのと、シャークヘッドが燃え上がったのは同時だった。
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　白い──処女雪みたいに真っ白な炎が、シャークヘッドの頭を、身体からだを、脚を、尻尾しつぽを──全身を包み込んでいる。

　……いや、目を凝こらして見ると、それは炎じゃなかった。砂のように細かな光の粒子が集まって炎みたいに揺らめいて見えているのだ。

　そしてそれは、異形の身を確実に苛さいなんでいた。

　喉のどの奥から凄すさまじい絶叫をほとばしらせて、シャークヘッドが大きく仰のけ反った。僕を圧死寸前にまで追い込んでいた尻尾が弛ゆるんで外れる。僕は尻しり餅もちをついた。

　ひゅーひゅーと喉を鳴らしながら見上げる僕の目の前で、シャークヘッドは白い光の炎にかき消されていく。

　脚が消え、尻尾が消え、胴が消え、最後にシャークヘッドのシャークヘッドたる所以ゆえんであるところの鮫さめ頭あたまが消えて、シャークヘッドは完全消滅した。

「なん……なんだ？　今のは……」

　シャークヘッドを跡形もなく消し去った光は、一粒一粒が蛍みたいにゆったりと中空を舞いながら夜の闇やみに溶けていく。

「なにかの魔ま法ほうなのか……？」

　尻しり餅もちをついた姿勢のまま、僕は安あん藤どうのほうを見た。

　安藤は動きを止めていて、驚おどろきの目で僕のほうを──というより、シャークヘッドがいた場所を見ていた。

　安藤が驚いているということは、シャークヘッドを消し去ったのは彼女の魔ま法ほう攻こう撃げきじゃないってことだ。

　なら、一体誰だれが……？

　妖獣騎士ドウーム・ナイトの女のほうを見ると、彼女もやはり動きを止めていて驚きの表情をしていた。けど、彼女の視線が向いているのはこっちじゃなかった。女の見開かれた目は、ひなたに向けられている。

　……あの女でもないんだ。シャークヘッドを消したのは。

　僕は可能性のある最後の一人に目を向けた。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていたひなたは、僕と目が合うと、「せーやちゃん！」、はっと我に返った様子で駆け寄ってきた。

「せーやちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　傍かたわらに身を屈かがめたひなたが、顔を覗のぞき込んでくる。

「あ、ああ……大丈夫だ」

　それは噓うそでもやせ我が慢まんでもなかった。身体からだ中じゆうこっぴどく痛んではいたけれど、〝荒神スサノオ〟のおかげで深刻なダメージは受けていない。少し休めば動けるようにもなるだろう。

　そんなことより。

「ひなたのほうこそ、どうなんだ？　酷ひどい怪け我がを──」

　問いかけている途中で、僕は言葉を失った。

　ひなたが腹に受けたはずの傷が、なくなっていたのだ。

　パジャマが破けて剝むき出しになった腹部は、血で真っ赤に染まっている。それなのに、肝心の傷が見当たらない。

「そんな、バカな……」

　腸がはみ出るほどの酷い傷だったのだ。

　安藤が、いつの間にか〝癒しの秘蹟サクラメント〟の魔法をかけてくれていたのだろうか？　……いや、安藤にそんな余裕はなかったはずだ。

「こっちは……」

　僕はひなたの後頭部に手を回した。硬い参道に頭から叩たたきつけられて、ひなたは血だまりができるほどの深い傷を後頭部に負っていた。

　……だけど、いくら指先で探ってみても、傷らしい感触はどこにもなかった。

　ありえない方向に曲がっていた左腕と右脚も、普通に動いている。

「どうして……」

　怪け我がが、完かん璧ぺきに治っている。

　ありえない。

　ひなたはたしかに子供の頃ころから頑丈だった。病気知らずだし怪我の治りも早かった。でも、だからって生きていられるはずのないほどの怪我がこんな短時間で完治してしまうなんて、ありえない。ありえるわけがない。

「何者なの、あなた？」

　安あん藤どうが問いかけの言葉を口にする。その視線が捉とらえているのは、ひなただ。「えっ？」とひなたは安藤のほうを見る。

「あれだけの怪我が、なんで魔ま法ほうも使わずに完治してるのよ？　それに、シャークヘッドを消したあの力は、なに？」

　虎とらの目に攻こう撃げき的てきな色を浮かべて、安藤が再度、ひなたを問いつめる。

　その問いに、ひなたは答えなかった。答えられなかった。

　倒れてしまったのだ。突然。糸が切れたみたいに。

「ひなた！」僕の呼びかけにも、ひなたは応こたえない。

「しっかりしろ、ひなた！」

　身体からだを揺すろうとひなたの肩に触れて、僕はぞっとした。

　──熱い。

　服越しにも熱いと感じるのだから、相当な熱だ。呼吸も乱れ始めていた。

「なんなんだ、急に……」

「力の反動でしょう」

　僕の呟つぶやきに答える声があった。

　聞き覚えのない、声変わり前の少年の声。

　声のしたほうに振り向いた僕は、そこに色彩豊かな少女の姿を見た。

　色素が抜け落ちたみたいな白い肌に、着物に似た白い衣装。ポニーテールにまとめられた緑の髪に、きらびやかな金の花はな簪かんざし。そして、金と銀のオッドアイ。

　その特異な容よう貌ぼうは、少女が普通の人間じゃないことを物語っていた。あの緑の髪や金きん銀ぎん妖よう瞳とうが染めたりカラーコンタクトじゃないのだとすれば、少女は間違いなくニュクスだ。

　さっきの声の主はこの少女……なんだろうか。いや、でも……あれはたしかに、男の……というより、男の子の声だった。

「はじめまして」

　僕と目が合うと、少女（？）はたおやかに微笑ほほえんだ。

　愛らしい──だけど、子供らしさの薄うすい笑み。

　声は、やっぱり男の子の声だった。……ということは、男にしては可か愛わいすぎるけど……目の前の色彩豊かな少女は、少女じゃなくて少年なのだ。

「マオ……！」

　安あん藤どうが鋭い声を出した。

「久しぶりですね、美み月づきさん」

　安藤がマオと呼んだ少女──じゃなくて少年は、微笑ほほえんだまま少しだけ困ったような顔をした。

「知り合い……なのか？」

「ええ。よーく知ってるわ」

　マオを見つめる安藤の目は、仇きゆう敵てきを見るように殺さつ伐ばつとしていた。

「そいつは、マオ……天てん上じよう院いんの幹部の一人で、導師スペルマスターよ」

「……天上院？　天上院って、あの天上院か？」

　僕は空を指さすと、「その天上院よ」、安藤は頷うなずいた。

　天上院……それは、関東の上空を旋回し続けている救済者セイバー養成機関の名前だ。明みよう神じん市しからも空を移動する天上院の姿が見えることがある。一番最近見たのは、まさに昨日の夕方だ。

「天上院の幹部で、導師スペルマスター……あんな子供が……」

　導師スペルマスターってのは、禁きん呪じゆも含めた、現存するすべての魔ま法ほうを修めた魔法使いに与えられる称号だ。

　導師スペルマスターの称号を持つ魔法使いは、たしか世界に三人しかいなかったはず。その三人のうちの一人が、目の前の子供だなんて。

「信じられない……」

「キミが信じようと信じまいと、マオ様が導師スペルマスターで天上院の幹部であるという事実は変わらない」

　妖獣騎士ドウーム・ナイトの女が言った。

　彼女は剣を腰の鞘さやに収めると、安藤の焼けつくような殺意の視線も意に介さずに、まるで控えるようにマオの斜め後ろに立った。

「ご苦労さまでした。み……北ほく斗とさん」

　マオが女を一いち瞥べつして労ねぎらいの言葉をかけた。北斗と呼ばれた女は恭うやうやしく頭を垂れてそれを受ける。その様子は、どう見ても上司と部下……あるいは、主と従者だ。

　マオが天上院の幹部だっていうのなら、あの北斗って女は妖獣騎士ドウーム・ナイトじゃなく、救済者セイバーか救済者セイバー候補生のどちらかなんだろう。

「それで、ひきこもりのあなたが、こんな夜中にこんな寂れた寺になんの用なのかしら？」

　敵意の目のまま安藤がマオに問う。

「彼女を迎えにきたのです」

　そう答えたマオの目は、ひなたを見ていた。

　ぜえぜえと荒い呼吸を繰くり返すひなたを、僕は顔を隠すように抱きしめた。

「ひなたを迎えにきたって、どういう意味だよ？」

　ひなたは、まだ正式な獣殺士免許スレイヤー・ライセンスも持っていない、ただの学生だ。そんなひなたに、天上院の──それも導師スペルマスターが、なんの用があるっていうんだ？

　ひなたに向けていた金きん銀ぎん妖よう瞳とうを僕に向けて、マオは答えた。

「彼女は……神かみ代しろひなたさんは、人類救済の大いなる剣の一振り……聖剣の一人なのです」

「え……？」

「なるほど……そういうこと」

　マオの言葉の意味が吞のみ込めずにぽかんと口を開けた僕の隣となりで、安あん藤どうが虎とらの目を鋭く細めた。

「どういうことなんだ？」

「そのままの意味よ。その子が聖剣だってこと」

「聖剣って……」

　聞き覚えのある単語。……だけど、僕の知識の中にある聖剣は『～人』で数えるものじゃない。

　太陽戦争の英雄──十賢者が手にしていたという、究極の魔ま器き。聖剣と言われて僕の脳裏に浮かぶものは、それしかなかった。

「聖剣は、魔器ではなかったということです」

「マオ様」

　北ほく斗とがマオに窘たしなめるような声をかけた。

「よろしいのですか？　一般市民にそのような話を……」

「かまいません。彼はひなたさんの相棒パートナーなのです。彼には知る権利があると、ボクは考えます」

「……ありがとうございます」

　北斗は、なぜか礼を言って引き下がった。

「わかるように話してくれ。ひなたが聖剣って、聖剣が魔器じゃないって、どういうことなんだ……？」

「だから、そのままの意味だって言ってるでしょ」

　僕の問いに答えたのは、マオじゃなく安藤だった。

「聖剣は魔器じゃなく、人だったってこと」

「聖剣が、人……？」

「そうです」

　今度こそ、マオが答えた。

「一般的に聖剣は十賢者の手にしていた魔器だとされていますが、実際には人間だったのです。根源魔ま法ほうの力を持った」

「根源魔法……」

　聞き覚えのない単語が出てきた。根源『魔法』ってことは、魔法の種類ではあるんだろうけど……。

「魔ま法ほうには四つの系統があることは知っているわね？」

　安あん藤どうが僕に問いかけてくる。

　それは、獣殺士スレイヤーを志す者なら誰だれでも答えられる、簡単な問いだった。

　僕は頷うなずいた。

　魔法には安藤の言ったとおり四つの系統がある。

　一つは、火、風、水、土、空の五大元素を操る元素魔法。一つは物の働きを強くしたり物の性質を変化させたりする、付与魔法。怪け我がを治す〝癒しの秘蹟サクラメント〟や剣士の使う〝荒神スサノオ〟は、この付与魔法に分類される。残る二つは、無から有を生み出す創造魔法と、防衛・封印の結界を創成する結界魔法だ。

　……根源魔法なんて、やっぱり聞いたこともない。

「四系統の魔法の特性をすべて兼ね備えながら、まったく異なる特性を持った第五の魔法……それが、根源魔法よ」

「……なんだか、凄すごそうな魔法だな……」

「凄いわよ、実際。十賢者……要は十人の聖剣のことなんだけど、彼らがユーラシア大陸の妖獣ドウームをたった三日で全滅させた話は当然、知ってるでしょ？」

「あ、ああ……」

　そうか。十賢者ってのは、十人の聖剣──つまり、十人の根源魔法使いのことだったんだ……。

「導師スペルマスターだって、聖剣にはかなわない」

「でも、そんな強力な魔法が、どうして世間的にはほとんど知られていないんだ……？」

「理由は一つではないのですが、一番大きな理由は根源魔法が大きすぎる力だからです。根源魔法は使いこなせれば一日で国一つを滅ぼしてしまえるだけの力を持っています。広く知られれば、根源魔法使いを利用して野望を叶かなえようとする輩やからが出てくるでしょう。それを防ぐために、天上院は根源魔法の存在を一般には秘ひ匿とくとしてきたのです」

「解わかる理屈だけど……でも、根源魔法がそんなに強力だっていうのなら、根源魔法を使える人間が増えれば、人類は妖獣ドウームに勝てるんじゃないか？」

　なにしろ、たった十人、たった三日で、ユーラシアに巣くっていた妖獣ドウームを一度は全滅させたのだ。根源魔法使いが百人もいれば、人類は妖獣ドウームとの長い戦いに終止符を打てるんじゃないだろうか。

　マオは首を横に振った。

「根源魔法は、魔法使いなら誰にでも使えるというものではないのです。根源魔法を使えるのは限られたごく一部の人間──資格を持つ者だけなのです。血、という資格を」

「導師スペルマスターのあんたにも使えないのか？」

　マオは「はい」と頷いて、ひなたを一いち瞥べつした。

「根源魔法は、ある特殊な血筋の人間にしか使うことができません。根源血統と我々は呼んでいるのですが……。

　十賢者──十人の聖剣たちは皆、その根源血統を継いだ者たちだったのです。そして、ひなたさんも──」

「ひなたも……？」

　マオは頷うなずいた。

「ひなたさんは、十賢者の一人の血を引く……根源血統者なのです」

　驚おどろきが、僕からまばたきと呼吸を奪った。

「ボクたち天上院はかねてより根源血統の家系を見守り、発はつ現げんする者があれば天上院に勧かん誘ゆうしてきました。人類救済の剣──聖剣として力を振るってもらうために」

「発現……？」

「根源血統者が根源魔ま法ほうの力に目覚めることを、天上院では発現と呼んでいるのです。発現とはすなわち、感情の爆発。怒り、憎しみ、悲しみ、哀かなしみ、愛情、恋情、悪意、殺意、善意、義務感、正義感、生への執着、成功への妄もう執しゆう……感情の正負は関係しません。一つの感情が己が身を食らいつくすほどに膨ふくれ上がって弾はじけた時、根源血統者は自らの血に宿る力に目覚めるのです」

「彼女の場合は、キミを守りたい一心で発現したんだろう」

　北ほく斗とが、ひなたと僕を交互に見て言った。

「シャークヘッドを消した白い光……あれは根源魔法だよ。彼女自身の怪け我がを治したのも、ね」

「ひなたさんは、ボクたちの期待どおりに発現してくれました」

　マオが歩み寄ってきて、僕とひなたのすぐ目の前で身を屈かがめた。真っ白で小さな手が、ひなたの頰ほおに伸びてくる。

「触るな！」

　僕はマオの手を思いきり払いのけて、金と銀の目を睨にらんだ。

「あんたなんだよな？　あの北斗って女にひなたを攫さらわせたのは」

「そうです」

　僕の睨みを真っ向から受け止めるマオの目には、怒りも怯おびえもない。

　金と銀の目は、凪なぎの海のように静かに僕を見つめている。

「シャークヘッドも、あんたが操っていたんだな？」

　マオは天上院の幹部で、あらゆる魔法をマスターした導師スペルマスターだ。妖獣ドウームを操る手段を持っていたとしても不思議じゃない。

「はい」

　さっきから、マオの首肯には躊躇ためらいがない。

　それがどうしたと開き直っているのか、どんな非難でも受け止めるつもりでいるのか。どちらにしろ許すつもりはなかった。

　どんな理由があろうと、ひなたを傷つけた奴やつを、僕は絶対に許さない。

　それに──。

「正直に答えろ。四年前、僕とひなたは妖獣ドウームに親を殺された。……あれも、あんたたちの仕し業わざだったのか？」

　あの日、僕たちを襲おそったのは、シャークヘッドの群れだった。そして、今日、マオがけしかけてきた妖獣ドウームもシャークヘッドだった。

　偶然とは思えない。

　ひなたが根源血統者だっていうのなら、ひなたのお父さんとお母さんの、最低でもどちらか一方は根源血統者だったはずだ。

　Ｄランク以上の妖獣ドウームが〝神の盾アイギス〟を抜けて都市内に入り込んでくることなんて、日本ではまずありえないことだ。

　天上院が今日と同じように、根源血統者を発はつ現げんさせるために妖獣ドウームを操ってけしかけてきたのだと考えれば、ありえないはずのことが起きたことにも説明がつく。

「いいえ」マオが答える。

「天上院が今回のように根源血統者を強制的に発現させた事例は、過去にありません。今回はやむにやまれぬ事情があって、このような強引な手段を取らざるをえなくなってしまいましたが……」

「気になるわね。どんな事情があったっていうのよ」

　そう問いかけたのは、安あん藤どうだ。

「申し訳ないのですが、お話しすることはできません。ただし、これだけは断言できます。ご両親の件に天上院は関かかわっていません」

「……信じろっていうのか？」

　僕がどんなに睨にらみを激しくしても、凪なぎの海のようなマオの目は波立たなかった。

「あなたがボクを信じるか信じないか、決められるのはあなただけです。ボクとしては、信じてくださいと言うしかありません」

　マオの目は噓うそをついている目には見えなかった。

　だからって、信じられるわけじゃない。許せるわけじゃない。

　父さんたちを殺したのが天上院であろうとなかろうと、マオたちがひなたを傷つけた事実は変わらないんだ。

　信じるとも信じないとも言わないまま、僕はマオを睨み続ける。

「マオ様、そろそろ……」

　北ほく斗とが言った。

　マオは振り向いて頷うなずくと、僕に向き直って言った。

「杉すぎ崎さき星せい也やさん。ボクたちは、ひなたさんを天上院に連れていかねばなりません」

「ふざけるな！」

　僕は怒鳴った。

「ひなたを傷つけて、その上連れていくだって!?　冗談じゃない！」

　僕がどんなに拒絶したって無む駄だだってことは、わかっていた。マオも北ほく斗とも僕がかなう相手じゃない。彼らがその気になったら、僕なんて一いつ瞬しゆんよりも短い時間で八つ裂きだろう。

　それでも、僕は認めない。

　ひなたは、断じて、渡さない。

　マオはなにも言わずにじっと僕の目を見つめて──微笑ほほえんだ。

「あなたは、ひなたさんのことを本当に大切に思っているのですね」

　その微笑みと声音があまりにも優しくて、僕は思わずマオを睨にらむのをやめてしまった。

「しかし、ひなたさんを大切に思うのであればどうか、ボクたちにひなたさんを預けてはいただけないでしょうか？」

「……なにを……」

　顔から微笑みを消して、マオは言った。

「このままでは、ひなたさんの命が危ないのです」

「え……？」

「ひなたさんは今、非常に危険な状態にあります」

　僕は腕の中のひなたを見た。

　ひなたは僕のジャージの胸のあたりをぎゅっと握りしめて、苦しそうに喘あえいでいる。身体からだは相変わらず……いや、さっきよりもさらに熱くなっていた。震ふるえも酷ひどくなっていて、歯の根も合っていない。

「ひなたさんを苦しめているのは、力の反動です。根源魔ま法ほうは強大な力であるが故ゆえに、使い手の生命を削り、肉体に多大な負担をかけてしまうのです。ましてやひなたさんはまだ、根源魔法を使うことに身体が慣れていない……」

「〝癒しの秘蹟サクラメント〟の魔法でなんとかならないのか？」

　マオは首を横に振った。

「ひなたさんは今、重い病に冒されているのに近い状態にあります。生命そのものが傷んでしまっているのです」

〝癒しの秘蹟サクラメント〟は、怪け我がや疲労には効くが、病には効果がない。だから〝癒しの秘蹟サクラメント〟ではひなたを救うことはできないのだと、マオは言った。

　僕は呻うめいた。

「ひなたさんを確実に救えるのは、天上院だけです」

　僕は目を閉じて、ひなたを抱く腕に力を込めた。

「……本当に、天上院ならひなたを助けられるんだな？」

　目を開けて、僕はマオに問うた。

「お約束します」

　マオは深く頷うなずいた。

「もう一つ、約束しろ。ひなたが回復したら、必ず家に……僕のところに帰すって」

　マオは、今度はゆっくりと首を横に振った。

「それは、お約束できません」

「天上院で戦うことを、ひなたに強制するっていうのか!?」

　マオは、また首を横に振った。

「ひなたさんが無事に回復されたら、天上院でボクたちと共に戦ってもらえるようお願いするつもりではあります。しかし、天上院に加わるか、あなたの下に戻るか、それを決めるのはひなたさん自身です。ひなたさんの生き方を決める権利は、ボクにもあなたにもありません」

「それじゃああんたは、ひなたが天上院入りを拒否したら、素直にひなたを帰すっていうのか？」

「はい」

　迷わず頷かれて、僕は軽く混乱した。

　マオは、部下にひなたを攫さらわせて妖獣ドウームをけしかけてまで、ひなたを目覚めさせようとしたのだ。そんな強引な手段を取っておきながら、ひなたに天上院入りを強制するつもりはないという。

「今回の強引なやり方に、マオ様は積極的に賛成されていたわけではないんだ。むしろ、最後の最後まで反対されていた」

　北ほく斗とが言った。

「天上院はたしかに根源血統者を見守ってはきたけれど、発はつ現げんを強制するような真似まねはしてこなかった。あくまでも、根源血統者が自発的に発現するのを待って、勧かん誘ゆうしてきたんだ。神かみ代しろひなたに関しても、同様の予定だった。だけど、事情が変わってしまった。我々には今、どうしても聖剣が必要なんだ」

　北斗の言葉は、僕の混乱を解消するどころか加速させた。

　天上院が聖剣──つまり根源魔ま法ほう使つかいをどうしても必要としているっていうのなら、なにがなんでもひなたを天上院に加わらせようとするはずだ。

「聖剣がどうしても必要になって、上層部内で意見が分かれたんだ。根源血統者を強制的に発現させようって派と、これまでどおり自発的に発現するのを待とうって派にね。マオ様は後者だった」

「どうして、ひなたなんだ？」

　僕は北斗に訊きいた。

「あんたたちが欲しがってるのはあくまでも根源魔法を使える人間で、それがひなたである必要はないんだろ？」

「たしかに、天上院が求めているのは根源魔ま法ほう使つかいであって、神かみ代しろひなた個人を求めてるわけじゃない」

「それなら、他ほかの根源血統者を当たるって選択肢だってあったはずだ。どんくさくて、朝一人で起きることもできないひなたなんかより、よっぽど天上院に相応ふさわしい根源血統者が、他に──」

「いなかったんだよ」

　北斗が首を横に振った。

「天上院が把握できている未み発はつ現げんの根源血統者は、神代ひなた一人しかいなかったんだ」

「そんな……」

「天上院に選択肢はなかった。それでもマオ様は最後まで強制発現に反対されたんだ。……味方は、少なかった……」

　北ほく斗との顔に苦みが差した。その表情が、彼女が数少ないマオの味方の一人だったことを物語っていた。

「結局、強制発現することになってしまったけれど……強制発現を認める代わりに、マオ様は強制派に一つの条件を吞のませたんだ」

「条件……？」

「天上院に加わるか否いなかの選択権を、神代ひなた本人から奪わないこと」

「それはそれは、お優しいこと」安あん藤どうが鼻で嗤わらった。

「相変わらずなのね、その反吐へどが出そうな偽善っぷりは」

　マオに向けられた安藤の言葉と視線には、露ろ骨こつな嫌けん悪おと侮ぶ蔑べつがあった。

「たしかに、偽善です」マオの顔に自じ嘲ちようめいた笑みが浮かぶ。

「ですが、それでもボクは、人には誰だれしも自分の生き方を決める権利があって、それは何なん人ぴとであろうとも奪っていいものではないと、そう考えます」

　ふん、と鼻を鳴らして安藤はマオから顔を背そむけた。

「……わかった」

　僕はひなたを抱きしめる腕を弛ゆるめて、マオの目を見た。

「あんたにひなたを預ける。……ひなたを、助けてくれ」

　マオの言葉の全部を信じたわけじゃない。

　だけど、ひなたの命が危険な状態にあるというのは、たしかな事実だ。

　抱きしめていて、感じた。このままじゃ、ひなたは確実に死ぬ。

　ひなたの家族として、相棒パートナーとして、今僕が一番に考えなくちゃならないのは、ひなたの命を守ることだ。そして、そのために僕にできることは、ひなたをマオに預けることしかない……。

「ありがとうございます」

　マオが礼の言葉を口にした。

　ふざけるな。礼なんか言うな。あんたのためじゃない。ひなたのために決めたんだ。

　そう言いたいのに、僕の口から出たのは嗚お咽えつだけだった。

　ひなたの頰ほおに、僕の涙の雨が降った。




「地より生まれ空を湛たたえし青き石よ。我を天の座へと誘いざなえ」

　マオが左手を正面にかざして呪文スペルめいた言葉を口にした。

　今まで気づかなかったけれど、マオの左手には親指以外の四本の指に石のついた指輪が嵌はめられていた。

　そのうちの一つ──中指の指輪が青く発光した。光はあふれるように広がって、マオと彼の足下に横たわっているひなたを包み込んでいく。

　僕はその光景を座り込んだまま見ていた。

　立とうと思えば立つことはできただろうけど、気力がなかった。腕一本動かすことすら、面倒くさかった。

　隣となりには安あん藤どうが立っていて、不機嫌極まる顔で僕と同じものを見ている。

　指輪の光はマオとひなたをすっかり包み込むと、一いつ瞬しゆんで点に収束して、消えた。後にはなにも残らなかった。マオの姿も、ひなたの姿も、光の余よ韻いんさえも。

「心配はいらない。彼女は助かるよ」

　そう言ったのは、少し離はなれた所にいた北ほく斗とだ。

「仕方のなかったこととはいえ、キミには辛つらい思いをさせてしまった。詫わびさせてほしい」

　北斗は僕の前まで歩いてくると、深く頭こうべを垂れた。

「すまなかった」

　それは、心からの謝罪に聞こえた。

　だけど、僕の胸にはなんの思いも込み上げてこなかった。

　怒りも戸惑いも悔しさも、それ以外の感情も全部、涙と一いつ緒しよに流れ出てしまったみたいだった。

「家の壁も壊こわしてしまったな。これは、修理費用だ」

　北斗が懐ふところから一枚の紙切れを取り出して、目の前に差し出してきた。

　小切手だった。壁の修理費にしては、記入されている金額がやけに大きい。これだけあったら壁の修理どころか家を丸ごとリフォームしてお釣りがくる。

　僕がいつまでも受け取らないでいると、北斗は僕の手に無理やり小切手を握らせて、安藤のほうに向き直った。

「キミにも、渡しておこう」

　そう言って、北斗は安藤にも小切手を差し出した。

「壁を壊こわされた覚えはないんだけど？」

「口止め料と思ってもらっていい。今夜の件は他言無用に願いたい。キミもだ」

　北ほく斗とが安あん藤どうに小切手を差し出したまま僕を一いち瞥べつした。

　……なるほど、壁の修理費にしては金額がやけに大きいのは、そういうわけか。

「そりゃあ天上院が街中に妖獣ドウームを持ち込んだなんて話が広まったら、信用ガタ落ちだものねぇ」

　北斗の目つきが険を帯びた。

「受け取るつもりはあるのかないのか」

「ないって言ったら？」

「受け取る受け取らないはキミの自由だ。ただし、他言無用を誓わないというのであれば、口の利きけない身体からだになってもらうしかないな」

　北斗の手が剣の柄つかにかかった。

「望むところよ。さっきの続きをしましょうか」

　虎とらの目から焼けつくような殺意をほとばしらせて、安藤が魔法杖を構える。

「……やめろよ」僕は言った。

「やるんなら、他所よそでやってくれ……」

　覇は気きのかけらもない僕の声に戦意を殺そがれたんだろう。

　安藤は舌打ち交じりに魔法杖を下ろして、北斗は闇やみ色いろのマントを翻ひるがえした。

「キミとの勝負はおあずけだ。その若さでそれだけの強さ……互いに生きていればまた会うこともあるだろう」

　黒い背中をさらした北斗が、顔だけを振り向かせて安藤に言う。

「……キミも」北斗の視線と言葉が僕に向いた。

「神かみ代しろひなたがたとえキミの望まない選択をしたとしても、それでキミのすべてが失われるわけじゃない。……どうか、強くあってほしい」

　そう言うと、北斗は左手を肩の高さに持ち上げた。

「地より生まれ空を湛たたえし青き石よ。我を天の座へと誘いざなえ」

　青い光が北斗の左手の指からあふれた。彼女も、マオがしていたのと同じ指輪を身につけていたらしい。

　北斗は青い光に全身をくまなく包み込まれると、光とともに消えた。

　僕はうなだれて、そのまま立ち上がりもしなかった。

　安藤が去っていく気配を感じても、下を向いたまま、助けにきてくれたことへの礼を言いもせず──。

　夜が明けるまで、僕は座り込んだまま下を向き続けた。













　　　四幕　～去りて、来たる～







「ここ、どこ……？」

　ベッドの上でシーツを胸元までたくし上げて、ひなたは呟つぶやいた。

　ひなたが目を覚ましたのは、八畳ほどの広さの洋室だった。チェストと備えつけのクロゼットとひなたが寝ているベッドの他ほかに家具はない。

　壁は白く、真新しく見える。新築のアパートかマンションの一室といった感じだ。窓からカーテン越しに差し込む光が、今が日の高い時間であることを物語っている。

　外の景色を見ようと、ひなたは手を伸ばしてカーテンを開けた。

　窓の向こうに見えたのは、青空と緑の多い街並みと、その上に浮かぶ黒いなにか。

「なに、あれ……？」

　目を凝こらしてみても、ひなたにはそれがなんなのか皆目見当もつかなかった。

　横向きの円筒形で、色は塗りつぶしたような完全な黒。乗り物には見えないし建物という感じでもない。なにかのオブジェのように見えなくもないが、それにしては巨大すぎる。縦幅だけでも数百メートル。横幅に至っては千メートルを軽く超えているだろう。

　異様だった。背景の青い空がそれの異様さを際立たせている。

　不気味さに、ひなたはカーテンを閉めた。

「どこなんだろう、ここ……」

　明みよう神じん市しじゃないことは間違いない。街並みも違っていたし、なによりあんな異様な物体は、ひなたの生まれ育った都市にはなかった。

　ひなたはぶるっと身み震ぶるいして、「あれ……？」、自分が服を着ていないことに気づいた。

「どうして、わたし、裸なの……？」

　パジャマどころか下着の一枚すら身につけていなかった。

　一体、いつ脱いだのか。あるいは誰だれかに脱がされたのか。もし後者だったらと考えて、ひなたは肩を抱いた。

「なにが、あったんだろう……」

　ここはどこなのか。自分はどうして裸なのか。我が身になにが起きたのか。

　深呼吸をして目を閉じて、ひなたは自分の記き憶おくに問いかけた。

　星せい也やの叫び。

　黒い仮面の剣士。

　延えん行ぎよう寺じの境けい内だい。

　仮面の剣士と戦う、安あん藤どう美み月づき。

　妖獣ドウーム──シャークヘッド。

　星せい也やがシャークヘッドに殺されそうになって──。

「せーやちゃん！」

　ひなたは閉じていた目を見開いて叫んだ。

　星也を助けようと無我夢中で駆け出したところまでは憶おぼえている。だが、そこから先の記き憶おくは曖あい昧まいだった。

　憶えているのは、血の雨と誰だれかの獣けものじみた雄お叫たけびと、雪のように白い炎だけ。

　結局、星也はどうなったのか。

「せーやちゃん……」

　星也のことを考え始めるともう、自分のことを気にする余裕はなかった。

──せーやちゃんの無事を確認しなきゃ……！

　シーツを裸身に巻きつけて、ひなたはベッドから下りた。

「あ……れっ？」

　足に力が入らない。歩こうとすると目め眩まいまでして、ひなたはぺたんとその場に座り込んだ。

──どうしちゃったんだろう、わたし……。

　その時、がちゃっとドアの開く音が聞こえた。

　ひなたのいる部屋のドアじゃない。

　人の気配が──足音が近づいてくる。

　ひなたは片方の手でシーツを押さえ、もう片方の手で肩を抱いて、目の前のドアをじっと見つめた。逃げ場なんてどこにもない。ベッドの下かクロゼットの中に隠れるという考えが浮かんだが、足が動かなかった。

　がちゃっとドアが部屋の内側に開いて、女が一人、入り込んでくる。

「え……っ？」

　ひなたは目を丸くした。

「観み星ほし……おねーちゃん……？」

　女は驚おどろいたように目をしばたたかせてから、にっこりと笑顔を浮かべた。

　ひなたにとっては、懐なつかしくも馴染なじみのある笑顔だ。

「七年ぶりだってのに、よく一発でわかったね」

　女──観星が、笑顔のまま長い髪を搔かき上げる。

「わかるよ、わからないわけないよ」

　七年前とは髪型も変わっているし顔つきも変わってはいるが、一目でわかった。

　目の前に現れた女性は、杉すぎ崎さき観星──星也の六つ上の姉だ。

「ひなちゃんはいい子だねー。星也なんか実の弟のくせに最後まで気づかなかったってのに」

「観み星ほしおねーちゃん、せーやちゃんに会ったの？」

「会ったよ。まあ、七年前とは髪型も違ってるし、誘ゆう拐かい犯はんが実の姉だなんて思いもよらなかったんだろうけど、それにしたって鈍すぎるよねえ」

「誘拐犯って……え？」

　誘拐犯と言われてひなたの脳裏に浮かんだのは、自分を攫さらった黒い仮面の剣士の姿だった。

「そ。ひなちゃんを攫ったのは、あたしだよ」

「えっ？　えっ？」

　ひなたは混乱した。観星と再会しただけでも驚おどろきなのに、観星はあの黒い仮面の剣士の正体が自分だと言う。

「どこまで憶おぼえてる？　三日前のこと」

「三日前って……」

「ひなちゃん、丸三日も寝っぱなしだったんだよ」

「え……？」

「その様子じゃ、曖あい昧まいみたいだね。記き憶おく」

　ひなたはこくんと頷うなずいた。

「教えて、観星おねーちゃん。せーやちゃんは？」

　ひなたの必死の問いかけに、観星はぷっと小さく吹き出した。

「相変わらずだね、ひなちゃんは。自分のことより、星せい也やのことのほうが気掛かりなんだ」

「だって……」

「心配いらないよ。ここにはいないけど、星也は無事だよ」

　本当に？　と聞き直すことをひなたはしなかった。観星は噓うそが嫌いな性格だ。七年経たってもその性格が変わっていないことは、目を見ればわかる。観星が無事だと言っている以上、星也は無事なのだ。

「よかった……せーやちゃん……」

　安あん堵どがひなたに大きな息をつかせた。

「守ったんだよ」

「ありがとう、観星おねーちゃん」

　守った、という観星の言葉を、ひなたは観星が星也を守ったのだと疑いもなく理解した。だけど──。

「違うよ。星也を守ったのはあたしじゃない。ひなちゃんが守ったんだ」

「えっ？　わた……し……？」

「根源魔ま法ほう」

　観星が唐突に聞き覚えのない単語を口にした。

「ひなちゃんは、十賢者の血を引く、根源魔法の素養者なんだ」

　意味がまったくわからずにぽかんと口を開けたひなたに、観み星ほしが手を差し伸べてくる。

「立てる？」

「う、うんっ」

　観星の手をつかんで、ひなたは立ち上がろうと足に力を込めた。しかし、だめだった。少しも力が入ってくれない。

「ああ、無理しないで。死にかけて三日間も眠りっぱなしだったんだから。──よいせっと」

「きゃっ」

　観星におもむろに『お姫様だっこ』されて、ひなたは顔を真っ赤にした。

「話はもう一眠りしてからのほうがいいかな」

　ううん、とひなたは首を横に振った。

「今、話して」

「身体からだは辛つらくない？」

「だいじょうぶ」

「わかった」

　観星はひなたをベッドに横たえると、自分はベッドの縁に腰を下ろした。
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「さて、まず、ここがどこなのかってことだけど」

「うん」

「驚おどろかないでって言っても無理だろうけど、一応言っておくね。驚かないで」

「う、うん」

「ここはね、地上じゃないんだ」

　ひなたは小首を傾かしげた。

「地上じゃないって……どこか高い所ってこと？」

「そ。すっごく高い所。なんたって、空の上だからね。空の上の施設って言われて、思い浮かぶ場所、ある？」

　ひなたは少し考えて、頷うなずいた。

「あるよ。天てん上じよう院いん」

「正解」

「えっ？」

「天上院なんだ、ここ」

　ひなたは見開いた目をパチパチとしばたたかせて、それから驚きの声をあげた。

「えええーっ!?」

「やっぱり、驚くよねえ」

　観み星ほしが苦笑する。

「驚かないわけないよ……」

　驚きすぎて、胸の鼓動が速く大きくなっている。

──でも、納得したかも……。

　胸の内でそう呟つぶやいたひなたの脳裏には、窓の外に浮かんでいた、あの巨大な黒い物体が思い出されていた。

　あの物体がなんなのかは見当もつかないが、ここが天上院だというのなら、なにがあっても不思議じゃない。

「でも、安心して。ここは、あたしの家だから。家っていっても一軒家じゃなくマンションだけどね」

「マンション……」

　呟いて、ひなたは改めて室内を見回した。

　改めて見てみても、変わったところはなにもない。本当に、ごく普通のマンションの一室といった感じだ。例の黒い浮遊物体の異様さと、この部屋の普通さのギャップに、戸惑いを覚えずにはいられない。

「天上院にマンションがあるのが、意外？」

「うん……天上院って、もっとこう……魔ま法ほうっぽい建物ばっかりだと思ってたから……」

「魔法っぽい建物っていうと、『アニマ』みたいなのとか？」

「『アニマ』？」

「あれのこと」

　観み星ほしが身体からだごと腕を伸ばして窓のカーテンを開けた。

　空に浮かぶ巨大な黒い円筒形が、再びひなたの目にさらされる。

「そう。あんなのとか」

　あはは、と観星が笑う。

「まあ怪しいものはあれこれとあるけどね、居住区画は地上とたいして変わらないよ。マンションもあるし商店街もあるしね」

「そうなんだ……」

　いろいろと幻想を抱いていた天上院の暮らしも、実際には地上とそう変わるものじゃないらしい。

　納得がいったようながっかりしたような、ひなたは複雑な気分になる。

「観星おねーちゃんは、どうして天上院にいるの？」

「あたしが天上院にいるのは、あたしが天上院に所属する救済者セイバーだからだよ」

　七年前、獣殺士スレイヤーになるために家を出た観星は、大阪の獣殺士学校スレイヤー・スクールを卒業して獣殺士免許スレイヤー・ライセンスを取得し、その後、妖獣ドウームハンターとして活動していたところを天上院にスカウトされて、去年、救済者セイバー免許を取得したのだという。

「今着てるこれが、天上院の制服。白バージョンもあるんだけどね、あたしが着てるのは黒バージョン」

　観星が、自分が着ている服の襟えり──詰め襟だ──を軽くつまんで見せた。

　観星の身を包んでいるのは、軍の戦せん闘とう服ふくによく似た黒い服だった。厚地だが、全体に上質な絹のような光沢がある。

「すごい……」

　ひなたは感嘆と羨せん望ぼうのまなざしで観星の笑顔を見つめた。

　観星は昔から腕っ節が強くて並外れた運動神経の持ち主だった。剣術を習い始めてわずか半年で、市内中の剣術道場の師範や師範代を打ち負かしてしまった、なんてエピソードもあったほどだ。

　生きていれば腕の立つ獣殺士スレイヤーになっているんだろうと思ってはいたが、まさか救済者セイバー免許まで取得していようとは。

「じゃあ、観星おねーちゃんがわたしを攫さらったのって……」

「そ。天上院の命令あってのことだよ」

「どうして、天上院がわたしなんか……」

「根源魔ま法ほう」

　観星が、またその単語を口にした。

「さっきも言ったけど、ひなちゃんは十賢者の血を引く、根源血統者なんだよ」

　ひなたは聞いた。

　根源魔ま法ほうのこと。

　十賢者と聖剣のこと。

　観み星ほしが──天上院がひなたを攫さらった目的。

「聖剣……根源魔法使い……わたしが……」

「星せい也やを助けたい一心で、ひなちゃんは発はつ現げんしたんだ。そして、根源魔法で星也を助けた」

　にわかには信じられない話だった。もし、話してくれたのが観星じゃなかったら、ひなたは疑いや否定の言葉を口にしていただろう。

「ひなちゃん、あたしに攫われた日、変な夢見なかった？」

「変な夢……」

　心当たりは、あった。剣の夢だ。ひなたが剣になって闇やみの中に浮かんでいる夢。

　ひなたはその夢のことを観星に話した。

「それ、マオ様が見せた夢だよ。ひなちゃんを発現しやすくするために。自分に大きな力が眠っていることを無意識のうちにも自覚させておくことで、発現する確率を高めておきたかったんだって」

「そう……だったんだ……」

　マオの名前は、さっきの観星の話に出てきていた。天上院の幹部で世界に三人しかいない、導師スペルマスターの一人。

「なら、せーやちゃんがわたしを殺そうとする夢も、そのための……？」

　観星が怪訝けげんそうに眉まゆを顰ひそめた。

「そんな夢見たの？」

「うん……剣になったわたしを、せーやちゃん、泣きながら殺そうとしてた……」

　ひなたが観星に攫われる直前に見た夢だ。

　うーん、と観星が難しい顔で唸うなった。

「ひなちゃんが剣になってたってことは、マオ様の見せた夢なんだろうけど……なんでそこに星也が出てくるんだろう？　しかも、よりにもよって、ひなちゃんを殺そうとする夢だなんて。……その前に見た夢には、星也は出てこなかったんだよね？」

　ひなたは頷うなずいた。攫われた前の夜に見た夢は、剣になったひなたが闇の中に浮かんでいるだけで、ひなた以外の登場人物はただの一人もいなかった。

「マオ様がわざわざそんな悪あく趣しゆ味みな夢を見せるなんて思えないけど……確認しといたほうがいいかな」

　独り言のように言うと、観星は立ち上がった。

「観星おねーちゃん、行っちゃうの？」

「マオ様を呼んでくるよ。どのみち、ひなちゃんにはマオ様に会ってもらわなくちゃならないからね。事情を説明していただかないと」

「事情？」

「天上院が妖獣ドウームをけしかけるなんて荒っぽい真似まねまでしてひなちゃんを発はつ現げんさせた事情だよ」

「観み星ほしおねーちゃんは知らないの？」

「知ってるよ。だから、あたしから話してもかまわないんだけど、この話だけは自分でするってマオ様がね」

　すごく大事な話なんだろう、とひなたは表情を硬くした。

「ひなちゃんには、マオ様の話を聞いてもらって、その上で決めてもらわなくちゃならない」

「決めるって……なにを？」

「天上院に加わってあたしたちと一いつ緒しよに戦うか、星せい也やのトコロに帰るか」

　ひなたは目を丸くした。

「わたしが……天上院に……？」

「そうだよ。天上院は聖剣を求めてる。聖剣……すなわち、根源魔ま法ほう使つかいをね」

「それが、わたし……」

「そう」

「わたしが……天上院に……」

　ひなたは頭を抱えた。

　天上院への憧あこがれは、ずっとあった。

　いつか、強くなって、天上院に上がることができればいいと思っていた。もちろん、星也とふたりでだ。

　そして今、ひなたは憧れだった天上院に誘さそわれていて──隣となりには、星也がいない。

「星也ちゃんは？」

「星也が、なに？」

「わたしが天上院に上がったら、せーやちゃんは？」

「せーやも一緒に天上院に上がれるかってことなら、答えは否いなだよ。天上院に上がれるのは力のある人間だけだからね。今のあいつに、天上院に上がる資格はないよ」

「そう……なんだ……」

　どうしよう……と迷って、ひなたは迷っている自分に愕がく然ぜんとなった。

──どうして、わたし、迷ってるの……？

　星也と離はなれ離ばなれになることなんて、考えられないことのはずなのに。

　うつむいたひなたの頭に、ポンと観星の手が載った。

「決めるのは今じゃなくていいんだ。まずはマオ様の話を聞いて、それからじっくり考えて、考えて考えて、決めてくれればいい。……ううん、決めてほしい」

　観星の手が、ひなたの髪をぐしゃぐしゃっと撫なでた。星也と同じ撫で方だ。いや、星也が観星の撫なで方を真似まねしているというべきか。

「観み星ほしおねーちゃん……」

「身体からだは大だい丈じよう夫ぶ？　辛つらいんなら後日にするけど」

「へいき」

　動き回ることはできそうになかったけれど、話を聞くだけなら問題なかった。

「わかった。それじゃあ、マオ様を呼びにいってくるよ」

「うん、いってらっしゃい」

　観星が部屋を出ていく。

　少しして玄関が開閉する音が聞こえると、それ以降聞こえてくる音はもう、なかった。

　静寂の中でひなたは一人、観星から聞いた話を反はん芻すうした。

「わたし、どうなるんだろう……」

　ひなたには根源魔ま法ほうの力があって、その力を天上院が必要としている──。

「どうするんだろう……わたし……」

　天上院への憧あこがれは、ある。だが、天上院に入るということは、星せい也やと離はなれ離ばなれになるということだ。

　今こん生じようの別れということはないかもしれない。けれど、容易に会うことはできなくなるだろう。

　星也と離れ離れになるなんて、どうしたって考えられない。

　だけど──。

「会いたいよ……せーやちゃん……」

　一人の部屋で立てた膝ひざの間に顔を埋うずめて、ひなたはぐずぐずと鼻を啜すすった。
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　リビングのソファに腰掛けて、僕は天てん井じようをぼうっと眺めていた。

　ひなたが天上院に連れていかれてから一週間。

　この一週間、僕は生産的な行動をなに一つ取っていなかった。

　学園にも行っていないし、朝のトレーニングもサボっていた。今日も、特になにをするでもなく、時間を無む駄だ死じにさせていた。

　この一週間になにか収穫があったとすれば、心配がいかに人からやる気を奪うかということがわかったくらいか。

　僕が心配しているのは、言うまでもなくひなただ。

　ひなたは、ちゃんと回復したんだろうか。マオは必ず助けると言っていた。だけど、いくらマオが天上院の幹部で導師スペルマスターだっていっても、妖獣ドウームをけしかけてくるような人間を全面的に信用なんてできるはずなかった。

　僕は顔を天てん井じように向けたまま、左手に持っていたケータイを目の前に持ち上げた。

　いつひなたから連絡があってもいいよう、この一週間、僕は片時もケータイを離はなしていなかった。だけど、ひなたからの連絡は一向になくて──。

　こっちから連絡を取ることも不可能だった。ケータイにかけようにも、ひなたのケータイは僕が持っているのだから、どうしようもない。僕がひなたのケータイを見つけたのは、僕の寝室だった。ひなたは寝る時はいつもパジャマの胸ポケットにケータイを入れていたから、黒仮面に攫さらわれた時のゴタゴタで落としてしまったんだろう。

　もっとも、ひなたがケータイを持っていたとしても、地上と天上院でケータイが通じるかどうかは怪しかったけれど。

「ひなた……」

　ぶるるるっ、と手の中でケータイが短く震ふるえた。電話じゃない。メールだ。

　ひなたからの連絡ではと期待せずにはいられない。だけど、ディスプレイを確認して期待は落胆に変わった。

　メールを送ってきたのは、ひなたじゃなく、南みなみだった。

　僕は南からのメールを読みもせずにケータイを折りたたんだ。内容の察しはついていた。連絡をよこせという旨むねのメールだ。南は、二人揃そろって学園を休み続けている僕とひなたを心配して、連絡を求めるメールをもう何通も送ってきていた。

　申し訳ないと思いつつも、返信はしていなかった。誰だれとも話す気にならなかったというのもあるけど、ひなたが学園を休んでいる理由をどう説明すればいいのかわからなかったのだ。友達に噓うそをつくのは心苦しいし、かといって、ひなたが聖剣として天上院に迎えられたなんて話を信じてもらえるとは思えない。そもそも、一般には秘せられてきた根源魔ま法ほうの存在を、無関係な南たちに話してしまっていいのかという問題もあった。

　……南に会ったら、きっとこっぴどく叱しかられるだろうな。南は面倒見が良いぶん、不義理にはうるさい。引っぱたかれるぐらいは覚悟しておいたほうがいいかもしれない。

　何の気なしに壁掛け時計を見ると、夕方の五時になろうかというところだった。

　もう夕方……といったところでなにもする気はない。寝てしまおうかと目を閉じた時、ピンポーン、と玄関のインターホンが鳴った。

　閉じかけていた目を見開いて、僕は玄関に走った。

　ひなた──！

　だけど、僕の期待はまた裏切られた。

　玄関を開けたそこに立っていたのは、あの黒仮面の女──北ほく斗とだった。

　真っ黒な仮面も鎧よろいもマントも、今日は身につけていない。今日は軍の戦せん闘とう服ふくに似た黒い服に身を包んでいて、長い髪はポニーテールにまとめている。腰には剣──いや、あれは、刀か。

「や。久しぶり、ってほど久しぶりじゃないかな」

　僕が北ほく斗とに対していい感情を抱いているわけがない。だから当然、僕が北斗に向ける視線は厳しい。

　北斗はだけど、僕の睨にらみなんか気にしたふうもなく、人好きのする笑顔を見せた。

「……今日は、仮面は被かぶってないんだな」

「あんな重ったるくて息苦しい物、二度とゴメンだよ。この間は、やむにやまれぬ事情があって被っただけ」

「事情が解消されたってわけか」

「そ。キミのおかげでね」

「……？」

　北斗が仮面を被る事情に、僕がどう関係してるっていうんだろう。

「元気にしてた？」

　友人に接するような親しげなノリで、訊きかれる。

　このノリが、おそらく彼女の素なんだろう。黒仮面のイメージとのギャップに戸惑いを感じずにはいられない。

「僕が元気だろうと元気じゃなかろうと、あんたにはなんの関係もないはずだ」

「ま、そうなんだけどさ」

　北斗は苦笑交じりに小さく肩を竦すくめた。

「やっぱり、恨まれてるみたいだね、あたし」

　当たり前だ、と僕は内心で吐はき捨てる。

「……ま、しゃーないか」

　そう呟つぶやいた北斗の目は、寂しげにも悲しげにも見えた。僕に嫌われたことがショックだってわけでもないだろうに。……それともショックだったのか？　赤の他人でしかない、僕に嫌われたことが。

　そういえば一週間前の夜、仮面を失った北斗は僕に向かって「久しぶりだね」と声をかけてきた。

　僕が憶おぼえていないだけで、目の前の女と僕はどこかで知り合っていたのだろうか？

　……いや。過去に僕と北斗の間になんらかの関かかわりがあったのだとしても、北斗がひなたを傷つけた事実は変わらない。天上院の事情なんてものも僕には関係ない。

　だから、僕は遠えん慮りよも容よう赦しやもなく北斗を睨みつけて、訊くべきことを訊いた。

「ひなたは、どうなったんだ？　あんたがここに来た理由は当然、ひなた絡がらみなんだろ？」

「神かみ代しろひなたは元気にしてるよ。心配はいらない」

　そう答えた北斗の目は、噓うそを言っているようには見えなかった。

「彼女が無事だってことを伝えにきたってのが、あたしがキミに会いに来た理由の一つ。天上院は電話線がないしケータイの電波も届かないから、こういう時、地味に不便なんだよね」

　ってことは、ひなたがケータイを持っていたとしても、やっぱり連絡を取ることは不可能だったってことか。

「で、もう一つの理由が、これ」

　北ほく斗とがそう言って懐ふところから取り出したのは、一通の白い封筒だった。

「神かみ代しろひなたから、キミ宛ての手紙」

　差し出された封筒を受け取って、僕は北斗に訊たずねた。

「なんで手紙なんだ？　元気になったっていうなら、なんでひなたは帰ってこないんだよ!?」

　ひなたが元気になったのに帰ってこない理由──僕の思いつくのは二つだけだった。一つは帰りたくないのに帰れない可能性──つまり、天上院がひなたを監禁なり軟禁なりしているという可能性。そして、もう一つは、ひなた自身の意志で帰ってこないという可能性。

　どちらも最悪だけど、僕にとってより最悪なのはどっちなんだろう？

「手紙を読みなよ。キミの知りたいことの答えは、そこに書いてあるはずだよ」

「……っ」

　僕は封筒を破り捨てて、便びん箋せんを開いた。

　……この不器用そうな丸文字は、間違いない、ひなたの字だ。





　せーやちゃん、お元気ですか？

　わたしはもう、すっかり元気になりました。

　……えっと。

　せーやちゃんに、大事なお話があります。

　わたし、天上院でがんばることにしました。

　根源魔ま法ほうのこととか、いろいろ、マオ様のお話を聞いて、いっぱい悩んで、いっぱい考えて、決めました。

　わたし、天上院でがんばります。

　正義の味方になるために。

　根源魔法なんて大きな力がわたしにあるなんて、本当にびっくりで……すごく、怖いです。

　なんでわたしなんだろうって。きっと悪い夢を見てるんだろうって、自分のほっぺたをおもいっきりつねってみたこともあります。でも、夢じゃありませんでした。

　根源魔法はとても大きくてとても危険な力だってマオ様が言ってました。使い方を間違えれば、たくさんの人を不幸にしてしまうって。

　だけど、マオ様はこうも言っていました。根源魔法は大きくて危険な力だけど、ちゃんと使いこなせるようになって、使う人に正しい心があれば、たくさんの人を守ることができるって。

　わたしは、守りたいです。学園のみんなやせーやちゃんを、守りたいです。わたしたちみたいに妖獣ドウームに大切な人を奪われてしまう人を、一人でも減らしたいです。

　正義の味方に、なりたいです。

　天上院に入ったら、救済者セイバー免許を取れるまでは、自由に地上に下りることはできません。

　だから、しばらくはせーやちゃんに会うことはできません。

　しばらく、っていうのがどれぐらいの間なのかは、わかりません。わたしはぶきっちょでダメダメだから、きっとたくさん時間がかかると思います。

　大切なことなのに、せーやちゃんになんの相談もしないで決めちゃって、ごめんね。ごめんなさい。

　でも、正義の味方になるって夢は、せーやちゃんとふたりで選んだ夢だから、どうしても叶かなえたいです。

　本当は、せーやちゃんに直接会って伝えたかったんだけど、マオ様もそうしたほうがいいって言ってくれたんだけど、せーやちゃんの顔を見たら、きっとわたし、決心がこわれちゃうと思ったから……手紙にしました。

　ごめんなさい。

　いっぱいがんばって、救済者セイバーになれたら、まっさきにせーやちゃんに会いにいきます。

　どうかわたしのわがままを許してください。




　大好きなせーやちゃんへ





神かみ代しろひなた　








　……僕は、どうやらわかってなかったらしい。

　正義の味方になる──。

　ひなたが頻ひん繁ぱんに口にしていたその夢を、僕はただの夢だと思っていた。

　叶えばいいなという程度の夢だと思っていた。

　でも、違った。正義の味方になるっていうひなたの夢は、ひなたにとっては日常を捨ててでも叶えたいと思えるほどの、絶対の目標だったんだ。

　手紙をよく見てみると、所々、文字が滲にじんで紙がふやけていた。

　きっとひなたは、泣きながらこの手紙を書いたんだろう。

　涙で顔をぐしゃぐしゃにしながら、ひなたは僕と離はなれて夢に生きることを選択したんだ。
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「彼女の決意は、伝わった？」

　僕は答えなかった。答えはしなかったけれど、ひなたの決意は痛いぐらいに伝わっていた。

　ずっと隣となりにいたかけがえのない存在を、僕は失ってしまったのだ。

「キミには、彼女の決断を支持する義務があると、あたしは思う」

　そんなことは人ひと攫さらいに言われるまでもなくわかっていた。

　ひなたが悩みに悩んだ末に下した決断だ。それがどんな決断だろうと、僕は支持したいと思う。

　けど。

　だけど。

　頭ではひなたの決断を支持したいと思っていても、感情がついていかない──。

「返事を書くなら待っているけど、どうする？」

　僕は、自分にとって嬉うれしくないことに笑顔でいられるほど、まだ大人じゃなかった。

「……いい」

「なら、伝言は？」

「ない」

　北ほく斗とのため息が聞こえた。

「返事の手紙も伝言もないんじゃあ、彼女、キミが怒ってるって受け取っちゃうんじゃないかな。それでもいいの？」

「それぐらいの覚悟はしてるはずだろ」

「怒ってるの？　彼女のこと」

「……」

　怒ってるわけじゃない。ただ、今すぐには割り切れないってだけだ。

　時間が経たてば、きっと割り切れる。それがいつなのかはわからないけれど。明日なのか一月後なのか一年後なのか──それとも、もっとずっと、大人になるまで割り切れないままなのか……。

「キミはもう少しオトナかと思ってたんだけどね。買いかぶりだったか」

「あんたの評価なんか、知ったことか」

　北ほく斗とは肩を竦すくめて、背中を向けた。

「ま、いいけどね。ふてくされて可か愛わいく見えるのは、幼稚園児までだよ」

　ああ、そうだろうとも。

「それじゃあ、用も済んだし、あたしは帰るよ。……ああ、そうそう。神かみ代しろひなたが天上院に上がったこと、光こう風ふう学園のほうにはこっちから話を通しておくから、クラスメイトやら友達やらのほうはキミが上手くごまかしておいて」

　そう言い残して、北斗は帰って行った。

　玄関に立ったまま、僕はもう一度ひなたの手紙に目を落とした。読めば、ひなたの決意が僕の心を抉えぐることはわかっていたから、読みはしない。見るだけだ。

　けど、見るだけでもそれは十分、僕の心を抉った。見るんじゃなかったと後悔する。

　いっそのこと破り捨ててしまおうかと便びん箋せんの縁に手をかけて、僕は笑った。

　できっこないことをしようとしている自分が、おかしくてしようがなかった。

　ひなたが泣きながら書いた手紙を破くなんて、そんなこと、僕にできるわけないじゃないか。




　七年前、姉が家を出て行った。

　四年前、両親を喪うしなった。

　そして、今日、離はなれ離ばなれになることなんて絶対にないと思っていた、幼おさな馴な染じみまで失ってしまって──。

　僕にはあと、一体なにが残されているんだろう？




「遅いっ！」

　南みなみの剣が僕の剣を弾はじき飛ばす。

　剣をなくしたからって戦えないわけじゃない。だけど僕は、

「まいった」

　背後に回り込んで次の一いち撃げきを繰くり出そうとしている南を振り返りもせずに、両手を上げていた。

「どうしちゃったの、杉すぎ崎さき？」

　剣を収めながら僕の前にきた南は、呆あきれたような困ったような顔をしていた。

「動きに全然キレがなかったよ？」

「南みなみが強いから、そう感じるだけだよ」

「違う。だって杉すぎ崎さき、このところ、誰だれとやっても負けてばかりじゃない」

「……」

「神かみ代しろがいなくなって、いろいろ調子狂っちゃうのもわかるけどさ、もう二週間だよ？　そろそろ気持ち切り替えてやってかないと」

「……ひなたは関係ないよ。ただちょっと、スランプ気味なだけだ」

　ひなたが手紙をよこしてから、二週間が過ぎていた。

　北ほく斗との言っていたとおり、学園のほうには天上院から話がいっていたらしく、ひなたは正式に退学したことになっていた。

　南や愛あい原はらや、知り合い連中には、ひなたはややこしい事情で関西の親しん戚せきに引き取られたということにしてある。

　ややこしい事情ってのは便利な言葉だった。こう言っておけば、たいていは深く追求されずにすむ。

　南も愛原も納得のいかない顔をしていたけれど、あれこれ聞いてくるようなことはなかった。ただし、南にはさんざん心配をかけた報むくいとして、案の定、引っぱたかれはしたけれど。

「大きなお世話かもしれないけどさ、ごはんはちゃんと食べてる？　ちゃんと眠れてる？　頰ほお、こけてるよ？」

　南が軽く前まえ屈かがみになって僕の顔を下から覗のぞき込んでくる。

「食べてるし、寝てるよ。僕は大だい丈じよう夫ぶだ」

　噓うそだった。

　ひなたがいなくなってからこっち、食事も睡眠もいい加減にしか取っていなかった。

　学校にこそ通っていたものの、早朝トレーニングは相変わらずサボり続けていたし、掃除の類たぐいも一切やっていないから、部屋はもうほとんどブタ小屋状態だ。授業で剣を構えても、身体からだに力が入らない。

　もう、なにもかもが億おつ劫くうでしょうがなかった。

　痛感する。僕という人間の日常は、ひなたに依よって成立していたのだ。

　毎朝ひなたを起こして、毎朝毎晩二人分の食事を作って、妖獣ドウームとの戦せん闘とうや合同模も擬ぎ戦せんでは、足手まといのひなたの分まで僕が奮ふん戦せんして──。

　僕とひなたの関係は、ひなたが一方的に僕に依存しているものだと思っていた。

　でも、それはまったくの逆だった。ひなたが僕に依存していたんじゃない。僕がひなたに依存していたんだ。

「大丈夫って顔してないよ？　今度、ごはん作りにいってあげようか？」

「はあ？」

「それとも、どこか遊びに行く？　皐さ月つきと三人でさ。ふたりっきりのほうがいいってんなら、それでもいいけど」

　南みなみがそう言っていたずらっぽく笑う。

「デートのお誘さそいか？」

「そ。気分転換になるんじゃない？」

「……悪いけど、遠えん慮りよしておくよ」

　最低だな、と我ながら思う。

　毎日を無為に過ごして、友達の気遣いにも背を向けて。

「……そっか。でも、気分転換したくなったらさ、いつでも声かけてよ。剣の稽けい古こでもカラオケでも、なんでも付き合ったげるから、さ」

「ありがとう。そうさせてもらうよ」

　次の授業は、『合同模も擬ぎ戦せん』だった。

　コンビ同士が模擬戦を行うこの授業で、相棒パートナーのいない僕にできることといったら見学しかない。

　金属同士がぶつかり合う衝しよう突とつ音おんや、魔ま法ほうによる爆発音やら雷鳴音やらがひっきりなしに聞こえてくる。

　僕が見ているのは、南・愛あい原はらコンビの試合だった。

　ふたりとも、相変わらず強い。個人能力が高い上に、コンビネーションが見事だ。ぴったりと息が合っている。

　南が前衛でがっちりと愛原を守り、愛原が絶妙のタイミングで攻こう撃げき魔ま法ほうを放つ。そして、愛原が攻撃魔法を放った時には、南は巻き込まれないよう、しっかりと後退している。すごいのは、南が戦せん闘とう中ちゆう、決して後ろを振り返らないことだ。ふたりは視線や言葉を交わさなくても、相棒パートナーがどのタイミングで攻めるか、退ひくか、わかっているのだ。

　あの信しん頼らい関係は、僕とひなたにはなかったものだ。

　僕とひなたは長い付き合いで、お互いの趣しゆ味みも嗜し好こうも知り尽くしていた。それなのに、こと戦闘になると僕たちのコンビネーションはボロボロだった。

　コンビとしては、僕たちはたぶん、最低だった。

　原因は僕にある。

　僕とひなたには、たしかに実力差があった。ひなたに背中を任せっきりにして、ひたすら前に出るような戦い方は、できない。だからって他ほかにやりようがなかったわけじゃないはずだ。たとえば、ひなたを囮おとりにして敵の注意を僕から逸そらさせるとか、ひなたに投とう擲てき武器を習わせるとか、ふたり揃そろって弱いフリをして相手の油断を誘さそうとか。

　やりようは色々あったってのに、僕は頭ごなしに「なにもするな」と抑えつけるばかりで、ひなたを萎い縮しゆくさせてしまっていた。ひなたが伸び悩んでいたのは、あるいは僕が成長の芽を摘んでしまっていたんじゃないかとすら思ってしまう。

「ごめんな、ひなた」

　ここにはいないひなたに向けて、僕は謝罪の言葉を呟つぶやいた。その行為に意味なんてない。自己満足にすらならない。

　どんなに顧かえりみてみても、すべてはもう、後の祭りなのだ。

　視線の先では、南みなみが愛あい原はらに抱きついて勝利を喜んでいた。




「おい、杉すぎ崎さき」

　昼休み、廊下を歩いていた僕の背中に野太い声がかけられた。

　立ち止まって振り返る。

「ちょいと話があるんだが」

　僕を呼び止めたのは、剣術教師で、剣士科二年Ａ組──僕のクラスだ──の担任、石いし神がみ琢たく郎ろう教諭だった。

　石神は出しゆつ席せき簿ぼで自分の肩をトントンと叩たたきながら僕の前に立った。

　石神は筋肉質な上に身長百九十センチ超えの偉い丈じよう夫ふだから、目の前に立たれるとそれだけで威圧感というか圧迫感がある。

「なんですか？」

「おまえ、新しい相棒パートナーはもう登録したのか？」

　ああ、その件か、と思った。

「いいえ」

「のんびりするなよ。このままじゃおまえ、下手すっと二週間後には退学だぞ」

「そうですね……」

　ひなたが光風学園を辞めてから二週間。それはつまり、僕が相棒パートナーを失ってから二週間が経たったということだ。

　獣殺士学校スレイヤー・スクールでは、コンビを解消するなり相棒パートナーが退学するなどして相棒パートナーを失った学生は、一ヶ月以内に次の相棒パートナーを見つけて登録しなければ退学になってしまう。例外が許されるのは、剣士科と魔ま法ほう科かの学生数が同数じゃなくなっていた場合だけだ。

　相棒パートナーを失うのは、そう珍しいことじゃない。ただし、ケンカ別れでコンビが解消されるケースは、稀まれとまではいかないものの、少なかった。コンビだからといって仲がいいとは限らないし、僕とひなたがそうだったように仲がよくても信しん頼らい関係が成立するとも限らない。それでもケンカ別れするコンビが少ないのは、死の危機を共有するうちに友情とも信頼とも違う絆きずなが芽生えるからだと言われていた。

　コンビ解消……というより消滅の理由で多いのは、一位が負傷退学で二位が死亡だ。光風学園で一年間に死亡する学生の数は、平均で五十人。負傷退学になると、その数は三倍にはね上がる。

　相棒パートナーが天上院にスカウトされたから、という理由でコンビを解消された学生は、光風学園の歴史を振り返ってみても僕の他ほかにはいないだろう。まったく光栄な話だ。

「そうですねって……なんだか他ひ人と事ごとみたいな物言いだなぁ、おい」

　無ぶ精しようひげにまみれた石いし神がみのいかつい顔に呆あきれの色が浮かぶ。

「学生課に問い合わせれば、二つの科の学生数も相棒パートナーのいない学生の氏名もわかる」

「知ってますよ」

　知っていながら僕は、二つの科の学生数を調べることすらしていなかった。

　別に退学になりたいと思ってるわけじゃない。ただ、なにがなんでも獣殺士免許スレイヤー・ライセンスを取ってやろうという気持ちがなくなっているのも事実だった。

　正直、どうでもいい。

　妖獣ドウームハンターになって妖獣ドウームを殺して生きていくのが、僕の夢だった。それは、ひなたよりもなによりも優先する、大事な夢のはずだった。

　だけど、ひなたがいなくなって──。

　僕の夢は、空気の抜けた風船みたいに萎しぼんでしまった。

　夢だけじゃない。萎んでしまったのは、僕という人間そのものだ。

「なあ杉すぎ崎さきよ。長年連れ添った相棒パートナーに辞められちまって、がっくりきたのかもしれねえけどよ。いい加減しゃっきりしねえと──」

「すみません、失礼します」

　石神の言葉の途中で、僕は歩き出した。

「おい、杉崎、まだ話は──」

　呼び止める声にも、僕は振り返らなかった。




　このままじゃいけないなんてことは、誰だれに言われるまでもなくわかっていた。

　だから、その夜、久しぶりに料理をしたのも、そういった意識が働いてのことだったのかもしれない。

　作った料理は、『スーパーナポリタン』。いわゆるナポリタンスパゲティに、ガーリックと玉子とタカノツメを入れただけの、料理と呼ぶのもおこがましいような適当な料理だ。どのへんがスーパーなのかは生みの親である僕自身にもさっぱりわからないけれど、ひなたはこのパスタが大の好物だった。

（やったぁ！　スパナポだぁ！）

　食卓についた僕の耳に、ひなたのはしゃぐ声が甦よみがえった。

　これを作ってやると、ひなたはいつだって子供みたいに喜んでいた。

　炒いためたてを、食べる。

　……美味うまくない。

　味付けに失敗したわけじゃない。腹が減ってないわけでもない。

　美味うまいと感じられないのは、ひなたがいないからだ。

　こんなしょうもない手抜き料理、ひなたがいなかったら美味いと感じられるわけがない。

　……違う。

　どんな料理だって、ひなたがいなかったら、美味いなんて思えない。

　今までは、朝飯も夕飯の時も、向かいにひなたがいた。幸せそうに笑っているひなたの顔が、当たり前にそこにあった。

　だけど、ひなたの笑顔はもう僕の前には、ない。隣となりにも後ろにも、ない。いくら見回してみても、ひなたはどこにもいない。

　僕は、独りだ。

　痛い。

　どうしようもなく胸が痛い。

「ひなた……」

　料理なんてするんじゃなかった。

　このままじゃいけないと思って、少しでも立ち直らなきゃと思って料理をしてみたのに、とんだ逆効果だった。

　ただ、痛いだけだった。

　それとも、立ち直るってのは、この痛みに慣れるってことなんだろうか。

　だとするなら、僕はきっと一生、立ち直れない。

　まだパスタがたっぷり残っていた皿を投げつけて、ダイニングテーブルをひっくり返して、僕は頭を抱えた。




　天上院の女剣士──北ほく斗とが再び僕の前に現れたのは、翌日の夕方だった。




「おかえり」

　僕の家の前の電柱に腕を組んで寄りかかっていた北斗は、学園から帰ってきた僕の姿を認めると、片手を上げて声をかけてきた。

「……なんの用だよ？」

「窶やつれたね」

「大きなお世話だ」

「ま。そうなんだけどさ」

「あんたと世間話をするつもりはない。さっさと用件を言えよ」

　苦笑交じりに肩を竦すくめて、北斗は電柱から背中を離はなす。

「用件ってほどたいした用じゃないんだけどね。彼女の様子が気になってるんじゃないかと思ってね」

「ひなたの近況を教えにきたってことか」

「そーいうこと。聞きたい？」

「……」

「彼女ね、がんばってるよ」

　僕が首を縦にも横にも振らずにいると、北ほく斗とは勝手に話し始めた。

「彼女の決意は本物だよ。根源魔ま法ほうの修行は身体からだにも心にも大きな負担がかかるんだ。キミと離はなれ離ばなれになって、毎日一歩も動けないぐらいにクタクタになって、泣きたくなることだってあるだろうに、彼女、涙を見せないどころか泣き言の一つも口にしないんだよ」

「……あいつは、強いから」

　ひなたの腹を括くくった時の強さは、僕が一番よく知っていた。

「あの子は強いよ。本当に、そう思う。ふてくされてグダグダになってる誰だれかさんとは大違いだよね」

「誰だよ、誰かさんって」

「さあ？　鏡を見ればわかるんじゃない？」

　露ろ骨こつな皮肉だった。

　今の僕の顔は、赤の他人から見ても『死んで』いるんだろう。

「彼女は、キミと一いつ緒しよにいることより夢を選んだ、その責任を果たすためにがんばってる。立派な正義の味方になることが、キミに報むくいることだと信じているんだよ。……キミは？」

　問われる。

「必死にキミに報いようとしている彼女に、キミはどう報いるのかな？」

「報いろって……僕にどうしろっていうんだよ？」

「それは、あたしに教えられることじゃないよ。キミ自身が考えないとね」

　ひなたに報いる。

　ひなたは、僕との別べつ離りを無む駄だにしないためにも、強くなろうと努力している。

　そんなひなたのがんばりに報いたいと思う気持ちは、ある。

　でも、どうすればいい？　僕がなにをどうすれば、ひなたに報いることになるんだ？

「ああ、そうそう」

　ポン、と北斗が掌てのひらを打った。

「彼女からキミに伝言があったんだった」

「伝言？」

「ごめんなさい、って」

「……それだけ？」

　北斗は頷うなずいた。

「それだけだよ。彼女はキミに、ただ謝ってた」

　胸が痛んだ。

　手紙でさんざん謝ったっていうのに、あいつはそれでもまだ謝り足りないと思っているんだ。

　でも、それはひなたのせいじゃない。

　ひなたからの手紙になんの言葉も返してやらなかった、僕のせいだ。僕のガキ丸出しの態度が、ひなたを傷つけてしまったんだ。

「用件は以上。それじゃあね」

「待ってくれ！」

　立ち去ろうとした北ほく斗との背中に、僕は声を投げかけた。

「うん？」

　北斗が顔だけを振り向かせる。

「ひなたに伝えてくれ。僕は怒ってないって。それから、がんばれって」

　北斗は肩を竦すくめて、こう答えた。

「自分で伝えなよ。彼女にキミが怒っていると受け取らせてしまったのは、キミ自身だろう？　男なら、自分の尻しり拭ぬぐいは自分でしなくっちゃあね」

「そんなこと……できたらそうするさ！　でも、どうやって伝えろっていうんだ!?　天上院には電話もメールも通じないんだろ!?　あんたに伝言を頼たのむ他ほかに、どんな方法があるっていうんだよ!?」

「面と向かって伝えればいい」

「だから、どうやって！」

「キミが天上院に上がってくればいいんだ」

　北斗の提案に、僕の頭は一いつ瞬しゆん、真っ白になった。

「僕が……天上院に？」

　北斗が身体からだごと僕のほうを向いて、頷うなずいた。

「そう。キミが救済者セイバー候補生として天上院に上がれば、彼女に会えるよ」

「なにを……あんたはなにを言ってるんだ？」

　ひなたみたいな例外があるにせよ、救済者セイバー候補生になれるのは、基本的には英雄級の活かつ躍やくをした、頭に超のつく実力者だけだ。

　北斗は僕に救済者セイバー候補生になれと言った。それは、つまり。

「僕に強くなれっていうのか？　僕にドラゴンを殺せるぐらいの強さを身につけろって、あんたはそう言ってるのか？」

「そだよ」

　と、北斗は軽く肯定した。

「無理だ……できっこないだろ、そんなこと！」

　強くなりたいとは、誰だれに言われるまでもなく思っている。それなりに努力だってしてきたつもりだ。だけど、ドラゴンを殺せる強さなんて、そんなの……そんなの、僕みたいな凡人がいくらがむしゃらに腕を磨みがいたところで、届くわけないじゃないか！

「なんで無理なの？　やってみなくちゃわからないじゃない」

「わかりきってるだろ!?　無理に決まってる！」

　北ほく斗との顔に呆あきれの笑みが浮かぶ。

「そうだね。そうやってやりもせずに諦あきらめちゃうような男には、天上院なんて、それこそ月より遠いだろうね」

「……っ」

　僕はなにも言い返せない。

「強くなれるかなれないか、大事なのはそこじゃないと思うんだけどね、あたしは」

　そう言うと、北斗は踵きびすを返した。

「キミに会うことはもう二度とないかもしれない。あたしも忙しい身だからね」

「……あんたと会わずにすむのは、望むところだよ」

　悪態をついた僕に、「じゃあね」と手を上げて、北斗は今度こそ去っていった。

　僕は、さっき北斗が寄り掛かっていた電柱に背をもたれて、夕暮れの空を仰いだ。

　北斗はもう僕に会いに来ることはないと宣言した。それはつまり、僕がひなたの近況を知ることがいよいよ不可能になったってことだ。

　けど、それはいい。元々、北斗に報告役を期待していたわけじゃない。

　いつだって当たり前にあったはずのひなたの笑顔──あの笑顔をまた見るには、僕がひなたに会いにいくしかない。

　僕のほうから会いにいかなくても、ひなたが救済者セイバーになればまた会えるだろう。でも、それじゃあ駄だ目めなんだ。

　ひなたの帰りを待つのは、ひなたに一方的に苦労を強しいるってことだ。それに、僕が怒っていると誤解させてしまった責任は、北斗の言うとおり、僕自身が取らなくちゃならない。そうでなかったら──自分から会いにいくんじゃなかったら、僕はきっと、ひなたを目の前にしても笑えないだろう。ひなたが笑いかけてくれても、その笑顔は僕にとってただ痛いものにしかならないだろう。

　だけど、僕がひなたに会いにいくためには──天上院に上がるためには──強くならなくちゃならない。

　北斗や安あん藤どうみたいな、超人的な強さを身につけなくちゃならない。

　できるのか、僕に？

　……できるわけがない。

　僕にはひなたみたいな特別な才能なんてない。凡人のガキがどう足搔あがいたところで、天上院になんていけっこない。

　……本当に？

　本当に、不可能なことなのか？

　たしかに無理だ。たしかに無む茶ちやだ。

　だけど、可能性はゼロじゃない……はずだ。

　限りなくゼロに近いのは間違いなくても、ゼロってことはないはずだ。

　ゼロじゃないなら、試す価値はあるんじゃないのか？

　どうして僕は、やりもせずに諦あきらめてしまったんだ？

　剣士としての弱さよりも前に、難しいことを無理と決めつけて背を向けてしまう、この精神的な弱さこそが問題なんじゃないか？

　僕にはもう、失うものなんてなにもないんだ。

　ならやっぱり、やってみるべきなんじゃないか？

　いや……。

　いや……。

（強くなれるかなれないか、大事なのはそこじゃないと思うんだけどね、あたしは）

　北ほく斗との言葉が甦よみがえる。

　彼女の言うとおりだ。

　可能不可能の問題じゃない。

　やってみるべきかどうかの問題でもない。

　一番重要なのは、僕がひなたに会いたいと思っているかどうかだ。

　心底ひなたに会いたいと思っているなら、僕が選ぶべき答えは一つしかない。

　どうなんだ？　僕はひなたに会いたいと、心の底から思っているのか？

　……考えるまでもない。

　会いたい。

　会いたいに決まってるじゃないか。

　迷うことは、なにもない。

　無理だろうと無む茶ちやだろうと、選択肢は端はなっから一つしかないんだ。

　その、たった一つの選択肢を、僕は。

　僕自身の意志で、選択する。

　僕は、ひなたを──天上院を──目指す。

　鞄かばんを玄関前に投げ置くと、僕はトレーニングウェアに着替えもせずに、〝神の盾アイギス〟の見える公園へと向かった。




　鋭く短い呼気が絶え間なく聞こえてくる。

　呼気の主は、僕だ。

　星空の下で、僕は剣を振るっていた。

　騎士鋼アロンダイト製の厚みのある刃が夜気を切り裂く度たびに、汗の滴しずくが顔中から飛び散る。

　夕方からずっと、僕は〝神の盾アイギス〟の見える公園で、剣を振り続けていた。

　体力はもう、とっくに限界を超えていた。〝荒神スサノオ〟も解けているから、剣を振る度に肩と腕が騎士鋼アロンダイトの重みに耐えかねて悲鳴をあげている。

　それでも僕は、気力だけで剣を振り続ける。

　完全なオーバーワークだ。トレーニングとしては明らかに間違っている。

　だけど、僕は止まれなかった。

　強くなりたい。

　心を占めるその思いが、身体からだを突き動かしていた。

　だから、止まれない。

　衝しよう動どうのままに僕は剣を振り続ける。もう型もなにもない。ただ、がむしゃらに剣を振る。

　──あるいは、これは儀ぎ式しきなのかもしれない。

　弱い自分を殺すための。

　肩が痛い。腕が痛い。手が痛い。腰が痛い。背中が痛い。頭が痛い。肺が痛い。喉のどが痛い。いっそ誰だれか殺してくれと泣き叫びたいぐらいに、身体中が痛くてたまらない。

　横一文字に振り抜いた剣が、手の汗ですっぽ抜けて飛んでいった。

　剣を拾いにいこうとして、僕は倒れた。前のめりに倒れそうになって咄とつ嗟さに後ろに体重をかけたら、そのまま仰向けに倒れてしまった。

　限界、だった。

　立ち上がるどころか、指の一本ももう動かせない。

　芝生の上に大の字になったまま、ぜえぜえと全身で息をする。

　脳の酸素も尽きて、まともに物を考えることもできない。

　真っ白同然の頭で、僕はたった一つのことを思う。

　強くなりたい。

　ひたすらに思う。願う。

　強くなりたい。

　ひなたのために。

　強くなりたい。

　僕自身のために。

　強くなりたい。




　ふと──。




　真っ白な頭に、虎とらの目の少女の顔が浮かんだ。

　安あん藤どう美み月づき。

　僕にとって、強さの象徴とでもいうべき少女。

　会いたい……。

　自分でもどうしてかわからないけど、安藤の顔が無性に見たかった。

　生徒手帳には鈴すず村むらから貰もらった安藤の写真が相変わらず入っている。だけど、ブレザーの胸ポケットから生徒手帳を取り出す体力すら、今の僕にはなかった。

「暇そうね」

　声が聞こえた。

　安藤の声が。

　……って、安藤!?

　閉じかかっていた目を見開いた僕は、そこに見たかった顔を見た。

「安……藤……？」

　間違いない。安藤美月だ。

　今まさに僕が会いたいと思っていた少女が、僕の傍かたわらに立って、僕を見下ろしている。

　安藤は制服姿で左手には魔法杖ルーンスタツフを持っていて、スカートの裾すそが僕の頭のすぐ上で夜風に揺れている。

　疲れすぎて幻覚を見ているのだろうか。……いや、幻覚にしては存在感がありすぎる。

「杉すぎ崎さき星せい也や」

　安藤が僕の名前を口にした。

　幻げん聴ちようじゃない。安藤美月はたしかにここにいて、僕に向かって話しかけているのだ。

「あなた、私の相棒パートナーになりなさい」

　僕は、自分の乱れた呼吸音が安藤の声を聞き取りにくくしないよう、ぐっと呼気を我が慢まんして安藤の言葉を聞いた。

　安藤の声は静かだけどよく通って、はっきりと聞き取ることができた。僕が息を止めたりなんかしなくても、ちゃんと聞き取れただろう。だけど、聞き取れはしたものの言葉の意味が理解できなくて、僕は「え……？」と聞き返していた。

　安藤は面倒くさそうにため息をつくと、さっきよりも通る声で、同じ言葉を繰くり返した。

「杉崎星也。あなた、私の相棒パートナーになりなさい」

　やっぱり、意味がわからなかった。




「私が相棒パートナー登録してた剣士科生が、四週間前に負傷退学したの」

　怪訝けげんな顔をしていたであろう僕に、安藤はそう説明した。

　それでようやく、僕は安あん藤どうの言わんとすることを理解した。

　つまり安藤は今、僕と同じ立場にあるのだ。相棒パートナーが学園を辞めてしまって、新しい相棒パートナーを期限内に登録しなければ、自分も退学になってしまう。そして、安藤は新しい相棒パートナーとして僕を選んだ──。

　事情は、わかった。だけど。

「どうして、僕なんだ？」

　僕は肩で息をしながら安藤に訊たずねた。

　なんとか喋しやべれる程度に呼吸は回復していた。だけど、まだまだ身体からだは言うことを聞いてくれなくて、僕は相変わらず芝生の上に仰向けに倒れたまま、安藤の目を見上げていた。時折、揺れるスカートの裾すそから覗のぞくふとももに目がいってしまうのは、如何いかんともし難がたい。

「あなたしかいなかったのよ。今、剣士科で相棒パートナーがいないのは」

　ああなるほど、と僕は納得する。

　去年度、学年二位だった僕の実力に目をつけてくれたのかもしれないと一いつ瞬しゆんでも期待した自分のバカさに笑ってしまう。

　たしかに、学生離ばなれした強さの持ち主である安藤からすれば、相棒パートナーが学年二位だろうと最下位だろうと大差ないだろう。

「で、どうなの？　私の相棒パートナーになるの、ならないの？」
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　迫られる二択。

　僕は、即答できなかった。

　安あん藤どうが相棒パートナーだったらどんなにいいだろうと思ったこともあった。それなのに、実際にその機会を目の前にして僕は、ただ戸惑っていた。

　ひなたがぎこちない手つきで、それでも必死に術式コードを描く姿が脳裏に甦よみがえる。

　相棒パートナーとしてのひなたに不満がなかったわけじゃない。むしろ、不満だらけだった。だけど、ひなたがいなくなって──杉すぎ崎さき星せい也やの相棒パートナーは、やっぱり神かみ代しろひなたしかいないんだと、強く思うようになっていた。

「もし、僕が嫌だって言ったら、どうするんだ？」

　だから、僕は安藤にそう訊きき返していた。

　退学になりたいわけじゃない。だけど、ひなた以外の誰だれかとコンビを組むなんて、今の僕にはどうしても考えられない。

「学園を辞めてもらうわ」

　安藤の答えに迷いはなかった。

「魔ま法ほう科かと剣士科の学生数が同じじゃなければ、相棒パートナーがいなくても退学にならずにすむ。相棒パートナー登録を拒むって言うなら、あなたには学園を辞めてもらうしかない」

「それも嫌だって言ったら？」

　安藤は手にしていた魔法杖を、無言で僕の鼻先に突きつけてきた。

　力ずくでも辞めてもらう、と虎とらの目が言っていた。

　単なる脅おどしなんかじゃない。僕が相棒パートナー登録も学園を辞めることも拒否したら、安藤はなんの迷いもなく、僕を半殺しにするだろう。

「安藤は、なんでそんなに獣殺士スレイヤーになりたいんだ？」

　他人を半殺しにしてでも退学したくないってことは、それだけ獣殺士免許スレイヤー・ライセンスを求める気持ちが強いってことだ。

　それに、なにか明確な目的がなければ、あれだけの強さは身につけられないんじゃないかとも思う。

　安藤美み月づきは一体、なにを思い、なんのために戦っているんだろう。

「その質問に答える義務が、私にあるの？」

「ないよ。だから、答えたくなかったら答えなくてもいい。でも、答えてもらえると、嬉うれしい」

　安藤は不愉快そうに眉まゆを顰ひそめると、やれやれといった感じでため息をついて、それから虎の目を夜空に向けて、言った。

「殺さなきゃならないヤツがいるのよ」

　物ぶつ騒そうな答え。

「そいつを殺すためには、力が要る。力を手に入れるためには、天上院に上がるしかない」

「天上院に上がるためには、獣殺士免許スレイヤー・ライセンスがいる？」

「そうよ。自由に都市外に出られないんじゃ、話にならないもの」

　なるほど。

　都市の外に自由に出られるのは、獣殺士免許スレイヤー・ライセンスの所持者と、獣殺士学校スレイヤー・スクールの学生だけだ（学生の場合、事前に学校に届けを出しておく必要があるけれど）。

　天上院を目指しているっていうのなら、英雄級の活かつ躍やくをするためにも、都市の出入りが自由になる獣殺士免許スレイヤー・ライセンスはなくてはならないものだろう。

　それにしても──。

　殺さなきゃならないヤツがいる、か……。

　もっと詳しく訊きいてみたいところだけど、安あん藤どうはきっと、答えてくれないだろう。

「もう一つ、訊いていいか？」

　だから、僕は質問を変えた。

「安藤みたいに強くなるには、どうしたらいいんだ？」

　夜空に向けられていた安藤の目が、再び僕を見下ろす。

「強くなりたいんだ。……ひなたに会うために」

　安藤は、無言。

「努力が必要だってのは、わかる。だけど、それだけで安藤やあの北ほく斗とって女みたいに強くなれるものなのか？」

　安藤は、無言。

「やっぱり、才能なのか？　ひなたが天上院に上がったのは、根源魔ま法ほうの力があったからだ。ひなたみたいな特別な才能がないと、強くは」

「才能なんて、関係ない」

　無言を貫いていた安藤は、僕を遮さえぎって言った。

「目的と覚悟。強くなるために必要なものは、その二つだけ」

　安藤の目が、再び空を向いた。

「少なくとも、私はそうだった。こんな目をしていても──」

　言いながら、安藤は右手の指先で自分の目め許もとに触れた。

「私には、みんなみたいな力はなかった。だから、私は落ちこぼれの役立たずだった」

　落ちこぼれの役立たず？　安藤が？

「だけど、私には目的があった」

（殺さなきゃならないヤツがいるのよ）

　と言った安藤の声が脳内でリフレインされた。

「目的のために、私は覚悟を決めた。あいつを殺すためなら、腕も足も、命も魂たましいも、自分のすべてを失ってもかまわないって」

　安あん藤どうの言葉は、それ以上続かなかった。

　強くなるために、具体的にどんな特訓をしたとか、そんな話は一切ない。

　安藤が口にしたのは、ただの精神論だ。

　精神論は好きじゃない。だけど、僕には安藤の言葉を否定することはできなかった。

　なぜなら、安藤の精神論が正しいことを、安藤自身が証明してしまっているからだ。

「目的と覚悟があれば、僕も安藤みたいに強くなれるのか？」

　安藤が僕の目を見て、答える。

「あなた次第よ」

　肯定でもなく否定でもない。

　けどそれは、僕が望んでいた答えだった。

「……僕は、ひなたに会いたい。強くなって、胸を張って、ひなたに会いにいきたい。そして、今度こそ、ひなたの本当の相棒パートナーになりたい」

　今までの僕は、ひなたを相棒パートナーとして見ていなかった。幼おさな馴な染じみの延長でコンビを組んで、足手まとい扱いしかしていなかった。

　やり直したい。

　もう一度ひなたとコンビを組んで、今度こそ、お互いに背中を任せ合える、本当の相棒パートナー同士になりたい。

　安藤は一言、

「そう」とだけ。

　でも、僕にはそれで十分だった。

　ひなたに会いにいくってことは、天上院を目指すってことだ。

　僕が──僕みたいな弱っちい凡人が天上院を目指すなんて、安藤からすれば、笑い事か、さもなくば「ふざけるな」「なめるな」と怒鳴りちらしたいところだろう。

　だけど、安藤は笑いも怒りもしなかった。

　安藤は僕の決意を否定しなかった。

「……なるよ。安藤の相棒パートナーに」

　天上院を目指すなら、光風学園を辞めるわけにはいかない。

「……っ」

　軋きしむ身体からだを立ち上がらせて、僕は安藤のほうを振り返った。

「卒業まで、よろしく頼たのむよ」

　握手を求めて、右手を差し出す。

　安藤は、僕の手をちらりと見はしたけれど、握手に応じてはくれなかった。

「登録は、私がやっておくわ」

　安藤はそれだけ言うと、くるりと踵きびすを返して、そのまま行ってしまった。

　まあ……仕方がないか。

　安あん藤どうにとって僕は、退学を免れるための、形だけの相棒パートナーに過ぎないんだろう。

　実力差のあるコンビが信しん頼らい関係を築くのは、簡単なことじゃない。僕とひなたが、まさにそうだった。

　安藤にふられた右手を、僕はぎゅっと握りしめた。

　ひなたに会うために、天上院を目指す。途方もなく遠く高い目標。

　まずは、安藤に相棒パートナーと認めてもらえることを目標にがんばってみよう。

　僕は握りしめていた右手を開くと、その手で長剣ロングソードを拾い上げて、斜めに振り抜いた。













　　　五幕　～相棒Ⅱ～







　ひなたが眠っている。

　部屋までひなたを運んできた観み星ほしは、ベッドの端に腰を下ろしてひなたの寝顔を見守っていた。

　場所は観星のマンションの一室。現在、観星とひなたは住居を共にしていた。ひなたのための住居は別に用意されていたのだが、部屋が余っているからと観星がひなたを誘さそったのだ。

　根源魔ま法ほうを使いこなせるようになるために、ひなたには学園の授業とは桁けた違ちがいに過酷な修行が課せられる。いつまでもというわけにはいかないが、せめて天てん上じよう院いんの暮らしと修行になれるまでは、顔見知りである自分が側そばについていてやりたいと思ったのだ。

　ひなたの寝顔は、お世辞にも穏おだやかとは言い難がたい。

　顔色は青く、頰ほおは瘦こけ、目め許もとは苦しげに歪ゆがんでいる。

　無理もない。根源魔法を使いこなせるようになるための修行で、ひなたは身も心もとっくに限界を超えているのだ。

　それは、観み星ほしの目から見ても常軌を逸した修行だった。

　身体からだを機械に繫つながれ、電気ショックをくらわされながら同時に魔ま法ほうで恐ろしい幻覚を見せられるというのだから、修行というよりもはや拷ごう問もんだ。

　根源魔法の反動に耐えられる強きよう靭じんな肉体と精神を作るためとはいえ、過酷すぎる。危険すぎる。

　そんな拷問のような修行を、ひなたは毎日、意識を失うまで繰くり返しているのだ。

　強制されてやっているわけじゃない。この修行法を選択したのは、他ほかならぬひなた自身だった。マオの提示した修行法の中には、もっと楽なものもあったのだ。それなのにひなたは、一番厳しく危険な方法を、自らの意志で選択したのだ。

「すごいよね、ひなちゃんは……」

　観星はひなたの頰ほおを淡く撫なでた。

　正義の味方になりたいというひなたの思いは、本物だ。

　ひなたは言っていた。

　正義の味方になるという夢は、星せい也やとふたりで選んだ大切な夢なのだと。だから絶対に叶かなえたいのだと。

　ひなたがあえて一番厳しく危険な修行法を選んだのは、ただ単に修行効果が大きいからという理由だけじゃない。自分を極限まで追い込むことで、ひなたは日常への執着を断ち切ろうとしているのだ。

「ひなちゃんはがんばってるよ、星也……」

　観星は地上の弟に思いを馳はせた。

　ひなたに去られて、星也は痛々しいぐらいにうちひしがれていた。

　果たして立ち上がれるだろうか。立ち上がれているだろうか。

　心配だった。心配じゃないわけがない。観星にとって、星也はこの世でただ一人の肉親なのだ。

　だが、様子を見にいくことはしないと決めていた。

　七年前に家を捨ててしまった自分に、今更家族面づらして案じる資格はないだろうと思うし、なにより観星は信じていた。

　星也は必ず天上院に上がってくると。そして、それは決して遠い未来じゃないと。

「がんばるんだよ、おまえも」

　ひなたの頰を撫でながら、地上の弟に向けて、観星は小さく声援を送った。
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　Ｂ校舎の昇降口で、僕は安あん藤どうが出てくるのを待っていた。

　Ｂ校舎は、魔ま法ほう科か一～二年の校舎だ。

　帰宅時間のピークだから、人通りが途絶えることはない。魔法杖ルーンスタツフを手にした魔法使いのタマゴたちが、ひっきりなしに目の前を通り過ぎていく。剣士科の学生の姿もちらほら見受けられた。みんな相棒パートナーを迎えにきたんだろう。

　十五分くらい待っただろうか。人波の中に、僕は待ち人の姿を見つけた。

「安あん藤どう！」

　呼びかける。

　安藤はちらりと僕のほうを見はしたけれど、立ち止まってはくれずに、そのまま僕の目の前を素通りしていった。

「待ってくれ、安藤！」

　僕は走って安藤の前に回り込んで、彼女を立ち止まらせた。

「なに？」

　露ろ骨こつに不機嫌な顔をされて、危うく怯ひるみそうになる。

「なに？　じゃない。あれからもう三週間だ」

「三週間って？」

「僕たちがコンビを組んでからの時間だよ」

「それがどうかしたの？」

「コンビを組んでから三週間、僕たちはコンビらしいことをなにもしてない」

　安藤は鬱うつ陶とうしそうにため息をついた。

「なによ、コンビらしいことって」

「たとえば、一いつ緒しよにトレーニングするとか、依頼クエストを受けるとか……」

　僕たちはこの三週間、ただの一度も顔を合わせていなかった。安藤は『合同模も擬ぎ戦せん』を選択していないから、授業で一緒に戦う機会もなかった。

　安藤が僕に相棒パートナーとしてなんの期待もしていないことは、わかってる。けど、僕は違う。せっかく安藤の相棒パートナーになれたんだ。安藤の強さに身近で触れて、吸収できるものはどんどん吸収していきたい。そのためにはとにかく、安藤と一緒に戦う機会を作らないと……。

「学生課で依頼書をいくつか見み繕つくろってきたんだ」

　僕は手にしていた書類入りのクリアファイルを、安藤に差し出した。

「どれも僕には荷が勝ちそうな依頼クエストだけど、安藤と一緒ならなんとかなると思う」

　依頼クエストは、獣殺士学校スレイヤー・スクールが外部から受け付けて学生に斡あつ旋せんしている仕事のことだ。もちろん、獣殺士スレイヤーとしての。

　依頼主は様々だ。個人に法人に軍に警察。プロの獣殺士スレイヤーがサポートとして学生を雇うケースも多い。

　仕事の内容も多岐にわたる。妖獣ドウームハンターのサポートに軍の後方支援。企業の警備員に個人のボディーガード。ｅｔｃ．ｅｔｃ．……。

　なにぶん半人前の学生だからプロの獣殺士スレイヤーほどの働きはできない。だけどその分、依頼料が安くすむということで、需要は多かった。学生にとっても、ありがたい制度だった。なにしろ実戦経験になる上に普通のバイト以上に稼げるのだから、まさに一石二鳥だ。もちろん、獣殺士スレイヤーとしての仕事である以上、命を落とす危険はあるわけだけれど。

「生憎あいにくと、お金には困ってないから」

　そう言って、安あん藤どうは僕の差し出したファイルを受け取ろうともしない。

「目的は金じゃない。実戦経験を積みたいんだ。ほら、この依頼クエストなら安藤だって歯は応ごたえを感じるんじゃないか？」

　僕は見み繕つくろってきた依頼クエストの中で、一番過酷な依頼クエストの書類をファイルから取り出した。

「妖獣ドウームハンターからの依頼クエストだ。第一種危険区域までの露つゆ払はらいをしてほしいって」

〝神の盾アイギス〟の向こう側──妖獣地帯ドウーム・エリアは、第三種から第一種まで、三つの区域に区切られている。区分の基準になるのは、〝神の盾アイギス〟からの距きよ離りだ。〝神の盾アイギス〟には、力の強い妖獣ドウームにほど強く作用するという特性がある。その特性上、妖獣地帯ドウーム・エリアに生息する妖獣ドウームの強さは、〝神の盾アイギス〟に近いほど弱く、遠くなるほど強くなる。第一種危険区域は、三つの中で一番危険度の高い区域だ。Ａ～Ｓの高ランクの妖獣ドウームが生息し、並の獣殺士スレイヤーでは生きて帰ってくることはまず不可能だと言われている。

　僕が以前、ヘルハウンドの群れに殺されそうになっていたところを安藤に助けられたのは、第二種危険区域の入り口付近での出来事で──つまり、第一種危険区域までの露払いをするってことは、第二種危険区域を抜けるまでの戦せん闘とうを任されるということだ。

　第二種危険区域には、ヘルハウンドやワイバーンといった、Ｃ～Ｂランクの妖獣ドウームがウヨウヨしている。

　僕一人の力じゃどうにもならないから、当然、敵を倒すのは安藤に任せることになる。僕は自分の身を守るので精一杯だろう。情けないことこの上なしだけど、実戦に勝る修行はない。

「第一種危険区域までってことは、第一種危険区域内には入らないってこと？」

　安藤が訊きいてきた。少しは興味を持ってくれたんだろうか。

「ああ。第一種危険区域の入り口まで依頼主を送り届ければ、それでいいみたいだ」

「話にならないわね」

「えっ？」

「第一種危険区域の入り口で引き返しちゃうんじゃ、鍛たん錬れんにならないじゃない」

「鍛錬にならないって……それなら、安藤は普ふ段だん、どんな鍛錬をしてるんだ？」

　別に腹が立ったわけじゃない。純粋な疑問として僕は訊いた。

「第一種危険区域をぶらついてるわ」

　さらりと、安藤はとんでもないことを言った。

「……なんだって？」

　思わず、聞き返してしまう。

「第一種危険区域をぶらついてるって言ったの」

　同じ言葉が返ってくる。

　どうやら聞き間違いじゃなかったらしい。熟練の獣殺士スレイヤーですら恐れる、高位の妖獣ドウームの巣そう窟くつである第一種危険区域に、安あん藤どうは足を踏ふみ入れているというのだ。

　そういえば、第二種危険区域で安藤に助けられた時、ヘルハウンド群に続いてワイバーンを一いつ蹴しゆうした安藤は、第二種危険区域のさらに奥へと歩みを進めていった。あれは第一種危険区域へと向かっていたんだ。

「それが、安藤の鍛たん錬れん……なのか？」

「鍛錬兼、大物狩りよ」

「大物……って、Ｓランクの妖獣ドウームのことだよな？　ドラゴンとかアーク・デーモンとか」

　安藤の細い顎あごが縦に動いた。

「Ｓランクの妖獣ドウームなんて、日本じゃ滅めつ多たにお目にかかれるものじゃないけどね」

　天上院に上がるためには、英雄級の活かつ躍やくをしなくちゃならない。

　一口に活躍といっても、色々なパターンがある。たとえば画期的な新しん魔ま法ほうの開発とか、警察が手に負えないような凶悪犯罪者の捕ほ縛ばくとか。中でも一番わかりやすい活躍は、やっぱり高位妖獣ドウームの退治だろう。

　僕の問いに、安藤は「そうよ」と返した。

「大物狩りか……すごいな……」

　他ひ人と事ごとのように呟つぶやいて、「いやいや」、僕は頭を振った。

　天上院を目指しているのは僕も同じなのだ。まったく他人事じゃない。

「じゃあ、たとえばこういうのはどうだろう。依頼主の妖獣ドウームハンターに頼たのんで、第一種危険区域の中まで同行させてもらうとか」

　これなら大物探しの安全性を高めながら依頼料も得られる。

　安全性を高める必要なんて、元々一人で第一種危険区域を闊かつ歩ぽしていた安藤には必要ないのかもしれない。でも、僕には必要だ。第二種危険区域なら、安藤にオフェンスを任せて防御に徹てつしていればなんとかなるかもしれない。だけど、第一種危険区域じゃ、それもかなわないだろう。防御に徹したって僕が生き残れる確率はゼロに近い。

「群れて動くなんて、まっぴらご免よ」

　僕の提案を、安藤は一刀両断に切り捨てた。

「でも、第一種危険区域に入ろうとしてるってことは、かなり腕の立つ妖獣ドウームハンターグループなんじゃないか？　一いつ緒しよに行動すれば、安藤の戦いだって楽に……」

「露つゆ払はらいの依頼クエストってことは、要はそいつら、第一種危険区域に到達するまでに消耗したくないってことでしょ？」

「まあ、そういうことだと思うけど……」

「だったら、そいつら、やっぱりザコよ。第二種危険区域を抜けるまでの戦せん闘とうで消耗する程度の腕じゃあ、Ａランク以上の妖獣ドウームには通じない。足手まといになるのがオチよ」

　安あん藤どうは断言する。そして、実際に第一種危険区域に立ち入ったことのない僕に、安藤の言葉を否定する材料はなかった。

「そういうことだから。どうしても依頼クエストを受けたいのなら、あなた一人で受けて」

　前を塞ふさいでいる僕を押しのけて、安藤が歩き出す。

　僕は手にしていたファイルを、ちょうど脇わきにあったゴミ箱に丸めて突っ込んで、安藤の後を追った。

「安藤！」

　依頼クエストを受けることにこだわるつもりはない。だけど、安藤と一いつ緒しよに戦うことを諦あきらめるわけにはいかない。

「安藤、待ってくれ！」

　呼んでも止まってくれない安藤の前に回り込んで、強引に立ち止まらせる。

「なによ」

　二度も足止めされて、安藤の顔がいよいよ険しくなる。

「今度はいつ、第一種危険区域に行くんだ？」

　問う。

「それを聞いてどうするの？」

　問い返されて、僕は即答した。

「僕も一緒に行く」

「なんのために？」

「強くなるために」

　安藤の視線が僕の目に突き刺さる。安藤の睨にらみは迫力がありすぎる。反射的に目を逸そらしそうになるのを掌てのひらに爪つめを食い込ませることでこらえて、僕は安藤の目を見据え返した。

「死ぬわよ？」

「覚悟の上だ」

「あなたを連れていって、私になにかメリットがあるの？」

「安藤にはないと思う。……いや、はっきりと、ない。でも、僕にはある。ギブアンドテイクは成立してない。だから、安藤は僕を気にしなくていい。僕を守る必要はないし、途中で僕がヘバったら置いていってもいい。足を引っ張るような真似まねをしたら、その時は殺してくれてかまわない」

　安藤の目が瞼まぶたの下に隠れた。

「……明日の朝五時」

　呼吸三つ分の間目を閉じていた安あん藤どうは、目を開けて言った。

「第七境界ゲートの前に来て」

「それって……」

「自分の言ったことを忘れないで」

「あ、ああ……」

　許してくれたんだ。安藤は。僕が第一種危険区域に同行することを。

「とりあえず、今も十分邪じや魔まだから、どいてくれる？　それとも、今ここで死ぬ？」

「あ……ご、ごめん」

　僕は安藤の前からどいた。

　ここで殺されたんじゃあ笑い話にもならない。

　最後に小さく嘆息めいた息を吐はいて、安藤は行ってしまった。

「……よしっ」

　安藤の姿が完全に見えなくなってから、僕は拳こぶしを固めた。

　安藤と一いつ緒しよに戦うためとはいえ、我ながらとんでもない条件と引き換えにしてしまったと思う。

　後悔はしていない。天上院へ上がれるだけの力を身につけるためには、無む茶ちやも無む謀ぼうも必要だ。

　地道な鍛たん錬れんの積み重ねを軽んじるつもりはない。だから天上院を目指すと決心して以来、自主トレーニングの量を倍に増やしていた。だけど、努力だけじゃ超えられないものがあるっていうのも事実だと思う。

　それを超えるために無茶や無謀が必要なら、僕は迷わない。

「届けを出しておかないとな」

　都市の出入りが自由なプロ獣殺士スレイヤーと違って、半人前の学生は事前に所属の獣殺士学校スレイヤー・スクールに外出届けを出しておかなくちゃならない。

　安藤が既すでに届けを出しているのなら相棒パートナーである僕は届けの必要はないのだけれど、安藤が届けを出しているのかどうかはわからない。本人に確認しようにも僕は安藤のケータイ番号もメールアドレスも知らなかった。

　僕のほうでも一応、届けを出しておいたほうがいいだろう。

　手続きのために、僕は学生課に向かった。




　翌日は土曜日で学園は休みだった。

　早朝、四時五十分──僕は第七境界ゲートの前で、安藤を待っていた。

　境界ゲートは文字どおり、妖獣ドウームの世界である妖獣地帯ドウーム・エリアと人の世界である都市の境界に設けられたゲートで、明みよう神じん市しには全部で十一カ所存在している。

　第七境界ゲートは、うちから一番近いゲートだった。第七を指定したってことは、安あん藤どうの家はもしかするとうちの近所なのかもしれない。安藤にはなんとなく寮りよう住ずまいのイメージがあったけど、それなら学園に近い第三ゲートを指定するはずだ。

　ゴゴッと地じ響ひびきをたてて、軍の装甲車が目の前を通り過ぎていく。

　境界ゲートを管理しているのは軍だから、右を向いても左を向いても軍人や軍用車両が目に入る。

　僕は振り返って、ゲートを見上げた。

　思うことはなにもない。境界ゲートは、分厚くて背が高いだけの、ただの金属の壁でしかない。人類と妖獣ドウームの世界を本当の意味で仕切っているのは、あくまでも〝神の盾アイギス〟だ。この金属壁には一般人が誤って都市外に出てしまうことを防ぐ意味しかない。それでも、高さ八十メートルの金属壁が都市の外周にぐるりと張りめぐらされている様は、見慣れない人には圧倒的な光景らしい。子供の頃ころから見慣れている僕にとっては、本当に、ただの壁でしかないのだけれど。

　受付所のほうを見ると、早朝にもかかわらず剣士や魔ま法ほう使つかいが短くない列を作っていた。プロの獣殺士スレイヤーたちだ。

　自由に都市外に出る資格を持っているとはいえ、都市外に出るためには境界ゲートを通るしかなく、その際にはゲート内の受付所で獣殺士免許スレイヤー・ライセンスを提示する必要があった。学生の場合は所属の獣殺士学校スレイヤー・スクールに外出届けを提出した上で、学生証を提示しなくちゃならない。おまけに制服の着用まで義務づけられていた。

　受付所に並ぶ剣士や魔法使いの中には、学生もちらほら見受けられた。制服を着ているから一発でわかる。

　彼らはどこまで行くんだろう。きっと、ほとんどのコンビが第三種危険区域から出ることはないだろう。学生にとっては第二種危険区域だって十分すぎるほどの死地なのだ。

　第一種危険区域に行こうとしているコンビなんて、きっと一組もないだろう。プロ獣殺士スレイヤーのコンビにも、果たして何組いるか。

　そんな、途方もなく危険な場所に、僕は今日これから足を踏ふみ入れるのだ。その時間は刻々と近づいている。

　緊きん張ちようせずにはいられない。まだ都市の外にも出てないっていうのに、全身の筋肉が強こわ張ばって神経がささくれ立っている。

──深呼吸だ。

　深く息を吸い、ゆっくりと吐はきながら、僕は腰の剣の柄つかを指で撫なでた。

　使い慣れた騎士鋼アロンダイト製の長剣ロングソード……じゃない。そっちは左腰に差してある。今撫でたのは、右腰に差した精ミ霊ス真リ銀ル製の小剣シヨートソードの柄だ。

　軽く握りしめてみる。昨日買ったばかりの新品だから、使い慣れた剣に感じる、柄が手に吸い付くような感覚はない。

　高い買い物だった。これ一本で騎士鋼アロンダイト製の長剣が五本は買える。もちろん、僕の自由にできる金だけで買える物じゃない。だから、北ほく斗とに渡された小切手を使った。あいつに貰もらった金なんて使いたくはなかったけれど、なりふりかまってはいられない。なにしろ、第一種危険区域に入るのだ。生なま半はん可かな武器じゃ、第一種危険区域に巣くう高位の妖獣ドウームには、傷一つだってつけられないだろう。

　北斗に渡された金は全額、小剣代に消えた。壊こわした壁の修理代にということだったのに、そっちに回す金は残らなかったから、僕の寝室の壁には大きな風穴が空いたままだ。

　小剣を鞘さやから抜いて顔の前に運ぶ。短い刀身に、たいした特徴もない自分の顔が、磨みがかれた鏡みたいにくっきりと映し出される。

　長剣が買えればよかったんだけれど、手が出なかった。精ミ霊ス真リ銀ル製の長剣を買おうと思ったら、一等地に豪邸を建てられるだけの金が要る。

　でも、小剣とはいえさすがは精ミ霊ス真リ銀ル製。昨夜、石材相手に試し切りした限りだと、文句なしの切れ味だった。硬い石を豆腐みたいにするりと切れるこいつなら、高位の妖獣ドウームにも通じるはずだ。あくまでも、当たればの話だけど……。

　僕は小剣を鞘に収めて、ケータイで時間を確認した。五時七分。いつの間にか、約束の時間を過ぎていた。

　安あん藤どうの姿は見当たらない。

「うーん……」

　単なる遅刻なのか、それともすっぽかされたのか。

　やっぱり学生課で安藤の自宅の電話番号だけでも調べておくべきだったと、軽く後悔する。

　……とにかく、もう少し待ってみよう。安藤は平気で約束をすっぽかすような人間じゃない……と思う。根拠なんてなにもないけれど、形だけとはいえ安藤は僕の相棒パートナーなのだから、相棒パートナーのことは信じるように務めたい。

　特徴的な片側ポニーが目に入ったのは、それから十分ほどしてからのことだった。

　およそ二十分の遅刻だ。

「遅くなったわ。ごめんなさい」

　僕の前にやってきた安藤は、意外にも素直に謝った。

「……」

　謝られるとはまったく思っていなかった僕は、無言で立ち尽くしてしまう。

　安藤の白い眉み間けんに縦たて皺じわが寄った。

「謝られただけじゃ、不服？」

「い、いや……謝られるとは思わなかったから……」

「待ち合わせに遅れたら謝るのは当然でしょう？」

「あ、ああ。そのとおりだ」

　僕のほうこそ悪かった、と謝られて意外に思ってしまったことを心の中で安あん藤どうに詫わびつつ、安藤に対する自分の認識を修正する。

「とにかく、来てもらえてよかったよ」

「約束したことは守るわ。約束の類たぐいは書いてあるから、忘れても困らない」

　書いて──っていうのは、メモのことだろうか。

　違和感があった。どうやら安藤は、僕との約束を忘れないようにメモを取っておいたらしい……のだけれど、普通、翌日の外出予定までわざわざメモするものだろうか。

　超多忙で、一日に何件もの予定があるっていうのならわかる。でも、第一種危険区域に行って帰ってくるのは、どうしたって一日作業になってしまうはずだ。

　……まあ、いいか。

　約束どおり、安藤は来てくれた。それだけで十分だ。遅刻の理由も訊きかないでおこう。

「それで、どうするんだ？」

「もちろん、すぐに発たつわよ。ゲート観光をしたいわけじゃないでしょう？」

「ああ」

　頷うなずいた僕に頷きで応こたえて、安藤は颯さつ爽そうと身を翻ひるがえした。

　気合いを入れるために両手で自分の頰ほおを叩たたいて、僕は安藤の後に続いた。




　安藤の魔法杖が閃ひらめく度たびに、妖獣ドウームが一匹、また一匹と死し骸がいに変わっていく。

　やっぱり、強い。

　僕たちをぐるりと包囲する形で現れたブギーマンとヘルハウンドの混合群は、戦せん闘とう開始から一分も経たたないうちにその数を三分の一以下に減らしていた。

　束ねた髪を躍おどらせスカートの裾すそを翻し、虎とらの目を怖いぐらいにギラつかせて、安藤は鮮血の雨の下を駆け抜ける。そして、安藤が駆け抜けたその後には確実に敵の死骸が転がっている。

　戦せん慄りつと感動と憧しよう憬けいが、僕の目を釘付けにする。だけど、足を止めて見ていることはできなかった。

　ヘルハウンドの一匹が、横手から飛びかかってくる。

　驚おどろきはしない。安藤の戦いぶりに見とれていても、油断していたわけじゃなかった。

　ヘルハウンドの突とつ撃げきは疾しつ風ぷう迅じん雷らい。脅威ではあるけれど、この疾はやさは過去に味わっている。

　慌てず怯ひるまず手にしていた長剣を振りかぶった僕は、魔ま犬けんの牙きばをかわし様、騎士鋼アロンダイト製の刃を斜はす交かいに振り下ろした。

　肉を裂き骨を断つ確かな手て応ごたえがあった。だけど、まだ終わってはいない。傷口から血を噴きながら、ヘルハウンドが再度突っ込んでくる。

　僕は迎え撃うつのではなく、自分から踏ふみ込んだ。

　長剣と爪つめが交こう錯さくし、血の花が咲く。

　相手の肉を捉とらえたのは、僕の剣のほうだった。子馬ほどもある魔ま犬けんの体たい軀くが、どうと横たわる。──勝った。僕が仕留めたヘルハウンドは、これで三匹目だ。

　ブギーマンに至っては、軽く二十匹は斬きっていた。

　ブギーマンのランクは、最低のＥ。全妖獣ドウームの中で一番生息数の多い種と言われていて、僕も過去に何度も戦ったことがある。都市の外に出て最初に出くわすのは、たいていこいつらだ。

　小鬼のような姿をしていて、枯れ枝のように節くれ立った指先に生えた鉤かぎ爪づめを振り回して襲おそいかかってくる。

　多少でも武芸の心得のある者ならまず負けることはない雑魚ざこだけど、群れてかかってこられるからそれなりには厄やつ介かいだ。

　ちょっと前までの僕なら、無傷というわけにはいかなかっただろう。

　だけど今日の僕は、かすり傷の一つも負うことなく、二十匹以上のブギーマンとヘルハウンド三匹を倒すことに成功していた。

　余裕なんてどこにもない。危ない場面は何度もあった。それでも僕は、迫る敵を次々に切り伏せていた。

　少し、安心する。僕はちゃんと強くなっている。劇的にじゃなくても、たしかに強くなっている。学園での授業や毎日の自主トレーニングが着実に血肉になっている。

　安あん藤どうや北ほく斗との超人じみた戦いぶりを目まの当たりにしたことも大きいだろう。安藤や北斗の動きと比べれば、ヘルハウンドの動きは全然たいしたことなく感じられた。

　やっぱり、安藤と一いつ緒しよに戦うことには大きな意味があると確信する。

　見回すと、動いている妖獣ドウームはいつの間にかただの一匹もいなくなっていた。

　魔法杖についた血を軽く払い落として、安藤は何事もなかったように歩き出す。僕のほうを一いち瞥べつすらしない。

　妖獣地帯ドウーム・エリアに入ってからただの一度も、安藤は僕のほうを見ていなかった。安藤にとって僕は本当に空気でしかないのだ。いや、空気は人が生きていくために必要なものだから、そういう意味では空気以下か。

　そして、事前の約束どおり、安藤に僕を助けるつもりはまったくないらしかった。明みよう神じん市しを出てから三時間、第二種危険区域に入ってから一時間──死を意識する場面は何度かあったものの、僕はそれらのピンチを全部自分で乗り切っていた。奇跡的に傷らしい傷も負わずにすんでいる。

　睡眠時間は不足してるっていうのに、コンディションはこれまでになく良好だ。安藤を頼たよることはできないのだという意識が、集中力を高めてくれているように感じる。

　剣を鞘さやに収めて、リュックを拾い上げる。リュックの中身は、水筒と食料と携帯用の医い療りようキットだ。

　リュックを肩に掛けて、僕は安あん藤どうの背中を追った。安藤の歩きは速い。もたもたしているとあっという間に置き去りにされてしまう。

　安藤の背中を見失うわけにはいかない。

　安藤を見失ったら、僕は終わりだ。第三種危険区域の中ならまだしも、第二種危険区域内に入ってしまった以上、僕一人じゃ生きて都市まで帰ることはできない。

　だけど、それとは別の理由で、僕は安藤の背中を見失うまいと心に決めていた。

　安藤も、僕とは理由こそ違うものの、天上院を目指している。そして、安藤なら必ず天上院に上がれると僕は信じていた。だから、安藤の背中を見失わずにいれば、どこまでもついていくことができれば、僕も必ず目指したゴールに辿たどり着くことができるはず。──これが、僕が安藤の背中を見失うまいと決めた一番の理由だった。

　それにしても、安藤はすごい。戦せん闘とう回数は軽く二十回を超えている。倒した妖獣ドウームの数は二百匹近い。歩いた距きよ離りだって二十キロ以上になる。それなのに安藤は息一つ切らしていない。一方の僕は、気力はまだまだ充実しているけれど、身体からだのほうはさすがに疲れてきた。

　安藤のすごいところはもう一つ。二十回以上の戦闘をこなしながら、まだ一度も魔ま法ほうを使っていないのだ。

　感心すると同時に、改めて疑問に思う。

　安藤は魔法使いだ。魔法使いに〝荒神スサノオ〟は使えない。にもかかわらず、安藤の身体能力は桁けた違ちがいに高い。

〝荒神スサノオ〟を使えないはずの安藤が、どうしてあんなに強いのか──。

　考えられるとすれば、ニュクスの『異能』だ。純血のニュクスの中には、ごく稀まれに魔法じみた特殊な力を持って生まれる者がいるという。

　安藤の異常なまでの身体能力の高さは、ニュクスの『異能』なんじゃないかと、僕は睨にらんでいた。

　一度ちゃんと本人に訊きいてみたいところだけど……ん？

　安藤が立ち止まっている。──敵か？

　僕は剣に手をかけて周囲に視線を走らせた。……妖獣ドウームの姿は見えない。見えるのは草木の一本もない灰色の大地だけだ。……敵てき襲しゆうじゃ、ない？

　安藤を見る。

　安藤は魔法杖を構えてはいなかった。

「……安藤？」

　僕は恐る恐る安藤に声をかけた。

　安藤に声をかけるのは、妖獣地帯ドウーム・エリアに入ってから、これが初めてだった。別に話しかけるなと言われていたわけじゃない。安藤が一度もこちらを振り返らないものだから、声をかけづらかったのだ。

　僕の呼び声に、安あん藤どうはおもむろに振り返って、言った。

「休憩にしましょう」

「え……？」

「休みは要らないっていうなら先に行ってもらってかまわないけど、私は休むわ」

　そう言うと、安藤は腰に巻いていたポーチからペットボトル入りの水を取り出して、飲み始めた。

「休憩……か」

　休憩という単語を口に出してみると、張りつめていた気が緩ゆるんで疲れが押し寄せてきた。

「ありがたく、休ませてもらうよ」

　肩からリュックを下ろして、どっかりと灰色の地面に座り込む。女の安藤が立っているのに自分だけ座るなんて──とは思わなかった。見栄を気にしている場合じゃない。体力を回復できるせっかくのチャンスなんだ。ここはしっかり休んでおかないと。

　リュックを開けて水筒を取り出す。中身はスポーツドリンクだ。蓋ふたに中身を注いで一息に飲み干す。……少し、生き返った。

　もう一杯飲んで喉のどの渇きが癒いやされると、今度はぐーっと腹が鳴った。三時間もノンストップで動き続けて腹が減らないわけがなかった。こんな、いつ妖獣ドウームに襲おそわれるかもしれない状況でも腹は減ったと感じるのだから、我ながら心臓が太くなったものだと思う。それとも、安藤がいることで気が大きくなっているだけなのか。

　とにかく、腹ごしらえだ。

　僕はリュックから菓子パンの入った袋を二つ、取り出した。

「安藤も一つ、どうかな？」

　面倒くさそうにこっちを向いた安藤は、僕の差し出した袋を見て、軽く目を瞠みはった。

「それ……こしあんパン？」

「ああ。出がけにコンビニで買ってきたんだ。安藤、好きだったよな？　こしあんパン」

「こしあんパンっていうか、好きなのはこしあんなんだけど……どうしてあなたが知ってるの？」

　訝いぶかりの目で見られる。

「どうしてって……学園のパン屋で話をしたじゃないか。安藤の隣となりの席に僕が座って、その時に聞いたんだ。憶おぼえてない……のか？」

「記き憶おくにないってことは、忘れたんでしょうね」

「そりゃあ、あれから一ヶ月以上経たってるけど……」

　僕は首を捻ひねった。

　安藤にとって、僕なんか記憶に留とどめておく価値もない、取るに足らない人間だってことはわかっている。けど、それにしたって忘れるのが早過ぎやしないか？

「もらうわよ」

「あ、ああ」

　悪びれたふうもなく、安あん藤どうは僕の手からこしあんパンを取って袋を開けた。そして、食べ始める。僕も袋を開けてパンに囓かじりついた。

　染しみる。こしあんの甘さが疲れを溶かしていく。

　半分ほど食べたところで安藤のほうを見ると、安藤はもう食べ終わっていて、じっと遠くを見ていた。その横顔に張りつめた雰ふん囲い気きは、ない。

　安藤には訊きいてみたいことが色々とある。休憩が終わったらまた話しにくくなるだろう。……訊くなら、今か。

「安藤は、どの辺に住んでるんだ？」

　安藤が目だけを向けてきた。いきなりプライベートな質問はマズかったかもしれないと後悔する。けど──。

「如きさ月らぎ町ちようよ」

　特に顔を顰しかめるでもなく、安藤はすんなりと答えてくれた。

「やっぱり、うちの近所だったんだ」

　如月町は、まさに僕の家がある町だ。

「如月町の、どの辺なんだ？」

「市民病院の裏よ。グリーンランドってマンション」

「めちゃくちゃ近所じゃないか！」

　グリーンランドは二～三年前に建ったばかりの分ぶん譲じようマンションだ。うちからは百メートルと離はなれていない。

「もしかして、ひなたが攫さらわれた夜にうちの前を通りかかったのって、学園の帰りだったのか？」

　そんなわけあるか、と自分で訊いておいて思った。

　あの時、時間は夜中の二時を回っていた。たしかに安藤は制服姿だったけど、あんな時間に下校なんてあるはずがない。夜遊びでもしてたっていうなら、話は別だけど……。

「今日と同じよ」

　安藤はそう答えた。

「大物狩りに行ってたの。あなたに会ったのは、その帰り。授業が終わった後、家には寄らずに直接行ったから、そういう意味では学校帰りとも言えるわね」

「じゃあ、あの日も第一種危険区域に行ってたのか？」

「そうよ。大物には会えなかったけどね」

「そうか……」

　妖獣ドウームは強さのランクが上がると、それに反比例して個体数は減少していくと授業で習った。最高ランクの妖獣ドウームになると、その数は極端に少なくなるらしい。

「もう一つ、訊きいていいかな？」

「なによ」

「安あん藤どうは、あの時、どうして僕らを助けにきてくれたんだ？　友達でもなんでもないのに……」

　この問いにも、安藤は答えてくれた。

「別にあなたたちを助けに行ったわけじゃない。私は私のために延えん行ぎよう寺じに行ったの」

「自分のために……？」

「妖獣騎士ドウーム・ナイトよ」

「あ……」

　理解する。

　妖獣騎士ドウーム・ナイトは一人で一軍を壊かい滅めつさせるほどの力を持った、最強最悪のテロリストだ。妖獣騎士ドウーム・ナイトを倒せば、それは立派な英雄級の活かつ躍やくと言えるだろう。つまり安藤は、天上院に上がるという目的のために妖獣騎士ドウーム・ナイトを倒そうとしたのだ。実際には、ひなたを攫さらった犯人は妖獣騎士ドウーム・ナイトじゃなく天上院の救済者セイバーだったわけだけれど。

「そろそろ、行くわ」

　安藤は空になった袋をぐしゃぐしゃに丸めて僕に投げてよこすと、さっさと歩き出した。

　僕は残っていたあんパンを口に放り込んでスポーツドリンクで無理やり流し込むと、ゴミをリュックに押し込んで安藤を追った。

「安藤！」

　まだ、一番気になっていたことを訊けていない。安藤の桁けた違ちがいに高い身体能力のことだ。

　安藤が立ち止まって振り返る。呼び止められるのは好きじゃないのか、軽く睨にらまれて、思わず「うっ」と呻うめいてしまう。だけど、声をかけてしまった以上は、もう訊くしかない。

「安藤は魔ま法ほう使つかいだから、〝荒神スサノオ〟は使えないはずだよな？」

「当たり前でしょう？」

「なら、どうして安藤は魔法なしでもあんなに強いんだ？　安藤は腕力も体力も、〝荒神スサノオ〟を使っている僕よりずっと上だ」

「……」

　安藤は無言。

「もしかして、安藤は『異能』の──」

　不意に。

　遠くの空がカッと青く光って、僕は言葉を途中で止めてしまった。

「なんだ、今の……？　雷……？」

　カッ、とまた光った。

　僕は首を傾かしげる。妖獣地帯ドウーム・エリアで雷なんて、聞いたことがない。

「魔ま法ほうかな？」

「違うわ」

　独り言に近かった僕の問いに、安あん藤どうが答えた。

「あれは雷でも魔法でもない。竜光よ」

「竜光？」

「ドラゴンが羽ばたくと、羽の周辺に稲光が生じるの。それが竜光」

　背筋が冷たくなる。

「それって、つまり……ドラゴンがいるってことだよな……？　あそこに……」

　無言で頷うなずいた安藤は、目を虎とらの目に変えていた。

「ようやく、見つけた」

　虎の目を大きく見開いて、安藤は笑っていた。口の端は鋭角に吊つり上がり、白かった頰ほおは紅潮している。呼吸も少し速い。

「本当に戦うつもりなのか？　ドラゴンと……」

「当たり前でしょう？　そのために来たんだから」

「Ｓランクの妖獣ドウームと戦った経験は？」

「ないわ。Ａランクなら、もう百回以上戦ってるけど」

　つまり、安藤にとっても未知の相手ってことか……。

　今もなおチカチカと不規則に青く光っている彼方かなたの空を見つめながら、僕は自分のＹシャツの胸元を握りしめた。

　込み上げてくる不安を抑えきれない。

　安藤が負ける姿なんて想像がつかない。だけど相手はドラゴンだ。最高ランクの妖獣ドウームだ。一軍どころか一国を壊かい滅めつさせてしまえる力を持った、化け物の中の化け物だ。

　勝てるのか？　本当に。そんな、途方もなく強大な敵に。

　…………。

　…………。

　……勝てるさ。

　勝てる。安藤なら、絶対に勝てる。

「なんたって、安藤は天上院の救済者セイバーとだって互角に戦ったんだ。ドラゴンが相手だって──」

「誰だれと誰が互角ですって？」

　安藤の声が僕の独白を遮さえぎった。

「安藤と、あの北ほく斗とって黒仮面の女剣士だよ。安藤は天上院の救済者セイバーと互角に戦った。安藤には、天上院に上がれるだけの力が十分あるんだ。だから、ドラゴンにだって必ず勝てるって──」

「互角なんかじゃない」

「えっ？」

「私とあの女の戦いが互角に見えたっていうなら、あなたの目はとんだ節穴ね」

　節穴呼ばわりされても別に腹は立たなかった。ただ、純粋に疑問だった。

「互角だったじゃないか。救済者セイバー相手に、安あん藤どうは一歩も退ひかなかった」

　それとも、安藤のほうが勝っていたってことなんだろうか。

「互角に見えたのは、あの女が手を抜いていたからよ」

「本気じゃなかったっていうのか？　あれで？」

「実力の半分も出してはいなかったでしょうね」

　目め眩まいがした。

　あれで実力の半分も出していないっていうなら、救済者セイバーってのはどれだけの化け物なんだ？

「じゃあ、北ほく斗とが本気を出していたら、安藤は──」

「……」

　安藤は無言。けれど、その無言がなによりの答えになっていた。

　僕にとって強さの象徴である安藤も、決して無敵じゃないってことだ。

　だけど今、ドラゴンを──探し求めていた大物を見つけて、安藤に怯おびえの色は微み塵じんもない。安藤の目はまっすぐに青く光る空を見ている。

「怖いなら、ここで引き返しなさい」

　安藤が竜光に目を向けたまま、言った。

「嫌だ」

　僕はきっぱりと拒否する。即答だった。

　ドラゴンは、もちろん怖い。怖くないわけがない。ドラゴンどころか、ＢランクやＣランクの妖獣ドウームだって、僕にとっては十分恐怖の対象なのだ。だけど、僕に引き返すという選択肢はなかった。

「決めてるんだ、僕は。絶対に安藤の背中を見失わないって。どこまでも安藤についていくって」

　言ってから、誤解を招きかねない言い方だったと後悔した。これじゃあまるで愛の告白か、さもなくばストーカー宣言だ。

「安藤は指針なんだ。ゴールに辿たどり着くための。だから、どうしても見失うわけにはいかないんだ」

　意図が伝わるように、言い直す。たいして変わっていないけれど、他ほかに良い言い回しが思い浮かばなかったのだから仕方がない。

　安藤は横目で僕を見て、こう言った。

「……好きにすれば」

　安藤が僕の決意をどう思っているのか、その目から窺うかがうことはできなかった。

　呆あきれているのか、怒っているのか、それともなんとも思っていないのか。わからないけれど──とにかく、安あん藤どうは僕がこの先もついていくことを拒否はしなかった。

「ああ、好きにさせてもらう。死に物狂いでついていくよ」

「なら、まずは今この場で死なないように足搔あがくことね」

　安藤がおもむろに魔法杖を構えた。

「え……？」

　嫌な予感がして恐る恐る視線を動かした僕は、「ぐあ……」、いきなりくじけそうになった。

　いつの間にか、僕たちは妖獣ドウームの群れにぐるりと包囲されていた。数は──さっきの比じゃない。優に二百はいるだろう。

　ブギーマンがいる。リザードマンがいる。ヘルハウンドがいる。キラーエイプがいる。コカトリスやラミアの姿もあった。

　Ｅ～Ｃランクの連合軍だ。Ｂランクの妖獣ドウームがいないのが不幸中の幸いか──と思っていると、上空から甲高い咆ほう吼こうが降ってきた。

　見上げた僕の視界を、翼つばさあるものが横切った。ワイバーンだ。三匹のワイバーンが、高度と速度を上げたり下げたりしながら、僕たちの上を旋回していた。

「最悪……だな」

　剣を抜きながら呟つぶやいた僕に、安藤が「どこが？」と言葉を返す。

　頼たのもしさに、僕は思わず笑ってしまう。

「なにがおかしいの？」

「おかしいんじゃない。嬉うれしいんだ。安藤と一いつ緒しよに戦えることが」

「……つくづく変わってるわね、あなた」

「そう思うよ」

　笑ったのか、それともため息だったのか。短く息を吐はくと、安藤は獲物を狙ねらう猫科の獣けもののように低く構えた。

　その隣となりで、僕は掌てのひらに汗が滲にじむのを感じながら〝荒神スサノオ〟の呪文スペルを唱える。

「全部相手にしてたんじゃきりがない。駆け抜けるわよ」

「わかった」

　汗ですっぽ抜けないよう柄つかを握る手に力を込めて、僕は駆け出した安藤に続いた。




　妖獣ドウーム、妖獣ドウーム、また妖獣ドウーム。

　倒しても逃げても、人類の敵はしつこく僕らの行く手を塞ふさいできた。走りすぎていい加減に肺が痛い。だけど、止まるわけにはいかなかった。立ち止まれば、あっという間に背後の大群に追いつかれてしまう。

「〝怒れる火神イグナイト〟！」

　舞台女優さながらに張りのある安藤の声が、死の大地に響ひびき渡る。

　炎の津波が後方の妖獣ドウーム群を吞のみ込み焼き尽くし、

「〝邪なる風神ハストウール〟！」

　刃物と化した大気が前方の妖獣ドウーム群を細切れにして、死の大地に血と肉片の雨を降らせる。

　魔法杖一本で戦ってきた安あん藤どうも、ここにきて魔ま法ほうを連発していた。倒しても倒しても、前から後ろから妖獣ドウームの大群が押し寄せてくるのだから、白兵戦じゃ埒らちがあかない。

　第二種危険区域の深部は妖獣ドウームの出現率の最も高い場所だと習ってはいたけれど、これほどとは思わなかった。

「いく、ら、なん……でも……多す、ぎ、だろ……これ、は……っ！」

「このあたりはいつもこんなものよ」

　目の前に躍おどり出てきたブギーマンを切り伏せながら息も絶え絶えに愚ぐ痴ちった僕に、前を走る安藤が涼しい声を返してくる。

「第一種危険区域に入ればザコは消えるわ」

「第一種危険区域……まで、の……距きよ離りは……っ!?」

「あと少しよ。十キロちょっとってとこ」

　気が遠くなった。

〝荒神スサノオ〟を使っている今なら、五分もあれば走れる距離だ。だけど、その五分が問題だった。果たしてあと五分、〝荒神スサノオ〟が持続してくれるかどうか……。

　僕が〝荒神スサノオ〟を持続できる時間は二十分が限界だ。さっきまでは戦せん闘とうごとにＯＮ・ＯＦＦを繰くり返すことでなんとかなっていたけれど、休憩後に妖獣ドウームの大集団に襲おそわれてからこっち、ＯＮのまま走り続けてきた。

　あと何分保もってくれるか、自分でもわからない。ただ、限界が近づいていることは間違いない。

　もってくれ、と自分の身体からだに祈りながら、僕は安藤の背中を追って走る。

　走って、走って、避けて、走って、剣を振って、避けて、走って、走って、避けて、走って、走る。

　いつしか僕の頭は真っ白になっていた。なにも考えられない。恐怖も感じない。走る、避ける、剣を振る──という三つの作業を、反射だけで繰り返す。

　どれだけ時間が経たったのか。どれだけの距離を走ったのか。

　気づくと僕の足は止まっていて、前を見ても横を見ても後ろを見ても、妖獣ドウームの姿はただの一つも見えなくなっていた。

　見えるのは生命感のかけらもない灰色の荒野と安藤美み月づきの後ろ姿だけだ。

「こ……は……？」

　ここは？　と問おうとした僕の声は、呼吸が速すぎて声にならなかった。

「ここは、第一種危険区域の中よ」

　声にならなかった僕の問いに、安あん藤どうが振り返って答えてくれた。

「そ……か……」

　僕は、安藤の背中を見失うことなく第一種危険区域までこられたんだ。

〝荒神スサノオ〟は解けていた。限界がきて勝手に解けた感じじゃない。たぶん、敵がいなくなって無意識のうちに解除したんだろう。

　呼吸の回復に努めながら、僕は改めて周囲を見回してみた。

　あれだけいた妖獣ドウームが、本当に、ただの一匹もいなくなっている。

　第一種危険区域に入ればザコはいなくなると安藤は言っていたけれど、そのとおりになった。一体、どうして──？　と安藤に訊きいてみたいところだけど、呼吸が整うまでは喋しやべれない。それに、訊いたところで安藤にだってわからないだろう。人類と妖獣ドウームの戦いは九十年にも及ぶというのに、妖獣ドウームの生態はまったくと言っていいほど解明されていないのだ。

　……それにしても。

　高位妖獣ドウームの生息する第一種危険区域は、もっと、第三種危険区域や第二種危険区域とは決定的に違う、おどろおどろしい雰ふん囲い気きが漂っていると思っていた。

　だけど、実際に来てみて──第三種危険区域や第二種危険区域と変わったところはなにもないと感じる。

　真冬のような気温も、分厚い雲に覆おおわれた空も、灰色の荒野がどこまでも続いているところも──どこも変わりがない。

　おどろおどろしいどころかむしろ、ここの雰囲気は、第三種危険区域や第二種危険区域のそれより『乾いて』いるような気がする。

　痛いぐらいに静かで──無機質だ。生命感がないのは同じとしても、第三種危険区域や第二種危険区域には、生命の存在を拒絶する、死の気配とでもいったものが満ちていた。

　でも、ここにはそれすらもない。

「そろそろ、移動したいんだけど」

　安藤が言った。

「え……？」

　僕はまじまじと安藤を見た。

「なによ」

　軽く睨にらまれる。

「い、いや……」

　今まで気づかなかったけれど、どうして安藤は立ち止まっているんだろう。

　もしかして、僕の回復を待ってくれていたのか……？

　いや、そんなはずはない。約束したのだ。ついてこられないようなら容よう赦しやなく置いていってかまわないと。それに、もたもたしていてはドラゴンを見失ってしまう。

　再度空を見上げてみると、竜光はもう見えなくなっていた。

「どう……して……」

　まだまだ息は速かったけれど、途切れ途切れならなんとか喋しやべることができた。

「先に、行かな……かった、んだ……？」

　僕の問いに、安あん藤どうは身体からだごと顔を背そむけて答えた。

「置いていくつもりだったんだけどね、よくよく考えてみると、あなたに死なれると私が困るのよ」

　耳を疑った。

　僕に死なれると困ると言ったのだ。あの安藤が。

　もしかして、ここまで必死にくらいついてきた僕を評価して、相棒パートナーとして認めてくれたのだろうか。

「あなたに死なれると、また相棒パートナー登録で面倒な思いをしなくちゃならなくなるから」

　言外に、別にあなた個人に執着があるわけじゃないからというニュアンスを感じ取って、僕はうなだれた。

「歩ける？」

　それは労いたわりの言葉じゃない。単なる確認のための質問だ。

　僕が頷うなずくと、安藤はさっさと歩き出した。その後ろを、僕はふらつきながらついていく。

　安藤は振り返らない。僕がよろめいて倒れそうになっても倒れても、安藤は立ち止まりも振り返りもしない。

　だけど、安藤は歩く速度を速めることもしなかった。おかげで僕は彼女の背中を見失わずにすんでいた。

　ちっとも優しくはないけれど、安藤はたしかに僕のペースに合わせてくれているのだ。

「ドラゴンは──」

　呼吸が整ったところで、安藤の背中に声をかけた。

「どうなったんだ？　空はもう、光ってないみたいだけど……」

　安藤は前を向いたままで答える。

「さっき、降下していくのが見えたわ。スレイブ種ね、あれは」

「スレイブ種？」

「ドラゴンには、大きく分けてノーブル種とスレイブ種と二種類いるの」

　ノーブルは貴族、スレイブは奴ど隷れいの意だと、安藤は付け足した。

「どんな違いがあるんだ？」

「なにもかも違うわよ。姿も大きさも強さも」

　貴族と奴隷ってことは当然、貴族のほうが強いんだろう。

「今日はツイてるわ。ノーブル種なら私一人じゃ手も足も出なかったところだけど、スレイブ種なら──」

　僕がいるのを忘れないでくれよ、とは口が裂けても言えなかった。ドラゴン相手じゃ、僕なんか戦力のせの字にもならないってことは、悲しいかなよくわかっている。

「だけど、スレイブ種だってＳランクであることには変わりないんだろ？」

「そうよ。通常魔ま法ほうじゃ、倒せないでしょうね」

「魔法じゃ倒せないって……なら、どうするんだ？」

　安あん藤どうはドラゴンにも魔法杖で殴なぐりかかるつもりなんだろうか。たしかに安藤の白兵戦能力は凄すさまじいものがある。だけど、ドラゴンに通じるとは思えない。

「曲げて受け取らないで。私は通常魔法じゃ倒せない、って言ったの」

「それって……」

　まさか。

「禁きん呪じゆを使うわ」

「……！」

　僕は絶句した。

　禁呪は、一般どころかプロの獣殺士スレイヤーですら使用を禁じられている、強力無比な魔法の数々のことだ。

　禁じられているのは使用だけじゃない。禁呪は、教えただけ・教わっただけでも違法行為に当たる。しかも禁呪に関する罪は決して軽くない──というか、はっきりと重罪だ。教えただけ・教わっただけでも執行猶予なしの懲ちよう役えきが科せられるし、実際に使用すれば極刑もありえる。だから当然、獣殺士学校スレイヤー・スクールで教わることはできないし、市販の魔法書にも禁呪の使い方が記載されているものはただの一冊もない。

　禁呪を合法的に覚える、そして使用するためには、天上院に上がって救済者セイバーになるしかないのだ。

「禁呪って……本気なのか？　違法だぞ？」

「目もく撃げき者しやはあなたしかいないんだから、あなたさえ黙だまっていればなんの問題もないじゃない」

「それは……たしかに」

「それとも、通報する？」

「しないよ。するわけない」

　僕はぶるぶると首を振った。

　安藤を刑務所送りにしたって僕にはなんの得もないし、尊法精神なんてものもたいしてあるわけじゃない。

「でも、気にはなるよ。安藤が一体どうやって禁呪を身につけたのか」

　僕のその疑問に安藤は答えてはくれず、代わりに質問が返ってきた。

「あなた、名前は？」

　まったく思いがけない質問だった。なにかの冗談かと思った。だけど、顔だけを振り向かせて僕を見た安あん藤どうの顔は、いたって真顔だった。

「忘れ……たのか？」

「憶おぼえていないってことは、そういうことなんでしょうね」

　悪びれる様子などこれっぽっちもなく、さも当然のように言う。

　うーん、と僕は唸うなった。

　僕が初めて安藤に名乗ったのは、ひなたが北ほく斗とに攫さらわれた夜だ。偶然出くわした安藤に名前を訊きかれて、僕は名乗った。そして、安藤は僕の名前を憶えておくと言ってくれた。僕に相棒パートナー登録を求めてきた時にも、安藤は僕の名前を口にしていた。

　憶えていてくれると言ったのに。曲がりなりにも相棒パートナーなのに。名前すら憶えられていなかったことは、さすがにショックだ。

　たしかに、人の名前や顔を憶えるのが苦手という人はいるし、それが興味のない相手であれば尚なお更さらだろうとは思うけど。

　それにしたって、安藤は忘れすぎじゃないだろうか。ヘルハウンドの群れに殺されそうになっていた僕とひなたを助けたこと──は、もう半年以上も前のことだから仕方ないとしても、学園のパン屋で会ったことも忘れられていたし……。

「杉すぎ崎さきだよ。杉崎星せい也や」

　納得のいかない気持ちを抑えつつ、僕は改めて名乗った。

　安藤は小さく頷うなずくと、

「忘れるまでは、憶えておくわ」

　僕が初めて名乗った時とまったく同じ台詞せりふを口にした。

「忘れない努力をしてもらえると嬉うれしいよ」

　言って、僕はしまったと思った。つい、皮肉めいた言い方になってしまった。

　安藤は、なにも言わなかった。顔はもう前方に向き直っていて、表情は窺うかがえない。怒っていなければいいんだけど……。

「走れる？」

　訊かれて、僕は足を止めた。思いきり地面を踏ふみしめてみる。……大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと力は入る。

「全力疾走でなければ、いけると思う」

「なら、走るわよ」

　ふたり、走り出す。速歩よりちょっと速いかな、といった程度のスピードだから〝荒神スサノオ〟を使う必要もない。

　会話もなく、ただ、走る。

　……静かだ。

　走っても走っても見えるのは曇どん天てんの空と地平線だけ。聞こえてくる音も、僕たちの足音と息づかいの外にはない。

　静かすぎる。

　十五分か二十分か……もうけっこうな時間走り続けているっていうのに、妖獣ドウームの気配がまるでない。

　この静けさは、心臓に痛い。

　気配はなくても、ベテランの獣殺士スレイヤーですら恐れるような高位の妖獣ドウームが、第一種危険区域には確実に生息しているのだ。

　もしかすると、僕が気配を感じ取れていないだけで、今この瞬しゆん間かんも地中や雲の中から僕を狙ねらっているかもしれない。

　そう思うと、怖くてたまらない。もし今、後ろから「わっ！」と驚おどろかされたりしようものなら、悲鳴をあげて失神する自信があった。

「静かすぎるわね」

「うひゃっ！」

　不意に安あん藤どうに声をかけられて、僕は素すっ頓とん狂きような声をあげてしまった。

「なによ？」

　不審の目で見られてしまう。

「い、いや、なんでもない……」

　心臓が疲労とは別の理由でバクバクいっている。

「……で、なんだって？」

「静かすぎるわね、って言ったの」

「あ、ああ……第一種危険区域って、いつもこんな感じじゃないのか？」

「独特の静けさがあるのはたしかだけど、ここまで妖獣ドウームの気配がないのは初めてよ」

「たまたまなのかな。それとも、なにか理由があるのか……」

「どんな理由？」

　と訊きかれても、第一種危険区域に今日初めて足を踏ふみ入れた僕にわかるはずがない。だから思いつきで答える。

「たとえば、ドラゴンが怖くてＡランク以下の妖獣ドウームは逃げ隠れしてるとか」

　根拠なんてどこにもない。なのに安藤は考え込むように細い顎あごを引いて、こう言った。

「ありえるかもしれないわね」

「そうなのか……？」

　妖獣ドウームが妖獣ドウームを怖がるなんてありえるのだろうかと、自分で言っておきながら首を捻ひねってしまう。

「ドラゴンには、単独行動を好む傾向があるらしいの。それが、ドラゴンが群れるのを嫌ってのことじゃなく、他ほかの妖獣ドウームがドラゴンを避さけた結果なんだとしたら、あなたの言ったことはあながち間違いじゃないのかもしれない」

「なるほど……」

「証明できることじゃ──」

　安あん藤どうの言葉の最中だった。




　ゴオオオオオオオオオッ。




　巨大な咆ほう吼こうが地を震ふるわせたのは。

　比ひ喩ゆでもなんでもなく、本当に足下が震えたのだ。走っていながら感じられたのだから、かなりの揺れだったはずだ。

「今のは……？」

　思わず足を止めてしまって、僕は後悔した。

　安藤の背中がすごい勢いで遠ざかっていく。立ち止まってしまった僕とは反対に、安藤は加速をかけていたのだ。

「安藤！」

　僕は慌てて安藤を追った。──けど、追いつけない。全速力で走っているのに、安藤の背中はどんどん遠ざかっていく。

「我は盾なり剣つるぎなり……っ！」

〝荒神スサノオ〟を発動させても、差は縮まらなかった。縮まるどころか差は広がり続けている。安藤の背中はもう、地平線の上に豆粒のように小さく見えるだけになっていた。

──見失って、たまるか……っ！

　さっき聞こえたのは、そして大地を震わせたのは、ドラゴンの咆吼に違いない。まだ姿は見えていないけれど、僕は今確実にドラゴンに近づいているのだ。

　恐怖が改めて込み上げてくる。だけど、僕にとって今一番恐ろしいのは、ドラゴンと戦うことじゃない。安藤の背中を見失ってしまうことだ。

　安藤の背中を見失ってしまったら、きっと僕はどこにも辿たどり着けない。都市にも、ひなたの許もとにも、どこにも。

　歯を食いしばって、僕は安藤を追った。




　ドラゴン。

　人類の敵たる妖獣ドウームの中で、最も巨大で最も強大で、そして最も危険な蛇じや神しん。

　それが今、僕の目の前にいる。──というより、聳そびえているといったほうがしっくりくるか。

　……大きい。ワイバーンの一・五倍から二倍ぐらいの大きさかと予想していたけれど、てんで甘かった。二倍どころか五倍……いや、下手をすると十倍を超えているかもしれない。今はたたまれている羽を広げようものなら、その巨体はさらに大きく見えることだろう。だけど、それは起こりえないことだった。

　なぜなら、安あん藤どうと僕の目の前に聳そびえているその巨きよ獣じゆうは、既すでに──死し骸がいだったから。

　安藤に遅れて僕がこの場に辿たどり着いた時、ドラゴンはもうその巨体を横たえ、ピクリとも動いていなかった。

　むせかえるような血の臭においが、即座に僕にドラゴンが死んでいることを悟らせた。

「安藤がやった……んじゃないよな？　これ……」

　僕は隣となりで目を大きく見開いて立ち尽くしている安藤に声をかけた。

　結局、僕は安藤に追いつくことはできなかった。それでも、背中を見失うことだけは免れたから、僕と安藤がここに辿り着いた時間差は十秒程度のはずだ。

　いくら安藤が強いとはいえ、なにしかしらの禁きん呪じゆを修得しているとはいえ、十秒足らずでドラゴンを倒せるとは思えない。

「私じゃない」

　目を見開いたまま、安藤は僕の考えを肯定した。

「なら、一体誰だれが……」

　僕は疲労と混乱で暴れている呼吸を静めるために深呼吸をしながら、一歩前に踏ふみ出してドラゴンの身体からだに触れてみた。

　ぬるりとして生温かい血の感触が、ドラゴンがほんの今まで生きていたことを物語っている。

　さっき聞こえた咆ほう吼こうがこのドラゴンのものだとするなら、僕たちが咆吼を聞いてからここに辿り着くまでの数分の間に殺されたということになる。あるいは、あの咆吼は断だん末まつ魔まの叫びだったのかもしれない。

　本当に、一体誰が？　それに、どうやって？

　僕は目についた傷に触れてみた。

　直径十センチあるかないかといった小さな傷なのに、奥深くまで抉えぐれているように見える。

「これは、槍そう傷しようか……？」

　僕たちの目の前にあるのはドラゴンの首の付け根だけれど、同様の傷が後頭部から背中に至るまで数え切れないぐらいにたくさん穿うがたれている。

　これが死因……なんだろうか？

　僕の知識と経験で判断した限りだと、ドラゴンの背面に雨あめ霰あられと穿たれた傷は、槍やりや銛もりのような刺突系の武器によるものに見える。そして、少なくとも目で確認できる範囲には、それ以外の傷は見当たらない。

──槍一本でドラゴンを殺したっていうのか……？

　まさか、と僕は自分の考えを頭を振って否定した。

　対妖獣ドウーム戦において攻こう撃げきの要かなめとなるのは魔ま法ほう使つかいだ。剣士が魔法使いを守り、魔法使いが魔法で攻撃する。これが獣殺士スレイヤーの基本的な戦い方になる。

　魔法で倒したのならまだしも、ドラゴンほどの大型の妖獣ドウームを白兵戦だけで倒せるわけがない。

　このドラゴンを殺したのが獣殺士スレイヤーなら、致命傷は他ほかにあるはずだ。そしてそれは魔法による傷でなければおかしい。

　腹部側に回り込んで調べて──。

「なんだってこんなトコに学生がいるんだよ」

　出し抜けに聞こえた男の声に思考をひきちぎられた僕は、反射的に剣に手を伸ばしつつ振り返った。

　男がいた。

　異様な男だった。

　短く刈り込まれた髪はくすんだ銀色。背は高く、頭部以外のあらゆる箇所を、デスメタルバンドの衣装っぽい狂ったデザインの金属鎧プレートメイルで覆おおい固めている。手には二メートルを優に超える長さの大槍パルチザン。精ミ霊ス真リ銀ル製だと一目でわかった。穂ほの部分だけでなく、柄つか全体が精ミ霊ス真リ銀ルで出来ている。

　そして、顔。

　男の顔には、右みぎ眉まゆの少し上から頰ほおにかけての広い範囲にガサついた感じの赤あか痣あざが見受けられた。

　火傷やけどの痕あとなのか、あるいはニュクスの変異か……。

「何者だ、おまえら？」

　男の声は顔つきよりも若い。顔だけで判断すると二十代後半ってところだけど、実際はもっと若いのかもしれない。

「あ──」

　あんたのほうこそ何者だと言おうとしたのに、声が出なかった。

　男が全身から漂わせている危険な気配が、僕の喉のどを締しめつけていた。

　いけない。この男に関かかわってはいけないと、僕の剣士としての勘が全力で訴えかけてきている。

「妖獣騎士ドウーム・ナイトよ」

　安あん藤どうが言った。

　男の問いに答えたんじゃない。僕が声に出せなかった問いに対する答えだ。

「妖獣ドウーム……騎士ナイト……」

　呻うめくように僕はその単語を口にした。

　妖獣騎士ドウーム・ナイトといえば、最悪のテロリスト集団──妖獣騎士団ドウーム・ナイツの構成員だ。

　なるほど、男が妖獣騎士ドウーム・ナイトだっていうのなら、一分一秒でもこの場にいたくないと思うような危険な気配にも納得がいく。

　でも、どうして安あん藤どうは男が妖獣騎士ドウーム・ナイトだって一目でわかったんだろう？

　それに、どうして妖獣騎士ドウーム・ナイトがこんなところにいるのか──。

「そういうあんたは、オレのお仲間……か？」

　男が妙なことを言い出した。

　男の目が見ているのは安藤だ。

　──と。

　安藤を映す男の目に異変が起こった。瞳どう孔こうがスッと細く縦に切れ上がったのだ。

　……似ていた。いや、似ているというより、まるっきり同じだった。それは。

　安藤の──虎とらの目と。

「誰だれが誰の仲間ですって？」

「違うってか？　でも、あんたのその目はオレらと同じ……いや……そうか。そういうことか」

　男は一人でうんうんと頷うなずくと、下げ卑びた笑みを浮かべて、言った。

「おまえ、例の出来損ないだな？」

　男の言葉の意味は僕にはわからない。そして、安藤は男の言葉を否定しなかった。

「こんなところで噂うわさの出来損ないに会えるとは思わなかったぜ。なるほど、気づいてみりゃあクソ生意気なミチルによく似てやがる。姉妹だもんなあ。すぐに気づかなかったオレがどうかしてたぜ」

　姉妹？　安藤に姉か妹がいるのか？

「初めましてってことで、自己紹介しておくぜ。オレの名は朧おぼろだ。おまえさんの名前は……なんつったっけ？　聞いたことはあるはずなんだがな、忘れちまったい」

「このドラゴンを殺したのは、あなた？」

　会話の主導権を渡したくなかったのか、それとも肉親の話題が嫌だったのか、安藤は朧と名乗った男の質問にまったく別の質問で答えた。

「つれないねえ」

　朧は大おお袈げ裟さに肩を竦すくめて、答える。

「ああ、そこのデカいトカゲを殺したのは間違いなくオレだぜ。飼ってたヌエが死んじまってよ。今度はドラゴンでも飼ってみようと思ったわけよ。ところが、折しやく伏ぶくに失敗しちまってよ」

　ちっ、と朧は舌打ちする。

　ドラゴンを飼うって……。

　飼うってのはつまり、意のままに使役するために従えさせるって意味なんだろう。

　妖獣騎士ドウーム・ナイトはＳランクの妖獣ドウームすら操るとは聞いていたけれど、あれは本当だったんだ。朧はドラゴンを従えることに失敗したらしいけど。

「スレイブ種なら楽に折伏できると思ってたんだがなぁ。死に物狂いで抵抗されちまってよ。ムカついたからこいつでつつき回してやったぜ」

　手にしていた精ミ霊ス真リ銀ル製の大槍を軽く上下に振って、朧おぼろは粘ついた笑みを滲にじませた。

　信じたくはないけれど、ドラゴンを殺したのは、やっぱりこの男なんだ。それも槍やり一本で。

「……っ」

　呻うめかずにはいられなかった。

──どうなるんだ、一体……。

　覚悟は決めたつもりだった。だけどそれはドラゴンと戦う覚悟であって、ドラゴンを槍一本で殺してしまうような化け物と戦う覚悟なんて、当然していなかった。

　戦う……ことになるのだろうか、やっぱり。

　相手は妖獣騎士ドウーム・ナイト──人類の敵だ。僕たちに戦うつもりがなくても、向こうは僕たちを殺すつもりでいるかもしれない。

　それに、妖獣騎士ドウーム・ナイトを倒せば、ドラゴンを倒したのと同等かそれ以上の功績になるはずだ。安あん藤どうと朧の間には、直接的ではないにせよ因縁があるみたいだし……安藤のほうから戦いを挑んでしまう可能性も十分すぎるほどにあった。

　正直、僕は戦いたくない。朧の気配は危険すぎる。怖すぎる。北ほく斗とと戦った時ですら、こんな恐怖は感じなかった。

　朧の視線は安藤に固定されていて僕のほうを見てはいない。もし、朧が僕のほうを見たら──目が合ったら、僕はきっとそれだけで、腰を抜かすか悲鳴をあげて逃げ出すかしてしまうだろう。

「んで、ドラゴン殺しの犯人がオレだとわかって、出来損ないのお嬢じようちゃんはどうするつもりなんだい？　んん？」

　煽あおらないでくれ、と僕は心の中で叫んだ。

　せっかく見つけた獲物を横取りされて、安藤が怒っていないはずがないのだ。問答無用で襲おそいかかったとしても不思議じゃない。

　ところが。

「……別に。獲物を横取りされてムカッ腹が立ちはしたけどね。あなたを殺したところで私に得があるわけじゃないし……あなたをどうこうするつもりは、私にはないわ」

　安藤は僕の予想とはまったく逆の選択をした。

　驚おどろいて見た安藤の横顔は、いたって平静だった。怒っているようにも見えなければ怯おびえているようにも見えない。

　朧と戦わずにすむのは僕にとってはありがたいことだけれど……でも、納得がいかない。

　どうして、安藤は朧との戦いを回かい避ひしようとしているんだ？

　朧を殺しても得がないってのは、噓うそだ。妖獣騎士ドウーム・ナイトを倒せば、大きな功績になる。それなのに、どうして？　なにか朧を倒すとまずい理由でもあるのか？　それとも、戦う意志がないフリをして相手が油断したところを攻こう撃げきするつもりでいるのか？

　正解は、よくよく見ると安あん藤どうの横顔に示されていた。

　白い頰ほおを伝う、一筋の汗──。

　その汗が、僕に答えを教えてくれた。

　数十キロもの距きよ離りを走り続けても数百匹の妖獣ドウームを相手にしても汗をかくことのなかった安藤が、汗をかいている。

　ならばそれは、精神的重圧による汗に違いなかった。つまり安藤は、ポーカーフェイスを保ってはいるものの、怯おびえているのだ。朧おぼろと戦っても勝ち目はないと、そう思っているのだ。

　ほんの今まで攻撃的な光を放っていた虎とらの目も、元に戻ってしまっている。

　安藤が怯えている……その事実は、少なからず僕を失望させた。

　安藤が決して無敵の存在じゃないってのはわかっていたことだ。朧を怖いと思う気持ちは嫌というほど理解できる。だけど同時に、安藤の怯えた姿なんて見たくなかったという思いが込み上げてきているのもまた、事実だった。

　勝手に憧あこがれて、勝手に失望して……我ながらなんて身勝手なんだろうと呆あきれずにはいられない。

「なんだよ、戦やる気なしかよ」

　大槍の柄つかで自分の肩を叩たたきながら、朧がつまらなさそうに吐はき捨てた。

「……ま、いいけどよ。出来損ないを殺したところで自慢にもなんねえし、おまえさんを殺ちまうとミチルがうるさいだろうしな」

　戦う意志のない安藤に拍子抜けしたのは、どうやら朧も同じらしかった。

「んじゃあな」

　朧の顔が見えなくなって、代わりに無防備な背中がさらされる。

　隙すきあり、と安藤が魔法杖を振りかぶって殴なぐりかからないものかと期待したけれど、安藤は動かず、なにも言わなかった。




　ぱたぱたぱた。




　頭上から団扇うちわみたいな音が聞こえてきたのは、朧が歩き出してすぐのことだった。

「あん？」

　朧は立ち止まって振り返り、僕と安藤はその場で上を見た。

　曇どん天てんの空から小さな生き物が三匹、背中の小さな羽をせわしなく動かしながら僕たちのほうに向かってきていた。ぱたぱたいっているのは、そいつらの羽の音だ。

「ベビー・ドラゴン……」

　安藤が呟つぶやいた。

「ベビー・ドラゴン……？」

　そっくりそのままリピートした僕に安あん藤どうは、「そのまんまの意味。ドラゴンの子供よ」と教えてくれた。

　ベビー・ドラゴンたちは、僕たちの頭の上を通り過ぎると、ドラゴンの死し骸がいにくっついてぴーぴーと鳴き始めた。

　山のように巨大なドラゴンと比べると、そいつらはあまりにも小さかった。柴しば犬いぬほどの大きさしかない。短い四肢に短い尻尾しつぽ。顔は丸っこくて恐ろしさはまったくない。むしろ、ぬいぐるみにしたら売れるんじゃないかと思ってしまうぐらいに可か愛わいい。こいつらがあの巨大な化け物に成長するってのが信じられないぐらいだ。でも、よくよく見てみると、顔つきこそまるで違うものの鱗うろこの色や翼つばさの形は朧おぼろに殺されたドラゴンとまるっきり同じだった。朧に殺されたドラゴンとこいつらは、たしかに親子なのだ。

　親ドラゴンの死骸にくっついて子ドラゴンたちがなにをしているのかは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　親の死を悲しんでいるのだ。

　悲痛な声で鳴きながら、ベビー・ドラゴンたちはもう二度と動くことのない親の身体からだを揺すったり鼻先でつついたりを繰くり返している。

　ベビー・ドラゴンたちの気持ちが、僕には痛いぐらいにわかった。種族が違っていようと、それがたとえ人類の敵であろうと、親を殺された子の気持ちは同じだ。どうしようもなく悲しくて、世界に見捨てられてしまったような絶望感に苛さいなまれる。

「ぴーぴーうるせえなあ」

　朧が鬱うつ陶とうしそうに吐はき捨てた。

　──と、鳴いていたベビー・ドラゴンの一匹が、おもむろに振り返って飛び上がった。

　そいつは小さな羽をぱたぱたさせて僕と安藤の間を徐行運転中の車みたいな速さで横切ると、

「あん？　なんだこのチビは」

　朧の目の前で止まって、ごおっと口から炎を吐いた。

「うおっ──と！」

　ナリは小さいくせにそいつの吐いた炎にはけっこうな火力があった。安藤の〝怒れる火神イグナイト〟には遠く及ばないものの、人間を殺すには十分だろう。だけど、それも当たってこそ。咄とつ嗟さに飛び退のいた朧を焼くことはなかった。

「この、クソガキがっ！」

　朧が目を剝むいて怒鳴り、応こたえるようにベビー・ドラゴンががあっと吼ほえた。明らかに、それは怒りの咆ほう吼こうだった。

　妖獣ドウームは人間を襲おそうものだ。男も女も老いも若きも関係なく、妖獣ドウームは人間を殺す。それは彼らにとって息を吸って吐くのと同じくらいに自然な行為で、そこに怒りや憎しみといった激情の入り込む余地はないものと思っていた。だけど、朧おぼろに攻こう撃げきしたベビー・ドラゴンは、明確な怒りをもって朧を殺そうとしていた。親の仇かたきを取ろうとしていた。

『があっ』

　二匹のベビー・ドラゴンが、最初の一匹に続くように吼ほえて羽ばたいた。僕にも安あん藤どうにも目もくれず、ベビー・ドラゴンたちは朧に炎を吐はきかける。だが、当たらない。当たるわけがない。僕にだって簡単に避けられる攻撃だ。

「いい加減に──」

　朧が大槍を持つ手に力を込めるのが見えた。

「やめろ！」

　思わず僕があげた叫びは、だけどなんの意味ももたらすことはなく、ベビー・ドラゴンの一匹が朧の繰くり出した大槍に貫かれた。

「なんだ、学生。やめろってのはオレに言ったのか？　あん？」

　朧がベビー・ドラゴンを突き刺したままの大槍を僕に向かって勢いよく振り下ろした。すっぽ抜けたベビー・ドラゴンの死し骸がいが、僕の脚にぶつかって足下に転がった。

　ちりっと胸の奥で小さな火がくすぶるような感覚があった。この感覚は──この気持ちは──怒りだ。

　妖獣ドウームは憎むべき人類の敵で、僕にとっては両親の仇でもある。妖獣ドウームなんて一匹残らず死に絶えてしまえばいいと思うし、獣殺士スレイヤーを目指したのも一匹でも多くの妖獣ドウームをこの手で殺してやりたかったからだ。

　なのに今、僕は妖獣ドウームの子供が殺されたことに──殺した男に、怒りを覚えていた。

　それは、ベビー・ドラゴンたちが親を殺された子供だからだ。親の死を悲しみ嘆き、怒り吼える彼らの姿が、四年前の──あの悪夢の日の自分とひなたの姿と重ねて見えてしまったからだ。

「オレに向かって言ってるのかって訊きいてんだよ」

　僕は無言で朧の目を睨にらみ返した。

「答えろよ。答えねえと、てめえもクソガキ認定すっぞ」

　見開かれ血走った朧の目は、怖すぎた。耳の近くまで吊つり上がった口の端と顔の赤あか痣あざが、恐ろしさを倍加させている。

「オレはな、こう見えても無益な殺せつ生しようは好きじゃねえんだよ。だけどな、クソガキだけは別だ。力もねえくせに粋いきがるクソガキだけは、我が慢まんできねえ」

　僕が朧の目に睨まれながら逃げ出さずにすんでいるのは、怒りが恐怖を凌りよう駕がしているからじゃない。怖すぎて足が動かなくなっていたからだ。

「あくまでだんまり、か。よーくわかった。てめえはクソガキだ。──死ね」

　大槍を持つ朧の手がゆっくりと持ち上がる。──と、その手にベビー・ドラゴンの一匹が飛びかかってがぶりと嚙かみついた。

「痛えっ！　こいつ……っ！」

　朧おぼろが左手でベビー・ドラゴンの頭を鷲わし摑づかみにする。と、今度はもう一匹のベビー・ドラゴンが朧の顔に飛びかかって、赤あか痣あざのないほうの頰ほおを短い鉤かぎ爪づめで引っ搔かいた。

「ちく……しょお……っ！」

　けっこう深く切り裂かれたのか、朧の左頰はたちまち真っ赤に染まった。赤痣と合わせて左右両方の頰が赤く染まったことになる。

「逃げるわよ！」

　安あん藤どうが僕の腕を引っ張った。

「あ、ああ」

　と答えはしたものの、僕の足は動かなかった。

「クソガキどもがっ！」

　朧の手がベビー・ドラゴンたちをつかんで地面に叩たたきつける。そして、動かなくなったベビー・ドラゴンたちに朧はさらに大槍を振りかぶった。

「やめろ！」

　僕はまたそう叫んでいた。だけど、無力な僕の叫びは、やっぱり無力でしかなく──朧の大槍は、ぐったりと動かないベビー・ドラゴンの小さな身体からだに容よう赦しやなく突き立てられてしまった。

「我は盾なり剣つるぎなり！」

　僕は三み度たび、叫んでいた。

　叫んだ言葉そのものは変わっていたけれど、それが朧を止めるための言葉であることに変わりはない。

　見開かれた朧の目が僕を見る。凄せい惨さんなその顔に、僕は渾こん身しんの拳こぶしを放り込んだ。

「ぶげっ！」

　僕が攻こう撃げきしてくることなんてまったく予想していなかったんだろう。朧は大きく仰のけ反って、そのまま倒れた。

「バカっ、なにやってるの！」

　長剣を抜いた僕の背中を、安藤の声が叩いた。

　まったくだ。本当に僕はなにをやっているんだろう。

　せっかく、朧との戦せん闘とうを回かい避ひできそうだったのに。怒らせた挙げ句に殴なぐり飛ばしてしまった。

　これは、もうだめだ。僕は朧に殺される。

「退どきなさい！」

　ブレザーの袖そでを後ろから安藤に引っ張られる。その手を振り払って、僕は言った。

「僕が時間を稼ぐから、安藤は逃げてくれ」

　僕の力で果たして何秒稼げるかわからないけど、安藤にはなんとか逃げ延びてもらいたかった。

　安あん藤どうは朧おぼろとの戦せん闘とうを回かい避ひしようとしていたのに、僕がそれを台無しにしてしまった。その責は僕が負わなくちゃならない。

「死ぬわよ」

「仕方がないさ」

　安藤に申し訳ないと思いつつも、僕は朧を殴なぐったことを後悔していなかった。

　ベビー・ドラゴンたちの姿は、四年前の僕とひなたそのものだった。僕にとって妖獣ドウームは殺すべき敵でしかない。それは変わっていない。実際、朧が殺したドラゴンを、僕たちだって殺そうとしていたのだ。矛盾していることはよくわかっている。それでも、ベビー・ドラゴンたちを見殺しにすることは、僕にはできなかった。二匹は殺されてしまったし、残った一匹ももう死んでしまっているのかもしれない。あるいは僕の行為にはなんの意味もないのかもしれないけど──それでも。

「安藤は生きて、目的を叶かなえてくれ」

　ひなたに心の中で詫わびながら、僕は長剣を構えた。

　視線の先では、朧がゆっくりと立ち上がろうとしていた。

「……わかったわ。それじゃあ、さよなら」

　安藤が走り出す気配が伝わってきた。……これでいい。いや、本当はちっともよくないのだけれど、少なくとも僕のエゴに安藤を巻き込むことだけは避さけられた。

「おい、こら、クソガキ……」

　朧が立ち上がって僕を見た。

「てめえがなにをやったのか、わかってんだろうなあ……」

　朧は首筋に太く青黒い血管を浮かび上がらせ、頰ほおとこめかみをピクピクと痙けい攣れんさせていた。

「わかってるさ。間抜けな妖獣騎士ドウーム・ナイトを殴り飛ばしてやったんだ」

　朧から感じる危険な気配は何倍も濃くなっているっていうのに、僕の手足は震ふるえていなかったし、喉のどが強こわ張ばって声が出ないなんてこともなかった。それはきっと、腹が括くくれたからだ。

「わかってるか。なら、話は早い。死んで詫びろ」

　──来る。

　朧の大槍が動く半はん瞬しゆん前まえに、僕は剣を動かしていた。

　僕の首を狙ねらって繰くり出された朧の大槍が、僕の剣に軌道をずらされて肩の上を通り過ぎる。

「──ん？」

　と不審げに片方の眉まゆを動かした朧が、引き戻した大槍をすかさず──今度は腹を狙って突き出してきた。

　僕はそれを、同じように剣を当てていなした。穂ほの付け根あたりから出ている短い鉤かぎ状じようの刃に引っ搔かかれてしまったけれど、Ｙシャツを切られるだけですんだ。

　朧おぼろの突きはとんでもなく疾はやい。片手で軽く突き出されただけなのに、僕の目にはまるで見えなかった。

　見えてすらいない攻こう撃げきに対処することができたのは、朧が大槍を繰くり出すよりも前に動くことができていたからだ。

　剣士にとってなくてはならない魔ま法ほうである〝荒神スサノオ〟には、ただ身体能力を強化するだけでなく、使い手の剣士としての長所を特に大きく上昇させる特性がある。僕の場合それは、次に相手がどのタイミングでどう動くかを予測する、『先読み』の力だった。この『先読み』のおかげで、僕は学園でも自分より技やスピードが上の相手とも渡り合えていた。

「クソガキにしちゃやるじゃねえか。褒ほめてやるぜ」

「そいつは、どうも」

『先読み』は、集中力が高まれば高まるほど、冴さえる。

　腹を括くくって恐怖を乗り越えたおかげか、今、僕の集中力はこれまでになく高まっていた。

　これなら、防御に徹てつしてさえいれば、二～三分は持ちこたえられるかもしれない。それだけあれば、安あん藤どうの足なら十分逃げ切れるはずだ。

「次はちょっとばっかキツめにいくぜ。……止めろよ？」

　朧の大槍が音もなく僕の額に迫る。さっきよりも一段疾い攻撃だ。だけど、読めている。僕は一歩斜め後ろに下がりながら長剣で受け流した。

「止めたぞ。妖獣騎士ドウーム・ナイトっていっても、たいしたことは──」

　雑にするために煽あおってやろうとした僕は、途中で言葉を失った。

　大槍を受けた長剣の刀身が、今にも粉々に砕けそうなぐらいにヒビだらけになっていたのだ。

「おらよっ」

　朧が軽く横に振った大槍の穂ほ先さきが、僕の長剣の刃先を掠かすめる。それだけで、ヒビだらけになっていた長剣は、柄つかと鍔つばだけを残して粉々に砕け散ってしまった。

「そ……んな……」

　鋼鉄よりもずっと頑強な騎士鋼アロンダイト製の長剣が、ほんの数撃受けただけで粉々にされるなんて。

　受けたっていっても、まともに受け止めたわけじゃない。精ミ霊ス真リ銀ル相手に騎士鋼アロンダイトじゃ分が悪いことはわかっていたから、軽く当てて受け流すだけにしたのに。それなのに。

「妖獣騎士ドウーム・ナイトっていっても、なんだって？」

　赤く染まった朧の顔に残ざん虐ぎやくな笑みが浮かぶ。

「さあて、次はどこを壊こわしてやろうか。腕か？　足か？　一思いに頭……をやっちまうのはつまんねえよなあ」

　くくっ、と喉のどを震ふるわせる朧を睨にらみながら、僕は精ミ霊ス真リ銀ル製の小剣を抜いた。

「その小剣……精ミ霊ス真リ銀ル製か。いい物持ってんじゃねえか。クソガキにゃあ過ぎた代しろ物ものだぜ」

　精ミ霊ス真リ銀ル製の武器を使ったからって、勝ち目がないことには変わりはない。でも、精ミ霊ス真リ銀ル製の武器なら、少なくとも簡単に壊こわれることはないはずだ。朧おぼろは僕を嬲なぶり殺しにするつもりみたいだし、一分でも一秒でも時間を稼いで安あん藤どうを──。

「おらよっ」

　思考の途中で朧の大槍が遠えん慮りよなく閃ひらめいた。

　狙ねらいは、鳩尾みぞおちと左腕と右脚──連れん撃げきだ。

「──っ！」

　僕の反応速度で止められるのは、一撃が精一杯。

　一番ダメージの大きい鳩尾への攻撃を選んで、僕は小剣を動かした。受け流す余裕はなかったから、まともに受け止める形になった。硬く重い手て応ごたえが手から腕を伝って肩にまで響ひびいた。と、まったく同時に、左の上腕と右の太ふと腿ももを熱い衝しよう撃げきが貫いて、僕の身体からだは後ろに大きく傾かしいだ。

──倒れてたまるか……っ！

　踏ふん張って、こらえる。

「ほれ、もう一丁」

　朧の大槍が再び連撃を放つ。今度の狙いは、左右の上腕に両肩に両脚に右胸に左下腹に──だめだ、数え切れない。

　僕は刹せつ那なの間に視認不可能な疾はやさで繰くり出された朧の槍そう撃げきを、綺き麗れいに全部もらってしまった。槍やりの疾さがさらに上がっていたおかげで、ただの一撃も防げなかった。

　たまらず、僕は倒れた。

　朧がその気だったら僕はミンチになっていただろう。だけど、朧は僕を嬲り殺しにするために手加減していた。

　傷の一つ一つは小さくて浅い。だけど、全身に感じる鋭い痛みは、僕が決意と覚悟の下に押し込めていた死への恐怖を引きずり出した。

「うわあああーっ！」

　僕は仰向けに倒れたまま、右手に握りしめた小剣をめちゃくちゃに振り回した。

「ったくよお、てめえらクソガキはいっつもそうだ。戦やる前は威勢がいいくせに、いざ戦って追いつめられるとびーびー泣きわめきやがる。うるせえったりゃありゃしねえ。だがなあ、一思いにゃ黙だまらせないぞ。狂い死ぬまでだ。痛みと恐怖で狂い死ぬまで──」

「──〝烈しき雷帝インドラ〟！」

　僕に地獄の宣告をする朧の粘ついた声は、高らかに響いた別の声に遮さえぎられてかき消された。

　刹那、青白い無数の光の筋が僕の上を通り過ぎて、「うおっと！」、朧の焦あせった声が聞こえた。

　なにが起きたのか、理解するのは簡単だった。

「安藤……」

　呟つぶやいた僕の上を、朧おぼろに悲鳴をあげさせた安あん藤どう美み月づきが、白い脚を惜しげもなくさらして飛び越えていく。

　そして、聞こえ始める、嵐あらしのような金属音。

「……っ」

　呻うめきながら上体を起こした僕が見たのは、目にも留まらない疾はやさで魔法杖と大槍をぶつけ合う安藤と朧の姿だった。

「戻ってきたかよ、出来損ない！」

「あなたと戦っても得がないって言ったけどね、間違いだったわ。あなたを殺せば得がある。あなたのその下品な顔を、万が一にも二度と見なくてすむっていう得がね！」

　達人同士の壮絶な打だ撃げきと刺突の応おう酬しゆうは、一見すると安藤が押しているように見えた。安藤のほうが手数が多く、防戦気味の朧はじりじりと後退している。

　だけど、それだけで安藤のほうが優勢だと油断することはできなかった。後退しつつも、安藤の魔法杖は当たりそうでただの一撃も当たっていないし、朧の顔には嘲あざけるような笑みが滲にじんでいるのだ。

　朧は、まだまだ本気を出してはいない。でも、それは安藤も同じのはず。白兵戦の強さに目を奪われがちだけど、安藤は魔ま法ほう使つかいなのだ。彼女の本分は魔法を使った時にこそ発揮される。安藤の魔法の破は壊かい力りよくの凄すさまじさは、実際にこの目で見てよく知っていた。

「く……っ」

　僕は傷と痛みにまみれた身体からだを立ち上がらせた。傷の数は多いけれど、動けなくなるような深い傷は一つもない。〝荒神スサノオ〟もまだ切れていない。──僕はまだ、戦える。

　小剣を構えて、朧に飛びかかる機会を窺うかがう。

　なんとかして、安藤が魔法を使える隙すきを作り出す。

　剣士が呪文スペルを唱える魔法使いの盾になって魔法使いが魔法で敵を仕留めるのが、獣殺士スレイヤーの基本的な戦い方だ。

　形だけとはいえ、僕は安藤の相棒パートナーなんだ。安藤の剣士なんだ。僕には安藤の盾になる義務がある。

　ところが──。

　なんとしても朧に一撃くらわせてやりたいのに、二人の攻撃が疾すぎて激しすぎて、割って入る隙が見当たらない。

　どうする？

　ミンチになるのを覚悟で突っ込むか、安藤に呼びかけて退ひいてもらって代わりに僕が前に出るか──。

　後者の策は、だめだ。下手に声をかけたら安藤のほうに隙が生まれかねない。……やっぱり、一か八か、玉砕覚悟で特攻をかけるしかないか。

　安あん藤どうの動きに変化があったのは、僕が歯を食いしばって地面を蹴けろうとした瞬しゆん間かんのことだった。

　安藤の右手が魔法杖から離はなれて、虚こ空くうに術式コードを描き始めたのだ。

「其そは火。五元の一にして始原の赤──」

　そして、唇は朗々と呪文スペルを紡つむぎ出す。

「させるかよ！」

　防戦気味だった朧おぼろが突然、手数を倍に増やした。押していた安藤が、一転、押され始める。けれど、術式コードを描く安藤の手は止まらない。呪文スペルの詠唱も、魔法杖を操る手もだ。

　押されながらも、安藤は朧の大槍を一いち撃げきたりともかすらせもせずに弾はじき続け──そして、呪文スペルの詠唱と術式コードの筆記が完了する。

「〝怒れる火神イグナイト〟！」

　安藤が奇跡の名を告げるや否いなや、朧の背後に轟ごう々ごうと燃え盛る炎によってその身を成した巨大な四足の獣けものが、吹雪ふぶきのような火の粉とともに現れた。

　紅ぐ蓮れんの獣は朧に食らいついてそのまま丸まる吞のみにすると、火柱に変わって天に伸びた。

「ぐおおおおおおおおおおっ！」

　朧の絶叫が響ひびく中、安藤はもう次の魔ま法ほうの準備を終えていた。

「〝烈しき雷帝インドラ〟！」

　安藤が振り下ろした魔法杖の先からほとばしった無数の光条が火柱に突き刺さって、

「がああああああああああっ！」

　その奥にいた朧に二度目の叫びをあげさせた。

　安藤の攻撃は止まらない。

「〝邪なる風神ハストウール〟！」

　刃と化した大気が吹き狂い、炎を吹きちぎって朧に牙きばを剝むく。

　朧は目と口を限界まで大きく開いていたから、きっと三度目の叫びをあげたんだろう。でもそれは狂乱する風の音にかき消されて僕の鼓膜までは届かない。

「〝死者食む大鷲フレスベルグ〟！」

　とどめとばかりに、空の彼方かなたから降り注いだ数十本──いや、百本を超える数の光の槍やりが、朧を捉とらえて炸さく裂れつした。

　爆発音と衝しよう撃げきが、死の大地を止まりかけの心臓みたいに細かく震ふるわせる。

　合計四発もの魔法で朧を蹂じゆう躙りんして、安藤の攻撃はようやく終わった。

「安藤！」

　跳び退のいて肩で息をしている安藤に、僕は駆け寄った。

「安藤……」

　安藤は白い額に玉のような汗を浮かべていた。

　数百匹の妖獣ドウームと戦っても息一つ乱していなかった安あん藤どうが、疲れている。それだけ朧おぼろが強敵だってことだ。

「どうして、戻ってきたんだ？」

　安藤はたしかに朧を怖がっていた。油断させるために撤てつ退たいしたフリをした──と考えられなくもないけど、だったら朧が背中を向けた時に攻こう撃げきしていたはずだ。

「思い出したのよ」

　視線はもうもうとたちこめる粉ふん塵じんのほうに向けたままで、安藤は僕の問いに答えをくれた。

「あなたに借りがあることを」

「借り……？」

　借りなんて言われても、心当たりはなかった。むしろ、借りがあるのは僕のほうだ。初めて会った時も、ひなたが攫さらわれた夜も、今日だって、僕は安藤に助けられてばかりいる。

「僕は、安藤に貸しなんてなにも……」

「こしあんパン」

「えっ？」

「さっき、もらったわ」

「それが借り……なのか？」

「そうよ」

　驚おどろきと呆あきれで、僕は数秒、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしてしまった。

「でも、僕は貸しだなんて思って──」

「あなたがどう思おうと、私が借りだって思った以上は借りなの。そして、私は他人に借りを作っておくのが嫌いなの」

　この話はここまでというように、安藤は「ふん」と鼻を鳴らした。

「まったく、私にこんな甘さが残ってるなんて……」

　安藤がぶつぶつと呟つぶやく声が聞こえてきて、僕はつい笑ってしまった。

「笑ってる場合じゃないわよ」

　安藤の鋭い声が弛ゆるんでいた僕の頰ほおを引きつらせた。

「まだ終わっちゃいないんだから」

「え……？」

　僕はたちこめる粉塵に目を向けた。

「まだ終わってないって……」

　まさか、朧がまだ生きているっていうのか？　安藤の魔ま法ほうをあれだけくらって？

「いくら妖獣騎士ドウーム・ナイトが強いっていったっ──」

　喋しやべっている途中で、僕は言葉を失った。

　僕から言葉を奪ったのは、殺気だった。溶岩みたいに熱くて重くてドロドロした殺気が、僕と安あん藤どうを丸まる吞のみにしたのだ。

　殺気の発生源は、僕たちの視線の先──粉ふん塵じんの中からおもむろに姿を現した、朧おぼろだ。

「痛ってえー。ちくしょう……」

　朧は背中を丸め、全身を引きずるようにして歩いていた。狂ったデザインの金属鎧からはしゅうしゅうと音が聞こえてきそうな勢いで湯気が立ち上っている。

「頭がクラクラしやがる……足にも力が入らねえ……」

　朧は足を止めると、大槍を持っていないほうの手で顔を押さえて、「ううう」と呻うめいた。

「噓うそ……だろ……」

　ノーダメージってわけじゃないみたいだけど、朧は五体満足で生きている。信じられない。

「あれが妖獣騎士ドウーム・ナイトよ。脳のう震しん盪とうを起こしてるみたいだけど、たいして効いちゃいないわ」

「どうするんだよ……？」

　朧の殺気は膨ぼう張ちようを続けている。

　指の隙すき間まから覗のぞく目が、動けるようになったらぶち殺してやる、とそう言っている。

「禁きん呪じゆを使うわ」

　そう言うと、安藤は魔法杖を持つ左手を横に広げ、右手を前に伸ばした。

「下がっていなさい」

　静かな、だけど気迫のこもった声に押されて、僕はよろよろと後ろに下がった。

「銀の腕の王、光の民の覇は者しやよ。我、盟約の徒、安藤美み月づきの名に於おいて願う──」

　安藤の唇が僕の知らない呪文スペルを紡つむぎ出し、朧を指さすように伸ばされた白くしなやかな指がタクトのように虚こ空くうを踊って術式コードを描く。

　ひゅん……。

　ひゅんひゅん……。

　ひゅん……。

　安藤を中心点として、風が不規則に音を奏かなで始めた。

「覇は道どうを極めし汝なんじの剣を我に貸し与え賜たまえ──」

　どくん、と魔ま法ほう使つかいでない僕にも、大気に満ちるマナが脈動したのがはっきりとわかった。

「おい、こら出来損ない。その呪文スペルは──」

　そう言った朧の顔には、焦あせりの色がはっきりと浮かんでいた。

「金色を纏まといて鞘さやより出いでよ──」

　術式コードを描き終えた安藤が人差し指を天へと向けると、安藤のまわりに金色の光があふれた。それなりに距きよ離りが離はなれているのに、目を細めずにはいられないぐらいに眩まぶしい。

「尊く貴き不敗の刃──其その名は──」

　ごうっ、と獣けものの咆ほう吼こうにも似た唸うなりをあげて襲おそいかかってきた風に、僕は危うく吹き飛ばされそうになった。安藤を中心点として躍おどっていた風が、突然、勢いを増したのだ。

　荒れ狂う風は、金色の光を天に向けられた安あん藤どうの人差し指の先へと誘いざない、そこに巨大な光の柱──いや、光の剣が生まれた。

　それは本当に巨大で、そして眩まばゆい剣だった。横幅だけで優に二メートルはあるだろう。縦幅に至っては、刀身部分だけで五十メートルを超えている。ちゃんと鍔つばや柄つかに相当する部分もあって、柄を含めた長さは七十メートルに達しているかもしれない。

　天を指さしていた安藤の手は、いつの間にか、その光の剣の柄に添えられていた。

　静まる気配のない暴風に抗あらがいながら、僕はただただ圧倒されていた。光の剣の巨大さと──そして、輝かがやく刀身から生じている、凄すさまじい力の波動に。

「──〝覇王大剣クラウ・ソラス〟！」

　凜りんとした安藤の声が、禁断の魔ま法ほうの名を高らかに叫び放つ。

　次いで聞こえたのは、「うおおおおおおおおおお──っ!?」、朧おぼろが腹の底からあげた恐慌の雄お叫たけび。

　朧の声が響ひびく中、光の刃が垂直に振り下ろされる。

　僕は確信する。

　あれは絶対の力だ。無敵の刃だ。あの剣に切れないものなんてない。ドラゴンだろうと妖獣騎士ドウーム・ナイトだろうと生きていられるはずがない。

　禁きん呪じゆが大地を割り砕く衝しよう撃げきとともに、強烈な閃せん光こうが僕の目を焼いた。

「……っ」

　目が開けられない。

「安藤ー！」

　ぎゅっと瞼まぶたを閉じたまま、僕は安藤を呼んだ。

　返事は、ない。聞こえてくるのは大地の振動音ばかりだ。

　僕はその場に身を伏せて、視力の回復を待った。

　深呼吸七回分の時間で、僕の視力は回復した。──といっても、完全にじゃない。まだなにもかもが白く煙って見えていたけれど、贅ぜい沢たくは言っていられない。

　魔法杖に縋すがるような格好で片かた膝ひざをついている安藤の後ろ姿が見えた。朧の姿は見えない。というより、安藤の前方は真っ白に煙っていて地面すら目にすることができなかった。目を焼かれた影えい響きようだけでそう見えているわけじゃない。衝撃で舞い上がった大量の粉ふん塵じんが、実際に大気を染めているのだ。

「安藤！」

　僕は安藤に駆け寄った。

　安藤は大きく口を開けて、全身で息をしていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　言葉での返事はなかったけれど、傍かたわらに立った僕を横目で一いち瞥べつして、安藤は細い顎あごを縦に動かした。

「よかった……。立てるか？」

　安あん藤どうは僕の差し出した手を取らず、自力で立ち上がろうとして──途中で、崩れた。

「危ないっ！」

　膝ひざからがっくりと崩れた安藤を、僕は後ろから抱き止めた。

　安藤の髪が鼻先をかすめてふわりと石せつ鹼けんの香りがしたけれど、ドキドキしているような余裕はなかった。

　本当に危ないところだったのだ。あのまま倒れていたら、禁きん呪じゆが大地に刻んだ亀き裂れつに落っこちて、安藤は死んでいた。

　亀裂は僕が両腕を広げた以上の幅があって、しかも深い。底がまったく見えないのだから落ちたら一巻の終わりだ。そして、その地獄への入り口は、安藤の目の前から何十メートルも先まで伸び続いているようだった。

　僕は改めて禁呪の破は壊かい力りよくに戦せん慄りつした。

「これが、禁呪……」

　禁呪がなぜ禁呪と呼ばれ、使用はおろか教えることさえ禁きん忌きとされているのか、その意味がよくわかった。

　この力は、たしかに危険すぎる。

「いい加減、離はなしてくれる？」

　僕の腕の中で安藤が冷えた声を出した。

「あ、ああ……」

　禁呪の痕あとを呆ぼう然ぜんと見つめてしまっていた僕は、慌てて安藤を解放した。

　僕の腕が離れても、安藤はよろめかなかった。足はちゃんと地面を踏ふみしめていたし、呼吸もいくぶんは落ち着いている。

「勝ったな。やっぱりすごいよ、安藤は」

　そう声をかけてから、僕は安藤の表情が少しも弛ゆるんでいないことに気づいた。

　安藤は依然として鋭く厳しい目を朧おぼろのいた方向に向けている。

「安藤……？」

「生憎あいにくだけど」

　淡々とした口調で、安藤は信じたくない言葉を口にした。

「外したわ。避けられた」

　心臓がすうっと冷たくなった。

「あいつは、生きてる」

　口から出そうになった、「冗談だろ？」という一言を、僕はすんでで吞のみ下した。

　安藤はこの状況でつまらない冗談を言うような奴やつじゃない。

　禁きん呪じゆの威力を目にして、僕は安あん藤どうの勝利を確信していた。だけど、どんな大きな力も当たらなければ意味がない。

「今のはヤバかった。マジでヤバかったぜ……」

　その声は背後から聞こえた。

　僕と安藤は弾はじかれたみたいに振り返ってそれぞれの武器を構えた。

「やってくれたなぁ、出来損ない」

　朧おぼろがぐらりぐらりと身体からだを左右に揺らしながら、一歩一歩、ゆっくりと近づいてくる。

「まさか禁呪まで使ってくるとは思わなかったぜ」

　外したと安藤は言っていた。でも、完かん璧ぺきに避けられたわけじゃなかったのか、朧は浅くない傷を負っていた。

　狂ったデザインの金属鎧は、左の手てつ甲こうと左右の脛すね当あて以外の部分が吹き飛ばされていて、その下に着ていた黒いタイツもズタズタに破れている。そして、身体は傷まみれの血まみれ。あちこちの皮ひ膚ふが裂け、あるいは焼け爛ただれ──肉の焦こげる臭においが、禁呪が起こした暴風の余よ韻いんに乗って僕たちの鼻孔にまで届いていた。……胸が悪くなる臭いだ。

「しかも、よりにもよって〝覇王大剣クラウ・ソラス〟とはな。余波だけでもこの様だ。まともにくらってたら骨も残らなかったろうぜ」

　歯を食いしばって、僕は一歩前に出た。

「もう一回だ、安藤」

　朧を睨にらんで、言う。

「もう一回、禁呪を撃うつんだ」

　避けられてはしまったけれど、禁呪なら朧を倒せるということははっきりした。

「無む駄だよ」

　だけど、安藤から返ってきたのは、否定の言葉だった。

「ああ、無駄だぜ。〝覇王大剣クラウ・ソラス〟は、禁呪の中でも特にヤバイ魔ま法ほうよ。まともにくらって生きていられる奴やつなんざ、まずいねえ。けどなあ、致命的な弱点もある。鈍いんだよ。避けるのなんざ屁へでもねえ」

　たしかに、安藤の使った禁呪は発動までにけっこうな時間がかかっていた上に、巨大剣を振り下ろすという形で発動する魔法だ。ドラゴンみたいな的の大きな敵ならともかく、的が小さくて動きの素早い朧みたいな相手にはそうそう当てられるものじゃない。

　朧が脳のう震しん盪とうで思うように動けなかったさっきが、〝覇王大剣クラウ・ソラス〟を叩たたき込む最大のチャンスだったのだ。そして、僕たちはそのチャンスを生かすことができなかった。

「なにか他ほかに、あいつを倒せる禁呪はないのか？」

　僕のその問いに、安藤は無言で答えた。

　つまり、ないということだ。

　ならもう、僕にできる提案は一つしかなかった。

「僕があいつの動きを止める」

　僕が朧おぼろの動きを止めて、安あん藤どうに今度こそ禁きん呪じゆを当ててもらう。無む茶ちやで、それ以上に無理な策だってことはよくわかっていた。でも、それしか思い浮かばなかったのだから仕方がない。

「やめなさい。あなたの力じゃ、一秒だってあいつを止められない」

「そうだぜ、クソガキ。やめておきな。まあ、もっともやめたところで──」

　言葉の途中で、朧の姿が忽こつ然ぜんと消えた。

「生かしちゃおかないがな」

　耳みみ許もとで、囁ささやき。

　背後に回られたのだと理解した時には、僕の身体からだはもう朧にどうにかされて宙を舞っていた。翼つばさのない僕にこの状況を打破する術すべはなく、三十～四十メートルはあるだろう高さから、僕は死の地に叩たたき落とされた。

　なんとか受け身を取りはしたものの、全身を貫いた衝しよう撃げきは僕から身体の自由を奪って意識を明滅させた。

「く……そ……っ」

「てめえは後回しだ。先に出来損ないを始末する。てめえは相棒パートナーが悶もだえ死ぬ様を見ながら粗末なモノをしごいてやがれ」

　朧は僕にそう言うと、安藤に顔を向けて舌なめずりをした。

「あん……どう……」

　立ち上がろうと四肢に力を込めたけれど、駄だ目めだった。すぐには立てそうにない。

「ミチルにゃ悪いが、出来損ない、てめーはオレが──」

「──っ！」

　鋭い呼気とともに、安藤が先制した。

　精ミ霊ス真リ銀ル製の魔法杖が、朧の頭を叩き潰つぶさんと唸うなりをあげる。

「おっと」

「……！」

　安藤の横顔に電気が走った。

　ヘルハウンドもシャークヘッドも一撃死させる必殺の打撃を、朧は左手一本で──正確には左手の人差し指と中指の二本だけで、軽々と止めてしまったのだ。

「吐はくんじゃねえぞ」

　朧の膝ひざ蹴げりが安藤の腹にめり込んだ。

　安藤は歯を食いしばってこらえようとしたけれど、同じ箇所をもう一発蹴り上げられると、目を剝むいて身体をくの字に折った。

「まだまだ」

　朧おぼろは安あん藤どうが倒れることを許さない。束ねた髪をつかんで無理やり立ち上がらせると、朧は大槍を握ったその手で安藤の顔面を殴なぐりつけた。

　鼻血か、口の中を切ったのか、あるいはその両方か──安藤の白くて綺き麗れいな顔から鮮血が飛び散った。

「安藤……っ！」

　僕が叫んだところで事態は変わらない。

　朧はさらに安藤の腹を二発、顔面を三発殴って、安藤の髪から手を離はなした。

　安藤はがっくりと膝ひざから崩れて──だけど、倒れなかった。

　膝を折った姿勢から大きく後ろに跳び退のいて、

「其そは空。五元の五にして、我無き物──」

　安藤は呪文スペルの詠唱と術式コードの筆記を開始する。

「させるかよ。禁きん呪じゆでなくてもてめえの魔ま法ほうはけっこう痛ぇんだ」

　瞬しゆん時じに安藤との間合いを詰めた朧が繰くり出した大槍が、安藤の右手を貫いて、その手に握られていた魔法杖を地面に転がした。

　僕が安藤なら戦意を喪そう失しつしていただろう。けど、安藤は僕とは──僕なんかとは、わけが違う。

「〝死者食む大鷲フレスベルグ〟！」

　片手を潰つぶされながらも、安藤は呪文スペルの詠唱と術式コードの筆記をやめていなかった。

　雲の彼方かなたから飛来した無数の光の矢が、朧に降り注ぐ。

「これだけ痛めつけられて怯ひるみもしねえか！　たいした根性だ！」

　迫り来る矢の群れを、朧は逃げずに迎え撃うった。大槍が桁けた違ちがいの疾はやさで動いて、矢を弾はじいていく。弾かれた矢は空中で、あるいは地面で炸さく裂れつして、朧の姿はたちまち爆光に吞のまれた。

　その間にも安藤は次の魔法の準備に取りかかっていた。けれど、今度は呪文スペルを最後まで唱えることも術式コードを最後まで描くこともできなかった。

　爆光の中から飛び出してきた朧の拳こぶしが、安藤の顔面に迫る。

　安藤はそれを──かわした。かわしながら、安藤は無事な左手をブレザーの内へと差し入れて、光る物を取り出した。

　短剣ダガーだ。

　朧の喉のど笛ぶえめがけて、安藤は短剣を走らせる。

「おっとぉ」

　不意をついた攻撃だったけれど、朧には通じなかった。

　軽く上体を反らしただけで避さけられ、がら空きになった胸に大槍の柄つかを突き入れられて、今度こそ安藤は倒れた。

「どうした、出来損ない？　もう終わりなのか？　んん？」

　朧おぼろの足が、安あん藤どうの背中と後頭部を、無ぶ遠えん慮りよに踏ふみつけ踏みにじる。

　……敗まけた。

　安藤が敗けた。

　殺される。

　僕のせいで。

　安藤が殺される。

「や……めろ……」

　僕は立ち上がった。

　手足がようやく言うことを聞いてくれるようになった。

「やめろおっ！」

　叫んで走り出した僕は、だけど、すぐにまた倒れていた。

　朧に攻こう撃げきされたわけじゃない。全身から一気に力が抜けて、立っていられなくなったのだ。

「〝荒神スサノオ〟が……！」

　最悪に最悪が重なった。ここまで奇跡的にもっていた〝荒神スサノオ〟が、とうとう解けてしまったのだ。〝荒神スサノオ〟が解ければ、待っているのは疲労の津波だ。

「あ……ぅ……あ……っ」

　疲労の波に吞のまれ、そのまま海の底まで引きずりこまれて、僕はいよいよ動けなくなった。

　……情けない。これじゃあ、ひなたの時とまるっきり同じじゃないか。

「やめろやめろって、てめえはやめろ教の教祖かっつーの」

　僕を嘲あざ笑わらいながら、朧は安藤を踏みにじり続ける。

　だけど、僕にはもう、立って戦うどころかやめろと叫ぶことさえできなかった。

（殺せ）

　悔しさに震ふるえることしかできない僕の耳に、声が聞こえた。

（殺せ）

　いや──耳にじゃない。その声は、鼓膜を通さずに直接、頭の中に聞こえてきた。

（殺せ、壊こわせ、憎め）

（憎み、壊し、殺せ）

　憶おぼえがある。

　この声は──。




　がああああああああああっ！




　頭の声をかき消すように、突然、空のほうから大きな咆ほう吼こうが聞こえてきた。

　見上げた僕は、ぴかぴかと光る雲の中から翼つばさある巨きよ獣じゆうが現れるのを見た。

　ドラゴンだ。朧おぼろが殺したドラゴンに比べるとずいぶん小さいけれど、それでもワイバーンの二～三倍の大きさはある。

　大きく広げた翼つばさ全体から青白い電光をほとばしらせつつ、ドラゴンは迫ってくる。

「ちいっ！　もう一匹いやがったのかよ！」

　朧が振り返って大槍を構える。

　次の瞬しゆん間かん、ドラゴンがぐんと加速して、「うおっ!?」、片方の前脚が朧をがっしりとつかまえた。

「離はなせ！　離せってんだ、クソガキがっ！」

　朧をつかんだまま、ドラゴンは大きく羽ばたいて雲の中へと戻っていく。

　僕は見た。ほんの一瞬ではあったけど、ドラゴンの眼を。

　ドラゴンは、僕のことも安あん藤どうのことも見ていなかった。ドラゴンの見開かれた双そう眸ぼうは、憎しみの色をたたえて朧だけを見ていた。

　間違いない。あのドラゴンも、朧が殺したドラゴンの子供なんだ。

　殺意に満ちたドラゴンの咆ほう吼こうが、激しく光る雲の中から絶え間なく聞こえてくる。それに交じって朧の怒声もかすかに聞こえた。

　今のうちに……朧がドラゴンと戦っているうちに、安藤を連れて逃げるんだ……！

「う……ごけ……っ！」

　僕は必死で自分の身体からだに訴えた。

「動いてくれ……っ！」

　願った。

「動け、よ……っ！」

　叱しつ咤たした。

　今ここで動けなかったら、ひなたが攫さらわれた夜と本当に同じになってしまう。

　嫌なんだ、もう。助けられるだけでなにもできないのは。だから──。

「……っ……あああ……っ！」

　僕は立ち上がった。

「や……った……」

　心臓と肺がもう休ませてくれと悲鳴をあげている。手足が鉛みたいに重い。だけど、動けないほどじゃない。

　もう、限界だと思っていたのに……。

　歩き出そうとして、僕は全身がやわらかい熱に包み込まれていることに気づいた。

　ぬるま湯に浸つかっているようなこの感じは……知っている。〝癒しの秘蹟サクラメント〟だ。

「安藤……」

　見ると、横たわったまま動かなくなっていた安藤が、僕に向かって手を伸ばしていた。

「安あん藤どう！」

　僕は安藤に駆け寄って、うつ伏せになっていた彼女を仰向かせた。

「あ……れ？」

　安藤は身体からだだけでなく顔もこっぴどく殴なぐられていた。目も鼻も潰つぶれていておかしくない……はずなのに、安藤の顔は思ったよりずっと綺き麗れいだった。血で汚れてはいるものの、傷らしい傷は見られない。

〝癒しの秘蹟サクラメント〟で治したのだろうか。でも、〝癒しの秘蹟サクラメント〟は一度に複数の人間にかけることはできない。安藤の〝癒しの秘蹟サクラメント〟は今、僕にかかっている。ということは、安藤自身にはかかっていないということになる。

　自分の傷を治してから僕にかけた……ということなんだろうか。それにしては治りが早すぎる。安藤の傷は〝癒しの秘蹟サクラメント〟をかけたからといってすぐに治るほど浅くはなかったはずだ。

「……っ」

　僕の腕の上で安藤が小さく呻うめいた。

　やっぱり、まだ完全回復にはほど遠いんだ。

　それなのに、安藤は僕に〝癒しの秘蹟サクラメント〟を……。

「すまない……」

　謝らずにはいられなかった。

　避さけられたはずの戦いだったのだ。それなのに、僕のせいで……。

「あなたに謝られる謂いわれはないんだけど」

　返ってきたのは、いかにも安藤らしい言葉。

「私は私の意志で、あいつと戦うことを決めたの。怪け我がをしたのも、私があいつより弱かったから。あなたは関係ない」

　彼女は誰だれにも頼たよらず、誰のせいにもしない。

「なら、言葉を変えるよ。ありがとう、安藤」

　安藤が戻ってきてくれなければ、僕は今いま頃ごろ、朧おぼろに八つ裂きか、さもなくば細切れにされていただろう。

　今だって、〝癒しの秘蹟サクラメント〟で僕を動けるようにしてくれた。

　礼を言われる筋合いなんてない。

　そんな返事を予想していたのだけれど、安藤は軽く顔を背そむけただけでなんの言葉も返してこなかった。

　照れたんだろうか。それとも、単に返事をするのが面倒だっただけなのか。追求している余裕はなかった。

「逃げよう」

　僕は安藤の上体を抱え起こした。

「ドラゴンが朧おぼろと戦ってるんだ。今のうちに──」

「無む駄だよ。未成体のドラゴンじゃ、妖獣騎士ドウーム・ナイトには歯が立たない」

「だったら、なおさら急がないと……」

「どうやって急ぐの？」

　僕は言葉に詰まった。

〝癒しの秘蹟サクラメント〟がかけられているとはいえ、僕も安あん藤どうも走れるほどには回復していない。

「あいつからは逃げられない。私たちが生きて帰るには、あいつを倒すしかない」

「倒すって……どうやって？」

　安藤の強力な魔ま法ほうも朧には通じない。必殺の禁きん呪じゆつも避けられてしまった。なにより、安藤は傷ついている。

「もう一つの禁呪を使うわ」

「もう一つの……!?」

　安藤は頷うなずいた。

「でも、安藤、さっき禁呪はもうないって……」

「ないなんて、私は一言も言ってない」

　たしかに、他ほかに禁呪はないのかという僕の問いに、安藤は無言だっただけでないとは言っていなかった。だけど──。

「他に禁呪があるなら、どうして使わなかったんだ？」

「……色々と厄やつ介かいな魔法なのよ。〝絶対英雄ベーオウルフ〟は」

「〝絶対英雄ベーオウルフ〟……」

　それが、もう一つの禁呪の名前か。

「厄介って……なにがどう厄介なんだ？」

　もしかして、〝覇王大剣クラウ・ソラス〟みたいに相手に当てるのが難しい魔法なんだろうか。

「〝絶対英雄ベーオウルフ〟は、直接敵を攻こう撃げきする魔法じゃないの」

　背そむけられていた安藤の顔が、僕のほうを向いた。

　虎とらの目が深く鋭く僕の目を見据えてくる。

「魔法使いが集めた大量のマナを相棒パートナーに与えて、相棒パートナーを強くする……二人用の付与魔法なのよ。〝絶対英雄ベーオウルフ〟は」

「……つまり、〝荒神スサノオ〟の二人用バージョンってことか」

　そう、と安藤は頷いた。

「使ってくれ」

　僕は言った。

「禁呪に指定されてるってことは、〝絶対英雄ベーオウルフ〟の強化力は〝荒神スサノオ〟とは比べものにならないぐらいに凄すごいってことなんだよな？」

　僕は嬉うれしかった。

　朧おぼろとの戦いで……いや、都市を出てからずっと、僕は役立たずだった。でも、その僕が……弱くて足手まといにしかなれなかった僕が、初めて安あん藤どうの役に立てるかもしれないのだ。初めて相棒パートナーらしいことができるかもしれないのだ。これが嬉しくないわけがない。

「死ぬわよ」

　僕の興こう奮ふんを凍りつかせるように、安藤が冷たい声を出した。

「〝絶対英雄ベーオウルフ〟を使えば、あなたは高い確率で、死ぬ」

　……なんとなく、想像はついた。

「大きすぎる力に身体からだが耐えられない……そういうこと……だよな？」

　安藤は僕の目を見たまま頷うなずいた。

「剣士の使う〝荒神スサノオ〟と魔ま法ほう使つかいの使う〝絶対英雄ベーオウルフ〟じゃ、マナの量が百倍も千倍も違うの。強きよう靭じんな肉体と精神の持ち主でなければ、敵と戦う前に体内で暴れ狂うマナに殺されかねない」

「そして、僕には安藤の集めたマナに耐えられるだけの強靭な肉体も精神もない……」

　遠えん慮りよなく、安藤は頷いた。

「それでも、あいつに勝つ方法は他ほかにはないんだろ？」

　安藤は頷いた。

「可能性は、どれだけあるんだ？」

　安藤の口振りからいって、成功率は五割もないんだろう。二割か、よくて三割……。

　だけど、安藤の答えた数字は、僕の予想よりずっと絶望的だった。

「一％もないと思ってもらっていいわ」

　死刑宣告も同然の数字に、僕は目め眩まいを覚えた。

「絶望した？」

「……いや」

　頷きたい気持ちを抑えて、僕は首を横に振った。

「今この状況が、もう十分すぎるぐらいに絶望的なんだ。可能性がほんの少しでもあるなら、それは希望だよ。だから──」

　僕は安藤の左手を握りしめて、言った。

「使ってくれ。僕に。禁きん呪じゆを」

　安藤は一いつ瞬しゆん目を伏せて、それから僕の目をまた射い貫ぬくように見据えて、深く頷いた。

　安藤の背中が支えていた僕の手から離はなれる。安藤はふらつきながらも立ち上がると、顔と身体をまっすぐ僕に向けてきた。

　僕も立ち上がって、向かい合う。

「覚悟して」

　安藤が言った。

「死ぬ覚悟なら、とっくにできてるよ」

「違う。必要なのは、生きる覚悟。なにがなんでも生き延びてやるんだという覚悟がなかったら、万が一にも〝絶対英雄ベーオウルフ〟には耐えられない」

「……わかった」

　頷うなずいて、僕は目を閉じた。

「汝なんじ、巨人を討ちし者。汝、竜を殺せし者。我、汝に願い給たまう」

　安あん藤どうの詠唱が始まった。涼やかに力強く、その声は死の大地に響ひびく。

「汝の英姿を我が目に。汝の剣を我が同はら胞からに。比類なき戦士。偉大なる英雄王。汝の名は──」

　わかる。

　目の前に膨ぼう大だいな量のマナが集まり、凝ぎよう縮しゆくしていくのが、魔ま法ほう使つかいでない僕にもはっきりと感じられる。

　あんな大きな力が自分に流れ込んでくるのかと思うと、ぞっとする。それでも僕が震ふるえ上がらずにすんでいるのは、瞼まぶたの裏に浮かぶひなたの笑顔のおかげだ。

　ひなたに会いにいくんだ。ひなたの笑顔を僕の隣となりに取り戻すんだ。そのためなら、僕はどんな苦しみにだって耐える。耐えてみせる。

「──〝絶対英雄ベーオウルフ〟」

　安藤の詠唱が完了する。

　僕は閉じていた目を開けて──見開いた。

　安藤の顔が、すぐ目の前にあったのだ。

　澄すんだ虎とらの目に、僕の驚おどろいた顔が映っている。

　安藤の左手が僕の頰ほおに淡く触れた。

　そして──。

「安──」

　僕から言葉を奪うように、安藤の唇が僕の唇に触れた。

　わけがわからない。

　頭の中が真っ白になっていく。

　どうして安藤が僕にキスしてるんだ？　どうして僕は安藤にキスされてるんだ？

　混乱のあまり僕は安藤を押しのけようとしたけれど、安藤がそれを許してくれなかった。頰に触れていた手を首の後ろに回して、安藤はキスを深めてきた。

　安藤の舌が僕の唇を割って、咥こう内ないに侵入してくる。舌先が触れ合った拍子に互いの顔の角度がずれて、目と目が重なった。

　安藤の目が僕の目に訴えかけてくる。

（耐えて）

　と──。

　僕は理解する。このキスが〝絶対英雄ベーオウルフ〟を発動させるための行為なのだということを。

　そして、理解と同時にそれは始まった。

　嵐あらしだ。

　安あん藤どうの集めた膨ぼう大だいな量のマナが、僕の内で暴れ出したのだ。

「う……ああああああああああああああああああああっ！」

　安藤を突き飛ばして、僕は絶叫した。

　苦しい。

　痛い。

　熱い。

　血が、肉が、骨が、臓器が、意識が──僕を構成するすべてが今にも弾はじけ飛びそうになっている。

　死ぬ。

　だめだ、これは──死ぬ。

　耐えられるわけがない。助かるわけがない。

　死ぬ。

　だめだ。

　死なせ──。

　死なせてくれ。

　殺してくれ。

　安藤。

　僕を。

「殺してくれええええええええええええええええええええっ！」

　叫んで差し出した僕の手を、安藤の手が握りしめた。

「耐えて！　あなたは死なない！　あなたは生きるの！」

　生きろ!?

　生きろっていうのか!?

　安藤は──！

　僕に──！

　こんなに苦しいのに！　こんなに苦しいのに！

　生きろっていうのか!?

「目的があるんでしょう!?　幼おさな馴な染じみに会いにいくんでしょう!?」

　目的!?

　幼馴染み!?

　知るか、そんなの！

　苦しいんだよ僕は！

　楽になりたいんだよ！

　だから、安あん藤どう──！

　僕を殺し違。

　──違う！

　ひなた──。

　会いに──。

　僕は──。

　ひなた──。

　幼おさな馴な染じみ──。

　相棒パートナー──。

　ひなたに──。

　ひなた──。

　僕は──。

　ひなた──。




「──────────────────────────────！」

　僕は叫んだ。

　心と身体からだと──命のすべてで、叫んだ。

　僕の命はここにあると──決して砕けはしないと、天に向けて宣誓するように。




　腕の中にぬくもりがあった。

　僕の腕の中に、誰だれかがいる。

　ひなた……じゃない。

　僕は腕を緩ゆるめて、いつの間にか抱きしめていた彼女を解放した。

　虎とらの目が僕の目を静かに見つめてくる。

「……耐えたよ、僕は」

　僕の言葉に、彼女は──安藤美み月づきは、言葉でも頷うなずきでもなく微笑ほほえみで応こたえた。

　その時、背後でドーンと大きな音がして、地面が揺れた。

　僕は深くゆっくりと肺に酸素を取り込みながら振り返った。

「ほーう。逃げてなかったのか。感心感心」

　ドラゴンの死し骸がいの上に降り立った朧おぼろが、下げ卑びた笑みを浮かべて言った。

　無念の死を遂げた若いドラゴンに短い黙もく禱とうを捧ささげてから、僕は朧に言葉を返した。

「逃げる理由がないからな」

「口の減らないクソガキだな」

　とんっ、と足場にしていたドラゴンの背中を蹴けって、朧おぼろが僕の目の前に降り立つ。

「……ん？　おまえ……なんか雰ふん囲い気き変わったか？」

「さあ、どうかな」

「……」

　朧の顔から笑みが消えた。気配がみるみる鋭くなっていく。

　さすがは妖獣騎士ドウーム・ナイト。悟られないように抑えていたのに、あっさりと気づかれてしまった。

　僕の内に満ちる、大きな力に。

　僕はちょうど足下に落ちていた自分の小剣を拾い上げて、構えた。そして、細く長く息を吐はく。

　安あん藤どうの禁きん呪じゆ──〝絶対英雄ベーオウルフ〟は成功した。

　自分の身体からだに大きな力が宿っているのがわかる。今にもあふれ出しそうなぐらいに大きな力だ。実際、どうしてあふれ出さずにすんでいるのかが不思議で仕方がない。たとえるなら、小さなコップに浴よく槽そういっぱいの水があふれずに収まっているようなものだ。

　さらに不思議なのは、それだけ大きな力を宿しながら、少しも身体が苦しくないことだ。〝荒神スサノオ〟だって使用中は身体が異様に熱く感じるのに、禁呪の力を宿した今は、身体も心も凪なぎの海のように穏おだやかだった。

「……ちっ」

　朧が忌いま々いましげに舌打ちして、今まで、安藤と打ち合っている間すら片手でしか扱っていなかった大槍を両手で構えた。

　変わったのは構えだけじゃない。目つきも違っている。雑魚ざこを見下し嘲あざける目じゃない。気配もますます研とぎ澄すまされている。まるで目の前に何万本もの鋭い針を突きつけられているみたいな圧迫感がある。

「……ん？」

　僕は朧の姿に微妙な違和感を覚えた。

──怪け我がが治ってる……？

　朧は安藤の禁呪で全身に傷を負っていたはずだ。それが、血の跡だけを残して消えている。

〝癒しの秘蹟サクラメント〟を使ったのか……？　でも、剣士であるはずの朧に〝荒神スサノオ〟以外の魔ま法ほうが使えるはずがない。なにか怪我を治せる魔器でも持っているのだろうか。

「杉すぎ崎さき星せい也や」

　安藤に呼ばれて、僕は半分だけ顔を振り向かせた。

「今のあなたの力でも、一人じゃあいつには勝てない」

「でも、ふたりなら勝てる？」

　安藤は頷うなずいた。

「あなたは防御に徹てつして」

「わかった」

「なにをごちゃごちゃ喋しやべっていやがる」

　僕は前に向き直って朧おぼろと視線を合わせた。

「ますはてめーからだ。クソガキ」

　その言葉の直後、朧が動いた。

　朧がどこからどう攻めてくるか、僕にはわかる。先読みできる。

　右側面からの連続刺突。さっきまでの僕なら、攻こう撃げきの種類やタイミングを読めたとしても反応速度がついていかずミンチにされていただろう。でも、安あん藤どうから力をもらった今なら──。

　精ミ霊ス真リ銀ル製の穂ほと刃が一いつ瞬しゆんの間に三十三回激突して、ビリビリと全身に痺しびれが走った。

「まだまだぁ！」

　朧が狂ったような哄こう笑しようをあげながら、大槍を暴れさせる。

　今度は刺突だけじゃない。斬きりも払いを混ぜてめちゃくちゃに攻めてくる。めちゃくちゃだけれど、さっきよりも一段どころか二段も三段も疾はやくて──強い。

「く……っ！」

　一撃受ける度たびに衝しよう撃げきが脳天にまで響ひびく。

「おらおらおらおらおらあっ！」
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　朧おぼろの攻めの手は止まらない。さらに恐ろしいことに、朧の槍やりは一いち撃げきごとに疾はやさと威力を増していっている。

　防御に徹てつしろと安あん藤どうは言った。それはつまり、攻撃は安藤が引き受けるってことだ。

──安藤、早く攻撃を……！

　朧の猛攻は止まることを知らない。防ぎ続けるのも、そろそろ限界だ。

「潰つぶれろおっ！」

　朧が外した振り下ろしの一撃が大地を割った。装甲車すらスクラップにしてしまいそうなとんでもない破は壊かい力りよく。避さけずに小剣で受けていたら手の骨が砕けていただろう。

　朧が地面に食い込んだ大槍を引き抜く刹せつ那なの隙すきに、僕は大きく後ろに跳んで視線を四方に走らせた。

──安藤は……。

　だけど、僕の求める虎とらの目の少女の姿は見つからなかった。前にも後ろにも右にも左にも──どこにも。

「安藤！」

　叫んでみても返る声はなく、僕は愕がく然ぜんとした。

「アーッハッハッハッハッハッ！」

　朧の高笑いが僕を叩たたいた。

「どうやら出来損ないは、オレたちが殺やり合ってるどさくさに逃げちまったらしいなぁ！」

　安藤が逃げた？

　僕を囮おとりにして？

「そんな……」

　ふたりなら勝てるって……あれは僕を囮にするための噓うそだったのか？

　安藤には目的がある。ここで死ねない理由がある。そのために、自分一人だけ生き残るために僕を利用したのか？

　安藤にとって僕は本当の意味での相棒パートナーじゃない。学園を退学にならないための、形だけの相棒パートナーにすぎない。

　事実、安藤はさっき一人で逃げ……いや。

　僕は頭を振った。

　逃げてない。安藤は戻ってきた。戻ってきて、僕を助けてくれた。

　信じるんだ、安藤を。

　相棒パートナー同士の信しん頼らい関係なんて、僕たちにはない。

　安藤に僕への信頼を強要することはできない。でも、僕が一方的に安藤を信じることは、できる。

　僕は安藤美み月づきを──僕にとっての強さの象徴とでも言うべき虎の目の少女を信じる。

「安心しろクソガキ！　出来損ないは後で必ずそっちに送ってやるからよ！」

　朧おぼろの猛攻が再び僕を襲おそう。

「ぐ……ああ……っ！」

　疾はやい。強い。重い。激しい。痛い。

　防いでいるはずなのに、大槍に込められた朧の力が、空気もろとも僕の服と皮ひ膚ふを切り裂いてくる。

「シャアッ！」

　朧が大槍の攻こう撃げきに紛れ込ませて長い脚をしならせてきた。

　──読めてはいたのに、大槍を防ぐのが精一杯で避けられなかった。

　鳩尾みぞおちをまともに蹴けり抜かれて、僕は矢の勢いで弾はじき飛ばされた。

　背中から岩みたいな地面に叩たたきつけられる。受け身を取って、そのまま後方に一回転して立ち上がりはしたけれど、それ以上は動けなかった。

　うずくまってげほげほと咳せき込む。

　効いた。危うく意識が粉々になるところだった。

「ハアッ！」

　朧が跳ちよう躍やくするのが見えた。

　朧は三十～四十メートルも離はなれていた僕の頭上まで一足飛びでやってくると、大槍を持っていないほうの手を、指を広げて突き出してきた。

──やばい……！

　死の気配が背筋を走り抜けるのを感じて跳び退のいた刹せつ那な、見えない力がほんの今まで僕のいた場所に破は壊かいをもたらした。

　地面が割れ、砕かれ、吹き飛ばされて、直径十メートルはあろうかというすり鉢状の破壊痕こんがそこに生まれた。

　寒気がした。今のは以前に北ほく斗とが僕の部屋の壁を破壊したのと同種の攻撃だ。

「どうだ、クソガキ？　ビビッたか？　格の違いを思い知ったか？」

　破壊痕の縁ふちに立って、朧が両腕を広げる。

　僕は後ずさりながら喉のど元もとの汗を手の甲で拭ぬぐった。下がりたくて下がっているんじゃない。足が勝手に朧から遠ざかろうとしているのだ。

　……たしかに格が違う。違いすぎる。禁きん呪じゆの力を借りてもなお、僕の力は朧に遠く及ばない。

──一人じゃ、勝てない──。

「ようやく身体からだも温まってきた。次はマックスでいくぜ」

　目を剝むき歯を剝き、抑えきれない自分自身の力に全身を震ふるわせて、朧が一歩一歩近づいてくる。

　……どうする？

　一か八か、こっちから仕掛けるか？

　無理だ。一いち撃げきで仕留めなければ反撃がくるし、僕にあいつを一撃で仕留める力はない。

　なら、逃げるか？

　それも無理だ。逃げられっこない。

　なら、どうする？　どうする？　どうする？

　……決まってる。どうするもこうするもない。

　安あん藤どうを信じるって決めたんだ。なら、僕が取るべき行動は一つ。その時がくるまで、防御に徹てつする。

　勝手に後ずさっていた足が、止まった。その足を自分の意志で一歩前に出して、僕は小剣を構える。そして、言う。

「来い」

　朧の遥はるか後方に一筋の光が見えたのは、その時だった。

　天に向かって伸びる金色の光──。

　あれは……あの光は……。

　光が動いた。角度を斜めに変えて、こっちに向かってくる。

　人影が見えた。光の始点に。

　僕は、本当に久しぶりに自分で自分を褒ほめてやりたいと思った。

　僕は間違っていなかった。

　安藤を信じた僕は、間違っていなかったのだ。

「……ん？」

　朧おぼろが足を止めた。

「なにを笑っていやがる」

　僕は答えず、怯おびえたフリをして（実際に怖くてたまらないのだけれど）、後じさった。

　あと、七秒か八秒か……それまで朧に気づかせるわけにはいかない。

「ビビって顔をひきつらせてただけか？」

　安藤が金色の大剣を肩に担かつぐようにして構えて跳ちよう躍やくした。

　視線で悟られないように、僕は朧の目を睨にらみ据えた。

　朧は極度の興こう奮ふん状態にある。それに、安藤は逃げたものだと思い込んでいる。朧の意識は一〇〇％僕にしか向いていない。

　安藤の攻撃は成功する。避けられる道理はない──はずだったのに。

　朧が構えた大槍の穂ほが、金色に光った。

　安藤が上空で振りかぶった〝覇王大剣クラウ・ソラス〟の光を反射して、光ってしまった。

　その時ちょうど、大槍の穂が朧の目の前にあったのは、不運としか言いようがない。

「──!?」

　異変を察知して振り仰いだ朧おぼろの目が、今まさに〝覇王大剣クラウ・ソラス〟を振り下ろそうとしている安あん藤どうの姿を捉とらえた。

「てめえっ！」

　安藤はもう斬ざん撃げきの体勢に入っている。もう止まれない。

　でも、駄だ目めだ。避けられる。

　これを避けられたら僕たちの敗まけだ。終わりだ。




──避けられてたまるか！




　思った時にはもう、身体からだが動いていた。

　小剣を朧めがけて投げつける。

「ちいっ！」

　大槍に弾はじかれる。

　まだだ。小剣を投げるのと同時に僕自身も朧に向かって走り出していた。そして、小剣が弾かれた瞬しゆん間かんには、僕はもう拳こぶしの間合いに入り込んでいた。

　安藤からもらった力をありったけ拳に込めて、繰くり出す。

　真っ正面からの右ストレートなんて、僕と朧の実力差を考えれば絶対に当たる攻撃じゃない。だけど、朧が安藤の不意打ちに動揺していたこと、朧の武器が至近距きよ離り戦には不向きの大槍だったこと、大槍を両手で持っていたこと、そして小剣を弾くために大槍を使ったことが、僕と安藤に小さな奇跡をもたらした。

「この……っ！」

　大槍から左手を離はなして顔面をガードしようとした朧だけれど──遅い。

　僕の渾こん身しんの拳は朧の下した顎あごを打ち抜いて、朧をぐらつかせた。

　──と同時に、僕の膝ひざも折れた。

　朧に攻撃されたんじゃない。〝絶対英雄ベーオウルフ〟の効果が切れたんだ。

〝荒神スサノオ〟が切れた時と同じように、全身から一気に力が抜けていく。

　安藤が、いよいよ無敵の刃を振り下ろした。

　このままじゃ僕も巻き込まれて死ぬ。──でも、だめだ。動けない。

　勝ったと思ったのに、最後の最後でつまずくなんて。

──ひなた……。

　諦あきらめて目を閉じた時、なにか強い力が僕を引っ張り上げた。

「え──!?」

　そして、僕は朧が光に吞のまれる瞬間を、中空から目撃した。

　光が広がりあふれ、轟ごう音おんが朧のあげた断だん末まつ魔まの叫びをかき消して大気と大地を震しん撼かんさせた。

「勝っ……た……？」

　ぱたぱたという羽音めいた音を聞きながら、僕の意識は閃せん光こうに溶けていった。




　頭の下にぬくもりがある。

　やわらかくて、気持ちがいい。

　……なんだろう？　真っ暗で、なにも見えない。

　頰ほおになにかが触れた。ひんやりしていて、これも気持ちいい。

　僕はどうなっているんだろう……？

　状況を知りたいのに、なにも見えない……。

　…………。

　…………見えなくて当たり前だ。目を閉じていて、なにも見えるわけがない。

　恐る恐る、僕は目を開けた。

　見えたのは、重たい雲の張りつめた鉛色の空と、安あん藤どう美み月づきの顔。

「安藤……？」

「おはよう。身体からだに痛みはある？」

　そう声をかけてきた安藤の目は、もう虎とらの目じゃなくなっていた。丸く黒々とした瞳ひとみに、僕の呆ほうけた顔が映っている。

「僕は……」

　どうやら、僕は意識を失っていたらしい。

　……それにしても、この体勢は……？

　安藤の顔は、僕から見て上下が逆さまになっている。そして、後頭部に感じるこの幸福感のある温ぬくもりは、もしかして……いや、もしかしなくてもそうとしか考えられない。

　膝ひざ枕まくらだ。

　僕は今、安藤美月に膝枕されている！
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「なに驚おどろいた顔してるの？」

　安藤が整った眉まゆを軽く顰ひそめた。

「……いや、だって膝枕……」

「地べたのほうが寝心地がいいって言うなら、やめるけど？」

「い、いや、このままで……っていうか、起きるよ」

　安藤のふとももを枕にできるなんて僥ぎよう倖こう、もう二度とないだろう。もう少しこのままいたいところではあったけど、彼女でもない女の子の膝枕に甘えるのは気が引けた。でも──。

「あ……れ……？」

　起き上がれなかった。腕にも脚にも、これっぽっちも力が入らない。

「動けるわけないでしょ。〝絶対英雄ベーオウルフ〟が切れたんだから。身体に痛みは？」

「……いや。身体からだに力が入らないだけで、痛みはないよ」

「そう。でも、じきに痛んでくるはずだから、覚悟しておいて」

「反動ってやつか……」

　分不相応な力を使ったんだ。反動がないわけがない。

　……とりあえず、このままもうしばらく安あん藤どうの膝ひざ枕まくらに甘えられることを喜んでおこうか。

「僕はどのぐらい気絶してたんだ？」

「ほんの五分ほどよ」

「朧おぼろは……」

　安藤が視線で左方向を示した。

　見ると、大地に刻まれた深く長い亀き裂れつの側そばに、朧の使っていた大槍とそれを握りしめる朧の右腕が転がっていた。……本体がどうなったのかは、考えるまでもない。

「勝ったんだな、安藤……」

　いいえ、と安藤は首を振った。

「勝ったのは私じゃない。私とあなた……ふたりで勝ったのよ」

「ふたりで……」

　じんわりと胸が熱くなった。

　安藤が──僕にとって強さの象徴であり指針でもある安藤が、僕を戦力として評価してくれた。これは、とても嬉うれしいことだ。

「……そういえば、僕はどうして助かったんだ？　最後、安あん藤どうの禁きん呪じゆに巻き込まれそうになった時、身体からだが急に引っ張り上げられて、おかげで助かったんだ。あれは安藤が……？」

「違うわ。あなたを助けたのは、そいつよ」

　安藤が、今度は右方向を視線で示した。

「そいつ……？」

　顔を傾けた僕は、そこにくりっとしたまん丸い二つの眼を見た。

　ぴー、とそいつ──ベビー・ドラゴンが、首をもたげて可か愛わいらしい声で鳴いた。

「こいつが、僕を……？」

「そうよ。そいつが襟えり元もとをくわえてあなたを持ち上げたのよ。おかげで、あなたは助かった」

「そうか……おまえが助けてくれたのか……」

　声をかけると、そいつは応こたえるようにまた「ぴー」と鳴いた。その姿はもう本当にぬいぐるみだ。

　よく見ると、そいつは額から一房、白い毛が生えていた。死んでしまった二匹のベビー・ドラゴンにも生えていただろうか。なかったような気もするけど、よくわからない。少なくとも親ドラゴンや若いドラゴンにはなかった。

「恩返しのつもりだったのかな……？」

「そうとしか考えられないけど……信じられないわね。妖獣ドウームが人間を助けるなんて」

「僕も聞いたことがないよ」

　ベビー・ドラゴンは首を傾けてじっと僕を見ている。

「で、どうするの？　そいつ」

　ベビー・ドラゴンをどうするのか？　それはつまり、殺すか見逃すか、どちらを選択するのかということだ。

　勢いで助けて、助けられもしてしまったけど、相手は妖獣ドウーム──それもドラゴンだ。いずれ必ず人類の脅威になる。

　正しい選択がどちらなのかは明白だった。でも──。

「だめだな、殺せそうにないよ」

　安藤は、「そう」と言っただけで、僕の選択を非難しなかった。

「安藤はかまわないのか？　生かしておいても……」

「そいつを助けたのは、あなたでしょう？　そいつの命をどうするか、決定権はあなたにあるわ。あなたがそいつを見逃したいと思うなら、そうすればいい。もちろん、そいつを見逃すことによって生じるあらゆる事象に対する責任を負ってもらうことになるけれど」

「責任、か……。厳しいな、安藤は……」

　でも、正論だ。決断には責任が伴う。それがわからないほど、僕はもう子供じゃない。

「肝に銘じておくよ」

「なら、いいわ」

　安あん藤どうは頷うなずくと、「もういきなさい」、ベビー・ドラゴンに向かってしっしっと手を振った。

　意味が通じたのか、ベビー・ドラゴンは「ぴー」と鳴くと、小さな羽をぱたぱたと羽ばたかせて飛んでいった。途中、名残惜しげに何度も僕たちのほうを振り返りながら。

　ベビー・ドラゴンの姿がすっかり見えなくなると、僕は視線を安藤に向けた。安藤はまだ空のほうを見ていたから、目は合わない。

　安藤の顔を下から見上げるのは、初めての経験だった。横顔や後ろ姿の印象が強いけれど、下から見上げても安藤はやっぱり綺き麗れいだった。血で汚れているのに、それでも綺麗と感じるのは、僕の感性が変だからってわけじゃないはずだ。

　……安藤に訊きいてみたいことがあった。元々たくさんあったけれど、朧おぼろとの戦いでさらに増えた。

　朧は安藤を出来損ないと呼んでいた。あれは、どういう意味だったんだろうか。その前には、お仲間、とも言っていた。

　訊いてみたい。だけどそれは、安藤美み月づきという人間の根幹に踏ふみ込む質問のような気がして迷ってしまう。

　果たして、僕に安藤の根幹に踏み込む資格があるんだろうか。

　──あるわけがない。

　安藤にとって僕は、それを許せるほどの重要な存在じゃない。

　許されるとしたら、それは安藤が僕を本当の意味での相棒パートナーとして認めてくれた時だろう。

「私ね、人間じゃないの」

　唐突に──。

　空に目を向けたまま、安藤がそんなことを言い出した。

「ニュクスでもない」

「安藤……？」

　安藤の目が僕を見、その目が僕に悟らせた。

　安藤は僕に大事な話をしようとしている。それは、僕の知りたかったことの答えで、安藤の根幹に関かかわる話で──だから僕は、心して聞かなければならないということを。

「私は、天上院が作った人造兵器──ルドラの一人なの」

　安藤がなんらかの特殊な背景を背負った少女であることはわかっていた。

　だけど、安藤自身の口から語られた彼女の背景は、僕が思っていたよりずっと特殊で──過酷だった。




　安藤によれば──。

　ルドラは、人類防衛のための人材を養成する機関である天上院が、より優れた人材を求めて暴走した結果の産物だった。

　ルドラは、妖獣ドウームから採取した体細胞を胎児に移植することで作られる。

　人間離ばなれした生命力に運動能力、それに突出した魔ま法ほうの才能──ルドラはまさに至高の人材だったのだ。




「見て」

　と言って、安あん藤どうが僕の顔の前で右手を開いてみせた。

　安藤の右手は朧おぼろの大槍をくらってこっぴどく潰つぶされていたはずだ。なのに、今僕の目の前にある安藤の右手は、血で真っ赤に染まってはいるものの、まったくの無傷だった。

「あの程度の傷なら、魔法を使わなくても五分とかからずに完治するわ」

「すごいな……」

　とんでもない治ち癒ゆ力りよくだ。いや、ここまでくると治癒力というより再生能力と呼ぶべきか。

「こんな化け物を、天上院は何十人も作り出したのよ」

　人類防衛という目的のためとはいえ、胎児に妖獣ドウームの体細胞を移植するなんて倫理的に問題がありすぎる。けれど、当時の天上院には、目的のためなら非人道的な行為も厭いとわない勢力が存在したのだという。

「私も仲間たちも、物心つく前から戦せん闘とう訓練を受けさせられて……次々に戦場に送られていったわ。そして、みんな死んでいった。訓練中に死んだ仲間も大勢いたわ」

　だけど、安藤は訓練で死ぬことも戦場に送られることもなかった。

「私は、失敗作だったから」

　安藤はルドラとしては運動能力が低く、魔法の才能にも乏しかったのだという。

「朧の言葉を借りるなら、出来損ないね」

　安藤が出来損ないと言われても、僕にはまったく理解できなかった。

　僕に言わせれば、安藤の運動能力は超人的で、魔法の実力は一流の域を超えている。その安藤ですら出来損ない扱いされるというなら、他ほかのルドラは一体どれほどの強さなんだろう──と考えて、朧の顔が脳裏に浮かんだ。

「あいつも……朧もルドラだったのか？」

　化け物じみた強さに驚きよう異い的てきな回復力。それに虎とらの目──朧には安藤と共通する特徴が少なくなかった。

　僕の問いに安藤は頷うなずいた。

「そう。あいつもルドラよ」

「でも、顔見知りじゃなかった？」

　朧は安藤のことを知っていたようだったけど、それでも直接顔を合わせるのは今日が初めてのような口振りだった。

「ええ。私は隔かく離りされて育ったから、顔を合わせたことのない仲間も少なくなかったの」

「隔離って……」

「言ったでしょう？　私は出来損ない……失敗作だったのよ。私たちを作った男は完かん璧ぺき主義者で、失敗作は自分の恥として許せなかった。私以外の失敗作は、みんな処分されたわ」

　処分……つまり、殺されたってことか。

「私が今もこうして生きていられるのは、姉さんのおかげ」

　他ほかの失敗作たちが処分されていく中、安あん藤どうだけが処分を免れたのは、当時、ルドラの中で最強を誇っていた安藤のお姉さんが、妹を殺さないでくれと上に懇こん願がんしてくれたからだという。

「でも、姉さんは七年前に──私が九つの時に死んで……兄さんも妹のミチルも、他の仲間たちもみんな天上院を離はなれた……。私も……」

　安藤はそこで空を仰ぐと、そのまま沈ちん黙もくした。

　僕は黙だまって、安藤の言葉を待つ。

「私は、自分の意志で離れた天上院に帰ろうとしてる。……帰らなくちゃならないの。強くなるために」

　安藤が話を再開するまでにかかった時間は、たぶん、一分を超えていたと思う。

　僕は口に出かかった疑問を吞のみ下した。

　安藤や安藤の兄妹を含めたルドラたちが、なぜ天上院を離れたのかという疑問だ。安藤のお姉さんが亡くなった理由も気になる。あるいは、ルドラたちが天上院を離れた理由は安藤のお姉さんの死に関係しているのかもしれない。

　安藤がそれを語らなかったのは、語る必要がないか、語りたくないと思っているかのどちらかだ。後者なのだとしたら、僕は踏ふみ込めない。だから、僕は気になっているもう一つのことを訊たずねた。

「どうして、急に自分の話なんか始めたんだ？」

　安藤は空に向けていた顔を僕に向け直して、答えた。

「知っておいてもらいたいと思ったのよ。あなたに」

「どうして？」

「あなたは、私の相棒パートナーだから」

　安藤のその言葉は、僕から言葉とまばたきと呼吸を奪った。

「……相……棒……？」

　僕の時間は、たっぷり三十秒は止まっていたと思う。

「たしかに、僕は安藤の相棒パートナーだけど、でもそれは……」

「形だけのこと……だと思っていたわ。私も」

　過去形。つまり、今は違うということだ。

　僕を、本当の意味での相棒パートナーとして認めているということだ。

　認めてくれた。

　安あん藤どう美み月づきが。

　僕を。

　相棒パートナーとして。

「あなたは、あなたの目的と覚悟が本物であることを、〝絶対英雄ベーオウルフ〟に耐えることで証明してみせた。だから、私は信じてみようと思った。あなたなら私の作戦を成功させてくれるって」

　逃げたフリをして、朧おぼろに背後から禁きん呪じゆの一いち撃げきをくらわせてやる……というのが、安藤の作戦だ。

　必殺の禁呪〝覇王大剣クラウ・ソラス〟は、破は壊かい力りよくこそ絶対的であるものの、回かい避ひされやすい魔ま法ほうだ。朧のようなスピードのある相手に当てるためには、相応の工夫が必要になる。

　安藤は逃げたフリをすることで、朧を油断させるのと同時に、詠唱の声や途中で発生する風が朧に届かないようにしたのだ。

「そして、あなたは私の信じたとおりに作戦を成功させてくれた」

「僕もだよ」

　僕は言った。

「僕も安藤を信じたんだ。安藤は逃げたんじゃない。安藤が姿を消したのは、あいつに強烈な一発を叩たたき込むためだって」

　安藤は頷うなずいた。

「私はあなたを信じて」

「僕は安藤を信じた」

　そして、僕たちは勝った。

「なんだ、いいコンビじゃないか、僕たち」

「調子にのらないで」

　僕の額をピンと中指で軽く弾はじいて、安藤はくすっと笑った。

　ああ、安藤もこんなふうに──ひなたや南みなみと同じように、笑うんだ。

　僕は安藤が一番綺き麗れいに見えるのは戦っている時だと思っていた。けれど、笑顔の安藤も負けず劣らず綺麗だった。綺麗で、可か愛わいい。

「あなた、日記はつけてる？」

　唐突に話が変わった。

「日記？　いや……」

　書いたことがないわけじゃない。だけど続いた試しはなかった。

「私は、つけてる」

「へえ……」

「意外？」

「正直、意外かな」

　日記をつけるタイプに見えるか見えないかと問われれば、安あん藤どうは見えないタイプだろう。容姿だけで考えれば、安藤が机に向かって一日の出来事を綴つづる姿は、とても絵になっているとは思うのだけれど。

「でも、いいんじゃないか？　安藤は忘れっぽいみたいだから」

　一いつ瞬しゆん、安藤の顔に哀かなしみの色が差したような気がした。

「記き憶おくが壊こわれるの」

　安藤が自分のこめかみのあたりを人差し指でトントンと叩たたいた。

「えっ？」

「天上院が私を出来損ないと判断したのは、運動能力や魔ま法ほうの才能が足りなかったってことの他ほかに、もう一つ理由があるの。……それが、記憶の崩ほう壊かい。魔法を使う度たびに、私の記憶は壊れていくの」

　僕は言葉を失った。

　安藤に相棒パートナーと認めてもらえた嬉うれしさが、一瞬で凍りついて、砕けた。

　悪い冗談だと笑うことはできなかった。なぜなら、僕には心当たりがあったからだ。

「妖獣ドウームの中にはマナを餌えさにするタイプの奴やつがいて、私に細胞を移植された妖獣ドウームは、どうやらそのタイプらしいの。妖獣ドウームの細胞が根付く部位は、それぞれ違う。姉さんは心臓だった。あの朧おぼろって奴は、顔面だったんでしょうね」

「あの顔の赤あか痣あざ……？」

　安藤は頷うなずいた。

「あれは妖獣ドウーム細胞が表面化したものよ。妖獣ドウーム細胞が寄生部位の表面に現れるケースは少なくないの。姉さんも妹もそうだった……」

「安藤は……」

　妖獣ドウーム細胞の寄生部位はそれぞれ違うと安藤は言った。なら、安藤は身体からだの一体どこに寄生されているのだろう。

　記憶が壊れるってことは、まさか……。

「私が寄生された部位は、脳よ。マナを餌にする妖獣ドウームが、脳に巣くっているの」

　まさかが的中して、僕は言葉を失った。

「そいつは、私が魔法を使ってマナを体内に取り込む度に活性化・増殖して、私の脳をより深く侵していく。それが、記憶崩壊の原因」

「学校のパン屋で話したことや僕の名前を忘れたのも……？」

　安藤は頷き、古い記憶よりも新しい記憶のほうが壊れやすいのだと教えてくれた。壊れる記憶の量はまちまちで、単語一つ忘れるだけですむこともあれば、数日分の記憶が一気に消えてなくなることもあるのだという。

「自分の名前を忘れたことも、一度や二度じゃないわ」

　僕はまた言葉を失った。

　自分の名前なんて、そんな根本的なことまで忘れてしまうのか……。

「それじゃあ、安あん藤どうが日記をつけてるのは──」

「そう。私が日記をつけてるのは、思い出を振り返って懐なつかしむためじゃない。私にとって、日記は記き憶おくの記録帳……。毎日日記をつけて読み返しておけば、壊こわれた記憶を修復することはできなくても、情報として再吸収することはできるから」

　壊れた記憶は修復できない……つまり、日記を読み返しても、『知る』ことができるだけで、『思い出す』ことはできないってことだ。

『知る』と『思い出す』──この違いは、大きい。

「安藤が白兵戦主体に戦っていたのも、なるべく魔ま法ほうを使わないようにするためだったんだな？」

　安藤は頷うなずいた。

「魔法を使うたびに、私の頭に巣くっている妖獣ドウームは育って……私は妖獣ドウームに近づいていく。比ひ喩ゆじゃなく、このまま魔法を使い続ければ、私はいずれ妖獣ドウームになる」

　そう語る安藤の口調に、悲ひ愴そう感かんはなかった。

　安藤はとっくに受け入れているのだ。その呪のろいにも似た運命を。

「安藤……」

「今日はさすがに魔法を使いすぎたわね。一体、なにを忘れていることやら」

「戦わないって選択肢はないのか？　戦わないことが無理なら、せめて魔法を使わないとか。安藤の実力なら、魔法を使わなくたって──」

「それはできない」即答だった。

「魔法の力なしじゃ、あいつは倒せない」

　あいつ──安藤が殺すと決めているっていう相手のことか。

「あいつを殺すまで、私の戦いは終わらない。そして、そのために魔法の力が必要なら、記憶が壊れようと妖獣ドウームに成り果てようと、私は迷わない」

　安藤の虎とらの目に、僕は断固たる覚悟の光を見た。

　命いのち懸がけ、なんて生やさしいものじゃない。

　肉体と心と命と魂たましいと──自分の全存在をかけて、安藤は目的を果たそうとしている。

　戦うな魔法を使うなと誰だれが言ったところで、安藤の心を変えることはできないだろう。

　なら、相棒パートナーとして僕が安藤にしてやれることはなんだろう？　なにがあるだろう？

　安藤に相棒パートナーとして認められたからといって、僕が半人前の学生であることに変わりはない。だけど、なにか……なにかあるはずだ。

「安あん藤どう」

「なに？」

「安藤のことを、話してくれないか？」

「えっ？」

「誕生日とか、好きな食べ物……は知ってるけど。他ほかにも、好きな言葉とか、初めて観みた映画とか……なんでもいいから、安藤のことを、とにかくたくさん話してほしいんだ」

　安藤は目をぱちくりさせた。

「聞いてどうするの？」

　不愉快というより不可解といった顔で、訊きいてくる。

「憶おぼえておくんだ。安藤が自分のことを忘れてしまっても、僕が憶えておけば、安藤の記憶は僕の記憶としてだけど、残るだろ？」

「つまり、あなたを日記代わりにしろってこと？」

　僕は頷うなずいた。

「日記も、もちろん重要だと思う。でも、安藤の大切な記憶がただの文字情報としてしか残らないのは、寂しいと思うんだ」

　人の心は記憶の積み重ねの上に成り立つものだ。魂たましいというのは、要するに記憶のことなんだと僕は思う。

　そして、魂は人に宿るものだ。

「安藤の記憶を──魂を、僕に共有させてほしいんだ」

　安藤は驚おどろいたような顔をして、それから苦笑した。

「やっぱり、あなた変わってる」

　よかった。たとえ苦笑いでも安藤が笑ってくれるなら、僕は嬉うれしい。

　安藤の笑った顔なんて、学校じゃただの一度も見たことがなかった。

　特殊な出生、呪のろいの運命、誰だれかを殺すために自分のすべてを犠ぎ牲せいにするという報むくわれない生き方。

　そんな安藤が、他の連中と同じように笑えるわけがない。

　安藤の笑顔は貴重だ。見る僕にとっても、安藤自身にとっても。

　その貴重な笑顔を一つでも増やすことができたら、と思う。

　それが、無力な僕が相棒パートナーとして安藤にしてやれる、きっと唯一のこと──。

「いいわ。気が向いたら話して──」




　オオオオオオオオオオォォォォォォォォォォ……。




　安藤の言葉をかき消す音量で、遠く──〝第一種危険区域〟のさらに奥のほうから、亡者の嘆きに似た声が響ひびいてきた。

　ドラゴンの咆ほう吼こうとは違う。けど、なにか──恐ろしい妖獣ドウームの声であることは間違いない。アーク・デーモンか、それともグレンデルか……。

「とりあえず、街に帰るほうが先ね」

　さすがの安あん藤どうも、今日はもうこれ以上、強敵と戦いたくはないらしい。

「身体からだの痛みは？」

「まだ、ないよ」

「……遅いわね」

　安藤が顎あご先さきに指を添えて、首を浅く傾けた。

「とっくに痛み出していていいはずなんだけど……本当に、どこも痛くない？」

「ああ」

　別に噓うそをついているわけでも瘦やせ我が慢まんをしているわけでもない。あるのは疲労感だけだ。

「……まあいいわ。動ける？」

「やってみる」

　僕は身体に力を入れた。入れた先から抜けていくような感じがあったけど、なんとか立ち上がれた。

「戦ったり走ったりは無理そうだけど、歩くだけならいけるよ」

　トントンと爪つま先さきで地面を叩たたきながら、僕は安藤を見た。

　膝ひざを折ってちょこんと座っている安藤はしおらしく見えて、普ふ段だんの冷たくも猛たけ々だけしい感じとのギャップもあって、なんともいえずに──可か愛わいかった。

　後頭部と首の後ろには、まだ安藤のふとももの感触が残っている。

「じゃあ、いきましょう」

　安藤が魔法杖を手に立ち上がった。

──僕の小剣は……。

　高価な代しろ物ものだ。忘れて帰るわけにはいかない。

──あった。

　幸い、小剣はすぐ側そばに落ちていた。

　拾おうと前まえ屈かがみになって、僕はそのまま倒れそうになった。

　咄とつ嗟さに安藤が支えてくれなかったら、

「あ、ありがとう」

「まだ、歩くのも無理そうね」

　安藤はそう言うと、僕の左腕を持ち上げて、そこに身体を滑り込ませてきた。僕は安藤に肩を借りる形になった。

「このまま、いくわよ」

「でも……この体勢じゃあ、敵に襲おそわれた時にどうしようも……」

「私の腕力は知ってるでしょう？　担かついで戦えばいい話よ」

　頼たのもしい言葉。でも、嬉うれしいとは思えなかった。

　僕は安あん藤どうの相棒パートナーだ。相棒パートナーにおんぶにだっこになってしまうのは、よくない。そんなのはただの足手まといだ。僕の力じゃ安藤の役に立てないってことは、嫌と言うほどわかっている。けど、役に立てないだけならまだしも、足手まといにはなりたくない。それだけは嫌だった。

　それに、安藤だって相当に消耗しているはずなのだ。僕を担いで戦うなんて無理がある。

「少しでも危ないと思ったら、容よう赦しやはいらない。僕を捨てていってくれ。元々、そういう約束だったはずだ」

「忘れたわよ、そんな約束は。魔ま法ほうの使いすぎね」

　安藤はわざとらしく、自分の頭の横で魔法杖の先をくるくると回してみせた。

「安藤……でも……」

　意固地な僕に苛いらついたのか呆あきれたのか、安藤は小さくないため息をついた。そして、こう言った。

「私の日記になってくれるんでしょう？」

「えっ？」

「日記がないと困るのよ、私は」

「安藤……」

　それに、と安藤は言葉を続けた。

「あなたには目的があるんでしょう？　それは、なににおいても優先されるものなんでしょう？」

「あ、ああ」

「なら、どんなことをしても、誰だれを利用しても、目的を遂げるその時まで生き延びなさい」

　肩を借りている体勢だから、安藤の顔は僕の顔のすぐ近くにある。安藤の虎とらの目が、文字どおり目と鼻の先から僕の目を見つめている。言葉以上の説得力が、その目にはあった。

「……わかったよ。ひなたに会いにいくために僕は生き延びる。そのために安藤を利用させもらうよ」

　涼やかに微笑ほほえんで、安藤は頷うなずいた。

「それでいい」

「いこう」

　そして、僕たちは都市を目指した。













　　　終幕　～epilogue～







　僕が無事に都市まで帰り着くことができたのは、もちろん一〇〇％安あん藤どうのおかげだった。

　次から次へと現れては行く手を阻はばむ妖獣ドウームたちを、安藤は本当に僕を担かついだまま粉砕していってしまったのだから、とんでもない。

　まったく凄すさまじい戦いぶりだった。だけど、安藤の戦いぶりを思い返すということは、安藤に担がれていただけの自分の情けない様を思い返すということと同義で、だから迂う闊かつに思い返すことはできないのだった。

　安藤が言っていた身体からだの痛み──〝絶対英雄ベーオウルフ〟の反動だ──は、結局、なかった。軽い筋肉痛にはなったものの、それだけだ。筋肉痛も翌日にはすっかり治っていた。痛みなんてないほうがいいに決まっているから僕としては助かったのだけれど、安藤はしきりに首を傾かしげていた。

〝絶対英雄ベーオウルフ〟をかけられて反動がないなんて、ありえないことらしい。救済者セイバーレベルの剣士でも二、三日はまともに動けなくなるし、僕程度の剣士なら反動で命を落とすことも十分ありえるのだという。

「アレが関係してるってことよね、やっぱり……でも……」

　安藤はなにか心当たりがあるような素振りもみせていたけれど、

「心当たりがあるなら言ってくれ」

　と訊たずねても、

「確証のあることじゃないから」

　と話してくれなかった。

　心当たりのありそうな安藤が口を噤つぐんでしまって、僕自身になんの心当たりもない以上、この問題はもうどうしようもなかった。

　自分で調べようにも、禁きん呪じゆが絡からんでいる以上調べようがない。禁呪に関する情報は一般には秘ひ匿とくされているし、下手をすれば調べ回っているだけで逮捕──なんてことにもなりかねないからだ。

「一応、調べてみる。確証が持てたら話すわ」

　とも安藤は言っていたから、それに期待して、僕は当面この問題は忘れることにした。




　忘れる、といえば──。




　第一種危険区域で戦ったあの日、僕たちは一つ、大きな失敗をしてしまっていた。

　僕たちがその失敗に気づいたのは、あの日から二日後のことだった。

　ドラゴンを倒した証拠を持ち帰るのを忘れてしまったのだ（正確には、僕らが倒したのは『ドラゴンを殺した妖獣騎士ドウーム・ナイト』であって、ドラゴンとは戦ってすらいないのだけれど）。

　僕たちが第一種危険区域に赴いたのは、高位の妖獣ドウームを倒して天てん上じよう院いんに実力を認めさせるためだ。

　でも、せっかく高位の妖獣ドウームを倒しても、証拠がないんじゃ誰だれにも認めてもらえない。

　こういう場合、妖獣ドウームの死し骸がいの写真を撮って身体からだの一部を持ち帰るものなんだけれど……僕も安あん藤どうもすっかり忘れてしまっていた。朧おぼろに勝って、張りつめていた気持ちの糸が弛ゆるんでしまったんだろう。

　でも、骨折り損のくたびれもうけとは思わなかった。

　少なくとも、僕は。

　戦せん闘とう経験は山のように積めたし、なにより安藤に相棒パートナーとして認めてもらうことができたのが大きい。

　安藤のほうもたいして悔やんではいないみたいだった。

「次はアーク・デーモンを殺やってやるわ」

　と、なんとも心強い言葉を聞くこともできた。

　ドラゴンを倒した証明を持ち帰るのを忘れてしまった僕たちだけれど、代わりにしっかりと持ち帰ってきた物があった。

　朧が使っていた、精ミ霊ス真リ銀ル製の大槍パルチザンだ。

　精ミ霊ス真リ銀ル製の武器は強力で、高価だ。自分で使わなくても、売れば一財産築ける。

　安藤には、「あなたにあげるわ。使うなり売るなり好きにして」と言われた。

　槍そう術じゆつが得意ならもちろんありがたく使わせてもらうところだけど、生憎あいにくと僕は槍術は苦手な質たちだった。かといって売ってしまうのもなんだか勿もつ体たいない気がして、どうするかを決めかねたまま、朧の大槍は家のクロゼットの中に立て掛けてある。




　そして、あの日から一週間──。

　僕と安藤は再び、大物狩りのために第一種危険区域を目指していた。




　鷲わし頭あたまと前脚の先から伸びる鋭利な爪つめを僕に向けて、グリフォンが空中から急降下攻こう撃げきを仕掛けてくる。

　疾はやい。けど、恐れるほどのものじゃない。

　ギリギリまで引きつけてかわして、僕は長剣ロングソードを一いつ閃せんした。狙ねらいは翼つばさだ。Ｃランク妖獣ドウームであるグリフォンの筋肉は硬くて、一撃じゃ致命傷は与えにくい。だからまずは比較的柔らかい翼を潰つぶして、動きを鈍らせる。

　片方の翼つばさをバッサリと切り落とされたグリフォンが、恐慌の叫びをあげてもう一方の翼をバタつかせる。

　僕は吸気とともに一歩下がると、呼気とともに踏ふみ込んで剣を奔はしらせた。腹を裂き、前脚を切り落とし、首を貫いて、仕留めた。

　そして、剣を引き抜き様、返す刀で背後に迫っていたヘルハウンドの首を切り飛ばす。

　僕たちが戦っているのは、Ｃランク妖獣ドウームの群れだった。数は軽く三十匹を超えている。でも、プレッシャーはなかった。

「セーヤ、後ろ！」

　鋭い声が僕に危機を告げた。

　僕は振り返りながら横に跳んで、キラーエイプの拳こぶしを逃れた。すかさず地面を蹴けって距きよ離りを詰め、がら空きの脇わき腹ばらに長剣を突き立てる。

　直後、駆け込んできた人影が、魔法杖ルーンスタツフの一振りでキラーエイプの頭を粉々に砕き散らした。

　頭と命を失ってぐらりと傾いたキラーエイプの身体からだから剣を抜いて、僕は目で相棒パートナーに礼を言った。

　頷うなずきで応こたえて、僕の相棒パートナー──安あん藤どう美み月づきは、次の敵へと向かっていく。

──セーヤ、か……。

　気恥ずかしさが、僕に頰ほおを搔かかせた。

　あの日の翌日から、安藤は僕のことを下の名前で呼ぶようになっていた。

　セーヤ、とひなたが呼ぶのとはまた違うイントネーションで。

　不愉快さはない。むしろ嬉うれしいのだけれど……まだどうにも慣れなくて、呼ばれるたびに胸がくすぐったくなる。

　安藤は相変わらずの戦いぶりで、次々と妖獣ドウームに引導を渡していっている。危なげなんてまったくない──と思った時、僕は上空に浮かぶ黒い影に気づいた。

　あれは……ガナー・デーモンだ！

　砲身状の右腕から光弾を撃うち出して攻こう撃げきしてくる、人型・有ゆう翼よくのＣランク妖獣ドウームだ。

　右腕の砲身は安藤に向けられている。安藤は激しく動き回っているからそうそう当たることはないだろうけど、ガナー・デーモンの中には連射攻撃が可能な奴やつもいるから油断はできない。

　上だ、と僕が叫ぶまでもなく、安藤の虎とらの目が一いつ瞬しゆん、空に向いた。まったく同時にガナー・デーモンの腕砲が火を噴いた。拳大の光弾が矢継ぎ早に撃ち出されて安藤に降り注ぐ。──まずい。連射型の奴だ。

　安藤は──くらわない。鋭く細かいステップで光弾を避けながら、呪文スペルの詠唱と術式コードの筆記を開始する。

「其そは火。五元の一にして始原の赤──」

　僕は駆け出した。

　走りながら精ミ霊ス真リ銀ル製の小剣シヨートソードを抜いて、ガナー・デーモンめがけて投げつける。矢の速さで虚こ空くうを駆け抜けた小剣は、砲ほう撃げきに集中していたガナー・デーモンの額を捉とらえて、砲撃と安あん藤どうの詠唱をやめさせた。

──間に合った……。

　落ちていくガナー・デーモンを目にしながら、僕は安あん堵どの息をついた。

　安藤に魔ま法ほうを使わせずにすんだ……。

　あれから、ずっと考えていた。相棒パートナーとして僕が安藤のためにできることは他ほかにないだろうか、と。

　そして、思いついた答え。

　安藤になるべく魔法を使わせないようにすること。

　僕のフォローで安藤が魔法を使う回数を少しでも減らすことができれば、その分だけ安藤の記き憶おくを──魂たましいを、守れる。

　敵を片づけた安藤が、魔法杖についた血ち糊のりを払い落としながら歩み寄ってきた。

「今のは、いい攻撃だったわ。グリフォンを仕留めた連続攻撃も、よかった」

　安藤が僕を褒ほめてくれている。でも、僕は嬉うれしい以上に感心していた。

　あれだけ激しく立ち回りながら、安藤は僕の動きをしっかりと見ていたのだ。安藤が凄すごいってことはもう十分わかっているのに、それでも何度でも凄いと思ってしまう。

「でも、後ろを取られすぎよ。敵が多くても背中を取られないよう振る舞うことを忘れないで。……それと、ありがとう」

　最後の一言を小さく呟つぶやくように言うと、安藤はくるりと背中を向けて魔法杖を構えた。

　安藤になるべく魔法を使わせないようにする──その決意を、僕は安藤には話していなかった。でも、どうやら安藤にはお見通しらしい。

　苦笑して、僕も踵きびすを返した。そして、長剣を構える。

　どこからか新たに湧わいて現れた妖獣ドウーム群が、僕たちを取り囲んでいた。数は──さっきよりも多い。

「セーヤ」

　安藤が声をかけてきた。

「半分、任せるわよ」

　半分というと、五十匹ちょっとか。……正直、かなり厳しい。

「あなたならやれるわ。強敵との戦いで、あなたは確実に強くなっている。自うぬ惚ぼれず油断せず、だけど自信を持って、戦って」

　安藤が背中を僕の背中に合わせてきて、僕は息を吞のんだ。

　決して見失うまいと必死に追いかけてきた背中が、僕の背中に重なっている。見えはしないけれど、追いかけていた時よりもずっと近くにある。

「私の背中、預けたわよ」

　安あん藤どうが僕に期待してくれている。安藤が僕ならやれると言っている。

　僕は僕の実力に自信なんか持っちゃいない。僕は僕を信じていない。でも、安藤が僕を信じてくれるなら──安藤が信じている僕を信じることは、できる。

「ああ、任せてくれ、安──」

　いや。

「美み月づき」

　初めて、僕は安藤を──美月を下の名前で呼んだ。

　美月が僕を名前で呼ぶようになってからも、僕は照れやら実力差に対する引け目やらで名字呼びを続けてしまっていた。

　でも、美月が僕に背中を預けると言ってくれるのなら。

　相棒パートナーとして信しん頼らいしてくれるのなら。

　呼べる。

「美月」

　もう一度、僕は僕の相棒パートナーの名前を呼んだ。

　尊敬と友情と、信頼を込めて。

「なに？」

「強くなるよ、僕は」

　僕には強くなりたい理由が三つ、ある。

　一つは、ひなたに会うために。

　もう一つは、美月とふたりで天上院に上がるために。

　天上院に上がるのは、ひなたに会うための手段だったはずだった。だけど、今は違う。

　美月と天上院に上がることそれ自体が、大きな目的になっていた。

　三つめの理由は、ひなたと美月にとって相応ふさわしい相棒パートナーでありたいという思い。

　根源魔ま法ほうの力に目覚めたひなたは、正義の味方になるという夢のために僕との別べつ離りを選択した。

　美月は、魔法を使うたびに自己を妖獣ドウームに侵されていくという過酷な運命を背負いながらもなお、戦い続けることを選択した。

　そんな強いふたりに相棒パートナーとして相応しい男に、僕はなりたい。そのために強くなりたい。剣士としてだけじゃなく、人としても男としても。

　美月が笑む気配が背中を通して伝わってきた。

　妖獣ドウーム群がじりじりと包ほう囲い網もうを狭せばめている。

「受け身は性しように合わない。仕掛けるわよ！」

「ああ！」

　僕と美み月づきは同時に灰色の地面を蹴けった。

　唸うなり、叫び、牙きばを剝むき、あるいは爪つめを振りかざして、人類の敵が眼前に迫る。

　剣を振りかぶりながら、僕は自問する。

──僕は強くなれるのだろうか？

　そして、自答する。

──大だい丈じよう夫ぶ。

　と。

　僕は一人じゃない。

　僕には美月がいる。

　空を見上げれば、たとえ姿は見えなくても、ひなたがいる。

　かけがえのない相棒パートナーが、僕にはふたりもいる。

　だから、大丈夫。

　僕は強くなれる。

　強く、なる。

「おおおおおおおおおおっ！」

　死の大地に声を響ひびかせて、僕は剣を振り下ろした。










　　　あとがき




　はじめまして、あるいはお久しぶりです。志し村むら一かず矢やです。

　一年ぶりの新作です。一年……そう、前シリーズの完結から実に一年もの時間が過ぎてしまったのです。この一年の間にいろいろありました。とある事情で東京都民じゃなくなったりとか、家族が増えたりだとか、まあいろいろ。




　そんなわけで、『きみと歩くひだまりを』、新シリーズです。

　ファンタジーＲＰＧ＋現代学園＋相棒モノ、みたいな感じに仕上がっております。

　このお話、元々のプロットでは純粋な異世界ファンタジーで、主人公の勇者とヒロインの魔ま女じよっ娘こは、ドラクエシリーズで言えば、それこそスライム級のモンスターにすら手こずるような冒険初心者で、そんなふたりがツンツンし合ったりデレデレし合ったりしながら魔王打倒を目指す──みたいな感じになっていたのですが、「異世界ファンタジーはやっちゃダメ」という問答無用のダメ出しによって、プロットを大幅変更。現在の形になったという経緯があります。原形留とどめてねぇ！

　……いや、もう、難産でした。完成までに軽く文庫四、五冊分はボツったような気がします。

　ですが、お腹なかを痛めた子ほど可か愛わいいというやつでして、今はこのきかん坊がどうか一人でも多くの読者さんに愛してもらえますようにと祈る気持ちでいっぱいです。また、愛してもらえるようにがんばっていきたい所存です。

　一巻目から四百ページを超えてしまって、新シリーズの初っぱなからいきなり分厚いのってどうよ？　と自分でも思わなくもないのですが、読みやすさにだけは（だけかよ）自信があるので、いざ読み始めてみればするすると読めると思います。ので、「この本分厚いなー、どうしようかなー」と書店で迷っておられる方は、ご安心してレジにお持ちください。必死ですとも、ええ。




　最後になりましたが、イラストの桐きり島しまサトシ先生に御礼申し上げます。過酷なスケジュールの中、素す敵てきなイラストを描いてくださって、ただただ感謝です。




　では、今回はこの辺で。またお目にかかれますように。




　追記　このあとがきを書くのにガチで五時間かかりました。あとがき苦手です。本文を書く以上に消耗します。もうヘロヘロなので原稿のことは忘れてコリラックマのぬいぐるみにまみれて寝ます。おやすみなさい。
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志し村むら一かず矢や

画像は著者。仕事をしようとＰＣに向かうと決まって睡魔に見舞われこんな顔になる。これでも一応、第５回電撃ゲーム小説大賞選考委員特別賞受賞者だったりする。
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イラスト／桐きり島しまサトシ

最近ちょっとオナカが気になり始めた桐島です。ヤバイです。明日から運動しよう……なんて毎日思ってますが、果たしてそんな明日は来るんでしょうか。……来ないかも。
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